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ら臨°書に
うに裳には
かよ町は豆
°りの已腐
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~
秋
晴
に
す
が
し
き
招
魂
祭
・

i

盛
大
厳
粛
な
中
に
も
賑
か
な
巖
島
市
を

i

i

學
げ
て
の
一
大
年
中
行
事
恐
ら
く
日
本
i

i

．

翠

斎

菱

・

}
一
の
廣
島
招
魂
祭
は
二
十
三
日
午
前
九

i

i

時
か
ら
廣
島
西
練
兵
場
祭
場
で
在
廣
各
i

~
部
隊
各
學
校
其
の
他
園
臆
参
集
、
戦
病

i

i

歿
勇
士
逍
族
―
―
―
十
餘
名
並
に
棧
野
侯
i

一
爵
、
湯
澤
知
事
、
本
間
内
務
部
長
、
滞
i

i

田
警
察
部
長
、
野
津
廣
島
税
務
監
督
局

i

i

長
、
佐
々
廣
島
遁
信
局
長
、
渋
沼
廣
島
i

i

地
方
裁
判
所
長
、
伊
藤
廣
島
市
長
、
渡

i

i

邊
臭
市
長
、
奥
殷
島
市
助
役
其
の
他
来
i

i

賓
等
約
二
千
餘
名
臨
席
、
定
刻
九
時
と

i

i

な
る
や
齋
主
菊
池
厳
島
紳
祉
宮
司
五
十

i

,

i

餘
名
の
祭
員
を
率
ゐ
て
奏
柴
裡
に
入
場
一

i

修
祓
、
祭
典
式
、
菊
池
齋
主
の
厚
蹄
、
一

i

線
裁
『
一
宮
師
園
長
の
祭
癖
、
美
し
き
巫

i

i

女
舞
、
次
い
で
齋
主
、
総
裁
、
逍
族
線
i

i

代
、
宋
賓
綿
代
湯
澤
知
事
、
海
軍
側
糠
i

i

代
豊
田
廣
工
廠
長
、
陸
軍
側
繍
代
法
貴
i

i

軍
瞥
部
長
の
玉
串
奉
献
、
1

一
宮
綿
裁
の

i

i

逍
族
に
毀
す
る
懇
切
な
る
挨
拶
あ
り
、

i

i

い
た
い
け
な
清
美
校
と
袋
町
小
學
校
兒
i

一
童
の
殉
國
勇
士
を
弔
ふ
の
歌
の
合
唱
を
i

i

鰹
て
軍
隊
各
學
校
其
の
他
の
諸
園
賑
の

i

,

i

大
烏
居
前
殷
場
で
證
拝
、
午
前
十
一
時
一
．

i

―
と
先
づ
祭
式
を
終
り
午
後
六
時
か
ら
i

i

更
に
昇
誹
式
が
行
ほ
れ
た
、
尚
ほ
第
二
．
i

-
日
ほ
市
内
諸
學
校
は
休
日
の
こ
と
4

て
，
~

~
自
由
参
拝
者
極
め
て
多
く
第
一
日
に
優

i

i

る
人
出
に
て
近
年
稀
に
見
る
盛
大
さ
で

i

一
あ
っ
た
。
・
:．．．
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に

就

ぃ

モ
｀
｀
｀
チ
は
美
し
い
が

惜
し
い
か
な
乾
燥
に
耐
へ
難
い

（
五
）
エ
ン
ジ
ュ
（
椀
）
と
イ
ヌ
．
エ
ン
ジ
ュ
の
葉
は
上
品
な
光
澤
が
あ
り
花
ほ
ニ
セ
、

（

機

棟

）

ア

カ

ジ

ャ

よ

り

も

優

し

い

。

ェ
ン
ジ
ュ
は
支
那
が
原
産
で
幹
ほ
梢
灰
（
六
）
ジ
ン
ジ
ュ
（
紳
樹
）

白
色
、
白
ェ
ン
ジ
ュ
と
も
い
ふ
、
イ
ヌ
原
産
地
は
支
那
だ
が
本
邦
へ
ほ
明
治
十

エ
ン
ジ
ュ
は
内
地
産
ほ
幹
が
黒
つ
ぽ
く
七
八
年
頃
ォ
ー
ス
ト
リ
ャ
を
鰹
て
入
っ

て
黒
ニ
ン
ジ
ュ
と
も
呼
ぽ
れ
る
。
前
者
た
と
い
ふ
奇
妙
な
来
歴
を
有
し
廣
島
附

ほ
殷
島
附
近
で
は
餘
り
見
受
け
な
い
が
近
で
も
隊
校
、
兵
螢
等
に
珍
ら
し
く
な

岩
國
吉
香
誹
祉
の
境
内
に
ほ
可
な
り
な
く
縣
磨
前
に
ほ
そ
の
並
木
の
存
在
し
た

大
樹
が
存
在
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
こ
と
己
に
前
項
で
述
べ
た
通
り
で
あ

後
者
ほ
少
し
奥
地
の
山
に
入
れ
ば
多
敷
る
。

生
育
し
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
共
に
造
園
葉
は
複
葉
で
木
の
高
さ
ほ
四
五
丈
に

樹
と
し
て
殷
く
使
用
さ
れ
て
居
る
種
類
逹
し
性
質
ほ
強
健
若
い
間
ほ
生
長
が
特

で
あ
る
が
品
位
ほ
前
者
が
優
り
強
さ
ほ
に
盛
ん
だ
が
樹
木
と
し
て
の
品
位
ほ
名

後

者

が

秀

れ

て

居

る

。

稲

に

似

合

は

ず

そ

れ

程

香

し

く

な

い

。

9
9
9
葉
ほ
何
れ
も
一
ー
セ
ア
カ
ジ
ャ
に
似
て
樹
形
ほ
梢
圃
形
幹
立
ほ
箕
直
春
の
芽

よ
り
上
品
で
あ
り
木
の
高
さ
ほ
ニ
―
―
―
丈
出
し
の
頃
だ
け
ほ
赤
味
を
帯
ぴ
て
可
な

諸
害
に
よ
く
耐
へ
る
が
移
植
に
ほ
梢
弱
り
美
し
い
様
子
を
見
せ
る
。

、。

＜

叉

乾

燥

を

好

ま

な

し

（

七

）

セ

ン

ゲ

ン

（

棟

）

樹
形
ほ
自
然
に
略
傘
形
叉
ほ
闘
形
を
『
栴
機
ほ
二
葉
よ
り
香
し
』
と
い
ふ
諺
が

呈
し
幹
立
は
大
臆
箕
直
で
枝
ほ
梢
し
な
あ
る
が
あ
れ
ほ
東
印
度
や
馬
来
半
島
の

や
か
に
其
の
数
も
適
度
で
春
の
芽
出
し
如
き
熱
帯
産
の
寄
生
常
緑
樹
で
此
虞
に

ほ
雨
者
共
非
常
に
美
し
い
銀
緑
色
で
夏
い
ふ
も
の
と
ほ
全
然
別
種
で
あ
る
°
此

並
木

• 、̀99.‘.．・ • 

し‘

て

っ
た
の
で
例
年
の
白
埃
に
憐
ま
さ
れ
る

こ
と
な
く
此
の
土
な
い
祭
り
日
和
で
あ

る
0

八
時
頃
に
は
既
に
数
萬
の
群
衆
が

鯛
集
し
渦
巻
く
人
の
群
、
混
蹴
と
飛

一
躍
、
臭
覺
と
味
覺
、
色
彩
と
願
音
、
物

賣
屋
、
興
行
物
、
大
小
無
数
の
棧
敷
テ

ン
ト
よ
り
湧
き
出
る
大
交
響
榮
的
御
祭

氣
分
に
参
拝
者
の
服
は
華
や
か
に
心
ほ

明
る
＜
賑
や
か
な
快
感
に
次
か
ら
次
へ

と
高
嗚
る
。

や
が
て
午
前
十
一
時
半
か
ら
し
と
や
か

な
市
内
女
學
校
生
徒
八
千
名
の
う
つ
く

し
き
ソ
プ
ラ
ノ
の
齊
唱
『
殉
厩
の
勇
士

を
弔
ふ
歌
』
＼
次
い
で
撥
刺
と
し
な
や
か

な
四
肢
を
一
齊
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
動
か

す
マ
ス
ゲ
ー
ム
が
あ
り
Q

優
腕
に
皿
年
か

な
律
動
美
の
美
し
さ
に
観
衆
ほ
い
つ
し

か
悦
惚
陶
然
と
な
っ
た
°
更
に
ラ
グ
ビ

ー
、
競
馬
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
角
力
、
饒

道
、
柔
道
、
花
火
等
々
例
の
通
り
種
々

澤
山
の
催
物
學
行
さ
れ
、
二
日
に
渡
る

祭
ほ
市
民
綿
出
の
間
に
意
義
慄
い
印
象

の
も
と
に
終
っ
た
。
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相
閻
聾
聾
屈
賃
欝
闘
闘
闘
喜
蒋
甘
社
は
奇
i
なふ泊・・
1.8

ヽ
ヽ
．

暖
帯
地
方
に
ザ
ラ
に
産
す
る
も
の
昔
か

ら
よ
く
人
に
知
ら
れ
て
夫
木
集
に
『
川

端
の
岸
の
榎
の
葉
を
し
げ
み
道
行
く
人

の
宿
ら
ぬ
は
な
し
』
と
あ
り
芭
蕉
に
も

『
椋
の
質
や
一
む
ら
鳥
の
こ
ぼ
し
行
く
』

の
旬
が
あ
る
°
我
が
殷
島
市
で
ほ
隈
島

城
の
内
濠
や
外
濠
の
堤
防
上
に
特
に
之

等
が
澤
山
あ
る
の
を
見
受
け
ら
れ
る
。

並
木
と
し
て
ほ
外
國
で
ほ
之
に
似
た
種

類
の
も
の
が
あ
る
が
本
邦
で
ほ
未
だ
殆

ど
そ
の
例
を
聞
か
な
い
°
併
し
十
分
に

可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
同
じ
ニ
レ
科

の
ケ
ヤ
キ
等
と
共
に
相
営
有
坦
な
る
も

の
と
考
へ
ら
れ
る
0

.

葉
ほ
平
凡
で
雨
者
共
櫻
等
に
似
木
の

高
さ
四
五
丈
に
逹
す
る
喬
木
性
性
質
ほ

健
強
だ
が
大
樹
ほ
梢
移
植
を
煉
ふ
。

（
＋
）
ヤ
ナ
ギ
（
柳
）

ヤ
ナ
ギ
の
種
類
ほ
随
分
澤
山
あ
る
が
箪

に
ヤ
ナ
ギ
と
稲
す
る
場
合
は
ジ
、
タ
レ
ヤ

ナ
ギ
を
指
し
而
し
て
並
木
と
す
る
の
も

殆
ど
之
で
あ
る
。

春
新
芽
の
出
る
頃
の
美
し
さ
や
樹
形

の
特
異
な
幽
に
今
更
説
明
を
要
し
な
い

こ
と
で
あ
る
が
虫
が
入
っ
た
り
切
り
込

ん
だ
箇
所
か
ら
の
腐
れ
の
た
め
に
木
が

傷
み
易
く
壽
命
が
割
合
に
短
い
こ
と
ほ

全
く
惜
し
い
0

•••• 

(
＋
-
r
9
)
サ
ク
ラ
（
櫻
）
．
．

サ
ク
ラ
の
種
類
も
闘
分
多
く
そ
の
園
藝

品
種
に
至
っ
て
は
全
く
う
る
さ
い
程
だ

が
現
今
市
街
並
木
と
し
て
使
用
さ
れ
て

居
る
の
ほ
略
ゾ
メ
イ
ヨ
ジ
ノ
（
之
ほ
俗

稲
ョ
シ
ノ
ザ
ク
ラ
と
云
ふ
も
例
の
吉
野

山
の
櫻
ほ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
あ
っ
て
全
然

別
種
で
あ
る
）
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
ら
し

ぃ
°
然
し
サ
ク
ラ
ほ
一
般
に
切
り
込
を

嫌
ふ
し
移
植
に
も
弱
い
し
最
も
悪
い
こ

と
に
は
腹
埃
を
喜
ば
ぬ
の
で
何
う
も
之

を
車
馬
の
交
通
頻
繁
な
街
頭
に
置
く
の

ほ
感
心
し
な
い
、
斯
う
い
ふ
も
の
ほ
や

ほ
り
公
園
だ
と
か
そ
の
他
の
跛
大
な
山

冊
に
配
し
た
方
が
涸
常
ら
し
く
思
へ
る

,
＇
一
●
●
―
―
―
―
―
―
●
-
―
―
●
―
―
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路廣
月番廣＠

工島．
昭十地島廣

事市
和八二市島
八日廣＝市

受告廣年
益ホ島十

ヨ島篠告

者・甲
リ市町ホ

市月開＝大甲
負第 長十所篠字第
搬ー
規五伊 H

三ス託楠ー

程一藤
兒木五
所＝ 0

予競貞 ヲ百競

三次
・置ニ

條・
キ十

、・ 十二

第
R
廣
島
市
告
示
甲
第
一
四
八
競

三重
．
道
路
工
事
受
益
者
負
搬
規
程
第
十
三
條

郵
—
—
依
リ
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

仮
工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定

物認
ム
可
昭
和
八
年
十
月
十
二
日

殷

島

市

長

伊

籐

貞

次

・
一
、
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

9

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装
工

9

9

"

・

事

．

．

．

．

、

ぶ

応

、

、

第
五
十
一
読
路
線
中
島
本
町
ョ
リ
木

廣
挽
町
二
至
ル
間
及
鋪
装
工
事
維
持
上

必
要
ナ
ル
匿
間
＿

二
、
工
事
齋
手
年
月
日

島
昭
和
八
年
十
月
十
三
日

三
、
負
据
匿
及
地
帯
’

•• 

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
据
匿
ト
ス

四

、

負

撤

率

．

‘

綿
工
費
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

市

【告

示】

｀ 
〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一
四
九
競

廣
島
市
仁
保
町
字
西
條
二
百
三
十
二
番

報
地
ノ
一
―
ー
殷
島
市
楠
那
託
兒
所
ヲ
設
ヶ

十
月
十
四
日
ョ
リ
開
所
ス

昭
和
八
年
十
月
十
三
日

廣
島
市
長
伊
藤

貞
次

【
彙
報
】

〇
達
乙
第
八
競

R
廣
島
市
告
示
甲
第
一
五
I
-
I

琥

昭
和
八
年
九
月
十
五
日
現
在
調
殷
島
市

衆
議
院
議
員
選
學
人
名
簿
ヲ
束
ル
十
一

月
五
日
ョ
リ
十
五
日
間
毎
日
午
前
九
時

ヨ
リ
午
後
四
時
迄
廣
島
市
役
所
二
於
テ

闊
係
者
ノ
縦
覧
二
供
ス

昭
和
八
年
十
月
二
十
五

H

廣
島
市
長
伊
藤

貞
次

ニ
依
リ
受
益
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定

ム
昭
利
八
年
十
月
十
八

H

'
廣
島
市
長
伊
藤
貞
次

一
、
受
益
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
姻
急
事
業
、
路
面
改
良
、
鋪
装

工
事
第
五
十
五
読
路
線
水
主
町
五
間

道
路
ョ
リ
刑
務
所
東
北
角
二
至
ル
間

及
鋪
装
工
事
維
持
上
必
要
ナ
ル
匝
間

二
、
工
事
着
手
年
月
日

昭
和
八
年
十
月
十
九
日

三
、
負
据
漑
及
地
帯

第
一
負
据
匿
、
幹
線
全
部

第
二
負
搬
匝
、
第
一
競
ョ
リ
第
一
＿
一
琥

ニ
至
ル
各
支
線

四
、
負
据
率

線
工
痰
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一
五
I

l

親

昭
和
八
年
九
月
十
五
日
現
在
調
廣
島
市

會
議
員
選
攀
人
名
簿
ヲ
来
ル
十
一
月
五

日
ョ
リ
十
五
日
間
毎
日
午
前
九
時
ョ
リ

午
後
四
時
迄
腺
島
市
役
所
二
於
テ
闊
係

者
ノ
縦
覚
二
供
ス

昭
和
八
年
十
月
二
十
五
日

廣
島
市
長
伊
藤

貞
次

虞
に
い
ふ
所
の
セ
ン
戻
ン
ほ
往
昔
ア

フ
チ
と
呼
ば
れ
萬
葉
集
に
『
妹
が
見
し

、、、
阿
布
知
の
花
ほ
ち
り
ぬ
べ
し
わ
が
泣
く

涙
い
ま
だ
ひ
ま
な
く
に
』
と
詠
ま
れ
た

も
の
で
本
邦
に
て
自
生
品
ほ
稀
だ
が
暖

地
に
ほ
廣
く
植
栽
さ
れ
て
居
り
冬
に
な

る
と
葉
の
落
ち
た
枝
先
に
黄
白
色
で
大

豆
位
の
大
さ
の
賓
を
房
の
様
に
ぶ
ら
さ

げ
て
居
る
所
の
も
の
で
あ
る
°
而
し
て

之
も
學
校
や
兵
螢
等
で
よ
く
見
受
け
ら

れ
る
。
葉
の
形
ほ
南
天
の
如
く
二
回
又
ほ
一

1-

回
刃
朕
複
葉
で
木
の
高
さ
二
丈
許
性
質

ほ
強
健
但
し
大
樹
の
移
植
ほ
餘
り
成
績

が
よ
く
な
い
。

樹
形
ほ
略
傘
形
幹
立
ほ
分
岐
し
易
く

時
に
彎
曲
し
春
の
新
葉
ほ
鮮
緑
夏
ほ
宵

味
深
く
梢
光
澤
を
有
し
花
は
幽
か
に
紫

味
あ
る
徽
細
な
の
が
初
夏
の
頃
餘
り
人

目
に
た
4

ぬ
姿
で
群
り
咲
く
。

（
八
）
タ
ウ
カ
ヘ
デ
（
唐
楓
）

憩
川
時
代
の
末
期
支
那
か
ら
渡
っ
た
カ

ヘ
デ
の
一
種
で
あ
る
0

此
邊
で
ほ
庭
木

と
し
て
よ
り
も
盆
裁
と
し
て
馴
染
が
多

い
か
と
思
ほ
れ
る
も
の
で
葉
の
形
が
普

通
の
モ
ミ
ヂ
と
異
り
一
―
―
つ
に
し
か
裂
け

て
ゐ
な
い
。

カ
ヘ
デ
の
類
ほ
一
臆
優
美
な
葉
形
を

有
し
新
葉
か
ら
落
葉
迄
美
し
い
色
を
呈

す
る
も
の
が
多
い
か
ら
出
来
得
れ
ば
之

等
を
街
頭
へ
も
進
出
さ
せ
た
い
の
で
あ

る
が
不
幸
に
し
て
溶
地
と
乾
燥
に
耐
ヘ

が
た
＜
又
樹
形
も
崩
れ
易
く
不
整
形

な
の
が
多
い
の
で
何
う
す
る
こ
と
も
出

束
な
い
°
只
タ
ウ
カ
ヘ
デ
だ
け
ほ
在
来

品
と
趣
を
異
に
し
樹
性
も
相
常
強
い
た

め
並
木
に
使
用
さ
れ
る
認
で
あ
る
。

（
九
）
工
ノ
．
キ
（
榎
）
と
ム
ク
（
椋
）

ニ
ノ
キ
は
メ
ム
ク
と
も
い
ひ
、
ム
ク
ほ

ム
ク
エ
ノ
キ
と
も
云
つ
て
雨
者
共
我
が

――1
0
九

?
4ク

~\f 

゜

庶

務

課

會

計

課

文

書

課

市
會
戦
員
二
於
テ
用
務
出
張
ノ
為
旅
費

ノ
支
出
ヲ
要
ス
ル
場
合
ハ
昭
和
八
年
度

厳
島
市
歳
入
出
豫
算
歳
出
魏
常
部
第
四

そ
の

H
の
西
練
兵
揚
ー
ー
招
魂
祭
！

人
の
速
、
流
、

二
十
一
一
日
の
一
夜
が
明
け
る
と
謳
か

に
落
ち
つ
い
た
城
下
町
廣
島
も
忽
然
と

常
態
を
脱
し
て
一
大
交
響
柴
的
風
最
を

現
出
す
る
、
招
魂
祭
は
廣
島
市
の
市
民

祭
で
あ
る
、
三
十
萬
の
市
民
の
誹
経
ほ

朝
来
西
練
兵
場
へ
|
—
招
魂
祭
へ
と
網

集
し
人
の
群
ほ
街
の
幅
に
な
つ
て
街
よ

り
待
へ
細
胞
網
的
な
交
路
を
通
じ
て
流

れ
集
る
、
や
が
て
賽
か
ら
夜
へ
|
ー
祭

場
よ
り
街
ヘ
ー
ー
デ
パ
ー
ト
ヘ
ジ
ネ
マ

大
東
京
市
内
に
は
約
十
一
萬
五
千
戸

の
度
撞
衡
器
使
用
商
家
が
あ
り
こ
れ

が
取
締
リ
に
就
い
て
は
市
産
業
部
が

不
正
器
具
の
摘
後
を
行
ふ
一
方
商
家
，

が
氣
付
か
な
い
で
不
良
な
も
の
を
使

―
―
―
―
―
-
―
―
―
―
―

■
―
―

-
•
n
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―
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東
京
市
新
市
域
の
度
量
衡

器
取
締
リ
簡
略
と
な
る

な
す
こ
と
4

な
リ
、
ギ
一
月
一
日
正

午
の
壼
索
時
を
期
し
て
各
方
面
に
配

し
た
。
要
給
食
兒
童
調
査
票
に
記
入

せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、
東
京
市

社
會
局
が
鋏
食
兒
童
の
調
査
を
行
っ

た
の
は
昭
和
六
年
十
一
月
十

H
が
最

初
で
第
1

一
回
は
昨
年
の
十
一
月
一
日

本
年
は
第
三
回
目
で
あ
る
、
今
回
の

調
査
は
公
私
併
せ
て
五
二
七
校
、
託

兒
所
の
数
は
八
十
八
ヶ
所
で
そ
の
調

査
は
訣
食
兒
童
の
性
別
、
學
年
別
、

鹿
置
別
、
要
給
食
兒
童
数
、
賞
日
総

出
席
兒
蛮
数
、
給
食
財
源
及
給
食
方

法
、
兒
章
一
人
賞
一
回
食
等
に
就
き

そ
れ

k
＼
調
査
票
の
相
嘗
欄
に
記
入

せ
し
め
た
。
そ
の
結
果
詳
細
は
後
H

で
な
け
れ
ば
不
明
で
あ
る
が
因
に
市

社
會
局
の
昨
年
の
調
査
に
よ
る
に
市

内
凹
九
二
校
に
於
け
る
鋏
食
兒
童
の

総
数
は
九

0
三
三
人
に
上
リ
、
こ
れ

を
新
藉
市
域
別
に
見
る
に
蕗
市
域
で

は
深
川
甑
の
九
三
三
人
を
最
高
と
し

て
十
査
厖
計
―
―
―
‘
-
―
工
竺
一
人
で
、
新

市
域
の
そ
れ
は
荒
川
謳
の
一
、

0
七

九
人
を
最
高
と
し
て
二
十
謳
五
、
六

八
一
人
で
あ
る
、
託
兒
所
の
要
給
食

兒
童
の
数
は
全
市
を
通
じ
て
一
、
四

0
七
人
で
あ
る
。
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1,

渦
巻
き

交

錯

と

胤

維

狂

駿

的

近

代

風

景
9
・

へ
、
芝
居
へ
、
カ
フ
ヱ
ー
ヘ
、
ホ
ガ
ラ

カ
ナ
一
日
の
行
柴
は
華
や
か
な
さ
4

め

き
に
笑
ひ
に
、
ジ
ャ
ズ
に
ネ
オ
ン
に
か

く
ほ
し
き
近
代
都
會
情
緒
に
そ
こ
ほ
か

と
な
く
溶
け
て
ゆ
く
0

.

X
 

X
 

今
年
は
非
常
時
局
の
こ
と
4

て
殊
更
に

思
ひ
深
い
も
の
が
あ
リ
0

近
年
稀
に
見

る
人
出
で
あ
る
。
ま
さ
か
天
肱
で
も
あ

る
ま
い
が
朝
来
の
雨
が
運
よ
く
晴
れ
上

款
市
會
毀
第
二
項
給
料
及
維
給
第
一
目

給
料
及
雖
給
ノ
附
記
全
闊
市
會
議
長
會

議
随
行
旅
衆
ノ
次
二
其
他
旅
費
ノ
附
記

ヲ
設
ヶ
慮
理
ス
ヘ
シ

昭
和
八
年
十
月
二
十
日

巖
島
市
長
伊
籐

貞
次

」.―-＿-「-．

＂＂＂ 

登

録

更

新

――1
0
八

失
業
登
録
者

廣
島
市
の
現
在
の
失
業
登
録
者
は
昭

利
五
年
以
来
数
回
に
亙
る
登
録
者
で

あ
っ
て
其
の
間
相
賞
の
年
月
を
綜
過

し
て
居
リ
且
つ
そ
の
生
活
朕
態
も
可

成
リ
愛
化
し
て
居
る
こ
と
4

思
は
れ

る
の
で
市
に
於
い
て
は
今
回
更
に
該

西
隷
賞
資
格
の
調
査
を
な
す
こ
と
に
な
っ

た
。
尚
ほ
資
格
調
査
は
方
面
委
員
に

兵
，〗[

0
戸
旦
旦
い

一
、
調
査
の
範
園

町交叉
第
二
種
カ
ー
ド
階
級
者
並
に
之
に

L
 

準
ず
べ
き
者
で
左
記
條
件
を
有
す

批

る
も
の
た
る
こ
と

ィ
、
年
齢
数
は
数
へ
年
十
九
歳
以

上
の
男
子
で
登
録
期
H
十
月
二

十
日
よ
り
遡
り
三
ヶ
月
以
上
本

市
内
に
居
住
す
る
も
の

ロ
、
身
骰
強
健
で
努
働
に
耐
（
且

つ
就
職
の
意
思
を
有
す
る
も
の

ハ
、
現
に
失
業
中
の
も
の
で
生
活

に
困
維
な
る
も
の
、
＇

―
-
、
朝
鮮
人
は
内
地
語
を
解
す
る

'
も
の
な
る
こ
と

'
ょ
東
京
市
鋏
食
兒
童
調
べ

東
京
市
社
會
局
保
護
課
調
査
掛
で
は

先
般
来
東
京
市
兒
童
保
譲
事
業
の
参

考
資
料
を
得
る
た
め
市
内
公
私
小
學

校
及
託
兒
所
の
兒
章
の
現
況
調
査
を
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可認物便郵種三第

優
良
品
の
生
産
を
見
る
に
至
り
捺
染
業

の
愛
逹
を
招
来
し
次
で
昭
和
三
年
組
合

員
加
土
廣
次
氏
翌
年
廣
島
染
工
株
式
會

祉
の
創
設
あ
り
先
進
地
た
る
京
都
、
名

古
屋
、
秩
山
地
方
の
製
品
を
造
か
に
凌

抑
々
廣
島
市
ほ
昔
時
か
ら
染
裏
地
、

駕
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
殊
に
拾
参

晒
木
綿
、
染
手
拭
共
に
古
く
か
ら
其
の

貰
級
捺
染
紺
絣
の
如
き
は
地
合
色
相
柄

歴
史
と
純
験
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て

合
ほ
到
底
廣
島
産
の
右
に
出
る
も
の
な

最
近
に
至
っ
て
ほ
前
述
の
如
く
捺
梁
業

き
迄
の
一
大
勢
力
を
有
す
る
に
至
り
従

の
装
逹
の
目
覺
し
き
も
の
が
あ
る
が
其

来
京
阪
及
校
山
方
面
よ
り
移
入
せ
ら
れ

の
原
因
を
質
せ
ば
一
に
染
色
地
の
條
件

た
る
捺
染
絣
を
防
駆
し
却
て
阪
紳
地
方

と
し
て
本
市
ほ

へ
逃
移
出
す
る
許
り
で
な
く
東
京
北
海

一
、
水
陸
交
通
の
至
便
な
る
こ
と

一
、
氣
候
の
健
康
に
逹
常
な
る
こ
と

一
、
水
量
の
豊
富
で
水
質
の
良
好
な
る
道
九
州
方
面
へ
移
出
す
る
の
盛
況
に
あ

こ

と

る

尚

近

年

更

に

進

ん

で

紺

絣

染

を

應

用

一
、
工
場
地
の
撰
擦
自
由
な
る
こ
と
し
優
秀
な
る
捺
染
米
琉
捺
染
銘
仙
捺
染

一
、
食
糧
品
潤
澤
に
し
て
低
廉
な
る
こ
中
形
等
の
新
製
品
の
産
出
を
見
る
に
至

と

り

年

産

額

五

百

萬

圃

を

突

破

せ

ん

と

す

一

、

賃

金

低

廉

な

る

こ

と

る

装

展

を

見

其

将

来

を

陽

目

せ

ら

る
4

斯
の
如
く
各
種
工
業
に
適
應
す
る
地
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
っ
て
殊
に
染
色
工
業
地
と
し
て
ほ
水
(
-
―
)
染
裏
地
：
•
•
本
業
は
遠
く
文
政
年

質
の
良
好
な
る
こ
と
原
動
力
た
る
石
炭
間
に
始
り
た
る
も
の
で
漸
次
装
逹
を
遂

を
廉
債
に
購
入
し
得
ら
る
4

こ
と
比
較
げ
明
治
四
拾
四
年
の
本
市
営
業
者
中
の

的
降
雨
の
少
な
い
こ
と
等
最
も
有
利
な
有
志
相
謀
り
廊
島
染
地
研
究
會
を
起
し

る
諸
條
件
に
恵
ま
れ
て
居
る
為
に
本
市
た
る
時
に
創
ま
り
爾
来
染
料
の
配
合
乾

捺
染
絣
の
如
ぎ
ほ
従
来
の
主
窟
地
た
る
燎
及
幅
出
方
法
等
幾
度
か
成
功
の
彼
岸

京
都
、
校
山
地
方
の
夫
れ
を
凌
駕
し
就
を
眼
前
に
し
て
失
敗
を
繰
返
し
た
の
で

中
拾
三
賞
級
捺
染
絣
に
於
て
は
本
市
の
あ
る
が
前
後
七
ヶ
年
間
の
苦
心
は
酬
ひ

右
に
出
づ
る
も
の
な
き
に
至
り
廣
島
絣
ら
れ
大
正
七
年
機
械
染
色
整
理
に
成
功

の
名
脆
頓
に
向
上
し
て
居
る
。
叉
玉
川
し
加
ふ
る
に
本
市
の
水
質
染
色
に
迦
合

晒
染
裏
地
に
至
つ
て
ほ
古
い
歴
史
を
有
し
尚
生
産
贅
低
廉
な
る
が
為
め
漸
次
従

し
今
尚
名
朦
噴
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
来
の
織
色
裏
地
を
艇
倒
し
阪
路
次
第
に

（
一
）
機
械
捺
染
：
•
本
市
の
生
産
業
中
向
畑
ま
り
東
北
北
陸
中
國
及
九
州
地
方
を

近
年
著
し
き
稜
逹
を
遂
げ
た
る
も
の
に
始
め
鮮
満
等
に
移
喩
出
せ
ら
れ
つ
4

あ

機
械
捺
染
業
が
あ
る
、
隈
島
染
色
同
業
る
が
、
前
記
艇
島
染
地
研
究
會
の
後
身

組
合
員
飯
田
善
次
郎
氏
本
縣
指
噂
機
闊
た
る
殷
島
染
織
同
業
紐
合
の
生
産
額
六

に
謀
る
所
あ
り
種
々
調
査
研
究
し
た
る
拾
萬
反
を
超
ふ
る
の
盛
況
を
呈
し
多
々

事
に
初
ま
り
大
正
拾
壼
年
之
が
製
造
を
盆
々
其
の
登
展
を
期
待
せ
ら
る
る
も
の

計
壷
し
爾
来
苦
心
研
鑽
を
稜
み
次
第
に
が
あ
る
0
.

第
四
節

染

色

業

の
一
大
韓
換
を
試
み
る
こ
と
ほ
斯
業
将

来
の
為
最
も
緊
要
事
で
あ
る
。

(
-
―
-
）
染
浴
衣
及
染
手
拭
：
•
•
明
治
維
新
織
、
前
掛
、
無
地
染
、
其
の
他
：
•
•
明

常
時
は
晒
白
染
色
共
に
幼
稚
で
あ
っ
た
治
四
拾
年
頃
有
志
相
集
り
て
廣
島
市
地

が
明
治
七
、
八
年
頃
よ
り
次
第
に
之
が
方
染
色
業
装
逹
の
趣
旨
に
基
き
好
染
ク

改
良
に
意
を
注
ぎ
常
業
者
中
自
ら
京
阪
ラ
ブ
を
組
織
し
次
で
明
治
四
拾
参
年
染

の
窟
地
に
赴
き
染
色
盤
理
を
研
究
し
或
織
奨
勘
會
設
立
せ
ら
れ
其
後
次
第
に
各

ほ
熟
練
な
る
戦
工
を
彼
地
よ
り
聘
し
之
種
化
學
的
染
色
法
の
普
及
向
上
と
共
に

が
改
良
に
人
知
れ
ず
多
大
の
犠
牲
を
彿
斯
業
の
開
稜
せ
ら
る
A

に
伴
ひ
自
然
業

ひ
来
た
の
で
あ
る
が
其
結
果
明
治
煎
拾
態
に
依
り
て
各
分
離
す
る
に
至
り
大
正

五
六
年
頃
漸
く
所
期
の
目
的
を
逹
し
廣
九
年
新
に
脳
島
市
西
部
染
物
組
合
を
組

島
染
色
手
拭
と
し
て
認
め
ら
る
4

に
至
織
し
會
員
約
戴
拾
五
名
を
有
し
専
ら
値

り
需
要
叉
各
地
に
起
り
染
色
の
本
場
と
段
の
協
定
を
圏
る
を
以
て
目
的
と
し
次

呼
ば
れ
る
尾
州
泉
州
地
方
の
製
品
も
で
大
正
拾
年
同
目
的
の
下
に
東
部
染
物

浦
澄
潤
澤
な
る
河
水
を
有
し
且
努
銀
低
組
合
の
成
立
を
見
會
員
約
参
拾
名
を
有

廉
な
る
本
市
の
製
品
に
及
ぶ
ぺ
く
も
あ
す
る
に
至
っ
た
ゞ
然
る
に
昭
和
戴
年
頃

ち
ざ
る
の
朕
況
に
至
り
生
産
額
頓
に
壻
よ
り
雨
組
合
共
に
値
段
の
協
定
の
み
を

加
す
る
に
至
っ
た
、
次
で
染
手
拭
を
利
以
て
目
的
と
す
る
ほ
遣
憾
な
り
と
の
議

用
し
て
中
形
浴
衣
地
染
の
生
産
を
見
、
起
り
之
を
一
括
し
て
地
方
斯
業
の
一
層

爾
束
研
鑽
を
重
ね
「
メ
ッ
ト
」
染
料
の
應
の
進
歩
向
上
を
閾
る
と
同
時
に
時
勢
に

用
従
束
の
手
エ
染
用
「
フ
イ
ゴ
」
を
電
氣
伴
ひ
新
規
な
る
優
良
築
色
の
研
究
を
な

應
用
に
依
る
機
械
フ
イ
ゴ
に
韓
換
し
冊
す
べ
き
要
あ
り
と
し
て
堅
寅
な
る
研
究

の
嗜
好
に
適
合
す
る
製
品
を
産
す
る
に
家
同
志
相
會
し
昭
和
参
年
四
月
廊
島
印

至
り
前
記
染
手
拭
と
相
侯
つ
て
山
陽
山
染
研
究
會
を
組
織
す
る
に
至
っ
た
其
の

陰
四
國
九
州
は
勿
論
鮮
満
豪
澱
布
畦
等
後
廣
島
染
色
研
究
會
と
改
稲
し
會
員
四

へ
移
出
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
°
拾
名
を
有
す
る
園
賤
と
な
っ
た
。

（
四
）
晒
木
綿
・
・
・
；
手
と
し
て
和
晒
に
よ
―
爾
束
水
の
都
大
廣
島
建
設
の
一
端
に
資

る
方
法
に
し
て
之
又
水
質
水
盆
に
於
て
す
る
意
氣
を
以
て
業
者
協
カ
一
致
研
究

他
に
優
れ
る
と
太
田
川
の
沼
岸
は
湾
＜
怠
り
な
く
近
時
其
登
逹
の
目
覺
し
き
も

し
て
廣
い
猜
が
有
り
草
原
が
多
い
の
と
の
あ
る
は
自
他
共
に
認
め
る
所
で
あ

で
最
も
よ
く
本
業
に
錮
し
、
泉
州
地
方
る
。

に
於
て
見
る
が
如
く
井
水
を
晒
場
に
運
「
本
市
染
色
界
の
将
来
」

搬
す
る
が
如
き
煩
ひ
が
な
い
、
さ
れ
ば
近
時
野
満
貿
易
に
蜀
し
て
本
市
ほ
極
め

墜
理
容
易
生
産
低
廉
で
あ
る
か
ら
製
品
て
地
の
利
を
得
た
る
土
地
で
あ
る
か
ら

の
廉
な
る
と
地
質
の
精
良
を
以
て
聞
え
之
等
蜀
滴
轍
出
品
の
生
産
に
向
つ
て
本

明
治
四
拾
年
頃
よ
り
特
に
長
足
の
進
歩
業
を
要
逹
せ
し
む
る
な
ら
ば
是
等
好
條

を
遂
げ
需
要
産
額
共
に
年
々
壻
加
し
裏
件
に
恵
ま
れ
た
る
本
市
染
色
工
業
は
必

地
手
拭
染
と
共
に
本
市
の
染
色
整
理
業
ず
や
先
進
地
を
凌
駕
し
全
國
的
一
大
染

界

に

名

を

為

し

つ

つ

あ

り

色

地

化

す

る

こ

と

も

亦

決

し

て

難

く

は

（
五
）
印
入
、
半
纏
、
幕
、
風
呂
敷
、
旗
、
な
い
。
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昭

―

]

1

―

―

四

‘

-

＿

哭

哭

四

、

元

四

同

1

1

1

四

―

―

―

―

―

―

＿

四

‘

-

―

-

翌

1

-

K

o

、

―

―

写

写

同

五

哭

0

1

―

-

＾

＾

、

二

七

七

0

写

四

―

―

―

-r^
粟

沿

革

工

場

と

共

に

生

産

を

、

後

者

は

同

方

面

の

濫

隔

を

調

べ

る

に

能

芙

島

に

祖

父

の

（
一
）
蚊
帳
地
：
・
・
蚊
帳
地
は
闊
戸
蚊
帳
の
販
賣
を
司
掌
し
て
居
る
、
尚
ほ
此
の
代
か
ら
白
木
綿
の
製
造
を
管
め
る
市
内

の
名
に
よ
り
て
名
鹿
高
く
既
に
四
拾
敷
外
帝
國
製
廠
株
式
會
祉
の
傍
系
會
祉
た
塚
本
町
平
本
幾
太
郎
氏
ほ
時
代
の
趨
勢

年
前
よ
り
故
三
宅
闘
平
故
西
廣
幸
三
郎
る
資
本
金
百
萬
圃
の
日
本
麻
紡
織
株
式
に
感
ず
る
所
が
あ
り
タ
オ
ル
製
造
に
改

の
雨
氏
が
主
と
し
て
生
産
に
従
事
し
つ
會
耽
が
あ
り
原
料
麻
絲
紡
績
業
を
兼
ね
め
今
日
の
能
美
タ
オ
ル
を
創
始
し
た
も

1

つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
明
治
参
拾
四
五
前
者
と
共
に
蚊
帳
地
を
主
と
し
麻
及
其
．
の
で
あ
る
其
の
後
之
に
刺
戟
せ
ら
れ
て

年
頃
雨
氏
ほ
更
に
他
の
同
業
者
を
加
へ
の
交
織
物
を
製
織
し
て
居
る
、
廣
島
蚊
市
内
三
篠
町
土
井
午
吉
氏
が
「
ガ
ー
ゼ
」

闘
戸
蚊
帳
株
式
會
祉
を
起
し
染
色
丈
尺
帳
と
し
て
東
京
大
阪
に
於
て
滋
賀
奈
良
と
「
ネ
ル
」
の
裏
を
有
す
る
二
露
タ
オ
ル

等
に
改
良
を
加
へ
品
質
の
向
上
と
販
路
諸
縣
の
製
品
と
其
の
朦
債
を
競
ひ
又
四
の
専
賓
特
許
を
得
て
化
粧
タ
オ
ル
製
造

．
の
搬
張
に
努
め
つ
4

今
日
に
至
っ
た
の
靱
九
州
豪
満
方
面
に
於
て
は
到
る
虜
市
を
見
る
に
至
り
綾
い
て
細
番
手
使
用
桔

で
あ
る
、
爾
来
敷
次
の
壻
資
に
よ
り
現
場
を
艇
倒
し
古
来
蚊
帳
の
産
地
と
し
て
梗
タ
オ
ル
の
製
造
の
三
篠
町
桑
原
工
場

在
で
ほ
資
本
金
戴
百
萬
圃
と
な
り
本
場
知
ら
れ
た
る
山
口
縣
闘
戸
の
産
出
額
を
の
設
立
を
見
、
益
々
其
の
生
産
の
増
加

闊
戸
蚊
帳
株
式
會
肱
と
改
稲
し
本
市
有
蓬
に
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
を
示
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

敷
の
生
窟
工
場
と
な
り
支
店
を
山
口
縣
（
二
）
タ
オ
ル
・
・
・
・
タ
オ
ル
の
製
産
は
最
(
-
―
-
）
襖
地
：

．．
 

昔
か
ら
家
庭
工
業
的
に

闘
戸
及
東
京
市
に
置
い
て
前
者
は
本
店
近
の
創
始
に
な
る
も
の
で
廣
島
タ
オ
ル
之
●
生
産
は
行
ほ
れ
て
来
た
の
で
あ
る

年年年

四

年
島

市年年年

七

一六

和

四三

六

．
 
一．． 
， 

四

哭
〇

一四

六

四一――

四

空
i

玉、0――六

二、―
10
写

翌
工
杏
四

同
(
-
l
)

廣

1irnltl 

-̂ 

同 同

三二

l

六

四

名
九

i-―

六

璧七

cっ

昭

利

元

柔

四一四

額Pl 

善、
0

姦

戻
、
二
七

―]11]四
‘-=î

―――――四、六一七

絹

及

其

交

織

物
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工

場

数

機

械

敷

金

額

Pl 

―11――-、六七1――

一写一、^
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111＝必^
＾

＾ 一、1i―九四杏
1-l

年

次

廠

及

其

交

.. ――
―
•
I
―
―
―
―
―
―
―

-
m
―-
1
1
-―
-
目r
、
’

工
場
数
機
械
数

金

額円

写
、
1
―
―
空
一
四
、
0
七
―
―
―
二
、
九
0
が
、
1
-
K
^

六、
Ol-i!

1111、写姦一0、四一四、1―-̂
――

六、0-――平一111'"̂
01―一、0
窒
‘11―10

六
、
窄
六
一
1
―
-
、
醤
＾
九
、
―
―
七
0
、
0
0
写

織

物

綿

、

I

工
場
数

織

`̀
‘ 
機
械
数

金＇物

第
一
＿
＿
節
絹
織
物
業

．
概
し
て
い
へ
ば
本
市
の
織
物
工
業
ほ

流
行
の
尖
端
を
走
る
織
物
で
ほ
な
く
、

寧
ろ
本
市
諸
工
業
用
と
し
て
直
接
叉
ほ

間
接
的
に
加
工
利
用
せ
ら
れ
る
織
物
で

あ
る
。
部
ち
織
物
其
れ
自
身
が
其
の
儘
使
用

（

一

）

脳

島

縣

せ
ら
れ
る
も
の
ほ
勘
く
、
諸
種
の
工
業

用
品
材
料
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
る
か
、

或
ほ
更
に
ガ
ー
ゼ
、
襖
地
の
如
く
更
に

加
工
せ
ら
れ
て
―
つ
の
商
品
を
形
成
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
市
斯
業
が
現
時

綿
業
界
の
不
振
に
際
し
て
も
甚
だ
し
き

影
響
を
蒙
る
こ
と
な
く
、
比
較
的
安
定

廣
島
市
工
業
大
観
（
北
へ
の
四
）

＇ 

を
得
て
居
る
の
は
一
に
之
が
特
異
性
に

依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

製
品
ほ
蚊
帳
地
を
首
位
と
し
て
タ
オ

ル
、
襖
地
、
支
那
鞄
地
、
盤
縁
地
、
ガ

ー
ゼ
等
年
産
額
八
十
萬
圃
に
逹
し
就
中

襖
地
及
昼
緑
の
如
き
全
國
的
墜
債
を
認

め
ら
れ
て
居
る
。

左
に
殷
島
縣
市
の
織
物
生
産
高
及
工

場
機
械
敷
に
闘
す
る
統
計
を
示
し
て
参

考
に
供
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

疇^＇ てヽ•
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＂
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＂
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昇

~. 

が
明
治
四
拾
壺
年
宇
品
の
人
村
井
善
助

氏
が
始
め
て
動
力
織
機
使
用
に
成
功
す

る
に
至
っ
た
も
の
で
爾
来
幾
多
の
改
良

を
加
へ
潮
次
業
者
敷
及
生
産
敷
量
を
壻

加
し
今
日
の
盛
況
を
観
る
に
至
っ
た
も

の
で
あ
る
。

(
-
―
-
）
綿
織
物
業
の
将
来

内
地
に
於
け
る
人
絹
製
造
技
術
の
装
逹

ほ
一
面
消
費
方
面
の
趣
味
、
嗜
好
を
著

し
く
愛
化
さ
せ
一
般
消
蟄
者
階
級
の
人

絹
に
野
す
る
理
解
が
漸
次
人
絹
機
業
家

方
面
へ
の
人
絹
製
造
技
術
の
進
歩
を
促

す
結
果
と
な
り
営
初
主
と
し
て
打
紐
、

肩
掛
等
の
極
く
限
ら
れ
た
る
範
園
に
の

み
態
用
せ
ら
れ
て
居
っ
た
人
絹
絲
も
近

年
に
至
っ
て
一
股
階
級
の
衣
服
原
料
の

必
要
品
と
し
て
帯
地
着
尺
方
面
に
又
朝

鮮
驀
澱
等
の
移
出
向
に
印
度
支
那
、
南

洋
方
面
の
輸
出
向
に
行
く
と
し
て
可
な

ら
ざ
る
な
き
有
様
と
な
っ
て
来
て
居
る

殊
に
輸
移
出
向
の
急
激
な
る
装
展
は
本

邦
に
於
け
る
人
絹
絲
消
費
に
到
し
て
露

要
な
る
「
エ
ボ
ッ
ク
」
を
劃
せ
る
も
の

で
あ
っ
て
其
の
将
来
が
内
地
向
に
比
し

て
一
層
洋
々
た
る
も
の
で
あ
る
だ
け
今

後
大
い
に
期
待
せ
ら
れ
て
居
る
認
で
あ

る
。
扱
而
本
市
綿
織
物
業
ほ
染
色
地
の
條
件

と
し
て
水
質
良
好
で
原
動
力
た
る
石
炭

の
廉
偵
に
購
入
し
得
ら
る
4
と
降
雨
の

少
な
く
エ
賃
の
低
廉
な
る
と
ほ
染
工
賃

の
低
廉
を
致
し
て
居
る
が
人
絹
織
と
し

て
も
共
通
條
件
と
し
て
以
上
の
外
特
に

人
絹
製
織
上
梧
め
て
霊
要
な
る
「
踏
常

な
る
淵
度
を
有
す
る
勁
」
に
於
て
他
に

其
の
比
を
見
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

賓
に
本
市
ほ
之
等
好
條
件
を
具
備
し
て

居
る
を
以
て
、
今
に
し
て
人
絹
織
物
へ

,

-

1

-

＿――ー●＿＿●＿＿

1

.

,

金
六
百
拾
圃第
一
阿
分
水
主
町
中
組

金

在

百

七

拾

茸

岡

平

田

屋

町

金
五
百
五
拾
参
岡
武
拾
五
錢
西

地

方

町

金
況
百
四
拾
五
圃
参
拾
錢

一

・

白

島

中

町

．
 

．
 

金
五
百
戒
拾
八
岡
荘
拾
錢

大
手
町
八
丁
目
西
部

金
五
百
拾
九
岡
四
拾
錢

・
・
廣
瀬
町
上
天
満
組

金
五
百
闘
藝
備
鐵
逍
株
式
會
祉

金
況
百
闘

m
村
工
業
株
式
會
祉

金

五

百

闘

．

大

正

屋

哭

服

店

金

況

百

闘

榊

谷

仙

次

郎

金
四
百
六
拾
参
闘
八
拾
五
錢
西

大

工

町

金
四
百
五
拾
九
闘
六
拾
錢
，

・
9
大
手
町
七
丁
目

河

金
七
百
叫
拾
六
闘
八
拾
錢
．

紐
入
町
中
謳
上
組

金
七
百
参
拾
四
岡
参
拾
錢束
白

島

町

金
七
百
拾
翌
闘
拾
錢
東
平
塚
町

金
六
百
九
拾
五
闘
九
拾
錢
千
田
町
二
丁
目

金
六
百
参
拾
六
閻
五
拾
錢竹

屋

町

命
六
百
参
拾
参
闘
八
拾
錢

千
田
町
沖
新
開
組

金
六
百
拾
九
闘
式
拾
罪
錢締
入
町
北
謳

芦 “‘r"―心臼ャ"'

,. 
・.. 

し・
Lc・ ヽ ．， C“．ふ— ー、”̀‘よぶ...-. ヽ

原

町鼻

金
九
百
拾
参
圃
五
錢

金
壼
千
四
百
茸
拾
武
圃
式
拾
錢

．
皆
宜
町
西
下
組

金
九
百
四
拾
七
闘
九
拾
錢織

町

上

組

官
祭
廣
島
招
魂
祗
移
韓

改
築
費
寄
附
申
込
者

／
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た他現蹄行よ居共市たに螢東
°希在人‘そたに管の男住京
望居に會のがそ住で子宅市'
等住到社設今の宅あ専をは
にのし‘立圃設なる用次先
つ部そ官に市立くがのいき
き屋の靡決社の職只アでに
其の牧等定會必業獨パ獨家
の昼入に‘局要蹄身 1身族
照数‘於先でを人女卜男辿
會 l1り‘支け程は痛の子を子の
を代出る市い感増の建のた
疲其朕職内よし力ni．裔設ため
しの況業銀いてとめしめ市

女
子
ア
パ
ー
ト

設

置

計

壷

東
京
市
に
於
い
て
は
十
月
一

H
は
自

治
記
念
日
に
賞
り
東
京
市
職
員
功
努

表
彰
規
程
に
依
り
職
員
行
賞
稲
査
會

の
審
査
を
網
て
牧
入
役
以
下
四
十
四

名
の
市
政
に
甚
大
の
功
努
あ
っ
た
職

員
の
表
彰
を
し
た
。

市

職

員

表

彰

――
―
1
0
 用し

て
居
る
の
を
注
意
し
務
市
城
に

於
い
て
は
従
来
は
検
査
車
を
差
し
向

け
て
商
家
に
於
い
て
短
時
間
に
検
査

し
て
そ
の
便
盆
を
計
つ
て
居
る
然
る

に
新
市
城
は
町
村
時
代
の
ま
4

で
府

知
事
の
行
ふ
第
一
種
取
締
り
に
よ
っ

て
取
締
り
あ
り
か
匝
め
市
産
業
部
の

定
め
た
桧
査
場
所
に
各
商
家
よ
り
度

批
衡
器
を
持
参
し
て
検
査
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
居
る
の
で
商
家
に
取

つ
て
は
梯
め
て
不
便
梯
ま
る
も
の
で

あ
っ
た
が
今
回
東
京
府
と
折
衝
の
結

果
そ
の
諒
解
を
得
て
藉
市
域
同
捺
の

方
法
で
取
締
る
こ
と
A
な
っ
た
。

.' 
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可認物便郵種三第 日五十二月十年八和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第

（第一表）
（第 表）

各年度別兒童競技能カ一覧表

（昭和 56 7年度）

廣島市小學校兒童競技能力分園標準表
種 目

種目置儡
男
一

玉：

11 

'I 
I | 8.3以下

12 

8,0以下

13 

15.5以下

子

14 11 
•I 

14.8以下 8.9以下

女 子

ヽ
• I 

8.6以下

12 13 

8.5以下

14 

8.3以下

~
ぃ•
9．
こ
·
：

.

.

.

.
 ".lo 

（
高
男

1
0
0米
）

曰．

O

米

][ 8.8以下

i I 9. 5以下

Jill 1 ・ 10. o以下
Y I 10.1以上

8.5以下 16.2以下

9・.1以下 17.4以下

15.6以下

16.8以下

9.5以下

10.0以下

9.0以下

9.8以下

8.9以下

9.8以下

8.6以下

9.6以下

9.7以下 18.3以下 17.8以下 10.0以下

9.8以上 18.4以上 JS. 0以上
--し＂・~→

ー 1. 96以上 2.05以上
•一'•一・一

2.18以上 1. 80以上 1. 91以上 ]．95以上

立 .][ | 1.84以上

幅

跳

二... 
． 
＝ 盲

1. 92以上 2.00以上

皿
一
皿

1. 66以上 1. 74以上 1. 79以上

10. 7以下

2.27以上

2.12以上

10.8以上

1. 66以上

10.2以下 10. 2以下
． 

10.3以上・ 10. 3以上

1. 81以上

1. 92以上 1. 50以上

1.52以上

一
V

1. 61•以上

1. 51以下 1. 60以下

1.63以上
----・--・ 

1. 62以下

1. 76以上

1. 75以下

1. 36以上

1. 35以下

1. 76以上

1. 56以上

1. 41以上

1.40以下

10. 1以上

2.01以上
iふ

1

f

,

 

9
9
 [‘

 

爪
い
＇
い
．
．

i
i
,

．
三
；

A＆
’
'
：

i
,
i
!
〗·
i
i
|

：l
l
1

-[＇ 

魯

性

男

年

齢

50m 
（高男ハioom)I

昭
和
五
年

昭
和
六
年

昭
和
七
年

立

昭
和
五
年

t
 

固

5• 

↓
 

耳
m
扉

昭
和
六
年

昭
利
七
年

ースボンヂボール投＿

（男子）
，，ゞスケットボール 懸垂屈特
投（女子）

昭
和
五
年

昭
和
六
年

昭
和
七
年

昭
和
五
年

昭
和
六
年

昭
和
七
年

昭
和
五
年
度
の
校
長
會
の
臆
育
部
に
お

い
て
本
市
兒
童
の
競
技
能
力
の
擦
準
を

知
る
こ
と
の
必
要
を
認
め
こ
れ
が
賓
施

を
計
鸞
す
る
こ
と
に
な
り
こ
れ
に
よ
り

本
市
兒
章
の
競
技
能
力
の
標
準
を
定
め

睦
育
奨
軸
の
資
料
と
し
且
つ
は
都
市
と

し
て
の
兒
窟
の
特
性
を
明
に
す
る
考
へ

で
あ
る
。
最
初
は
能
力
測
定
を
し
た
い

と
思
っ
た
の
で
あ
る
が
各
學
校
の
設
備

パ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

投

女

ス

ポ

ン

ヂ

ボ

ー

ル

投

男

——-•-1 

ー 40.0以上 42.6以上 45. 7以上 51. 1以上

エ1口竺＿
][ 28.5以上

Jill I 24. o以上
••••_ 

Y I 2s. 9以下

I
-
I
―
皿
一
皿

7以上

懸

垂

屈

臀

37.8以上 41.1以上 45.1以上

4以上

11. 3以上 13.9以上

9.4以上 11. 8以上

1. 62以上

1. 46以上

31. 3以上

26.5以上

34.6以上

29.6以上

37.1以上

31. 1以上

7. 1以上

5.6以上

9・6以上

7.4以上

26.4以下 29.5以下 31. 0以下 5.5以下
ヽ

8以上 9以上 10以上

5以上 6以上 7以上

1.86以上

1. 66以上

1. 50以上

].45以下

15.9以上

1. 49以下

16.9以上

14.3以J:

11. 7以上

14.3以上

11. 7以上

9.7以上

7.3以下 1 9. 6以下
- --． 

9.7以上—,. 
9.6以下

--―|＿戸―|-1-「-1-------|＿l~ls.―
11 I 9. 31 9. 21 9. 411. n11. 76!1. 741 31. 111 so. osl 31. 531 2. 91 2. sl s.1 

12 I 8. 91 _8. 51 8. oil, 83jl. 84jl. 87j 34. 651 34. 961 36. 071 3. 61 3. 21 3. ti 

13 _ llti, 6117. 2117. OJ1. 8811. 9011. 901 37. 861 38. 451 39. 031 3. 91 3. 91 4. 5 
-~ 

14 115. 111o. Blrn: 512. 0112, 0112. 041 41. ool 42. 641 44. 741 4. 91 5. ol 5. 4 

11 1 ・9. s110. 01 9. 7jl. 58jl. 60jl. oOj 8. 33j 9. 331 8, 7¥ I I 

12 I 9. 41 !J. 61 9. 411. 6511. 6711. 691 10~ 4!:lj 10. 501 10. 61 

13 1 9. 41 9. 3| 8. 8Il. 70I I. 7o|l. 72| 13. 76 11. 68 1 1. 78 

14 10.41 9.31 s.611.,511.1411.s91 rn.29l 12.,2lw.so1- 1 I 

女

廣
島
市
小
學
校
兒
童
競
技
能

力
検
査
統
計
表
に
就
い
て

廣
島
市
小
學
校
長
會
壼
育
部

朕
況
や
こ
れ
が
調
査
に
要
す
る
時
間
や

努
力
の
黙
を
考
慮
し
た
と
こ
ろ
あ
ま
り

に
理
想
に
ほ
し
つ
て
途
中
倒
れ
に
な
っ

た
り
、
そ
の
結
果
が
あ
ま
り
活
用
さ
れ

な
い
も
の
に
終
つ
て
も
か
へ
つ
て
無
意

義
で
あ
る
の
で
競
技
能
力
椋
査
の
み
に

と
ゞ
め
日
本
陸
育
聯
盟
の
競
技
瞼
査
賞

施
要
項
に
よ
っ
て
賀
施
す
る
こ
と
に
し

た
°
先
づ
市
内
小
學
校
睦
操
主
任
會
で

男

11 

2以上 2以上

>
 

1以上

゜
1以上

2゚033 

3以上 4以上

1以上 2以上

゜
1以下

` 9 直
＼ 

， ,_, 嶺i
人 員 2104 1103 

ヽ •O • 

941 2127 1915 776 700 

備考 受桧兒童ノ成績順ニョリ排列シ人員ノ高位10劣ヲIクラス次ノ20％ヲll・クラス次／ 40%ヲ1[クラス次ノ 20%

ヲ皿クラス残ル10形ヲVクラストス。

賓
施
方
法
に
つ
き
打
合
を
な
し
そ
の
結

果
市
内
一
＿
一
十
敷
校
悉
く
同
一
條
件
の
下

に
橡
査
す
る
こ
と
4

な
っ
た
°
而
し
で

第
一
回
を
昭
和
五
年
五
月
下
旬
中
午
後

一
時
か
ら
同
四
時
ま
で
の
間
を
擦
準
と

し
て
賓
施
し
強
い
逆
風
の
日
等
ほ
避
け

こ
。
斗
J第
二
回
ほ
昭
和
六
年
一
＿
一
回
ほ
昭
和
七
年

に
や
っ
た
が
い
づ
れ
も
第
一
回
と
同
時

期
同
時
刻
に
賓
施
し
た
、
検
査
ほ
賤
操

主
任
指
尊
の
下
に
他
の
数
員
が
之
に
営

り
尋
五
以
上
の
兒
童
に
つ
い
て
行
っ
た

が
こ
れ
が
統
計
ほ
身
睦
検
査
規
定
に
よ

る
年
齢
計
算
に
よ
り
特
殊
の
兒
窟
ほ
計

算
よ
り
除
外
し
て
あ
る
尚
ほ
證
力
測
定

に
於
て
ほ
年
齢
別
に
賓
施
す
る
の
が
普

通
で
あ
る
が
適
用
を
主
睦
と
し
た
4

め

か
く
扱
っ
た
の
で
あ
る
し
か
し
特
殊
の

年
齢
の
も
の
ほ
除
い
た
か
ら
大
陵
に
お

い
て
こ
の
表
の
十
一
歳
ほ
、
十
歳
ー
十

§ I 
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言

・ • 
金
参
百
拾
八
岡
四
拾
五
錢

大
手
町
八
丁
目
東
部

金

参

百

拾

七

圃

六

拾

錢

．

諷
音
町
南
二
丁
目

金
参
百
拾
壼
闘
五
拾
参
錢

佐
伯
郡
廿
日
市
町

金
参
百
拾
闘
四
拾
五
錢
荒
紳
町
東
組

金

参

百

七

闘

豊

田

郡

忠

海

町

金

参

百

闘

皆

宜

町

西

中

組

金
式
百
九
拾
八
闘
七
拾
錢

大
手
町
八
丁
目
中
部

金
武
百
九
拾
七
岡
九
拾
錢牛
田
町
本
町

金
式
百
八
拾
七
岡
五
拾
錢

・

山

口

町

金

武

百

八

拾

壼

闘

稲

荷

町

西

組

金
式
百
八
拾
闘
参
拾
錢廣
瀬
町
二
丁
目

＿
命
武
百
七
拾
八
闘
式
拾
錢輻
島
町
南
犀

金
式
百
七
拾
六
闘
八
拾
五
錢

國
泰
寺
町
南
組

金
式
百
五
拾
闘

、
東
洋
紡
績
株
式
會
社
廣
島
工
場

金
武
百
闘
拾
九
闘
式
拾
錢

船
入
町
南
罵
東
組

金
昏
四
拾
八
岡
七
拾
六
錢
廣
瀬
町
北
組

金

武

百

四

拾

壺

圃

五

拾

錢

＇

．
段
原
町
本
町

金
或
百
武
拾
七
岡
大
手
町
二
丁
目

金
武
百
式
拾
六
闘
拾
錢平
塚
町
一
ノ
組

金
武
百
式
拾
壼
闘
七
拾
錢

佐
伯
郡
地
御
前
村

金
式
百
拾
八
闘
六
拾
錢牛
田
町
紳
田
砥

金
武
百
拾
式
闘
拾
五
錢
安
佐
郡
安
村

一
歳
の
競
枝
能
力
と
見
て
大
差
ほ
な
い

L
各
年
度
別
兒
章
竿
翌
奴
能
カ
一
覧
表
に

つ
き
（
説
明
省
略
）
，
i

-

―
-
ヶ
年
統
計
表
に

つ
き
（
同
上
）
3
競
技
能
力
分
園
楔
準
表

に
つ
い
て
本
表
ほ
特
に
ノ
ル
ム
を
知
る

こ
と
に
よ
っ
て
兒
窟
各
自
の
能
力
地
位

を
自
覺
さ
せ
陵
育
運
動
奨
鵬
の
標
的
に

ナ
る
と
共
に
ノ
ル
ム
に
逹
し
な
い
標
準

以
下
の
兒
童
の
救
済
に
力
め
こ
れ
ら
の

兒
窟
に
到
し
て
も
相
堂
の
刺
戟
を
典
へ

得
る
も
の
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
尚
ほ

こ
れ
ら
の
表
に
よ
っ
て
大
陵
本
市
兒
窪

の
競
技
能
力
の
標
準
は
窺
は
れ
る
の
で

あ
る
が
こ
の
統
計
の
表
は
す
指
数
を
各

學
校
に
活
用
す
れ
ば
兒
窪
聘
育
指
導
の

上
に
相
常
寄
典
す
る
と
こ
ろ
あ
る
こ
と

4

思
ほ
れ
る
、
殊
に
選
手
中
心
の
競
技

に
革
正
を
加
へ
る
意
味
に
お
い
て
こ
れ

が
活
用
を
希
菌
し
て
や
ま
な
い
。

（第二表）
廣島市小嗅校兒窟競技能力桧査統計表
（自昭和茸年至昭和七年三年間平均）

t)U m （男）スポンヂ

性年 高男 立幅誂It認：門ケッ懸垂屈臀
lllOm I Iiヽ咽— 9レ投' 女ハ省ク

齢 1 ------|---
平均距離平均距離平均距離平均眼離人 員

9. 3/ 1. 74/ 30. 91/ 2. 9/ 68061 
-,-,~ 

1 2. 8. 6 1. 85 85. 23 3. 5 631 0' 
—-
13 16. 9 1. t9 38. 45 4. 1 3508 

14 I rn, 3/ 2. 0:21 42.,91 5. 11. 2s15 _,—---- • 
1 1 9. 8 1. 59 8. 796535  

• • 一・0- -

女 l〗[ 9.5ー一竺7 10.53. 6323 

13 I u. 21 1. 111 rn. 391 I 2635 

14/ 9.11 1.79/ 13.121 I 2116 

1．本表ハ昭和五年ヨリ昭和七年二至JE三ケ年間
毎年五月下旬二於テ廣島市内三十五校ノ尋五以
上ノ兒童ニツキ測定セル成綾ニョル。賓施時刻
，，ヽ午後1時ー3時。 2．賞施要領ハ日本骰育聯盟ノ
競技検査賞施要項＝ョル。

-●9999 ●寸.●-

備考

・
國
泰
寺
町
北
組

命
参
百
九
拾
四
闘
九
拾
錢白
島
西
中
町

金
参
百
八
拾
九
闘
六
拾
錢

•
土
手
町

金

参

百

七

拾

四

闘

左

官

町

金

参

百

六

拾

七

闘

銀

冶

屋

町

金
参
百
六
拾
五
闘
五
拾
錢紙

屋

町

金

参

百

六

拾

武

闘

五

錢

．

第
一
回
分
水
主
町
下
組

金

参

百

六

拾

闘

上

水

主

町

金
参
百
六
拾
圃
船
入
町
中
艇
下
組

金
参
百
六
拾
闘
追

加

上

柳

町

金
参
百
五
拾
九
闘
五
拾
錢堺
町
四
丁
目

金
参
百
五
拾
七
闘
九
拾
錢新

天

地

金
参
百
五
拾
四
闘
上
流
川
町
中
組

金
参
百
五
拾
闘
六
拾
錢
石

見

屋

町

金
参
百
四
拾
五
闘
五
拾
錢革

屋

町

金
参
百
四
拾
壷
闘
五
拾
錢

．
鐵
砲
町
中
乙
組

金
参
百
参
拾
六
闘
九
拾
錢三
篠
町
上
郷

命
参
百
拾
九
闘
九
拾
錢

三
篠
町
的
揚
、
松
原

が

金
四
百
岡
六
拾
錢

金
四
百
四
拾
武
脚
九
拾
五
錢

廣
瀬
町
西
天
滴
組

金
四
百
四
拾
闘
五
拾
錢

第
一
回
分
大
手
町
九
丁
目

金
四
百
参
拾
壷
闘
五
拾
五
錢
仁
保
町
向
洋

金
四
百
拾
参
圃
九
拾
錢

・

西

引

御

堂

町

東

組

金
四
百
拾
闘
六
拾
五
錢山
口
縣
柳
井
町
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9.  ̀,．．., •，・、=-~＇ ，．9 -・”99. ・:’9、い..9→,"¢• 9'• • ;·，ヽ．．屯；，；，•• 9• ［へ 9, ＇・全―•. たた＇：孔；J忍ぷ<.,・・：:＇：；と」:9À’’’ふ ’̀99f応・,̀’;ゴ '•9ふ'•忍＂』＇·;＇｀●＇：.』．99 1, ．． ぶゞs.,．，9~・’だこ'.'・；9..1 ・'`‘‘・. , 9, 1• ・，島9・ り・ •3• ー9・, 
・ ▼ 9へ；• -・ ；;’̀9:、・ぷ、：： ；＇-':·,,合七名 ."·,-c·,• 、，.. 1.’”.·•. 、＇,.;、·・'・＂.，'，̀ヘ

·m.、~＇~• • ~ • ~ ．、：~・ご↓ 9-m”'→(9 ・ ·,、• E ・・. 9 こ，．． 9 ，： ・，̂ 9,『＇‘̀．・
脅 む`，翌‘’ て•・”`り 雪、,.'、.＇’ ~ ▼ . ` ) ' ｀ 9 ー：←-―-.-一事 i 

•‘ 

日五十二月，十年八和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第

二も＾整ついかの右 第の酸及とり兒容 7
其甲心呼疲榮 回の門霊てがつほの 同砿蛋糖検 七女月ツ蛋し十時 ‘ 
計 . .育 病 ツ三回の居八た八内 砿白査 検 くを白て窟橡
敗 ー．吸不 登 C 同十ッ減り名の名第 ー一検 検 人 尿 表で行検査糖讐迄の
音 良 内粽七に少十中でで二血回 あつ の尿讐尿
器並 検名於を二二腎尿回 '--''--'査査員 成つた＾間

腺異 榮不 科杏にて示日名炎沈橡 へ たがスゞつに八
＇異養 名 疾を就蛋し間はと清査ヘー一 七 陽績 。其ル―採取 を月
不 行い白の翻断の蛋歌— 0 0一男性表 のフ 1 行三

他腫常常良良 病つて湯 居て全度定鏡白嚢 — 七合 督オ：しひ．、
た第性鰹のす見陽 .......― ー サた午前 四

ニ ー一男｝四異と四でる過浮るを性鬱，ヽ七 0＝女寅 は Jレデ尿を 日
九= 四 0 ― 常こ日あ第に腫を行な検 ー竺 第・チ Jレ九雨

＝女年 ろ＾つ三於を得ほる査'---' 三 四 七 l氏材時日
＝早 立＝ が第た日て伴ななも 八七〇四計 表ル芭料よ牧

ヘ

エ四 = =己男｝五歌 B A第胃
島學名症右 鼓中中町扁上萎鼻肥 昭 疑眼急濾白 八

西七 ,..._ = 写六女年畠 E計をの合膜耳耳 桃顎縮ヵn厚紺耳鼻和合似球性泡 がi璽科眼 八
十保内 蜜 咽，＼卜 表名

― ―}-桧生五有一 加 腺蓄性終性科喉年 ラ索結性内 に
ヱ＝ 写 ＾一男ハ査含名す人 穿化答 肥腺鼻..鼻名 ii. ホ 結 名成績 激減

女年-幣ヽるに計孔殿兒 If'が大症炎兒炎 検月 1徹膜膜
＝こに 七 早＾ 荒昭-もて三 し、 査七計ム症炎炎陪 し

＊手I戸二八ー四四六六六 I五六男成日 、 た
空壬一―早写計 次八男つ 績＾八ニーニニー男 。
＝＝ ＝ニーブ九四九 郎年八以四 北

氏八名上 0二三二六六五一八七女 校瞥五 II~= I女
- -壬四百検月‘の 一一六ーーブ＝ニー 検
ー、四、＝、写、^ 、早、 分 査六女合七 ・ 9-- - - - - ムロ

劣 比 し日七併八三七六ニニー一三三計 き三ニー四五ー計
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手
績
に
闊
し
て
此
の
項
ほ
お
話
し
て

置
く
事
と
し
よ
う

市
街
地
建
築
物
法
施
行
細
則
第
十
七
條

に
於
て
（
市
街
地
建
築
物
法
施
行
規
則

第
百
四
十
三
條
第
一
項
第
五
琥
）
に
依

り
指
定
す
る
建
築
物
左
の
如
く
で
あ
る

一
、
法
第
二
十
六
條
第
二
項
ノ
道
路
叉

ハ
告
示
若
ハ
通
知
ヲ
以
テ
常
應
ノ
指

定
ジ
タ
ル
建
築
線
二
接
ス
ル
建
築
物

／
敷
地
二
建
築
ス
ル
モ
ノ

「
道
路
ノ
新
設
又
ハ
愛
更
ノ
計
擬
ァ

ル
ト
キ
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ

其
／
計
鸞
ノ
道
路
ハ
之
ヲ
道
路
卜
看

倣
ス
（
法
第
二
十
六
條
第
二
項
）
」

二
、
施
行
令
第
二
十
八
條
乃
至
第
二
十

九
條
ノ
規
定
二
依
リ
建
築
ス
ル
モ
ノ

（
烏
居
、
形
像
、
記
念
塔
ノ
類
l

l

、

交
通
信
琥
塔
、
公
供
便
所
三
、
陸
橋

ノ
類
四
、
地
下
鐵
車
場
乙
類
五
へ
高

右
は
一
見
不
可
解
な
現
象
で
あ
る
が
次
に
大
な
る
差
異
あ
る
の
ほ
腔
分
泌
物
等

の
事
賓
ほ
其
の
原
因
の
一
端
と
も
考
ふ
の
闊
係
で
あ
る
。
．

べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
？
郎
ち
前
記
―
―

-
8
、
其
の
他
疾
病
異
常
者

七
、
一
度
以
上
の
有
熱
兒
窟
敷
の
日
々
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
及
内
科
の
三
分
科

の
髪
化
が
前
日
の
運
動
に
闊
係
し
た
如
に
つ
き
各
専
門
瞥
に
よ
り
検
査
を
行
ひ

次
の
結
果
を
得
た
の
で
あ
る
が
之
等
疾

病
異
常
兒
の
大
部
分
は
到
底
短
期
間
に

く
第
1

一
日
午
後
に
行
っ
た
水
泳
に
よ
り

治
効
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の

第
三
日
午
後
に
ほ
何
等
の
激
動
と
認
む

で
個
人
的
に
家
庭
に
通
知
し
て
適
営
の

べ
き
運
動
を
行
ほ
な
か
っ
た
為
め
第
四

虞
置
を
す
る
様
に
し
た

日
に
於
て
ほ
陽
性
率
低
下
し
た
る
も
の

9
、
看
誤
朕
況
開
期
中
毎
日
出
張
し

と
考
へ
ら
れ
る
。

即
ち
第
一
回
陽
性
で
第
1

一
回
陰
性
だ
っ
た
廣
島
市
尊
隔
欅
校
陛
ほ
五
名
以
上
の

た
者
の
大
部
分
ほ
起
立
性
蛋
白
尿
と
推
慇
校
看
陵
婦
を
指
揮
し
て
突
装
的
疾
病

定
す
る
と
が
得
ら
れ
る
右
の
結
果
か
ら
の
治
療
及
び
看
渡
を
な
し
た
が
其
の
概

虚
弱
兒
に
於
て
ほ
比
較
的
銃
敏
に
起
立
略
は
九
表
の
如
く
で
あ
る
。
（
第
九
表

性
蛋
白
尿
の
要
見
を
見
る
橡
で
あ
る
。
次
琥
褐
出
）

次
に
男
女
に
依
り
蛋
白
反
應
の
陽
性
率

アを．

・會こ

O 
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表 ー四 第

的性
性及 男 子女子 男
學年 女

疇喜塁::八竺竺竺合計竺竺竺竺〗9--
最別 ＋400 1 11 | ] 
の肺 —~—~---—I----~----
過活・ +300 2 1 3 11 1. 2 5 
頭 --------1---―-—I} 31 

+ 200 I I I 21 21 31 til I 91 11 足分
信―+100 丁 □ ロニ1)1 7 14 
芽 I---------|・ -----—, 
出長 士 o I sl 41 21 9i 51 0I 6J 141 2s 
し--- -- -- -----
帽—100 9 4 6 ]9 49  5 1837 
•『_＿ ＿----------- ----
噂—200 ] 6 7 14 
の

7 3 3 18 27 l 
--、

ッ標 ーsoo I 3I. • 21 21 1I 1 I I sl 41 11 
汎:-----------
貪—400 I 21 11 11 41 21 11 31 GI l(JI¥91 
田
. --・・・・ -------・-→ •--- -^-
-500 I I I 11 l I I I. 11 11 2 ‘_,. 

に．――----------．----
ょー600 I I I. 1 I 1 I I I I I 1 
り•----------- --—·—— 
個―700 I I I 21 21 I 1 j I 11 3 
人―—-----,—―|----------

計 24 19 27| 701 28 25| 22 75 145 

4
、
肺
活
盤
肺
活
鏃
計
ほ
吉
田
式
を

用
ひ
所
定
の
注
意
の
下
に
各
兒
窪
に
就

い
て
一
二
回
迦
績
吹
き
込
を
さ
せ
其
の

内
最
大
値
を
採
用
し
た
°
肺
活
葦
の
大

小
を
支
配
す
る
各
種
要
素
の
内
生
理
的

に
最
も
霊
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
ほ

身
長
の
大
小
で
之
を
無
視
し
て
呻
活
餓

の
大
小
を
判
別
す
る
事
は
不
可
能
で
あ

る
°
依
て
吉
田
章
信
氏
作
成
の
年
齢
別

身
長
肺
活
董
櫻
準
表
を
使
用
し
て
本
緊

廣
島
市
兒
童
夏
期

保
養
所
衛
生
状
況松

市
街
地
建
築
物
法
に
就
て

六 五四
‘物會場ム‘グ‘ケ方ル

弓
法館場‘ツ下ル施月米ーパ

I政棧築盤ノ架

施‘‘
)こツ官梱物面類工

百寄宿モ行内以園害 麗其‘上 II作
行岡商貨宿屋 I 令二上 I 二
令書品店舎＾

I I 観二地物

叉館陳‘‘
第建ノ士因 r 支他覚野階内

ア ー築場地リ
ハ‘列勤貸パ

障 I場スヲニ
條ス合ノ建

施ダ館エ席 1 乃ルニ面築 ＾ ナ｛限飾ル有設

行ン‘場‘卜 至モ於積物 シ
設門部スク 承

;1国 i[ノt冒：：書
金金金金命金金金金金金命金金金金金命
竺壼・壼壼壼壼壼壼堂表壺壼蓋緊百百百百
苫百百百百百百百百百百百百百闘武戒参
圃闘 l員l闘隕I隕］闘隕l闘隕l闘闘隕l圃武隕l隕l隕l

拾拾九
九壷拾
錢錢錢

金
百
拾
岡
六
拾
錢
山
口
縣
玖
珂
郡

H
稜
村

金
百
八
闘
九
拾
六
錢
豊
田
郡
入
野
村

金
百
八
闘
八
拾
七
錢
安
薇
郡
瀬
野
村

隻
―
―
一
郡
作
木
村

高
田
郡
三
田
村

豊
田
郡
豊
濱
村

賀
茂
郡
吉
川
村

田

中

力

子

辻

本

寅

吉

空
鞘
町
東
組

熊
谷
忠
一

新

田

六

馘

田
中
源
次
郎

長
尾
健
一

尾
原
義
一

佐
伯
郡
―
―
一
高
村

黒

川

巖

山

内

佐

平

伊

蕨

只

一

久
保
井
三
一

閥
西
角
力
協
會

金
百
参
拾
四
闘
参
拾
錢西
九
軒
町
南
部

金
百
参
拾
四
闘
式
拾
壼
錢

山
口
縣
大
島
郡
蒲
野
村

金

百

参

拾

式

岡

｀

山
口
縣
玖
珂
郡
灘
村

金

百

参

拾

壷

闘

襲
1

i

郡
布
野
村

金
百
参
拾
圃
賀
茂
郡
早
田
原
村

金
百
式
拾
五
闘
四
拾
参
錢

安
蒻
郡
下
蒲
刈
島
村

金

百

式

拾

闘

佐

伯

郡

観

音

村

金
百
拾
充
闘
六
拾
錢
西
九
軒
町
北
部

金

百

拾

五

岡

佐

伯

郡

砂

谷

村

金
百
拾
四
闘
参
拾
錢
豊
田
郡
久
友
村

，，，ヽ
、ギ 卿

]

薔

落
兒
箪
肺
活
醤
の
個
人
的
過
不
足
を
算

出
し
た
°
右
は
人
陵
機
能
を
敷
字
的
に

現
し
得
る
一
方
法
で
あ
る
と
考
へ
た
為

め
で
あ
る
。
第
四
表
に
依
つ
て
肺
活
墓

不
足
者
及
び
過
剰
者
を
到
比
す
れ
ば
前

者
ほ
九
に
蜀
し
後
者
ほ
―
―
―
で
あ
る
。
も

し
吉
田
式
楔
準
表
を
無
條
伴
で
錮
用
す

る
時
は
本
業
落
兒
窟
の
謄
位
が
生
理
的

機
能
に
於
て
如
何
に
低
き
か
を
表
示
す

る
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

（
承
前
）

林

市

ri 
．！ 

＇ ．． . 

~1 

-L. 

5
、
胸
園
盈
虚
の
差
第
一
日
及
第
十

二
日
に
於
て
そ
れ
人
＼
胸
園
盈
虚
の
差

を
計
測
し
第
五
表
に
於
て
雨
者
の
髪
遷

を
表
示
し
た
が
第
二
回
計
測
値
の
第
一

回
の
そ
れ
よ
り
壻
加
し
た
者
に
は
（
＋
）

の
記
琥
を
附
し
そ
れ
と
反
野
な
者
に
は

（
一
）
を
附
し
た
本
表
に
依
て
見
る
に
女

子
は
男
子
に
比
し
胸
園
盈
虚
の
差
増
加

し
た
る
者
が
甚
だ
多
く
叉
學
年
別
に
見

る
と
低
學
年
者
は
高
學
年
者
よ
り
も
壻

加
率
が
大
で
あ
る
。
更
に
男
女
合
計
に

就
い
て
観
察
す
る
に
胸
園
盈
虚
の
差
は

増
加
し
た
る
兒
窪
の
方
が
多
敷
で
あ
る

6
、
椀
便
兒
章
に
各
自
新
鮮
な
糞

便
を
持
参
さ
せ
て
塗
抹
標
本
に
依
つ
て

之
れ
を
顧
徽
鎧
的
瞼
査
を
行
ふ
た
の
で

表 五 第

4

5

-

3

9
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8
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4
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3
0
-
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2
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-
l
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6
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i
-
2
-
1
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B
l
-
4
1
1
0
3
-
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＿
 

6
-
m
-
1
5
-
m
_
2
-
2
1
 

―
二
二
認
―
―

ー一
5

-

6

-

3

一ー
i

|

5

5

0

↓
|
5
1
1
-
8

一ーり。一ー

―

―

-

0

0

0

0

-

o

-

0
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1
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＿

2

3
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＋

-

―

-
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第
一

H
及
第
十
二

H
計
測
結
-

胸
同
盈
虚
恙
愛
造
分
布
（
果
ョ
リ
雨
者
ノ
差
ヲ
求
ム

あ
る
其
の
結
果
装
見
さ
れ
た
虫
卵
保
有

者
は
第
六
表
の
如
く
で
あ
る
。

第

六

表
兒
窟
椀
使
結
果
（
人
員
賀
数
）

性

別

男

兒

女

兒

合

計

検
査
人
員
七
一
七
―
―
―
―
四
四

二

―

二

九

五

0

銅

錨

卵

保

有

者

I
 

O
 

1
 

十
二
指
腸
歳

卵

保

有

者

一

六

一

九

三

九

鞭

晶

卵

保

有

者

一
一
種
以
上

L

L

1

¥

保

卵

者

1

プ

．

I

備

考（
昭
和
八
年
八
月
五
日
北
校
詈
検
査
）

之
等
腸
寄
生
晶
卵
保
有
兒
童
は
夫
れ
夫

れ
家
庭
に
於
て
謳
除
を
行
は
し
め
た
。

: 男子女子嬰！靡 l ――-----------------―合 1
計澗虚C.Ill 苫§•四塔五替六計塔四喝這替六計 計 1

- ---一．

—+；i.0 二----］ニ---―二＿：l

計
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金
武
百
五
岡
八
拾
九
錢山
縣
郡
八
重
町

金

式

百

四

岡

上

流

川

町

下

組

金
武
百
壼
岡
七
拾
錢
隻
三
郡
吉
合
町

金

武

百

闘

濱

野

茂

金

式

百

闘

鈴

木

榮

助

金

武

百

岡

住

野

霊

太

郎

金

武

百

闘

巣

守

―

―

―

之

助

金

武

百

闘

森

田

一

揺

市

金

或

百

圃

西

魚

屋

町

金

百

九

拾

武

岡

安

佐

郡

伴

村

金
百
八
拾
九
闘
六
拾
錢
空
鞘
町
西
組

金
百
八
拾
九
闘
或
拾
茸
錢

三
篠
町
上
柳
河
内
、
大
王
東
組

金
臣
八
拾
九
闘
五
錢
仁
保
町
日
宇
那

金
白
八
拾
六
圃
南
竹
屋
町
本
通
組

金
百
八
拾
壼
闘
五
拾
八
錢
山
縣
郡
大
朝
町

金
百
六
拾
六
闘
四
拾
錢三
篠
町
七
軒
家

金
百
六
拾
四
闘
四
拾
錢安
藻
郡
府
中
村

金
百
六
拾
岡
八
拾
錢

三
篠
町
一
本
木

金
百
茸
拾
五
闘
九
拾
錢
宇
品
町
南
部
東
組

金
百
五
拾
五
岡
安
佐
郡
緑
井
村

金

百

五

拾

闘

横

山

粛

助

金
百
四
拾
八
闘
四
拾
錢
宇
品
町
南
部
西
組

金
百
四
拾
四
闘
佐
伯
郡
小
方
村

金
百
参
拾
九
圃
七
拾
五
錢空
鞘
町
中
組

金
百
参
拾
八
岡
七
拾
五
錢

観
音
町
南
一
丁
目

金
百
参
拾
四
岡
七
拾
錢
仁
保
町
似
島

三
一
四

鬱

J
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日五+二月十年八和昭

託

報 市

兒

一西東

-^
 -^ 
一、
0

四七

一、七写

l-

助

成

事

業

館
別

回
数

， 

男 利

用』

＝一
誓藍女i朕
四＝＇況

⇒—‘計
三写
四四 ・

ノ
口

事

業

成

績

（
九
月
分
）

其 人

事

相

談

合

計

----------—~—`--~—` 西東西東西東、西東西東西東西東西東西東西東西東

某^

-^

 ̂

景
六

哭

竺

慰

安

娯

築

ニ四

一
元

芽

橙

検

査

七
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豆
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ョ

六

花

柳

病

科

六

， 

七

＾ 

皮

屑

科

九

＾ 
一七

＾ 
六

一四

泌

尿

科

， 

四

三 一敬
早た計、

計
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1
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0

――四
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四
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購

習
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婦

人

科

六

一六

七

合

耳
鼻
咽
喉
口
腔
科
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二
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1
0
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眼

科

早
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外内

科
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ヨ

三
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科

迄-
0
 

二
六

謳

分

所
別

悶男‘

• 
診

療

所

事

業

成

績

患

至女｝者

商
競
、

氏
名

許
可
叉
ハ
承
認
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ

第
十
八
條
に
於
て
ほ
認
可
を
受
け
な
く
．

て
も
差
支
な
い
特
例
を
示
し
て
居
る
其

の
全
文
を
攀
げ
て
見
る
な
ら
ば

施
行
規
則
第
四
十
三
條
第
一
項
第
一
―
―

琥
叉
ハ
同
第
四
競
二
該
営
セ
ズ
且
常

時
使
用
ァ
ル
原
動
機
馬
力
敷
ノ
合
計

―
―
―
以
下
ニ
ジ
テ
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」

菓
子
、
飴
、
餅
、
錮
類
、
甘
栗
、
煎

豆
、
豆
腐
、
油
揚
、
蒟
塙
、
湯
葉
、

鉄
、
麺
麹
、
糊
、
蒲
鉾
、
酒
、
酢
、

榜
油
、
味
噌
、
削
干
魚
若
ハ
濡
涼
飲

料
水
ヲ
製
造
ス
ル
工
場
又
ハ
精
穀
工

場
へ
施
行
規
則
第
百
四
十
三
條
ノ
認

可
ヲ
受
ク
ヲ
要
セ
ズ
但
ジ
新
築
壻
築

改
築
又
ハ
移
轄
二
在
リ
テ
ハ
屈
出
ヅ

ル
ヲ
要
ス
其
ノ
竣
工
シ
タ
ル
ト
キ
亦

同
ジ
倉
庫
ニ
ジ
テ
施
行
規
則
第
百
四
十
―
―
―

鷹

一

項

第

一

旦

誓

ス

ル

モ

ノ

卜
雖
モ
高
地
盤
面
上
二
、
七
二
七
米

以
下
ノ
門
戸
、
椅
壁
ノ
類
、
叉
ハ
支

線
ヲ
有
ス
ル
高
地
盤
面
上
一
五
、
一

五
米
以
下
ノ
煙
突
ニ
ア
リ
テ
ハ
同
條

ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
ヲ
要
セ
ズ
但
ジ
其

ノ
建
築
及
竣
工
―
ー
付
テ
ハ
屈
出
ヅ
ル

ヲ
要
ス

工
場
二
於
テ
建
築
物
ノ
改
築
、
壻
築

移
韓
叉
、
業
態
ノ
用
途
愛
更
ヲ
為
サ

ズ
11
用
途
地
域
ノ
制
限
二
低
闘
ス
ル

コ
ト
ナ
ク
原
動
機
馬
力
合
計
敷
ノ
ミ

ヲ
壻
加
ス
ル
モ
ノ
ニ
在
リ
テ
ハ
施
行

規
則
第
百
四
十
三
條
ノ
認
可
ヲ
受
ク

ル
ヲ
要
セ
．
、
ス
但
シ
屈
出
ヅ
ル
ヲ
要
ス

さ
て
是
か
ら
述
べ
や
う
と
す
る
と
こ
ろ

ほ
手
績
の
質
際
で
あ
る
次
に
本
文
を
學

げ
て
見
よ
う

第
十
九
條
施
行
規
則
第
百
四
十
三
條

ノ
認
可
ヲ
受
ヶ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ

事
項
ヲ
具
シ
設
計
書
及
圏
面
ヲ
源
附

シ
タ
ル
申
請
書
正
副
二
通
ヲ
提
出
ス

ベ
ジ一、
建
築
主
ノ
住
所
、

＇^ 

9
,
 

,'·99,99,9,'T~9,', 

怜
7,i・ウ

t

二
!
s
t
'
i
'
：ヽー，
9

，!,
t
l
t
ー
！
i

|
＇！ii0
、,
i
f
|
1
・
9
,

＇．,＇1
,

＇
9

：ヽ＇，i・』
m
,
l
'
！,＂＇
,l"

（
九
月
分
）

‘‘ 
¥ ‘-4‘ 

（．、
. t ー{

‘-i 

ー

--------、,-,..-、--—‘’―ヘ---—、西東西東西東西東西東西東西東西東西東西東

＾^ 
写写
ョー

四ヨ
七ナ

―10
 

1
0
1

―
 

9 人受
三診
;;: I 員延

戸運水農商土工

内 業輸木
使産林 及

用通 建鎖鷹職

人信業業業築業
- - - -,--.-- - r-鼻—―‘

東巾束中東中東中東巾東中東中東中東中所紹 紹＇
松松松松松松松松 介
原央原央原央原央原央原央原央原央別介所：

； 

計

七＾ 三三
六七七七ーブ
四ルー⇔七ーエ:u. I I 

写ブ< --
ブ〇 九＾ ブし九
五写＾ん一四写＾

I I 

戻

雑

I I 

哭

-―
 こ一一

->
一―

l

|

|

1
ー

）

l-
[
 

-
5
 

I I 

――
 ―――写戻一写111

――
 羹孟写

l l 

1
0
 

I I 

I I 

九
写

I I 

I I 

I I 

美

＝三一
六ニニー一九〇

ーニ四＾四ー＝＝

写九ー一九九
一早九九四写七七

I I 

-1 

I I 

I I I l 

七 C) -E!: 
六四九＝二六こ

l哭 ll 

I I 

求
人

求
職

紹
介

就
職

日
傭
努

鋤
就
職

及
年
齢
（
法
人
二
在
リ
テ
ハ
其
I

名
稲
事
務
所
所
在
地
、
代
表
者
I

資
格
、
住
所
氏
名
及
年
齢
）

二
、
耕
地
所
有
者
I
住
所
氏
名
及
年

齢
三
、
建
築
工
事
管
理
者
、
設
計
者
叉

ハ
建
築
工
事
賄
負
人
ア
ル
ト
キ
ハ

其
I
住
所
氏
名
年
齢

四
、
耕
地
I
地
名
、
地
番
、
地
域
及

地
砥

五
、
申
請
ノ
要
旨

六
、
法
施
行
令
又
＾
施
行
規
則
二
依

リ
許
可
叉
ハ
承
認
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
其
I

事
項
及
其
／
事
由

七
、
耕
地
内
建
築
物
ノ
主
要
用
途

八
、
耕
地
面
積
及
耕
地
内
建
築
面
積

合
計

九
、
建
築
物
1
概
要
（
楷
造
種
別
、

階
敷
、
各
階
面
積
及
延
面
積
）

+
、
闊
係
道
路
及
建
築
線
（
法
第
二

＇ 

（
九
月
分
）

大
須
賀
町
一
一
葉
ノ
里

平

岡

鵜

雄

I. 
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十
六
條
第
二
項
ノ
道
路
二
接
ス
ル

耕
地
―
―
建
築
ス
ル
モ
ノ
、
叉
ハ
施

行
令
第
二
十
九
條
ノ
ニ
―
ー
依
ル
恨

設
建
築
物
ハ
道
路
管
理
者
叉
ハ
都

市
計
甕
事
業
施
行
者
ノ
道
路
明
示

ヲ
要
ス
）

十
一
、
起
工
及
竣
工
豫
定
期
日

十
二
、
他
ノ
法
令
二
依
リ
許
可
叉
ハ

認
可
J

申
請
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ

其
ノ
旨

前
項
ノ
外
必

要
ア
リ
ト
認

，
ム
ル
ト
キ
ハ

別
＿
＿
書
類
及

圃
面
ヲ
提
出

.-

セ
ジ
ム
ル
コ

月

ト
ア
ル
ベ
シ

ぃ
寸八
以
上
が
様
式
で
あ

砂
日
ヘ
に
る
が
頁
に
其
の
書

開
類
の
内
容
に
就
て

よ

F
ほ
第
二
十
條
以
下

fr 

5

キJれ
に
説
明
し
て
居
る

バ

た

郎

ち

――― 

も

ふ

篠

第

二

十

條

前

條

訪
]
ウ
託
第
一
項
ノ
仮
設

:Jr
計
書
ニ
ハ
左
ノ

＂

事

項

ヲ

具

備

ス

F
 

ベ
ジ
、

一
、
圃
面
―
―
示

名
難
キ
檸
造

設
備
材
料
寸

法
其
／
他
仕
様
ノ
概
要

二
、
鐵
筋
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
造
、
鐵

骨
造
、
鐵
建
築
物
、
摘
壁
其
ノ
他

特
殊
ノ
構
造
ノ
モ
ノ
ハ
其
ノ
構
造

ノ
強
度
計
算

第
二
十
一
條
、
第
十
九
條
第
一
項
ノ
圏

面
左
ノ
如
ジ

一
、
見
取
圏

敷
地
附
近
ノ
主
要
道
路
ヲ
含
ム
一
園

ノ
士
地
ノ
朕
態
方
位
ヲ
示
ス
コ
ト

縮
尺
二
百
分
I
-
、
三
百
分
ノ
一
、

六
百
分
ノ
一
叉
ハ
千
二
百
分
ノ
一

二
、
配
置
圏

方
位
、
耕
地
境
界
線
、
建
築
線
及
建

築
物
四
隣
ノ
道
路
ヲ
明
記
ス
ル

縮
尺
百
分
ノ
一
、
二
百
分
ノ
一
、
三

百
分
ノ
一
叉
ハ
六
百
分
ノ
一

l
-
I

、
各
階
平
面
圏

方
位
、
及
床
面
積
ヲ
明
記
ス
ル
コ
ト

縮
尺
五
十
分
ノ
一
、
百
分
ノ
一
叉
ハ

二
百
分
／
一

四

鰤

面

圏

建
築
物
ノ
高
、
軒
高
、
階
高
、
床
高

及
基
礎
ヲ
明
記
ス
ル
コ
ト
縮
尺
二
十

分
ノ
一
、
百
分
ノ
一
又
ハ
ニ
百
分
ノ

一
五

、

立

面

圏

．

縮
尺
五
十
分
ノ
一
、
面
分
ノ
一
叉
ハ

二
百
分
ノ
一

六
、
基
礎
平
面
圏

縮
尺
五
十
分
ノ
一
、
百
分
／
一
又
ハ

二
百
分
ノ
一

七
、
各
階
床
組
平
面
圏

縮
尺
同
前

八
、
小
屋
維
平
面
圏

縮
尺
同
前

九
、
構
造
上
緊
要
ナ
ル
部
分
ノ
詳
細
圏

縮
尺
同
前

前
項
第
二
読
及
第
三
琥
ノ
岡
面
二
既
設

建
築
物
ァ
ル
ト
キ
ハ
其
1

部
分
卜
申
請

ニ
係
ル
部
分
ト
ヲ
着
色
其
ノ
他
／
方
法

ニ
依
リ
匿
分
ス
ペ
シ

施
行
規
則
第
百
四
十
三
條
第
二
項
ノ
擁

壁
二
在
リ
テ
ハ
第
一
項
第
一
云
寧
及
第
五

琥
乃
至
第
八
競
ノ
闘
面
ヲ
要
セ
ズ
第
一

項
第
四
琥
ノ
断
面
岡
二
構
造
上
緊
要
ナ

ル
部
分
、
主
要
材
料
ノ
種
類
及
大
サ
等

ヲ
明
示
シ
タ
ル
・
キ
ハ
第
九
琥
ノ
詳
細

闘
ヲ
省
略
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
（
つ
ゞ
く
）
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金
七
拾
闘

金
七
拾
閥

金
七
拾
岡

金
六
拾
八
闘
九
拾
錢
安
佐
郡
山
本
村

金
七
拾
五
岡

金
七
拾
四
岡
山
口
縣
玖
珂
郡
利
木
村

安
佐
郡
長
束
村

山
縣
郡
南
方
村

萬
谷
孫
三
郎

三
一
六

金
壺
百
闘

金
九
拾
九
闘
六
拾
錢船
入
町
南
甑
西
組

金
九
拾
八
闘
拾
参
錢
高
田
郡
井
原
村

金
九
拾
五
闘
五
拾
八
錢
1

●

宇
品
町
紳
田
通
下
組

金
九
拾
四
闘

豊
田
郡
田
万
里
、
小
谷
組
合
村

金
九
拾
式
闘
五
拾
錢

・

鷹

匠

町

中

組

南

金
九
拾
闘
四
拾
七
錢

．
山
口
縣
玖
珂
郡
通
津
村

金

九

拾

岡

山

縣

那

原

村

金
八
拾
八
闘
七
拾
四
錢懸
田
郡
竹
仁
村

金
八
拾
八
岡
五
拾
戒
錢佐
伯
郡
石
内
村

油
屋
町
東
部

金
八
拾
五
岡

金
八
拾
闘
式
拾
壼
錢
安
佐
郡
口
田
村

金

八

拾

闘

東

新

開

町

東

組

金
七
拾
七
闘
式
拾
七
錢佐
伯
郡
吉
利
村

佐
伯
郡
井
口
村

金
六
拾
五
闘山
口
縣
大
島
郡
日
良
居
村

金
六
拾
四
圃
五
拾
武
錢
ょ

山
縣
郡
中
野
村

金
六
拾
戒
圃山
口
縣
玖
珂
郡
師
木
野
村

金

六

拾

圃

高

田

郡

刈

田

村

金

六

拾

闘

豊

田

郡

西

生

口

村

金
五
拾
七
闘
五
拾
五
錢

追

加

三

川

町

山
縣
郡
美
和
村

山
縣
郡
雄
鹿
原
村

金
五
拾
五
闘

金
茸
拾
四
闘

一
金
五
拾
闘

金
五
拾
闘
日
吉
株
式
會
祉
廣
島
工
揚

金

五

拾

闘

，

，

原

田

國

太

郎

金

五

拾

闘

、

熊

谷

直

一

金

五

拾

闘

，

・

中

野

金

蔽

金
五
拾
闘

r

赤
松
叉
四
郎

金

五

拾

闘

堀

内

廉

一

，

金

五

拾

闘

平

山

寅

次

郎

金
五
拾
闘
―
―
一
篠
商
事
株
式
會
祉

金

五

拾

闘

佐

野

幹

男

一

金
四
拾
六
闘
九
拾
錢

宇
品
町
御
幸
通
九
丁
目

金

四

拾

岡

五

拾

式

錢

，

＇

豊
田
郡
高
根
島
村

廣
島
蓄
産
株
式
會
祗

住
吉
偲
一

渋
枝
彦
兵
衛

豊

島

中

蔽

中
村
厚
次
郎

今
西
洞
太
郎

佐
分
利
良
民

、
吉
永
輻
太
郎
｀

古

川

磐

雄

松

岡

國

松

金
拾
五
闘

金
参
拾
闘

金
参
拾
闘

金
参
拾
闘

金
参
拾
闘

金
参
拾
闘

金
参
拾
闘

金
参
拾
闘

金
参
拾
闘
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9 ì，． I, , n五十二月二年八莉昭．，1 （可訟物餌•9·郵•"種三第）

告〕

へ`

,
f
,
．
,
；
ぷ
竺
藷

;
 

.99,＂'’“,99.i-，9・,'¢9,rt9,2.4.V・
ぶ
｀
人

9"・
彎

[
・
'
,
A

9, ．． 

9,‘ 

-
3翠
名
冴
．4

＂

f、t
t、
→
妹
買
"
t
.＾i翌
べ
』
・
ヘ
‘
,
.
9
・
·
・

'
tヽ
•
·

吼引`
，＂

9

＂

f1屈
i‘
↓

3
乱
花
号
甜
乱
趾
紺
討
叫
門
月
祖
直

が

・
"
も
哀
も
唸
．

g
．,，9ご
',・,9五
逹
玄

'"i:,＇，、

J

.

，

~,.‘,Tt,·9,a, 

9

.

＼
 

〔

公

．

．

ず

ベ
.“.: 

廣

9
5
"
‘
‘
;
y
"
，
.
.
.
.
r
\
＾
・
1
,
9
い
、
各

h
・
ぃ
r
.
、
•
9
g
"
3
•. 

,
_
.
,
 

‘̂し． 

.. 
9
 

．．
 
＂
瓜

．．．
 

dig.3忍
§
え
7
1チ
．
9

ふ
贋
怒
日
刊
a北
9
・
・

せ
、

9
9
.

“：ヽ“
．
．
．
 
ら
，
．
し
9
’
•
9
.
，
·
·

9
,
9
f
i

、

ゞ

聾
汽
い
合
忍
；
弓
・
4
9
9
”
`
'
亨
：
’

9

5

`

J

 

、.

J̀. 

｀
 

．
 

、

'
z
・
・
・

皇
豆
声
[
-
)

自一
0
-
――ノ
1

―
―
自
一
l

1

一ノ
1

――

至
―
―
―
―
ノ
ー
至
一
塁

――-―-^
ノー―

濫

自
1

――――九ノ一

至
1
1

―六写ノー

'ヽ’̂ ~ 
至自竺至自
四四ー四早
--ノ⇔六
＾三九七
ノノーノノ
三＝ ＝一
四・

ー四
ノ―

平へ？
， 

四一がノー―

城

美
工
9
、
1

――

四一
0

ノーー

官四ー―一ノ――

● ●-し'’l」、
ヨ四= ;Iし
C3 四

ノノ
＝四
ふ
寸`

写至自
＝写写=-0 
ノ早六
三．ノノ
三一
写
＝写
早一
ノ．四
=•ノ
二

写一四
I
工

―1
0
0
/
1
――
 

（
数
字
＾
地
番
ヲ
示
ス
）

ー』

．』・

.~•~ 

』
・

-, 

．．
 

ィ

・

9̀.9 
.. 

・

鴫

．

．

 

.

.

.

 

＼
1
 

• 

•• ‘
`
i
"
*
 

拿

ャ・‘
.• 
ヽ

・

・

ぶ

此
等
ノ
字

一
一
包
含
セ
．

ラ
、
ル
ル
鐵

逍
用
地
＾
，
•
•

全
部
本
町

＝
編
入
ス

字

名，

要`

蟹屋町町慨域雙更鐘新町名設定

若t 松；； 大棗

草名 原';
須ス

＇ 
賀力，

町； 町； 町；

｀ 

一
--, → 

七 ュ^ 五．大 五三 四堤大ク.,..,貝. 堤 ニー堤噌ノ‘須
ノ ノノ賀 ノいノ ノ菜賀 外ノノ．外ノ賀•. ntr 下上
，割割奢ljl._ 割割割開，町— 開割割＇開奢し 町， 

~ヽ

全全全松 至自全全城大 至ー一自全• 全 全•至四菩自 ‘ 

部部部原 交早窄部部全須
．、、/部至/部自至/部自 平

至/自／至自 町 0//部賀 00六.＇ノ•'＇ノ•'｀ 、＂至自至自 町 盆，＝至四自 三一
、一ブ^ <七- 至自塁写四王六究写品 ＝ ノノ 早ーヽ=ーCつヨ-二三'-、-、 會、 ブし 編 =-ョo- -o  ・ cっ^ 四三
•四六ヽー／ 入 圭六ゞ＞＜ 編 ヽ ＾ヽー七̂.• ：ぅ ・; 七、写 ノ‘ 九九六て至自 入

地
- - 1 

ノ
．至自

~ ' 、、 ~ T,  :・ .. 
城 - -―地 、、

’’  ヲ ノヽ 四こジ＝ 城` C^六コ六C六つ
` • • 

｀ ‘除 'ヲ ノ : 

キ ・除
三

＇，．双．：＇グ
夕 キ ,~ 
Jレ 夕 '. 
地

ゞA

）レ.. 

j城 地
I 

9゚, 9 ふ3

ヲ末本町
： ヽ
襲・ノ ， ＇ 

,芯£9 ,,•,~‘. 9 ’ 
，用町，＾

i 
！ ス名従；、

ヽ·•

4
.
 ヽ

＊
 

．
 

•• • •町··:
”令匂

' 
、K-

よィl; • # ' 

; ̀  :9.‘’ 

，̀', 
，． 
.,' 

， 

ふ・

怜

＼ ~' 
• •9. ・, 

f'’>•: かうべ泊、;-:.,＇芯：品江·ふ？：．芦豆： 9~砂翌ヽ-tx.ヽ';.,'•ぷ:,ふ'.,



--_ア-—,·、ご、．・·--—·----

日｝、十三月，十年八和昭

I I 噌新"'設.●●91 

定
町ス

Iへ
1名キ

！ ＇ 

字

名

'. | - -

'. I罷

［． 

,： i城

; ： I 字藪
ノ‘

地
番
ヲ

ホ
ス..__, 

一
摘

t
3
.
9
,
9
.

、

しこ

東
新
開
町
町
慨
域
雙
更
蚊
新
町
名
設
定

I .. 

比ヒ 比ヒ

.、ムロヂ ぶ、ロムヂ
ヽ

山: 山ご

公； 本委
園百， 町；

琥刊増時臨報市島廣
’’’’999999.~•99-9 

段／冒面

原:

町；

比

治

山

比
治
山
下
組

組

島

比
治
山
下
組

桐 比
治
山
中
組木

木く

町；

--I 
桐束

木

官城南 全全 竺： 全 全段
有全段 へ部へ部 ノ ヘ部 部原
林部原 至自至自 至布竺自

町
地 町 ---_,疇 ＝ 、、、、

三七九．九三四．c写四つ、• 四九ヨ 編早―-C>
綱 ＝や七や写 入九六写
入 ノ‘ノノ —ノ ノ .I 

I 三‘一‘写・ 七九早 三ヽ 地
地 ク但 J 城
城 シ 三 ヲ
ヲ r目ら

益七 除
除 有 キノ
キ 闊 四 夕
ク 九 Jレ
Jレ ヲ 邑 地
地 除

.J 
域六

．、

父
ン
バ
ラ
ヒ
ガ
・
ソ
ウ
ラ
マ
チ

段

原

東

浦

町

浦

南
段
原
町
―
―
編
入
ノ
地
域
ヲ
除
キ
ク
ル
地

自―
-
l
-

城

全

部

山

林

部

至一＿ノ―――

．．
 

，
ヤ
，
か
．
亨
斉
à
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年
度
廣
島
市
歳
入
出
更
正
豫
算
ノ
要
領
左
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空
四
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了
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分
茸
厘
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膵

内
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條

廣
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
網
第
二
回
閥
島
市
第
三
水
道
公
偕
條
例
中
改
正
條
例
左
ノ

第三
通
リ

種

昭

和

八

年

十

一

月

二

日

腹

島

市

長

伊

朦

貞

次

便
◎
廣
島
市
條
例
第
一

0
競

郵

第

二

回

殷

島

市

第

三

水

道

公

個

條

例

中

改

正

條

例

・

怖認可
第
二
回
殿
島
市
第
三
水
道
公
俯
條
例
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
四
條
及
第
五
條
中
「
九
月
及
三
月
」
ヲ
「
八
月
叉
ハ
九
月
及
二
月
又
ハ
一
1
一
月
」

ニ

改

ム

¥

第
五
條
中
償
還
年
次
表
（
丙
）
ノ
ニ
ヲ
別
表
ノ
通
更
ム

（
表
別
）
第
二
回
第
三
永
逍
公
俯
償
還
年
次
表
（
丙
乙
一
）

第

廣

島

市

長

伊

藤

昭
和
八
年
度
殷
島
市
特
別
會
計
都
市
計
蜜
事
業
聾

歳
入
出
豫
算
追
加
更
正

歳

入

款

國

庫

補

助

金

金
参
萬
四
千
圃
（
減
壺
萬
六
千
圃
）

貞

二． 
―-ム

ヘ

二
會

次

殷
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
網
タ
ル
昭
和
八
年
度
艇
島
市
特
別
會
計
都
市
計
甕
事
業
毀

歳
入
出
追
加
更
正
豫
算
ノ
要
領
左
ノ
如
シ

昭
和
八
年
十
一
月
二
日

⑲
廣
島
市
告
示
甲
第
一
六
〇
琥

廣
島
市
長

昭
和
八
年
度
廣
島
市
歳
入
出
豫
算
追
加

歳

入

第

十

一

款

維

牧

入

第

二

項

維

入

債

第

十

三

款

市

第

一

項

市

債

歳
入
合
計
金
拾
九
萬
戴
千
四
百
参
拾
参
圃

歳

出

臨

時

部

第

六

款

下

水

道

費

第

一

項

下

水

道

費

第

十

三

款

公

債

費

第

二

項

利

子

臨
時
部
計
金
拾
九
萬
戴
千
四
百
参
拾
参
岡

歳
出
合
計
金
拾
九
萬
戴
千
四
百
参
拾
参
圃

歳
入
出
差
引
幾
金
ナ
ジ

金
拾
九
萬
千
五
百
七
拾
参
圃

・
金
拾
九
萬
千
五
百
七
拾
参
圃

金
八
百
六
拾
圃

金
八
百
六
拾
圃

金
千
四
百
参
拾
参
圃

金
千
四
百
参
拾
参
圃

拾
九
萬
千
閥

金
拾
九
萬
千
圃

伊

藤

貞

次

c
廣
島
市
告
示
甲
第
一
五
九
琥

廣
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
純
タ
ル
昭
和
八
年
度
廣
島
市
歳
入
出
追
加
豫
算
ノ
要
領
左

ノ
如
ジ昭
和
八
年
十
一
月
二

H

歳
入
合
計
金
戴
千
九
百
九
拾
七
圃

歳

出

網

常

部

第

七

款

土

木

毀

第

一

項

道

路

橋

梁

費

純
常
部
計
金
戴
千
九
百
九
拾
七
圃

歳
出
合
計
金
戴
千
九
百
九
拾
七
圃

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
ジ

金
煎
千
九
百
九
拾
七
園

金
煎
千
九
百
九
拾
七
圃

か
ね
て
建
築
中
で
あ
っ
た
御
大
證
記

念
京
都
美
術
館
は
豫
定
通
完
成
十
一

月
一

H
盛
大
に
竣
工
式
を
畢
行
し
た

が
同
月
二
十
七
の
帝
展
を
以
つ
て
蔀

々
し
く
開
館
す
る
豫
定
で
あ
る
。

京
都
美
術
館
竣
工

東
京
市
水
逍
局
で
先
般
市
民
よ
リ
水

逍
標
語
を
募
謀
し
た
が
、
線
敷
一
萬

二
千
句
の
應
募
が
あ
り
水
逍
局
業
務

課
に
て
審
査
の
結
果
左
の
句
の
賞
選

を
見
た
0

.

一
等
手
軽
な
水
逍
、
便
利
で
安
全

二
等
水
逍
は
使
っ
て
側
利
、
飲
ん

で
安
全

東
京
市
水
道
局

標
語
入
賞
稜
表

名
古
屋
市
會
議
員
選
畢
は
十
月
二
十

況
日
投
票
二
十
六
日
開
票
し
た
が
賞

選
は
民
政
三
四
、
政
友
一
七
、
中
立

ご
一
、
無
産
一
で
あ
っ
た
。

名
古
屋
市
會
議
員
選
畢

東
京
市
水
逍
局
で
は
先
に
新
市
域
の

新
設
申
込
者
を
一
一
度
に
亙
リ
村
山
、

山
口
雨
貯
水
池
に
招
待
し
非
常
な
好

果
を
得
た
が
今
回
更
に
そ
の
趣
向
を

か
へ
て
正
月
歌
舞
伎
座
興
行
に
招
待

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

東
京
市
水
道
局
工
事
申
込

者
を
歌
舞
伎
招
待

員
長
北
見
氏
外
数
氏
、
上
野
野
方
雨

議
員
と
共
に
荒
木
陸
相
を
訪
問
し
横

演
市
民
の
熱
望
を
陳
箭
し
た
。

ぐ
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程
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ノ
通
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ム
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細
則
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．
―
-
辮
ジ
救
誰

事
務
執
行
ノ
為
要
ス
ル
費
用
二
付
之

カ
辮
償
ヲ
為
ス

第
1
一
條
前
條
毀
用
ノ
辮
償
額
ハ
左
ノ

通
之
ヲ
定
メ
毎
年
度
一
一
＿
月
支
給
ス

方
面
委
員
毀
年
額
金
拾
圃

第
三
條
新
—
ー
選
任
セ
ラ
レ
タ
ル
方
而

委
員
二
蜀
ジ
テ
ハ
月
割
計
算
ヲ
以
テ

其
ノ
翌
月
分
ョ
リ
支
給
ジ
退
戦
又
ハ

死
亡
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
常
月
分
迄

ヲ
支
給
ス

附

則

本
規
程
ハ
昭
和
八
年
度
分
ョ
リ
之
ヲ
施

行
ス
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]

道
路
工
事
受
盆
者
負
据
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程
第
十
三
條
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リ
受
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負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
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工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定

ム
昭
和
八
年
十
一
月
二
日

殷

島

市

長

伊

朦

貞

次

一
、
受
盆
者
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
縣
急
事
業
、
路
面
改
良
鋪
装

工
事
第
五
十
二
琥
路
線
新
橋
西
詰
ョ
リ

天
紳
町
通
二
至
ル
間
及
鋪
装
工
事

維
持
上
必
要
ナ
ル
雁
間

二

、

工

事

齋

手

年

月

日

．

昭
和
八
年
十
一
月
五
日

三
、
負
搬
厩
及
地
帯

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
搬
直
卜

ス道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

四

、

負

据

率

.

穂
工
費
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

●
廣
島
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示
甲
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五
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琥
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四
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四
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横
演
市
の
聯
隊
招
致
期
成
同
盟
會
は

今
度
聯
隊
を
軍
隊
と
改
稲
し
聯
隊
よ

リ
更
に
大
い
な
る
も
の
を
招
致
し
ゃ

う
と
い
ふ
意
氣
込
み
で
、
十
八

H
委

横
濱
市
の
軍
隊
招
致
運
動

水
道
使
用
料
の
微
牧
に

集
金
制
度
を
探
用

哭
、
芸
0
•
0
1

九、^
哭・一六

九‘^
四令一六

横
演
市
の
職
員
生
命
保
険
の
共
済
組

合
案
は
十
八
日
の
局
課
長
會
議
で
原

案
を
可
決
し
愈
賀
施
案
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
案
の
内
容
は
月
賦

掛
金
制
度
で
組
合
員
は
市
職
員
學
校

数
員
及
び
そ
の
家
族
を
以
て
す
る
も

の
で
あ
る
。
尚
ほ
こ
の
多
数
を
一
括

し
た
保
険
加
入
し
と
契
約
す
る
會
祉
の

選
定
に
就
い
て
は
市
長
の
任
命
す
る

理
事
會
が
行
ふ
筈
で
あ
る
。

東
京
市
水
逍
局
で
は
従
来
水
逍
使
用

料
の
徴
牧
は
告
知
書
に
よ
リ
使
用
人
・

を
し
て
市
金
庫
又
は
各
謳
役
所
、
郵

便
局
に
直
接
持
参
牧
納
せ
し
め
て
ゐ

た
が
そ
の
成
績
は
餘
り
芳
し
く
な
く

大
東
京
全
市
を
通
じ
て
一
ヶ
年
一
千

二
百
部
闘
の
使
用
料
牧
入
あ
る
べ
き

筈
に
告
知
書
に
よ
る
場
合
は
四
割
の

牧
納
率
し
か
な
く
他
の
六
割
は
未
納

の
ま
A
停
水
慮
分
を
行
っ
て
始
め
て

牧
め
る
と
云
ふ
有
様
な
の
で
水
逍
局

で
は
そ
の
徴
集
に
非
常
の
手
数
が
か

A

る
の
で
使
用
料
の
徽
牧
方
法
を
改

善
し
て
末
る
十
二
月
よ
リ
梨
金
制
度

を
採
用
す
る
こ
と
4

な
っ
た
。
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起
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＿
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＿

幅

員

（

米
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等
級
一
類
別
一
番
琥

―
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市
荒
帥
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軒
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荒
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但
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一

街

路

名

稲

報

内

務

大

臣

男

爵

山

殷
島
都
市
計
驚
街
路
事
業
及
其
／
執
行
年
度
割

第
一
昭
和
一
一
一
年
七
月
1

一
十
七
日
内
閣
認
可
殷
島
都
市
計
齋
街
路
中
左
ノ
路
線

ヲ
都
市
計
壷
事
業
ト
ス

雄

市 島

内
務
省
告
示
第
三
七
六
競

昭
和
五
年
一
＿
一
月
十
一
日
内
閣
認
可
殷
島
都
市
計
饗
事
業
街
路
ノ
部
ヲ
改
ム
ル
ノ

件
左
ノ
通
決
定
名
昭
和
八
年
十
月
二
十
六
日
内
閣
ノ
認
可
ヲ
得
タ
リ
其
ノ
街
路

ヲ
表
示
ジ
タ
ル
圃
面
ハ
廣
島
市
役
所
二
備
へ
置
キ
縦
覧
二
供
ス

昭
和
八
年
十
一
月
一

H

本

達

廣` 可認物便郵種三第

内

務

大

臣

男

爵

山

廣
島
都
市
計
鸞
街
路
事
業
及
其
ノ
執
行
年
度

厳
島
都
市
計
蜜
街
路
中
左
ノ
路
線
ヲ
都
市
計
甕
事
業
ト
ス

街

路

番

披

街

路

名

稲

起

貼

：

；

鬱

5
]幅
員
（
米
）

言
＿
類
別
一
番
紐

―
―
―
―
―
五
＿
十
日
市
樅
川
線
＿
廣
瀬
町
＿
―
―
一
伶
町
-
|
＿

但
シ
横
川
騨
前
—
ー
約
二
千
平
方
米
ノ
廣
場
ヲ
設
ク

別
紙
閾
面
表
示
ノ
通
（
岡
面
省
略
）

第
二
本
事
業
ハ
昭
和
八
年
度
二
於
テ
之
ヲ
執
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

a
 

ニニ
，
 

第

雄

内
務
省
告
示
第
三
七
五
競

廣
島
都
市
計
聾
街
路
事
業
及
執
行
年
度
左
ノ
通
決
定
シ
昭
和
八
年
十
月
1

一
十
六

日
内
閣
ノ
認
可
ヲ
得
タ
リ
其
ノ
街
路
ヲ
表
示
シ
タ
ル
閾
面
ハ
廣
島
市
役
所
二
備

へ
置
キ
縦
覧
二
供
ス

昭
和
八
年
十
一
月
一
日

本

逹

①’ 疇

歳
出
合
計
金
百
六
拾
萬
八
千
拾
六
圃

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ

日十月一十年八和昭

第

項

維

支

出

第

三

款

雑

支

出

第

項

公

僚

費

第

二

款

公

債

費

第

二

項

工

事

費

第

項

事

務

費

報

第＇ 歳
入
合
計
金
百
六
拾
萬
八
千
拾
六
園

歳

出

都
市
計
饗
事
業
費

款

金
百
五
拾
登
萬
参
千
四
百
参
拾
六
圏

（
壻
戴
拾
壼
萬
奎
千
感
百
送
拾
圃
）

金
四
萬
七
千
七
百
戴
拾
煎
圃

（
増
五
千
六
百
九
拾
八
圃
）

金
百
四
拾
六
萬
五
千
七
百
拾
四
圃

（
壻
煎
拾
萬
七
千
五
百
五
拾
式
圃
）

金
七
萬
五
千
戴
百
戴
拾
圃

（
減
参
千
八
百
六
拾
壼
闘
）

金
七
萬
五
千
戴
百
戴
拾
園

（
減
参
千
八
百
六
拾
壷
圃
）

金
四
千
参
百
六
拾
圃

（
壻
参
百
参
拾
五
圃
）

金
四
千
参
百
六
拾
園

'
（
壻
参
百
参
拾
五
圃
）

（
壻
武
拾
萬
九
千
七
百
戴
拾
四
圃
）

市 島

第

項

前
年
度
繰
越
金

廣

第

五

款

市

債

第

一

項

市

俄

第

六

款

前

年

度

繰

越

金

第

項

雅

牧

入

第

四

款

雅

牧

入

可認物便郵種三第

第
一

項

負

搬

金

第

二

款

縣

補

助

金

第

一

項

縣

補

助

金

第

三

款

負

据

金

第

一

項

闊

庫

補

助

金

金
参
萬
四
千
圃

（
減
壼
萬
六
千
圃
）

金

0

薗

（

減

四

萬

園

）

金

0

圃
（
減
四
萬
圃
）

金
参
拾
萬
六
千
七
百
賦
拾
壼
圃

（
増
七
萬
参
千
四
百
五
拾
四
園
）

金
参
拾
萬
六
千
七
百
煎
拾
登
圃

（
壻
七
萬
参
千
四
百
五
拾
四
圏
）

魯
立
萬
五
千
百
八
拾
七
闘

（
壻
煎
千
八
百
七
拾
戴
圃
）

金
壼
萬
五
千
百
八
拾
七
園

（
壻
煎
千
八
百
七
拾
煎
闘
）

金
七
拾
壼
萬
圃
（
壻
拾
萬
圃
）

金
七
拾
壷
萬
圃
（
壻
拾
蔑
圃
）

金
八
萬
九
千
参
百
九
拾
八
闘

（
壻
八
萬
九
千
参
百
九
拾
八
圃
）

金
八
萬
九
千
参
百
九
拾
八
圃

（
壻
八
萬
九
千
参
百
九
拾
八
圏
）

（
壻
戴
拾
萬
九
千
七
百
武
拾
四
圃
）

第
一

殷
島
都
市
計
喪
士
地
匝
劃
盤
理

蔦
域

内

務

大

臣

男

爵

山

本

逹

雄

約

―

―

割

約
一
割
五
分

約

七

9

分

昭

和

十

年

度

昭
和
十
二
年
度

昭
和
十
四
年
度

昭

和

八

年

度

約約約約

一
割
一
分

一
割
六
分

八

分

四

分 ―1
0
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二
―
―
―
五
＿
＋
日
市
横
川
線
＿
西
九
壁
町
＿
廣
瀬
町
＿
＿

――

-1-＿六
一
小
網
町
江
波
線
一
小
網
町
＿
江
波
町
＿
＿

―

―

―

―

七

的

場

宇

品

線

的

揚

町

宇

品

町

皆

寅

町

一

但

皆

賀

町

終

貼

一

三

八

船

入

皆

寅

線

大

手

町

一

皆

賞

町

但

南

竹

屋

町

終

貼

ニ
＝
＝
＿
九
＿
船
入
御
幸
橋
線
皆
寅
町
＿
皆
喪
町
＿
＿

―
―
―
―
―
―
―
廣
島
騨
前
線
夭
須
賀
町
＿
荒
神
町
一
―

―
―
―
 

但
シ
廣
島
騨
前
ー
ー
約
千
九
百
五
十
平
方
米
（
約
六
千
二
百
平
方
米
ノ
内
）

．
ノ
廣
場
ヲ
設
ク

―
―
―
―
―
―
―
―
―
船
入
梅
屋
線
観
昔
町
一
観
昔
町
一

三
一
四
猥
昔
十
日
市
線
観
率
田
町
天
滴
町

但

天

滴

町

天

滴

町

三
一
五
＿
猥
昔
町
線
糠
昔
町
一
観
昔
町
＿

―
―
―
皆
寅
東
新
聞
線
皆
賀
町
皆
寅
町

但

皆

宜

町

皆

寅

町

約
一
割
九
分

-＿
 一二―― ――――― 別

紙
圃
面
表
示
ノ
通
（
圃
面
省
略
）

第

二

本

事

業
J

執
行
年
度
割
左
ノ
通
定
ム

闘
言
謬

昭

和

九

年

度

昭
和
十
一
年
度

昭
和
十
三
年
度

内
務
省
告
示
第
三
七
七
琥

殷
島
都
市
計
甕
土
地
匿
劃
盤
理
ノ
件
左
ノ
通
決
定
ジ
昭
和
八
年
十
月
二
十
六
日

内
閣
ノ
認
可
ヲ
得
タ
リ
其
ノ
闘
係
岡
面
盆
四
島
縣
應
二
備
へ
置
キ
縦
覧
二
供
ス

昭
利
八
年
十
一
月
一

H

囮
5

-r」-j
―-j
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三
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二
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⑳
廣
島
市
告
示
甲
第
一
六
二
賊

道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
程
第
十
三
條

ニ
依
リ
受
盆
者
資
癖
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定
ム

昭
和
八
年
十
一
月
九
日

殷

島

市

長

伊

籐

貞

次

一
、
受
盆
者
資
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
、
路
面
改
良
鋪
装

工
事
第
五
十
七
琥
路
線
北
服
瀬
橋
ョ
リ

榎
町
二
至
ル
横
堀
線
及
鋪
装
工
事

維
持
上
必
要
ナ
ル
匿
間

二
、
工
事
齋
手
年
月
日

昭
和
八
年
十
一
月
十
日

三
、
資
据
慨
及
地
帯

第
一
資
据
匝
幹
線
全
部

R
廣
島
市
告
示
甲
第
一
六
四
舞

艇
島
都
市
計
饗
街
路
事
業
及
執
行
年

度
、
昭
和
五
年
三
月
十
一
日
内
閣
認
可

厳
島
都
市
計
驚
街
路
ノ
部
ヲ
改
ム
ル
ノ

件
及
廣
島
都
市
計
畳
士
地
蔦
劃
墜
理
ノ

件
左
ノ
通
内
務
大
臣
ノ
告
示
ア
リ
タ
リ

昭
利
八
年
十
一
月
十

H

巖
島
市
長
伊
朦

＠
廣
島
市
告
示
甲
第
一
六
一
賊

道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
程
第
十
三
條

ニ
依
リ
受
盆
者
負
搬
金
ヲ
賦
牒
ス
ヘ
キ

工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定
ム

昭
和
八
年
十
一
月
九
日

殷

島

市

長

伊

籐

貞

次

一
、
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
、
路
而
改
良
鋪
装

工
事
第
五
十
六
読
路
線
刑
務
所
東
北
角

ヨ
リ
元
安
川
新
設
橋
二
至
ル
間
及

鋪
装
工
事
維
持
上
必
要
ナ
ル
匿
間

二
、
工
事
着
手
年
月
日

昭
和
八
年
十
一
月
十
日

三
、
負
据
蓋
及
地
帯

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
据
慨
卜

ス道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

四

、

負

据

．

率

．

線
工
費
l

四
分
l

一
ト
ス

e廣
島
市
告
示
甲
第
一
六
＿
＿
＿
賊

道
路
工
事
受
益
者
負
据
規
程
第
十
―
―
―
條

ニ
依
リ
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定

ム

昭
和
八
年
十
一
月
九
H

殷

島

市

長

伊

籐

貞

次

一
、
受
益
者
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
、
路
面
改
良
、
錦

装
工
事

第
三
十
六
琥
路
線
袋
町
ョ
リ
某
町

電
車
通
二
至
ル
間
及
鋪
装
工
事
維

持
上
必
要
ナ
ル
蓋
間

二
、
工
事
瘤
手
年
月
日

昭
和
八
年
十
一
月
十
日

三
、
負
据
蔦
及
地
帯

第
一
負
搬
匿
幹
線
全
部

第
二
負
据
匝
第
一
琥
支
線

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
9
ス

四

、

負

搬

率

綿
エ
賀
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

第
二
負
撒
蓋
第
一
琥
ョ
リ
第
一
―
―

披
二
至
ル
各
支
線

3

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

四

、

負

橡

率

線
工
贅
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

L
¥
 

金
五
百
拾
五
闘
拾
五
錢
猥
匠
町
西
部

金
五
百
七
闘
八
拾
錢
白
島
束
中
町

松

本

滸

助

金
五
百
闘

金
五
百
闘
日
本
郵
船
株
式
會
祉

金
四
百
九
拾
或
闘
六
拾
錢西

擬

屋

町

金
四
百
七
拾
武
闘
五
拾
五
錢
三
篠
町
中
郷

金
四
百
五
拾
闘
四
拾
八
錢

（
第
一
一
回
分
）
南
竹
屋
町
西
組

金
四
百
四
拾
闘
式
拾
参
錢

安
藝
郡
倉
橋
島
村

金
四
百
参
拾
七
闘
参
拾
九
錢

・

・

三

篠

町

東

一

丁

目

金
四
百
拾
岡
（
第
一
回
分
）
大
須
賀
町
東
組

金

四

百

七

岡

皆

寅

町

西

上

組

金

四

百

武

闘

的

揚

町

株
式
會
祉
不
動
貯

金
銀
行
廣
島
支
店

金
四
百
闘

金
参
百
七
拾
九
闘
九
拾
錢松

川

町

金

参

百

七

拾

六

岡

八

拾

錢

．

橋

本

町

金
参
百
七
拾
参
闘
参
拾
錢
己
斐
町
上
町
麗

金

参

百

五

拾

九

岡

参

拾

錢

．

荒
紳
町
中
組

金
参
百
五
拾
参
闘
九
拾
錢

（
第
二
回
分
）
大
手
町
九
丁
目

金

参

百

五

拾

圃

鐵

砲

屋

町

金

参

百

参

拾

八

闘

七

拾

錢

、

佐
伯
郡
五
日
市
町

金
参
百
参
拾
参
闘
八
拾
錢

．．
 

諷
音
町
本
町
組

金
参
百
闘
（
内
金
百
闘
ハ
浦
洒
）

原

九

造

金

参

百

闘

山

本

吉

五

郎

金
武
百
七
拾
七
闘
七
拾
五
錢
西
新
町
上
組

臭

’9-｛羞百惑
拾
八
闘

金
五
千
闘
日
本
銀
行
廣
島
支
店
及
廣

島
銀
行
集
會
所
組
合
銀
行

金

武

千

闘

'
廣
島
瓦
斯
砥
軌
株
式
會
社

金

深

千

闘

，
帝
國
人
造
絹
糸
株
式
會
祉

金

八

百

岡

下

柳

町

乙

組

金
七
百
九
拾
六
岡
九
拾
五
錢

，

新

川

場

町

金
七
百
六
拾
四
闘
六
拾
五
錢

南
竹
屋
町
東
部
上
組

金
七
百
五
拾
参
闘
七
拾
五
錢

已
斐
町
中
町
憚

金
七
百
戒
拾
六
闘
拾
錢

國
泰
寺
町
雑
魚
揚
組

金
七
百
武
拾
坐
闘
参
拾
錢榎
町

金
七
百
拾
六
闘
参
拾
錢
田

中

町

金
七
百
拾
参
闘
茸
拾
錢
堀

川

町

金
六
百
五
拾
九
闘
武
拾
五
錢
．

南
竹
屋
町
東
部
下
粗
-

金
六
百
武
拾
武
闘
八
拾
五
錢
愛

宕

町

金

六

百

拾

七

闘

皆

質

町

南

組

金

六

百

拾

六

闘

中

島

本

町

金
五
百
八
拾
姿
闘
五
拾
錢
・
r
.

研

屋

町

金
五
百
四
拾
六
闘
八
拾
五
錢

己
斐
町
本
町
厖

金
五
百
四
拾
四
闘
五
拾
五
錢

コ

船

入

町

南

謳

南

組

金
五
百
武
拾
九
闘
九
拾
錢

町

立
‘
鐵
碗
町
下
組

官
祭
廣
島
招
魂
就

奉
賛
會
寄
附
金
申
込

し:,'''
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可認物便郵種三第

流
行
性
感
胃
略
し
て
流
感
又
ほ
イ
ン
フ

ル
ニ
ン
ザ
と
稲
す
る
病
氣
ほ
最
近
に
於

て
ほ
一
八
一
―

-
0
|
-―
―
―
―
一
年
に
か
け
て
叉

一
九
一
八
年
よ
り
一
九
年
に
か
け
て
世

界
的
大
流
行
を
な
し
殊
に
後
者
の
場
合

技

は
ス
ペ
イ
ン
よ
り
始
ま
っ
た
為
め
ス
ペ

イ
ン
感
肩
と
も
稲
し
一
抵
を
脅
か
し
一

躍
有
名
に
な
っ
た
病
氣
で
あ
り
ま
す
、

小
流
行
ほ
艇
々
あ
り
之
が
流
行
し
た
事

ほ
紙
に
十
一
世
紀
頃
よ
り
記
録
に
載
つ

廣
島
市
衛
生
試
瞼
所

後

藤

師

文

彦

流

感

に

就

し‘

て

ふ
の
ほ
一
、
起
エ
ジ
タ
ル
ト
キ
，

二
（
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鐵
骨

造
、
鐵
造
、
石
造
、
煉
瓦
造
叉
ハ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
工
事
ノ
基
礎
ニ

着
手
シ
タ
時

三
、
鐵
骨
造
工
事
デ
其
ノ
建
方
二
着

手
ジ
タ
ル
ト
キ

四
、
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
工
事
デ

壁
骰
、
各
階
床
叉
ハ
屋
根
ノ
醗
筋

ニ
着
手
ジ
タ
ル
ト
キ

五
、
其
ノ
他
特
二
指
定
シ
タ
工
程
ニ

逹
ジ
タ
ル
ト
キ

等
の
事
を
云
つ
て
居
る
の
で
あ
る

大
盟
手
績
ほ
今
迄
述
べ
た
様
な
事
で
あ

る
か
ら
此
の
次
に

工
事
取
締
に
つ
い
て
述
べ
や
う

建
築
場
に
ほ
見
易
い
所
に
建
築
主
の
氏

名
、
建
築
認
可
證
叉
ほ
建
築
屈
滑
證
の

年
月
日
及
番
競
を
書
い
た
標
札
を
振
げ

て
置
く
こ
と
尚
申
睛
害
又
ほ
屈
書
の
副

本
を
常
該
官
吏
が
要
求
し
た
場
合
に
ほ

提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

建
築
線
の
位
置
を
標
示
し
て
置
く
こ
と

尚
施
行
規
則
第
一
1

一
十
三
條
と
三
十
四
條

に
於
て
ほ
違
反
し
た
場
合
の
虞
置
に
付

て
示
さ
れ
て
居
る
か
ら
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
郎
も

保
安
上
危
瞼
と
認
め
た
と
ぎ
衛
生
上

有
害
と
認
め
た
と
き
、
法
、
施
行
規
則

又
は
細
則
に
韮
い
て
装
す
る
命
令
に

違
反
し
た
工
事
を
し
た
時
、
申
賄
岡

書
に
違
っ
た
工
事
を
し
て
居
る
と
き

申
請
者
が
三
ヶ
月
以
上
所
在
不
明
叉

は
呼
出
し
て
も
出
な
い
時
叉
ほ
工
事

取
締
上
必
要
と
認
め
た
時

等
に
ほ
工
事
を
中
止
其
の
他
必
要
の
措

置
を
命
ぜ
ら
れ
叉
ほ
許
可
認
可
承
認
を

取
消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

又
虚
僻
の
申
請
を
し
た
と
か
起
工
豫
定

期
日
を
五
ヶ
月
以
上
純
過
し
て
着
手
し

な
い
と
か
竣
功
豫
定
を
五
ヶ
月
鯉
過
し

て
尚
竣
功
し
な
い
と
か
云
ふ
場
合
は
許

可
、
認
可
又
ほ
承
認
を
取
消
さ
れ
る
事

が
あ
る
の
で
あ
る

以
上
に
於
て
市
街
地
建
築
物
法
に
付
い

て
ほ
大
臆
の
説
明
し
て
置
い
た
の
で
あ

る
が
前
に
も
述
べ
て
居
る
様
に
建
築
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
直
接
警
察
の
建
築

物
係
に
よ
く
聞
い
て
し
な
い
と
頓
で
も

な
い
結
果
を
来
す
事
が
あ
る
郎
ち
つ
い

知
ら
ず
に
罰
則
に
胸
れ
た
り
遣
り
直
し

を
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
事
が
あ
る
か
ら

氣
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
（
終
り
）

（惰

，
~
・

2
,
4
9

`
.
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前
琥
迄
に
述
ぺ
た
事
ほ
主
と
し
て
願
出
に
は
屈
出
で
事
足
る
事
を
示
し
て
居
る

即
ち
許
可
承
認
又
は
認
可
を
要
す
る
も
「
施
行
規
則
第
百
四
十
四
條
第
一
裁
叉

の
で
あ
っ
た
が
施
行
細
則
第
二
十
二
條
、
ハ
第
十
八
條
第
一
項
、
第
一
＿
一
項
若
ハ

市
街
地
建
築
物
法
に
就
て
（
承
前
）

西
大
工
町

同下
柳
町
乙
組

同 ◎
町
正
副
綿
代
就
任
認
可

自
十
月
一
日
）

后
＋
月
冊
一

H

綿
代
村
田
想
一
一
一
郎

副
綿
代
松
野
梅
三
郎

継

代

中

村

万

治

郎

副
総
代
武
田
貰
一
―

U

彙

報

】

代

銀

山

町

継

代

同

可

叩

綿

代

大
手
町
四
丁
目
副
綿
代

三
篠
町
東
側
一
丁
目
総

代

同

副

聰

代

同

副

線

代

千
田
町
三
丁
目
組肉ぃ↓茄

今

中

京

塗得大
井津澄

基留信。
ー吉士

山

田

直

蔵

稲
垣
贄
一

森

秀

助

駿

一

第

一

競

皆

痰

町

ノ

部

一

約

―

二

四

、

0
0
0

＿
約
八
二
、

0
0
0

第
二
絨
船
入
町
ノ
一
部

誓
紬
己
斐
町
ノ
一
部
、
古
田
町
ノ
部
、
草
津
Plr
＿
約
二
八
七
、

0
0
0

ノ
一
部

第

四

披

一

．

―

-

篠

町

ノ

一

部

―

約

七

0
、
0
0
0
-

―――――-1
――――――――――――
-1-

別
紙
闘
面
（
第
一
圏
乃
至
第
四
圃
）
表
示
ノ
通
（
閾
面
省
略
）

第

二

設

計

一
、
殷
島
都
市
計
甕
事
業
街
路
ノ
部
中
一
等
大
路
第
三
類
第
六
琥
線
ノ
一
部

（
別
紙
第
二
岡
表
示
ノ
通
）
（
岡
面
省
略
）

二
、
道
路
ハ
特
別
ノ
事
由
ァ
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
綿
テ
幅
員
六
米
以
上
ト
ナ

ジ
土
地
ノ
朕
況
ヲ
精
査
シ
テ
其
ノ
配
置
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

三
、
涸
営
二
公
園
ヲ
配
置
シ
其
ノ
地
核
ハ
厘
域
地
積
ノ
約
―
―
―
彩
ト
ス
ル
モ
ノ

ト
ス

第一
1

・
一
前
項
第
一
琥
ノ
道
路
ノ
工
事
及
其
ノ
境
域
内
二
在
ル
エ
作
物
ノ
移
轄
ハ

都
市
計
齋
街
路
事
業
ト
シ
テ
廣
島
市
長
之
ヲ
執
行
ス

本
計
覺
ノ
些
少
ノ
愛
更
ヲ
必
要
ト
ス
ル
場
合
ハ
都
市
計
齋
殷
島
地
方
委
員
會

ノ
議
ヲ
経
テ
内
務
大
臣
限
之
ヲ
愛
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

哺

賑

域

地

稜
（
坪
）

ー

て
居
り
ま
す
、
其
の
猛
威
と
悪
性
は
中

々
悔
り
難
い
も
の
が
あ
り
一
九
一
八
年

の
流
行
時
に
ほ
全
戦
界
に
互
り
罹
患
せ

る
も
の
―

1
0
0、
0
0
0、
0
0
0人

其
の
内
死
亡
せ
る
者
一

0
、
0
0
0、

0
0
0
人
と
稲
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

し
か
も
其
の
死
亡
の
直
接
原
因
ほ
流
感

の
み
で
死
亡
す
る
事
は
少
く
殆
ど
之
に

綾
扱
せ
る
肺
炎
、
急
性
氣
管
支
炎
又
は

敗
血
症
等
に
依
る
も
の
で
あ
り
其
虞
に

流
感
の
箪
な
る
感
肯
と
し
て
輻
視
す
る

事
の
出
来
ぬ
所
以
の
も
の
が
存
す
る
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
流
感
の
原
因
ほ
一

時
〕
グ
イ
フ
エ
ル
氏
の
稜
見
し
た
一
種
の

聾
国
で
あ
る
と
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
現
在
で
ほ
必
ず
し
も
之
の
み

で
な
い
と
云
ふ
事
に
な
り
未
だ
確
た
る

定
説
は
無
い
朕
態
で
あ
り
ま
す
Q

之
に

罹
る
と
ど
う
な
る
か
と
申
し
ま
す
と
之

ほ
症
朕
が
感
染
し
た
局
所
に
主
に
現
は

れ
る
場
合
と
全
身
に
中
毒
症
朕
と
し
て

現
ほ
れ
る
場
合
と
あ
り
更
に
之
に
合
併

し
た
病
氣
が
あ
る
と
其
の
病
朕
が
加
ほ

つ
て
更
に
複
雑
に
な
り
千
差
萬
別
の
観

を
呈
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
一
般
に
ほ

悪
寒
、
翌
熱
、
頭
痛
、
倦
怠
及
び
腰
痛

等
を
訴
へ
時
に
詭
妄
昏
睡
を
示
す
事
あ

り
叉
往
々
嘔
吐
を
起
し
其
の
他
種
々
誹

鯉
痛
を
訴
へ
る
事
も
あ
り
ま
す
°
右
ほ

一
般
症
慇
で
あ
り
ま
す
が
之
の
み
が
主

で
他
に
輻
い
鼻
と
か
咽
喉
と
か
に
症
朕

が
現
れ
る
も
の
を
中
毒
型
と
呼
ん
で
居

り
ま
す
、
之
に
到
し
て
加
答
兒
型
と
云

ふ
の
が
あ
り
ま
す
、
之
ほ
£
氣
道
郎
鼻

腔
、
咽
喉
、
氣
管
等
に
炎
症
を
起
し
鼻

加
答
兒
の
症
朕
音
朦
の
噺
腹
、
又
ほ
咳

嗽
等
を
主
に
訴
ヘ
一
般
症
朕
の
輛
い
も

の
で
あ
り
ま
す
叉
此
の
外
に
悪
心
、
嘔

吐
、
腹
痛
、
下
痢
稀
に
赤
痢
様
症
朕
を

第
四
項
ハ
侶
書
二
依
ル
建
築
屈
出
ハ

起
工
十
日
前
二
之
ヲ
為
ス
ベ
ジ

前
項
ノ
屈
出
二
付
テ
ハ
第
十
九
條
ノ

規
定
ヲ
準
用
ス
但
シ
第
二
十
條
l

設

計
書
及
第
二
十
一
條
第
四
銃
乃
至
第

九
競
ノ
圃
面
ヲ
要
セ
ズ
」

と
あ
り

で
あ
る
か
ら
認
可
承
認
許
可
を
受
け
る

必
要
の
な
い
建
築
物
は
凡
て
屈
出
で
ゞ

事
足
り
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
前
に
掲
げ
た
屈
出
を
し
た
も
の

で
も
髪
更
し
た
時
ほ
又
屈
出
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い

第
二
十
六
條
、
第
二
十
二
條
第
一
項

ハ
屈
出
ヲ
為
ジ
タ
ル
建
築
物
ニ
ジ
テ

其
l

工
事
竣
功
前
第
十
九
條
第
一
項

第
五
賊
乃
至
第
十
一
琥
第
二
十
一
條

第
一
項
第
一
競
乃
至
第
四
琥
ノ
事
項

ニ
菱
更
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
．
ハ
五
日
前

ニ
第
十
九
條
第
一
項
乃
至
第
四
披
l

事
項
―
二
変
更
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
五

日
間
内
二
屈
出
ヅ
ベ
シ

前
項
ノ
屈
出
ニ
ハ
前
屈
害
提
出
年
月

日
ヲ
附
記
ス
ベ
ジ

さ
て
其
の
次
に
ほ

0

0

0

 

建
築
線
の
指
定
、
愛
更
、
襄
止
の
申
睛

で
あ
る
是
は
細
則
第
二
十
七
條
に
於
て

明
示
し
て
居
る
か
ら
本
文
を
褐
げ
て
樅

＜
 第
二
十
七
條
建
築
線
l

指
定
、
髪

更
、
叉
ハ
陵
止
ヲ
申
請
セ
ン
ト
ス
ル

者
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
具
ジ
タ
ル
岡
書
正

副
二
通
ヲ
提
出
ス
ベ
ジ

一
、
申
請
者
ノ
住
所
氏
名
及
年
齢

二
、
闘
係
土
地
ノ
地
名
及
地
番

三
、
闊
係
土
地
所
有
者
、
管
理
者
及

使
用
椛
者
ノ
住
所
氏
名
及
年
齢

四
、
申
請
ノ
事
由

五
、
申
請
二
係
ル
建
築
線
l

長
及
建

三
二
七

起
し
又
時
に
黄
疸
を
起
す
胃
腸
型
と
い

ふ
の
が
あ
り
ま
す
、
其
の
他
身
謄
各
部

に
疼
痛
を
訴
へ
る
ロ
イ
マ
チ
ス
型
、
臨

膜
炎
に
似
た
症
状
を
起
す
中
櫃
性
病
型

（
脳
膜
型
）
等
が
あ
り
ま
す
、
流
感
に
罹

つ
て
も
こ
の
―
つ
の
型
に
終
始
す
る
と

限
ら
ず
途
中
で
他
の
型
に
移
動
す
る
事

も
あ
り
叉
各
型
が
い
ろ
／
＼
の
程
度
で

組
合
は
さ
れ
て
来
る
事
も
あ
り
一
概
に

申
上
げ
る
事
ほ
出
来
ま
せ
ぬ
が
此
の
如

く
複
雑
し
て
来
る
為
め
往
々
他
の
病
氣

に
紛
ら
ほ
し
い
症
朕
を
呈
す
る
事
が
あ

る
わ
け
で
め
り
ま
す
卯
ち
賜
チ
フ
ス
、

流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
、
隣
炎
、
ハ
イ
ネ

メ
ヂ
ン
氏
病
、
急
性
粟
粒
結
核
、
ク
ル

ッ
プ
性
肺
炎
等
が
そ
れ
で
あ
り
ま
す
、

反
野
に
チ
フ
ス
や
肺
炎
に
罹
り
乍
ら
感

胃
だ
と
思
っ
て
袖
断
す
る
場
合
も
あ
る

わ
け
で
こ
の
流
感
の
症
朕
は
忽
せ
に
す

る
事
は
出
来
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
、
更
に

恐
る
可
き
所
以
の
も
の
は
合
併
症
、
績

装
症
に
あ
る
の
で
流
感
で
斃
れ
る
者
の

殆
ど
が
こ
の
為
め
で
あ
る
事
を
思
へ
ば

箪
な
る
感
胃
の
一
種
と
し
て
輛
視
す
る

事
の
如
何
に
危
険
な
る
か
ゞ
分
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
、
そ
の
一
っ
ほ
肺
炎
で
あ

り
ま
す
、
こ
の
流
感
性
肺
炎
が
進
む
で

息
者
は
呼
吸
困
難
を
訴
へ
坐
居
を
と
ら

ざ
る
を
得
ぬ
様
に
な
り
顔
色
蒼
白
、
唇

紫
宵
色
と
な
り
肱
膊
も
細
小
頻
服
に
な

つ
て
全
身
の
衰
弱
も
著
し
く
な
っ
て
参

り
ま
す
か
く
な
れ
ば
も
早
や
再
び
立
づ

能
ほ
ざ
る
事
多
く
又
こ
の
肺
炎
か
ら
腺

胸
と
云
つ
て
腺
が
胸
に
た
ま
る
事
も
あ

り
ま
す
肋
膜
炎
を
起
す
事
も
稀
で
は
あ

り
ま
せ
ん
、
其
の
他
縦
隔
膜
炎
、
心
蕊

炎
、
心
内
膜
炎
、
中
耳
炎
、
角
膜
炎
、

腎
臓
炎
等
を
起
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

又
流
感
は
治
つ
て
も
後
に
紳
鰹
痛
や
紳

金
九
拾
啜
闘
五
錢

金
九
拾
壺
闘山
口
縣
玖
珂
郡
南
河
内
村

金
九
拾
豪
闘
（
第
二
回
分
）
―

猿
柴
町
酉
組

金
八
拾
七
闘
四
拾
参
錢

伽

賀

茂

郡

瑯

原

村

金

八

拾

五

闘

豊

田

郡

久

芳

村

金

八

拾

闘

嬰

三

郡

河

内

村

金

八

拾

闘

田

中

一

郎

ー

金
百
拾
闘
五
拾
錢

金
百
六
闘
四
拾
四
錢

山
口
郡
玖
珂
郡
餌
生
村

賀
茂
郡
東
志
和
村

金
百
翌
闘

金
索
百
闘
籐
野
製
綿
株
式
會
社

金
索
百
闘
合
名
會
社
湯
澤
綿
行

金

壼

百

闘

―

―

ー

村

藤

吉

金

豪

百

闘

永

井

林

太

郎

金

索

百

闘

本

券

藪

妓

藤

榮

會

金
九
拾
八
闘
参
拾
芯
●
錢豊
田
郡
乃
美
村

高
田
郡
船
佐
村

金
百
六
拾
参
岡
七
拾
錢草
津
町
庚
午
組

金

百

五

拾

五

闘

元

柳

町

金

百

茸

拾

岡

一

揺

原

彦

太

郎

金
百
四
拾
祝
岡
七
拾
錢佐
伯
郡
宮
内
村

金
百
四
拾
五
闘
五
拾
錢

宇
品
町
御
幸
通
十
二
、
十
三
丁
目

金
百
．
参
拾
茸
闘
拾
錢
繭
島
町
北
組

金
百
参
拾
四
岡
六
拾
茸
錢
佐
伯
郡
津
田
町

金

百

参

拾

武

闘

束

魚

屋

町

金
百
戒
拾
七
闘
豊
田
郡
戸
野
村

金
百
戴
拾
闘
五
拾
五
錢山
縣
郡
筒
賀
村

金
百
拾
九
闘
．
賀
茂
郡
中
黒
瀬
村

金
百
拾
五
闘
戒
錢
豊
田
郡
吉
名
村

金
百
拾
媒
闘
五
拾
武
錢高
田
郡
向
原
村

鳥

屋

町
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築
線
間
1
距
離

六
、
申
睛
二
係
ル
建
築
線
ノ
位
置
ヲ

擦
示
ス
ベ
キ
方
法

七
、
圏
面

前
項
第
七
披
ノ
閾
面
ニ
ハ
左
I
事

項
ヲ
表
示
ス
ベ
シ

一
、
闊
係
土
地
／
境
界
線
及
指
定
ヲ

受
ヶ
ム
ト
ス
ル
建
築
線
1
位
置

二
、
地
番
及
所
有
櫂
、
使
用
櫂
ノ
目

的
タ
ル
土
地
ノ
境
界
線
並
各
土
地

ノ
所
有
者
及
使
用
椛
者
ノ
氏
名

三
、
公
道
又
ハ
私
道
ノ
位
置
、
幅
員

及
（
既
存
建
築
線
ア
ル
ト
キ
ハ
其

l
部
分
卜
申
請
二
係
ル
部
分
ト
ヲ

齋
色
其
ノ
他
ノ
方
法
ヲ
以
テ
直
別

ス
ル
事

五
、
方
位
及
縮
尺

第
一
項
I
申
請
書
ヲ
提
出
ジ
タ
ル
後

建
築
線
指
定
前
同
項
第
一
雖
乃
至
第

三
琥
ノ
事
項
二
慶
更
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト

キ
ハ
其
ノ
旨
屈
出
デ
、
同
項
第
四
銃

乃
至
第
七
琥
I

事
項
ヲ
麦
更
セ
ム
ト

ス
ル
ト
キ
ハ
闊
係
岡
書
ヲ
具
ジ
更
―
-

指
定
ヲ
申
請
ス
ベ
シ

前
項
I
申
請
書
ニ
ハ
前
申
請
雷
提
出

年
月
日
ヲ
附
記
ス
ペ
シ

而
し
て
施
行
規
則
第
百
四
十
七
條
の

「
建
築
物
I
使
用
」
認
可
證
を
受
け
る
の

に
は
竣
功
屈
を
出
す
こ
と
に
な
つ
て
居

る其
の
屈
書
に
は

一
、
申
請
者
I
住
所
、
氏
名
及
年
齢

二
、
建
築
場
所
I
地
名
及
地
番

三
、
建
築
認
可
證
ノ
年
月
日
及
番
琥

叉
ハ
建
築
屈
演
證
ノ
年
月
日
及
番

琥
四
、
，
工
事
種
別
又
ハ
工
程

等
を
具
備
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
前
項
に
於
て
云
つ
て
居
る
工
程
と
云

朝
鮮
郵
雌
株
式
會
祉

金

戒

百

圃

丸

岡

オ

吉

金

武

百

闘

吉

村

喜

作

金

武

百

闘

岩

本

他

右

衛

門

金
百
九
拾
闘
賀
茂
郡
西
志
和
村

金
百
八
拾
六
岡
七
拾
錢廣
瀬
町
東
通
組

金
百
八
拾
姦
闘
六
拾
錢

三
篠
町
上
柳
河
内
大
王
西
組
一

金
武
百
九
闘

金
或
百
四
岡

金
咸
百
闘

金
或
百
闘
‘

金
咸
百
参
拾
武
闘大
手
町
七
丁
目
束
通
一

金
咸
百
参
拾
芯
益
闘
七
拾
錢織

町

下

組

金

或

百

或

拾

六

闘

五

錢

．

棗

屋

町

金
武
百
戒
拾
五
闘
九
拾
五
錢

三
篠
町
束
四
丁
目

金
武
百
拾
九
闘
（
第
一
回
分
）
銀

山

町

豊
田
郡
中
野
村

安
藪
郡
坂
村

香

川

外

八

•
金
武
百
七
拾
五
闘
武
拾
五
錢

一一第
五

師

圃

在

廣

各

部

豚

螢

内
居
住
下
士
官
兵
一
同

金
或
百
七
拾
四
岡
五
拾
錢

・

・

八

丁

堀

下

組

＿
金
戒
百
五
拾
八
岡
七
拾
錢

一

皆

賞

町

東

上

組

金
咸
百
五
拾
査
岡
八
拾
五
錢
感
匠
町
中
組

金
武
百
五
拾
四
闘
四
拾
五
錢

姫
入
町
南
謳
中
組

金
武
百
五
拾
表
岡
八
拾
錢

國
泰
寺
町
鍍
菰
組

一

金

武

百

五

拾

闘

袋

町

-
＾
嵐
百
四
拾
九
闘
参
拾
八
錢

高
田
郡
可
愛
村

金
武
百
四
拾
八
闘
五
拾
五
錢
仁
保
町
大
河
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員
に
左
右
さ
れ
る
現
行
の
我
が
都
市
計

並

木

に

就

い

①

鸞

事

業

に

於

て

ほ

並

木

の

植

裁

ほ

街

路

の
幅
員
二
十
米
以
上
の
も
の
に
限
ら
れ

て
居
る
が
併
し
一
般
に
ほ
斯
の
如
き
制

散

歩

道

を

造

る

に

は

限
の
存
す
べ
き
で
は
な
く
よ
り
小
な
る

街
路
の
全
幅
員
一

l-
＋
五
米

乃
至
四
十
米
以
上
を
要
す
幅
員
の
街
路
に
於
て
も
交
通
其
他
に
支

ト
チ
ノ
キ
、
ユ
リ
1

キ
、
マ
ツ
、
ク
ス
配
列
に
就
て
一
言
し
た
い
、
公
園
系
統
障
を
来
た
さ
ざ
る
限
り
出
来
る
だ
け
十

等
に
就
て
も
一
通
り
説
明
す
べ
き
で
あ
乃
至
緑
地
問
題
等
の
立
場
か
ら
い
へ
ば
分
に
植
付
け
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
で

る
が
特
に
主
要
な
も
の
は
以
上
で
略
々
是
こ
そ
最
も
主
要
な
而
し
て
又
将
来
に
あ
る
、
而
し
て
並
木
ほ
街
路
の
雨
側
の

盤
き
た
と
思
へ
る
か
ら
あ
れ
で
一
應
打
残
さ
れ
た
最
も
興
味
あ
る
問
題
の
如
く
歩
逍
上
に
そ
の
車
道
側
の
縁
に
添
つ
て

豆
切
り
必
要
あ
ら
ば
他
の
機
會
に
於
て
補
に
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
0

各
一
列
に
植
付
け
ら
れ
る
の
を
最
も
あ

足
す
る
こ
と
4

し
て
此
腐
に
ほ
並
木
の
所
で
並
木
．
の
配
列
ほ
大
競
街
路
の
幅
り
ふ
れ
た
形
式
と
し
特
殊
な
る
箇
所
に

-=＝-＝＝＝
i-

＝-=＝-＝＝＝-＝＝＝II __ ー-＝＝＝＝
0
-

＝＝＝=＝-=II-=＝＝＝=＝=＝n-I-m-＝l=＝-
__ -＝＝＝＝=―――-I―-=＝=＝-II-=＝＝＝＝-=-II-＝-＝=-＝＝-＝II-＝-＝＝=＝＝=＝＝＝＝＝『-＝-I-＝＝＝IIIII-i=-II-IIII-m-＿
於
て
の
み
此
を
欠
除
す
る
も
の
で
あ
る

十
一
月
ほ
結
婚
の
月
で
暮
に
近
づ
く
に
つ
れ
結
婚
が
多
く
な
る
の
だ
が
今
年
ほ
が
街
路
の
幅
員
の
大
な
る
部
分
従
っ
て

朱
の
目
故
例
に
な
く
御
目
出
度
が
多
い
こ
と
で
あ
ら
う
0

歩
道
も
又
殷
き
箇
所
に
於
て
ほ
此
が
1

1

渭
生
活
改
善
會
の
結
婚
相
談
所
も
開
店
後
紙
に
一
＿
一
ヶ
月
餘
そ
の
申
込
み
も
相
常
あ
列
或
ほ
そ
れ
以
上
に
植
付
け
ら
れ
る
こ

り
仲
々
の
成
績
を
示
し
と
も
稀
で
ほ
な
い
併
し
若
し
街
路
の
全

て
居
る
0

幅
員
が
非
常
に
大
に
し
て
、
車
馬
の
交

、
、
、
、
、
、
、
、

島

今
申
込
み
者
を
男
女
別
通
賂
理
上
来
る
も
の
と
往
く
も
の
と
が

そ
の
雨
側
に
於
て
判
然
二
分
さ
れ
る
た

學
歴
等
に
よ
っ
て
置
分

め
に
そ
の
中
央
に
一
種
の
匿
割
線
が
引

す
る
に
女
子
の
申
込
者

か
れ
又
ほ
若
干
の
緩
梱
地
帯
が
設
け
ら

五
十
二
名
、
内
小
諏
校

市

彎

出
十
二
名
、
女
翠
校
出

會

れ
た
場
合
か
或
は
車
道
そ
の
も
の
が
軌

疇
．終が・

道
と
其
他
の
も
の
に
匿
割
さ
れ
そ
の
間

三
十
六
名
、
専
門
慇
校

に
相
営
な
る
餘
地
が
蜀
か
れ
た
場
合
ほ

で
四
名
、
男
子
申
込
者

報
＂

此
等
の
箇
所
へ
も
又
並
木
ほ
植
付
け
ら

五
十
六
名
、
小
學
校
出

れ
る
の
で
あ
る
、
而
て
斯
の
如
き
場
合

+
-
1
一
名
、
中
等
愚
校
出

に
ほ
此
部
分
は
特
殊
な
る
歩
道
と
し
て

二
十
三
名
、
専
門
楳
校

存
在
す
る
こ
と
が
多
く
往
々
に
し
て
芝

出
二
十
名
で
あ
る
、
し

昭

生
な
ど
も
設
け
ら
れ
或
程
度
に
公
園
化

て
女
子
の
最
低
年
齢
ほ

n
 

手

さ
れ
て
特
に
散
歩
の
た
め
に
快
適
な
る

十
九
歳
、
最
高
年
齢
ほ

]
、ー

べ
き
設
備
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
寧

三
十
六
歳
で
あ
る
。

年

ら
散
歩
道
な
る
名
稲
で
呼
ば
れ
る
こ
と

男
子
ほ
最
低
二
十
三
歳

十
．

が
あ
る
併
し
斯
る
形
式
の
並
木
の
た
め

最
高
四
十
六
歳
で
あ

一

る。

月

に
ほ
街
路
の
全
幅
員
は
少
く
と
も
i

―
-
+

+

．

尚

ほ

女

子

の

初

婚

申

込

五
米
乃
至
四
十
米
以
上
は
必
要
と
す
る

日
者
の
中
に
ほ
高
等
官
の
娘
、
村
長
の
娘
等
あ
り
、
9

相
常
の
階
級
か
ら
の
箕
面
目

な
申
込
の
あ
る
事
は
常
所
の
信
用
も
伺
ほ
れ
殊
の
外
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
る
。
だ
ら
う
。

．

．

．

立

；

ら

（

寓

餌

ほ

結

婚

相

談

所

）

又

同

一

列

に

於

け

る

並

木

の

樹

種

は
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純
衰
弱
、
心
臓
病
等
を
避
す
事
が
あ
っ

て
中
々
厄
介
な
病
氣
な
の
で
あ
り
ま
す

殊
に
強
鎚
な
る
人
に
於
い
て
は
合
併
症

な
き
限
り
先
づ
其
の
危
瞼
性
は
少
い
の

で
あ
り
ま
す
が
老
人
と
か
姫
婦
と
か
叉

ほ
心
臓
病
、
肺
病
、
紳
鰹
病
等
の
病
人

が
罹
っ
た
場
合
は
艇
々
霞
篤
な
る
症
朕

を
起
し
又
強
健
な
る
者
と
雖
も
流
行
に

依
つ
て
ほ
容
易
く
肺
炎
と
か
敗
血
症
を

登
し
て
多
敷
の
蔽
牲
者
を
出
す
事
が
あ

り
ま
す
豫
防
と
し
て
ほ
術
生
に
注
意
し

て
常
に
身
腔
を
強
促
に
保
つ
事
が
第
一

義
で
あ
り
ま
す
豫
防
並
に
治
療
用
と
し

て
ワ
ク
チ
ン
注
射
が
あ
り
ま
す
が
前
述

の
如
く
其
の
病
原
た
る
や
パ
イ
フ
エ
ル

氏
棒
菌
説
、
球
菌
説
、
或
ほ
之
等
が
共

棲
L
．
て
起
る
と
云
ふ
ジ
ム
ビ
オ
ー
ゼ
説

ビ
ル
ツ
設
、
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
説
渡
過

菌
説
等
が
あ
り
未
だ
確
定
の
域
に
逹
し

て
居
り
ま
せ
ん
た
め
そ
れ
等
か
ら
製
し

た
ワ
ク
チ
ン
も
全
然
無
効
で
は
無
い
迄

も
之
の
み
に
頼
る
と
云
ふ
わ
け
に
は
行

き
ま
せ
ん
叉
其
等
の
説
の
中
渡
過
菌
説

が
最
近
有
力
で
あ
り
之
ほ
普
通
の
細
菌

よ
り
更
に
徴
小
な
菌
に
よ
る
と
云
ふ
の

で
す
か
ら
マ
ス
ク
等
を
か
け
て
も
容
易

く
通
過
す
る
の
で
マ
ス
ク
さ
へ
か
け
れ

ば
息
者
に
近
づ
い
て
も
大
丈
夫
と
云
ふ

わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
結
局
豫
防
は

保
健
の
二
字
に
膨
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
そ
し
て
流
行
す
る
際
に
ほ
殊
に
注
意

し
て
身
證
の
調
子
が
愛
な
時
と
か
突
然

態
態
戦
慄
を
覺
え
た
時
と
か
に
ほ
早
速

幣
師
に
相
談
す
る
と
か
室
内
を
温
か
に

し
て
静
臥
す
る
と
か
し
て
無
理
を
せ
ぬ

て

Ir^・，；＂
'、-

＼＇キ＼
>,_、9

本
都
市
計
饗
土
地
罷
劃

整

理

決

定

に

就

い

て

本
市
報
別
項
告
示
に
在
る
如
く
今
回
決
之
を
全
施
行
豫
定
地
積
に
比
す
れ
ば
僅

定
せ
ら
れ
た
る
土
地
厘
割
整
理
に
就
き
●
其
の
一
割
五
分
弱
に
過
ぎ
ず
然
る
に

卿
か
解
説
を
試
み
ん
と
す
市
努
の
膨
張
装
展
に
伴
ひ
市
の
郊
外
地

抑
も
土
地
直
捌
整
理
ほ
都
市
の
膨
張
稜
に
家
屋
を
建
築
す
る
者
盆
ざ
増
加
せ
る

展
に
規
格
を
典
へ
統
制
あ
る
市
街
地
楠
も
此
等
郊
外
地
は
土
地
の
懺
割
概
ね
胤

築
の
根
幹
を
な
す
都
市
計
鸞
中
の
霞
要
維
に
し
て
何
等
統
制
な
き
市
街
地
を
形

施

設

で

あ

る

成

し

つ

4

あ
り
て
都
市
計
喪
上
甚
だ
逍

本
市
は
其
の
周
園
に
二
百
五
十
餘
萬
坪
憾
と
す
る
所
で
あ
る
就
中
今
回
決
定
さ

の
脱
濶
な
る
郊
外
地
を
有
す
る
を
以
て
れ
た
地
蔦
は
急
激
な
る
登
展
を
豫
想
せ

夙
に
士
地
直
劃
整
理
の
必
要
を
認
め
之
ら
る
4

を
以
て
此
際
土
地
匿
劃
整
理
の

が
助
成
に
努
め
た
る
結
果
現
在
施
行
地
直
域
と
し
其
の
施
行
に
依
り
秩
序
あ
る

六
地
懺
地
積
一
一
＿
十
七
萬
坪
を
算
せ
る
も
装
展
に
導
き
宅
地
と
し
て
の
利
用
を
壻

事
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
．
型
の
如
く
来

た
場
合
は
普
通
の
感
胃
と
窟
別
す
る
事

も
雑
事
で
は
あ
り
ま
吐
ん
が
不
定
型
に

来
る
事
が
あ
り
こ
の
時
は
普
通
の
感
胃

と
鑑
別
す
る
事
が
往
々
に
し
て
不
可
能

な
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
皐
な
る
鼻
加
答

兒
と
か
咽
喉
加
答
兒
と
か
に
罹
っ
た
時

も
寸
時
も
早
く
之
を
治
し
て
了
つ
て
置

く
事
が
必
要
で
あ
り
ま
す
幣
師
と
し
て

も
治
療
の
主
眼
は
絶
競
安
静
と
室
内
褥

内
を
温
唆
に
保
つ
事
に
あ
る
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
萬
一
こ
の
病
に
罹
っ
た
疑
あ

る
時
は
只
感
同
と
し
て
馬
鹿
に
せ
ず
安

臥
す
可
き
で
あ
り
ま
す
薬
剤
と
か
注
射

と
か
は
病
氣
の
出
方
に
よ
り
臨
機
應
麦

に
迩
切
に
腐
置
す
可
き
も
の
で
之
ほ
瞥

師
の
技
術
に
屈
し
皐
純
な
る
賣
薬
等
に

頼
る
事
は
危
瞼
と
云
は
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
統
計
上
矢
張
り
最
流
行
季
は
冬
で
あ

り
ま
す
之
ほ
呼
吸
器
が
侵
さ
れ
易
い
時

季
で
あ
り
寒
冷
の
為
め
身
臆
の
温
調
節

が
破
ら
れ
る
機
會
が
多
い
た
め
稜
病
し

易
く
罹
り
易
く
従
つ
て
流
行
し
易
い
わ

け
で
あ
り
ま
す
之
よ
り
冬
季
に
入
る
に

先
立
ち
こ
の
流
行
病
が
餘
り
に
通
俗
化

し
た
為
め
兎
角
等
閑
に
附
さ
れ
勝
で
あ

り
其
為
多
数
の
敬
牲
者
を
出
す
事
無
し

と
し
な
い
此
虞
に
之
が
注
意
を
喚
起
し

て
流
感
の
認
識
を
新
に
し
以
て
之
に
供

ふ
る
ほ
意
義
無
き
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

此
慮
に
簡
箪
乍
ら
流
感
に
就
い
て
記
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
．

（
昭
八
、
十
一
、
―
-
）

（
 

＝
三
九

三
二
八

主
と
し
て
装
飾
的
立
場
か
ら
大
な
る
街

路
、
河
川
等
に
よ
っ
て
甑
断
さ
れ
ざ
る

限
り
に
相
常
の
距
離
の
間
に
な
る
べ
く

同
一
樹
種
を
迦
綾
せ
し
む
る
を
可
と
す

る
但
し
是
も
其
環
境
に
依
る
と
勿
論
で

あ
っ
て
例
へ
ば
一
方
が
川
岸
で
あ
る
場

合
の
如
き
そ
の
側
に
ほ
ヤ
ナ
ギ
を
配
し

他
の
一
方
に
ほ
ぞ
ス
カ
ケ
を
使
用
す
る

と
い
ふ
が
如
き
は
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で

あ
る
我
が
廣
島
市
の
都
市
計
覺
街
路
に

於
て
も
右
と
は
少
し
そ
の
趣
を
異
に
し

て
ほ
居
る
が
皆
賓
町
亭
賣
局
附
近
及
千

田
町
文
理
科
大
學
北
側
に
そ
の
例
が
あ

る。最
後
に
並
木
の
保
陵
及
管
理
に
就
い

て
も
一
言
す
る
こ
と
A

し
や
う
、
但
し

此
虞
で
は
剪
定
、
濯
水
、
病
害
縣
其
他

等
々
に
就
て
の
各
論
ほ
避
け
最
も
簡
箪

に
直
ち
に
我
が
艇
島
市
に
純
験
さ
れ
た

る
そ
の
被
害
朕
況
を
例
と
し
以
つ
て
そ

れ
に
蜀
す
る
一
般
的
注
意
ほ
奈
邊
に
向

け
ら
る
べ
き
か
を
指
示
す
る
こ
と
に
し

や
う
。で
面
倒
な
が
ら
諸
君
は
再
び
廣
島
市

の
古
い
並
木
の
歴
史
の
事
を
想
起
さ
れ

た
い
の
で
あ
る
が
、
彼
の
例
を
基
と
し

て
被
害
を
類
別
す
る
と
ほ
ゞ
次
の
如
く

な
る
（
一
）
地
形
の
髪
革
又
ほ
或
施
設
の
た
め

支
障
木
と
な
り
た
る
も
の

（
二
）
樹
木
自
身
が
老
齢
に
逹
し
自
然
と

鳥
衰
滅
す
る
に
至
り
た
る
も
の

(
-
―
-
）
火
災
叉
ほ
其
他
の
天
災
的
災
厄
に

罹
り
た
る
も
の

（
四
）
環
境
の
著
し
き
慶
化
に
由
り
原
位

置
に
不
適
常
と
な
り
そ
の
た
め
に
枯

損
し
た
る
も
の

（
五
）
直
接
保
陵
手
常
の
不
十
分
に
よ
り

枯
損
し
た
る
も
の

↓‘ 
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進
し
以
て
郊
地
の
健
全
な
る
市
智
地
化

を
期
せ
ん
と
す
る
も
の
に
て
内
閣
の
認

可
告
示
後
一
年
内
に
直
劃
整
理
の
施
行

に
著
手
す
る
者
な
ぎ
場
合
ほ
公
共
園
騰

郎
ち
市
を
し
て
都
市
計
聾
事
業
と
し
て

之
を
施
行
せ
し
む
る
も
の
な
る
を
以
て

本
市
に
於
て
ほ
本
告
示
に
基
き
速
に
設

計
を
な
し
地
主
に
野
し
極
力
之
が
施
行

を
励
誘
す
べ
ふ
者
々
其
の
準
備
を
急
ぎ

っ
A

あ
り
故
に
今
後
此
の
匪
域
に
家
屋

を
建
築
せ
ん
と
す
る
向
は
一
腿
縣
又
ほ

市
の
都
市
計
搬
課
に
就
て
道
路
配
抵
其

他
必
要
の
事
項
を
参
照
せ
ら
れ
度
い
因

に
名
読
匿
域
位
置
の
概
略
ほ
左
の
通
で

あ
る
第
一
琥
慨
域
皆
賀
町
の
南
部
で
東
ほ

宇
品
線
鐵
道
限
り
南
ほ
丹
那
堤
防
、

西
は
高
等
愚
校
東
側
、
北
は
陸
軍
被

．
服
支
廠
及
同
正
門
通
り
以
南

第
二
辣
漑
域
艇
入
町
南
部
市
立
高
等

女
學
校
以
南
陸
軍
射
撃
場
に
至
る

9-

圃
地
中
東
側
堤
防
沿
を
除
く

第
三
披
瓶
域
東
ほ
己
斐
町
日
本
麻
紡

工
場
よ
り
西
は
古
江
停
留
場
に
至
り

北
は
闊
道
よ
り
南
ほ
庚
午
新
開
堤
防

に
至
る

第
四
琥
慨
城
―
―
一
篠
町
大
字
打
越
新
道

本
中
郷
下
中
郷
一
圃

金
戒
拾
闘

金
武
拾
闘

平
櫛
民
次
郎

奥

清

造

廣
島
縣
傷
痰
軍
人
會

山
縣
郡
支
部
會
員

金
拾
六
闘

金

拾

五

闘

奥

本

八

軍

蔽

金

拾

闘

天

野

保

二

郎

金
拾
闘
（
追
加
）
船
入
町
北
脳

廣
島
縣
傷
痰
軍
人
會

豊
田
郡
支
部
會
員

金
拾
闘

同佐
伯
那
支
部
會
員

中

川

太

郎

輻
間
＝
―
-
代
識

金
拾
闘

金
拾
闘

金
拾
闘

金
八
雙
追
加
）山
口
縣
玖
虹
麟
韓
一
・

源
光
院
内
報
恩
會

上
島
政
一

藤
本
武
一

金
五
闘

金
況
闘

金
参
闘
五
拾
錢

金
参
闘

金
参
闘
（
追
加
）
山
口
縣
玖
珂
郡
師
木
野
村

金
式
闘
（
追
加
）
大
須
賀
町
二
葉
ノ
里

金

戒

訓

黒

川

，

．

宗

維

金
森
岡
六
拾
錢
（
追
加
）
河
原
町

金
豪
闘
五
拾
錢
（
追
加
）
東
白
島
町

金
豪
闘
五
拾
錢
（
追
加
）古
田
町
田
方
組

金
登
闘
五
拾
錢
（
追
加
）
下
中
町

金

啜

闘

西

田

虎

一

―

―

金

漑

闘

高

橋

春

平

金

豪

闘

河

野

繁

樹

金

唸

闘

，

高

橋

久

吉

金

翌

闘

沖

川

多

三

郎

金

山

密

四

今

川

軍

人

金

素

闘

平

田

平

十

廣
島
縣
傷
痰
軍
人
會

賀
茂
郡
支
部
會
員

金
翌
闘
（
追
加
）

金
五
拾
錢
（
追
加
）
南
千
田
町

金
五
拾
錢
（
追
加
）
廣
瀬
町
上
天
滴
組

金
五
拾
錢
（
追
加
）
荒
帥
町
中
組

金
武
拾
錢
（
追
加
）
廣
瀬
町
旭
組

小
計
金
参
萬
九
千
四
百
八
拾
七
闘

武
拾
七
錢

累
計
金
拾
四
萬
式
千
九
百
四
拾
五

闘
八
拾
錢

金
四
拾
五
闘

金
参
拾
六
闘
戟
鮮
木
浦
府
廣
島
縣
入
同
志

金
参
拾
五
闘
（
第
一
回
分
）

宇
品
町
御
幸
通
五
丁
目

金

参

拾

紅

岡

平

田

勝

太

郎

金

参

拾

闘

和

合

英

太

郎

怠

拾

五

闘

末

田

朝

一

註

闘

髯

贔

金
戒
拾
岡
廣
島
水
産
株
式
會
社

’
 

．
 

金
七
拾
八
闘
或
拾
戒
錢
佐
伯
郡
上
水
内
村

金

七

拾

六

岡

佐

伯

郡

高

田

村

金

七

拾

五

闘

佐

伯

郡

河

内

村

金
七
拾
四
闘
七
拾
四
錢安
佐
郡
大
林
村

金

七

拾

闘

安

佐

郡

落

合

村

金

七

拾

闘

山

縣

郡

殿

賀

村

金

七

拾

闘

豊

田

郡

北

生

口

村

金
六
拾
九
闘
五
拾
錢

山
口
縣
大
島
郡
油
田
村

金

六

拾

九

岡

豊

田

郡

木

谷

村

金
六
拾
七
闘
六
拾
参
錢賀
茂
郡
賀
永
村

金

六

拾

六

闘

高

田

郡

北

村

金
六
拾
五
闘
九
拾
武
錢

．

．

 

山
口
縣
大
島
郡
沖
捕
村

金
六
拾
参
闘
拾
五
錢
東
新
開
町
西
組

金
五
拾
五
闘
九
錢
高
田
郡
郷
野
村

金

況

拾

四

闘

安

慕

郡

中

山

村

金
五
拾
武
闘
山
口
縣
玖
珂
郡
御
庄
村

金
査
拾
壼
闘
豊
田
郡
名
荷
村

金

況

拾

闘

根

尾

克

巳

金

況

拾

闘

名

井

次

一

一

一

郎

金

茸

拾

闘

十

倉

籐

四

郎

金

茸

拾

闘

佐

方

榮

次

郎

金

況

拾

闘

．

新

延

佳

一

金
四
拾
七
岡
五
拾
七
錢雙
三
郡
君
田
村

嬰
三
郡
八
幡
村

゜
,. 

,, 
-/ゥよし-.-

,’ 
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の

談

片

第

消

費

高

年

三

十

萬

圃

-1-
種

一

人

嘗

年

一

圏

の

花

代

郵便
日
一
日
と
寒
さ
が
加
ほ
り
宵
葉
ほ
紅
的
先
進
都
市
に
比
べ
て
そ
の
消
費
の
率

平1
ノ
葉
し
や
が
て
こ
れ
が
落
葉
す
る
時
期
も
は
少
な
い
方
で
ほ
あ
り
ま
せ
ん
凡
そ
花

可
ま
ぢ
か
く
な
り
懃
木
枯
し
と
い
ふ
情
兼
弁
類
の
消
費
す
る
「
質
」
を
分
つ
て
根
付

認

が
展
開
さ
れ
て
ま
ゐ
り
ま
す
こ
の
淋
し
き
、
鉢
物
、
切
花
（
樹
物
）
切
花
（
洋
花
）

＇
い
木
枯
の
冬
に
は
せ
め
て
樹
や
花
に
よ
の
四
種
と
致
し
ま
す
が
こ
の
消
贄
す
る

る
室
内
美
化
に
よ
っ
て
慰
め
ら
れ
然
か
質
郎
ち
種
類
に
よ
っ
て
文
化
唸
登
逹
の
程

も
寒
闊
だ
け
盛
ん
で
あ
っ
て
か
の
満
洲
度
を
窺
ひ
知
り
得
る
と
稲
へ
ら
れ
て
ゐ

に
往
む
人
々
の
如
き
は
最
も
著
し
い
例
ま
す
°
郎
ち
根
付
き
と
ほ
草
花
や
樹
木

で
あ
り
ま
す
。
宵
葉
の
一
葉
も
見
る
こ
類
の
根
を
築
で
く
A

っ
た
も
の
を
花
屋

と
の
出
来
な
い
満
洲
職
野
で
は
何
と
云
の
軒
先
き
や
夜
店
で
賣
ら
れ
て
ゐ
ま
す

つ
て
も
樹
や
花
の
室
内
美
化
に
よ
っ
て
が
花
や
樹
の
趣
味
の
初
ま
り
ほ
先
づ
こ

．廣

こ
の
寂
漠
を
補
ほ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
ふ
し
た
も
の
か
ら
起
る
も
の
で
あ
っ
て

島

と

で

あ

り

ま

す

°

消

費

す

る

質

か

ら

云

へ

ば

最

下

級

の

趣

我
が
殷
島
市
で
も
切
花
類
と
し
て
の
味
で
あ
り
ま
す
次
に
鉢
物
で
鉢
に
草
花

樹
や
花
の
消
蟄
等
は
年
と
共
に
其
の
掘
を
植
ゑ
た
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
こ

市
が
壻
さ
れ
ザ
ッ
ト
三
十
萬
圃
内
外
を
唱
の
草
花
鉢
物
を
好
む
人
は
高
級
な
趣
味

＾
、
へ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
そ
の
中
で
五
萬
圃
内
の
所
有
者
と
は
云
ひ
得
な
い
の
で
あ
り

外
が
花
物
で
賤
り
二
十
五
萬
圃
内
外
は
ま
す
切
花
類
就
中
花
物
に
趣
味
を
有
す

報
殆
ん
ど
木
物
で
あ
り
ま
す
が
何
に
致
し
る
人
種
趣
味
が
高
吸
で
あ
っ
て
文
化
の

ま
し
て
も
人
ロ
一
人
に
付
一
圃
内
外
の
度
が
高
い
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
大
き

消
賓
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
こ
れ
を
全
國
い
都
市
の
例
を
見
て
も
都
市
の
中
心
が

切
花
殊
に
洋
花
類
の
消

費
が
多
く
郊
外
に
近
づ

く
に
従
つ
て
草
花
鉢

物
、
根
付
き
と
い
ふ
順

序
を
示
し
て
ゐ
る
の
で

あ
り
ま
す
、
我
が
殷
島

市
も
消
費
す
る
量
ほ
負

け
て
ゐ
な
く
と
も
質
に

於
け
る
文
化
都
市
と
い

ふ
標
題
を
褐
ぐ
る
上
に

ほ
猶
前
途
が
あ
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
、
廣
島
市

が
消
賓
す
る
花
舟
（
樹

日11月t⇒吋，‘千年八和昭 i

--＂, 
一ヽ―
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切

花

零 邊．． ） 

なばきで郎ら者きのた滅が等影し煽で松姿平 仝
ちぬ側は滅るほ瓦;‘:l•お響たくの＾原を田 g

ら料ほ根斯様の略亡も＾期誠し踏吹附の消屋ち枯悪
もを水園のに不呈及の芭會にた固き近老し川営死意
適施をを如見親ッ丹で及祉やるめ寄に松だ雨てしの
営すや作き受切の那あ＾

五 裏むこらせ鐵の＇の岸八た人なとるつもけに例堤りッ京をとれた逍滅ほに丁る為
注かとてのら原で防府の橋得勿↑こる機亡'2存堀も作
意‘かやにれ因之の中例川な論るv'こ闘 在にの用
がと樹る野るす等櫻街を堤いでこ
擁に勢としもるほの道半防．もあと及あ

と庫醤ぢ9＇しあ に
例た、つょ．

ほかがかての慮共不の々ののる等根より
、▼̂  
9ー で櫨た・り

れ＜縣旱ほlーで•'がに振松に櫨でがも元ぞごあが柳 損
さ些け天面ぁ勘管の並兼のあツ相ののの｀占、＇りそ叉 傷
ヘ少れ績倒るカ~理如木ね衰る此等著，や；煤例；．、東のは 又

でるもが積 1 日のと路ほれう盛に．法心類もこるし
あ此公此でほに役ほとなほいし就都の・しにでのそ‘た
る並園のあ宣於目別しい並ふたて市なうあであ懃な
°木系公るにてをにてと木こ心ほのいつつあれ仝ら
？の統園とそは演並交いほと算不並もたてり廣Cば終
も使ののさの都し木通ふ決をで十木のへ結そくのと
命霊ーヘ都市ては上こし記あ分にでる局れ一例察
亦要壁云市文居並にとて憶るな闊あよ之だ般のせ
推な騰ほが明る木演で街し併がするりほけに如ら
しるとる有のかとじあ路てしらる°外ー最及きふ

れて連も Lすバらしてるの頂根以ー に般もぽほ
知鎖倣のる口でてゐ街おき本上般 取人厄さ程る
る機さで公メあ叉る路羅l]た的で的 締の介れ度の
ベ闊れあ園 lる獨役が物いに大事 る公な勝ので
きた而る面夕今自目街でそ斯臆項 方態種な差あ

喜ひ弱たれれ園のり 12るかも庭毎矯のるの明虚が 11 ' 
んに兒事ほも盈壻本‘笛ら豪にに正傾°密で弱故‘
で細其を本艮虚加事綿→で落於之に向本接あ兒に偏
出心の立施好差咽；業

寸
ーあ中てれ留あ緊なるな偏食

靡四も鐙設のの 温 の括 表＿るになが意る落のがる食矯し注のすの成壻 全
査意をる比績大

の 次 r於し矯しも牧は虚のす正
股以 nu- て得正たの容何弱かる調

間を理も較を及
下庫
ゴ〖条褐を上 表けざに事が兒人兒雨か査

約排解の的示伽、通の出ほ可る努ほ多窪もと者r扁 計葱豆千卵人サ鰺鵜七計カ
十ひしで合し食詠覧調ッ其能こ力勿数に認偏因食虚 マ
時兒之指理ての拇す査 の性のし諭を於め食果す弱 腐瓢 夢ゲ 米分 ボ`
間窟れ導的居矯のる結 概大種たでしてると闘る兒 ．立 コ

はほが者でる正滅時果 略での蓋毎めぉ所の係が章 芭 写

市毎取はあ°等少臆に であ矯し食之偏で闘ほ故な 旱

C二》

内日扱虚つ之何胸雨．依 ある正家事が食あ係不にる
早ら己き塁塁羞占 芭益

弓~圭．＇
導も事ら小，ほ最る的定こ期で要もほ著を陵せ日みの、、、

=.0 和〇＝ 0-六一五写＊、 、 、 、 、ニュ 、 、 、
御の業ざ部約後も合しとが斯すの兒明期止る常叉生竺翌芸共空君晏活ら二翌三
鞭とのる分百にの理たし一のると窟なしすも食食活
撻云進事に五本と的こ牧年如に推のるたるので物環、、、、、、、、

写 0 0 0 = 0 0 0 
をふむ賓過十事確でと容中ぎ僅定身事結等にあの培

＾一四 Cつに一⇔九
五四＾—．O O ヤ＾

ヽ●希ベベでぎ名業信あ及兒の成々す心質果榮無つ味よー
疸くきあなでのすつび章最績十るにで食養砂た及り孟—そ哭
す敢方るい全恩るた本に悪を二事好あ墨方腸が榮離 ‘ 

るへ向がの市悪°事施特の得日か影る几面米白養れ
沈写笠ち

もての之は虚に 等設殊季た間出糊之進にを米債て
の諸ーれ看弱浴 ＿計な節のの来を等を於典食値自三‘‘七七窄芙 ＾ 
で賢つほ過兒し し壼もでは短る及の見てへをは然

七工三塁・五己塁

あのを勝す中た 起ののあ其期°ぽ諸たも間常彼に A 
る御示来べの兒 因比をつの事 し要事萬食食等親 B B A 

A A 

°指す本か一窪 す較選た開業 た素は全をとのし C jJ  C C 
D R B 

I

-

、翌

0

、六

-
1
-
i

、
会
一
〇
六
、
0

林

n
、
献
立
主
食
は
七
分
拇
米
を
用
な
し
た
が
其
の
一
例
を
示
せ
ば
次
の
如

ひ
て
豫
め
準
備
し
た
（
カ
ロ
リ
ー
算
出
）
＜
で
あ
る
。

献
立
表
を
基
礎
と
し
て
澗
食
物
献
立
を

第
十
表
廣
島
市
夏
期
保
養
施
設
献
立
及
榮
養
表

合

水
炭
索

脂
肪

一
、
窄
―
1
1

―-、
1
-
]
3

翌六八
日月

食
品
名

七

分

↓必＇何

恥

米

‘"』、
9
.
9
9
ょ

,
≫
`
・
 

布

9

.

 昆

布

巻

昆

翌砥
．
 

．．
 

一
立
0

、0
．． 

写
0

、0
蛋
白
質

．
 
――-、
0
0

翌写
熱
批

B
 

ミヴ

ィ
ンタ

t ｀噌

物
の
量
の
多
い
と
い
ふ
こ
と
は
已
斐
町

と
い
ふ
こ
れ
等
の
特
壼
地
が
近
く
に
あ

る
こ
と
流
儀
花
の
過
要
逹
と
が
原
因
で

あ
つ
て
本
市
の
活
花
ほ
名
古
屋
市
と
同

様
各
種
の
流
行
が
徹
底
的
に
普
及
し
て

ゐ
る
闊
係
上
勢
ひ
、
弦
に
樹
物
の
需
要

が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
、
戦
近
市
農

會
が
高
級
園
藝
市
場
を
開
設
し
こ
れ
に

伴
ひ
急
速
度
に
洋
花
の
栽
培
者
を
見
同

時
に
冬
知
ら
ず
の
國
の
様
に
厳
寒
の
候

で
も
高
級
切
花
が
生
産
せ
ら
れ
年
々
そ

の
生
産
量
の
壻
加
に
伴
ひ
需
要
の
多
ぎ

を
示
し
つ
ヽ
あ
る
こ
と
ほ
花
舟
の
消
賓

す
る
質
の
如
何
が
文
化
都
市
と
し
て
の

要
逹
計
量
器
と
い
ふ
代
表
語
を
裏
書
す

る
上
に
極
め
て
喜
ば
し
い
現
象
で
あ
る

と
喜
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

．
冬
を
代
表
す
る
花
舟
は
、
バ
ラ
、
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ュ
リ
、
洋
氣
な
ど
で

あ
り
ま
す
十
二
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
時
期

に
な
れ
ば
狙
々
木
も
相
常
な
勢
ひ
を
以

て
消
蟄
せ
ら
れ
ま
す
叉
年
明
け
の
一
月

に
も
な
れ
ば
香
り
の
よ
い
フ
リ
ー
ヂ
ヤ

や
ス
ヰ
ー
ト
ピ
ー
ス
、
水
仙
類
も
顔
を

出
し
て
ま
ゐ
り
ま
す
が
何
れ
も
や
さ
し

い
高
級
花
舟
と
し
て
百
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の

人
氣
を
膊
し
ま
す
そ
し
て
こ
れ
等
ほ
普

／ 

通
活
け
花
の
ね
ぢ
め
の
外
に
一
輪
悼
し

と
し
て
机
上
に
置
か
れ
花
束
や
花
籠
に

な
つ
て
お
見
舞
品
と
し
て
或
は
お
祝
ひ

物
と
し
て
最
新
式
の
贈
答
品
と
し
て
貴

霊
な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
ま
す
、
最
近
東

京
で
は
こ
ふ
し
た
高
級
花
舟
を
遠
路
の

親
し
い
人
に
賠
る
こ
と
が
流
行
し
て
来

て
紙
箱
の
中
に
美
し
く
並
べ
荷
造
り
を

し
て
北
海
道
や
九
州
方
面
に
ま
で
足
を

伸
ば
し
て
ゐ
ま
す
こ
ふ
し
た
現
象
か
ら

考
へ
ま
す
と
花
舟
ほ
態
以
て
日
用
品
化

し
た
も
の
と
な
っ
た
わ
け
で
廣
島
で
も

最
近
花
束
や
花
龍
の
壻
し
て
よ
く
使
ほ

れ
る
様
に
な
り
ま
し
た

乍
然
お
互
ひ
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懸
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迎
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追
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に
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融
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附

加

税

取
引
所
管
業
税
附
加
稔

家

屋

税

附

加

稔

替

業

税

附

加

税

雑

種

稔

附

加

税

特

別

税

戸

別

・

税

所

得

税

槻

覧

税

段

別

割

同

一、―――-^

同

一
四
、
蓋
0

同

益
、
1

――――六

邑
、
翌
0

1

―-、四―――七

1

―-0
、0
益

七
究
、
な
一
六
、
き
七

1
0
^
、七九九

家雑管螢地

業

牧
種業
盆
租屋

叢

特

別

稔
―――――――――-
... 

？`
2-
■―――――――― 

分

豫

尊

額

円

割
一
七
、
四
沈

稔

割
税税税

一器、
0

-^
0

、四一九

羞―-]、四

二
、
会
が

^
O
 

＾^
ぶ――――

亀

税

‘
 

———_—__-— 

豫

鉾

額
円

1
0
0

、0
さ――

ヽ

厖

市

都

市

計

市
税

彗
瓢
鍔
疇
応
聾
譴
譴
碑
喝
甕
特
別
税
の
豫
算
額
を
各
税

計

一九―――――――――――
-
0
-
―
-
＾
器
＾
一
翌
一
四
七
―
-
＾
だ
釜
哭
―
―
―
―
―
―

-i
―竺―――七
0

一
九
一
―
全
1

―-^
O

コ膜問流握
レ脊行紅
ラ炎碇性熱

I I 
I I 
I I 

一
ー

cっ
1
i

＝
 ＾ 一七
ョ

一ー＇

1
1

＇ー

＝ 
:IU 

九゚

リ ヂチパチ腸疫
フププ
ヤテスラス

I I 

i 
ーヒ

六

=• 

四

王

:t ... 

四

三

四

四

コ

九

七

六

l
 
1

―-
六

ョェ

-

|

 

六

写

二

-
^
1
0
 1
1
<
 Jill
――
l
1
i
!
^
-
R
o
 

北

―
―
―
-
＾
一
七
景
一
2

^

1

――七

．
 

迄
一
九
六
羮
―
―
―
―
窄

写

七

―――一哭
1

1

―10
I

―七^

痢

ー

ー

ー

1-
六

早

四九

七

六

六

写

赤，

荊

ー

ー

1

――写

ユエ

芭

一六

七

1

――――― 

六

九一エ

＾ 四

三

一七

四

四

前

年

越

員

病
名

｝
 

男

女

計
博

染

病

患

者

数

本

年

初

疲

以

来

＇

累

計

入

―
―■
―
―
―
―
-
I
•

―
―
―
―
―
ニ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ニ
―
-
.

生

全
i
'
l
i

ー
~

計

男

女

男

女

男l緩
女｝

（
十
月
分
）

院、J
 
計

• ↑ 

千

會

二． . .. 
｀ 牛

努
玉
葱
馬
鈴
薯

玉
菜
鯛木
炭
（
堅
炭
白
炭
）
上

‘
（
土
釜
黒
炭
）
上

薪
（
裸
）

（
雑
木
）

J:: 

同

一六
‘-1

同

-^
、九

同十
珀

尭
、
四
窄
、
写

同

．
 

云、
0
・
1
.

普
通

同

_-ro 

普
通

同

H
、写

普
通

同

写、
0

普
通

同

九`
写

大
根

（
普
通
）

胡
羅
瑚

「
ニ
ン
ジ
ン
」

同

元、
0

上

一
託

九、
0

豆
腐

上

一
丁

四、
0

澤
庵
奈
良
淡
瓜

梅
千
牛
肉
（
内
地
）

（
脅
島
）

豚
肉
（
内
地
）

競
肉
（
笹
身
）

鶉
卵
（
内
地
）

（
支
那
）

味
噌
（
白
）
（
赤
）

醤
油
砂
糖
（
三
盆
白
）

（
黄
双
）

浦
洒
変
洒
（
ア
サ
ヒ
l

一
本

1

―10
、0

上

一
立

盆、
0

一
底
一
冠

1
-
-
1
-

、0

一
立
同

1

1

―-、平

同

竺、九
一六、――

1―-1-r-
器
、
0

1

託
同 同

上

同

11

―-‘写
-^
、九

上

同

上

百
瓦

一七、エ

上

同

四
0

、エ

上上

一
冠
同

窄
、
平

1
0

、̂

上」

lt~I 
同

．
 

g
-
l
-

-A
、0
き、――

上

朝
鮮
豪
溝
外
米
栂
米
田

袈
（
丸
歩
）

（
改
良
変
）

大
豆
（
鶴
ノ
子
）
―
―
―
等

（
黒
）

1-
一等

小
豆
（
大
納
言
）
三
等

菜
豆
（
イ
ン
ゲ
ン
）

（
金
時
鶉
）
三
等

椎
茸
（
込
）
．

鉄
（
切
鉄
）

寒

天

ー

上

小

夢

粉

上

乾

海

苔

中

昆
布
（
板
品
古
上

千

盟

飩

上

上上
』

）

ご
邸
同

-̂、0
四
0

、写

百
瓦

哭
四

同五
百
1

し
三
、
0
九、七

同

四、
0

一
本
一
託h
 

一
胤
一
底

1
0
^

、0
一哭
0-̂、九一、立

同

全
、

同

四〇写、
0

同

1

1

―-‘写

同

一九、写

同

ーー写、
0

同

一六、
0

上上

同

＿四、
0

同 同

一七、

同 同

I 

白
米
内
地

ー
等
二
等
三
等

同同 同

ズ、エ

1

写‘̂

一
底

'竺錢

十
月
十
五
日
現
在

=＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝--i-＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝-

公
設
市
場
小
賣
値
段
調
査
表
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9 : ,  

ヽ

r
泳ー
甘十］月＂9-十年八和昭 ：市 •、·.[：島 廣一．

ふ ロ． ＂＇い可認物便郵種三第 '.' ;'l 
9 9 

， 

¥ 

;':,、可認物便郵種三第
'●●-

＆ 

同 同 同同

日
,
9
 

二
十
.. s
 
ヽ

＇ ，＇比

？
治
・
i
.
1
rぷ

．孔
f
t
t

な`＇

¥ llI 

同

――

-+H 
織

町

同

三
三
五

九

日

己

司，且っ

十
八
日

尾

長

廿
八
日

同

；

廿

九

日

同

大

手

町

同

八

日

本

JI l 

十
七
日

観

昔

天 中

濶 島

同

七

H

江

波

十
六
日

禍

島

同

廿
七
日

同

六

日

袋

町

同

十
五
日

古

田

同

廿
五
日

千

田

同

五

日

荒

紳

町

同

十
三
日

似
島
、

矢
賀

同同

廿
四
日

前1•I

綺

同

四

日

令

↑
 

會

篠

/ i, .~' '~.~.. 9 C. 

';\苔..〗：報f;:----’~ '‘’ .d’,, ·，し ~9 そ：

ヽ,,,
‘‘:'"~f心

.・.曹→” .，:＇,,'泡
・吋
F ?． 
9ャ'・』,'
9 :・ ~ ;;··沿？~

し，．9’"3 で~ヽ
}‘・しぢゞ，'▲ 9 9 ,,、口・;、9')度會
＇冷似
'i'“ 
；こ

同

十
一
日

草

沖

廿
二
日

段

原

同

↑
 

．
 日

Fr‘ 屈

淵負

検

査

月

日

+
「
月

十

日

｛仁

保

十
一
月
廿
一
日

大

芝

十
二
月

． 

日

竹

''ヽ‘̀‘,9 ` ； 

屋

校

名

検

査

月

日

校→

! I 

名

入
學
前
兒
童
身
憫
検
査
日
割

'
（
一
）
在
厳
諸
部
隊
入
螢
兵
（
細
蓋
兵
特
務
兵
及
補
助
看
誰
兵
ヲ
除
ク
）
ノ
集
合
場
及
時
刻
等
左
ノ

，t

：

通

リ

定

メ

ラ

ル

、

L

集

合

場

西

練

兵

場

（

分

列

松

東

側

二

場

所

ヲ

擦

示

ス

）

ì
、

9
i

集

合

時

刻

一

月

1

一
十
日
午
前
七
時
三
十
分

[
•
[
．

3

午
前
八
時
殷
島
縣
知
事
ノ
訓
示
ヲ
受
ク

•• 

;6
訓
示
終
了
セ
ハ
直
―
一
本
市
吏
員
ノ
先
導
ニ
テ
入
螢
部
隊
二
到
ル
モ
ノ
ト
ス

，＇

i

-

月
二
十
日
午
前
七
時
降
雨
ノ
場
合
ハ
訓
示
ヲ
中
止
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
以
テ
西
練
兵
場
―
i

集

＇
合
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
午
前
八
時
迄
二
入
螢
部
隊
螢
内
二
到
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
．
廣
＿
（
二
）
輻
重
兵
特
務
兵
ノ
入
螢
ハ
第
一
期
十
二
月
一
日
、
第
二
嬰
一
月
一
日
、
誓
期
四
月
一
日
、

t
,

｀
；
・
・
／
第
四
期
六
月
一
日
、
第
五
期
十
月
一
日
ニ
ジ
テ
各
期
共
常
日
午
前
八
時
三
十
分
迄
二
輻
霊
兵

t

『
第
五
大
隊
螢
内
二
集
合
ノ
コ
ト

島

デ
（
三
）
補
助
看
誰
兵
ノ
入
螢
ハ
九
月
一
日
ニ
シ
テ
常
日
午
前
八
時
一
―
―
十
分
迄
二
歩
兵
第
十
一
聯
隊
営

内
二
集
合
ノ
コ
ト

丘f
l
.

市

]
[
:
（
四
）
左
記
部
踪
園
へ
入
螢
（
入
圃
）
ス
ヘ
キ
者
ノ
入
螢
（
入
園
）
及
集
合
二
闊
ジ
テ
ハ
追
テ
詳
細
通
報

ス

〕
‘
[
尻
'
'
,

9
E

ふ

i

●
蔀
近
術
歩
兵
第
一
聯
隊
、
歩
兵
第
三
十
八
、
第
四
十
三
聯
除
、
歩
兵
第
六
十
三
聯
隊
留
守
除
、

ぷ
，
｝
・
近
術
駿
兵
聯
除
、
野
砲
兵
第
十
聯
除
留
守
隊
、
野
砲
兵
第
1

一
十
二
、
第
二
十
四
聯
隊
、
高
射

ぶ『

"
f

▽
,會

砲
兵
第
一
聯
隊
、
闘
東
軍
高
射
砲
兵
第
二
大
険
、
エ
兵
第
十
一
大
賑
、
闊
東
軍
電
信
第
三
大

了

．

．

険

、

飛

行

第

六

聯

隊

、

奥

海

兵

園

｛
｀
三
昭
（
五
）
入
営
ノ
際
ハ
現
役
兵
證
書
及
印
判
、
青
年
園
手
牒
、
育
年
訓
練
手
牒
ヲ
失
念
ナ
ク
携
行
ス
へ

p

:

i

f

l

キ
事
叉
現
役
兵
證
書
裏
面
ノ
事
項
ハ
必
ス
記
憶
シ
置
ク
コ
ト

[
 

[
（
六
）
入
螢
ノ
際
齋
用
セ
ル
衣
類
ハ
直
チ
ニ
附
添
人
二
持
チ
返
ラ
ジ
ム
ル
ヲ
便
ト
ス
附
添
人
ナ
キ
入

八年

4

一
＿
—
+
螢
者
蘊
還
ノ
ク
メ
風
呂
敷
又
ハ
油
紙
細
纏
及
木
札
ヲ
用
意
携
行
ス
ヘ
キ
コ
ト

”
[
•
一
（
七
）
入
螢
ノ
為
メ
殊
二
出
疲
前
親
戚
故
奮
近
隣
ヲ
招
キ
離
別
ノ
宴
ヲ
張
リ
又
ハ
門
戸
二
旗
織
ヲ
樹

．
~
，
テ
著
ジ
ク
奢
修
二
流
レ
為
二
自
他
ノ
資
財
ヲ
消
蟄
ス
ル
カ
如
キ
ハ
糊
然
之
レ
ヲ
塵
止
セ
ラ
レ

月

-

i

[

タ
ジ
尚
ホ
入
退
営
者
二
野
ジ
各
町
内
氏
紳
祉
等
ニ
テ
奉
告
祭
ヲ
攀
行
セ
ラ
ル
、
二
依
リ
本
人

[

1

2

勿
論
可
成
父
兄
近
瞬
ノ
者
参
列
ジ
其
式
事
ヲ
以
テ
入
螢
ノ
披
露
卜
●
ラ
レ
タ
ジ

L

9

'

（
八
）
入
螢
常
日
ノ
服
装
ハ
必
ス
平
素
持
合
セ
ノ
質
素
濡
潔
ナ
ル
モ
ノ
（
成
ル
ヘ
ク
木
綿
衣
）
ヲ
着

>]"

i

-'
,9~ 

-｛¥ -l譴

9
]プ
シ
ナ
イ
ト
通
知
ガ
届
キ
マ
セ
ン
。

?i5
昭
和
―

•V 

.
9
 配

f
 

・`ヽヽ
．＇t.‘
 

．．． r‘ 
dヽ' 

ヽ
~
．

ダf m 

.̀., 

ヽ

、包鼻

入
管
―
ー
爛
ス
ル
心
得

， 

尚
御
参
考
マ

名

昭
和
八
年
十
一

．
 

t,
．
 

検

査

月

日

ー

一
年
四
月
二
日
ョ
リ
昭
和
三
年
四
月
一
日
マ
デ
ニ
生
レ
タ
者
デ
ア
リ
マ
ス

校

用
ジ
尚
ホ
袴
持
合
セ
ノ
向
ハ
辮
用
ノ
コ
ト
殊
更
入
螢
ノ
為
新
調
セ
ザ
ル
コ
ト
ニ
注
意
ヲ
要
ス

叉
履
物
ハ
雨
天
ノ
外
草
履
ヲ
用
ュ
ル
ヲ
便
ト
ス

（
九
）
入
螢
ハ
必
ス
頭
髪
ヲ
最
モ
短
ク
苅
リ
手
足
ノ
爪
ヲ
短
ク
剪
リ
又
ハ
入
浴
ス
ル
等
勉
メ
テ
身
臆

一

ヲ

浦

潔

ニ

ス

ル

コ

ト

｀

(
+
）
入
螢
ノ
際
懐
中
時
計
等
ノ
拠
霞
品
ハ
可
成
携
行
セ
サ
ル
ヲ
可
ト
ス

(
+
-
）
入
螢
ス
ヘ
キ
者
次
ノ
事
故
二
依
リ
入
幣
呂
シ
難
キ
ト
キ
ハ
入
螢
不
能
屈
（
疾
病
ハ
瞥
師
ノ
診

断
書
、
其
他
ハ
憲
兵
又
ハ
警
察
官
吏
ノ
證
明
書
ヲ
添
付
ジ
タ
ル
モ
ノ
）
ヲ
入
瞥
常
日
迄
二
本

人
若
ク
ハ
家
事
据
営
者
ョ
リ
常
所
兵
事
課
へ
差
出
ス
コ
ト

ィ
、
傷
痰
疾
病
―
―
罹
リ
タ
ル
ト
キ

ロ
、
本
人
力
犯
罪
ノ
為
拘
祭
又
ハ
虞
刑
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
及
住
所
不
明
ナ
ル
ト
キ

ハ
、
其
他
前
各
競
二
相
常
ス
ル
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
故
ァ
ル
ト
キ

(
+
―
―
)
現
役
兵
ト
ナ
リ
本
人
入
管
ス
ル
タ
メ
其
家
族
忽
チ
自
活
ノ
途
ヲ
失
フ
事
故
ヲ
生
ス
ル
者
ハ

其
旨
速
二
常
所
兵
事
課
へ
申
出
ノ
コ
ト

(
+
―
―
-
）
廣
島
市
以
外
ノ
賭
部
隊
（
東
京
、
鶴
島
、
奈
良
、
松
江
、
．
姫
路
、
京
都
、
久
留
米
、
演
松

満
洲
、
平
攘
、
呉
）
へ
入
瞥
入
圏
者
ニ
ハ
出
焚
前
常
所
二
於
テ
入
螢
旅
賓
ヲ
繰
替
支
給
ス
印

判

携

帯

常

所

兵

事

課

―

ー

ツ

キ

受

領

ノ

手

綬

セ

ラ

レ

タ

シ

・

（
十
四
）
入
螢
者
―
ー
シ
テ
廣
島
市
外
（
三
里
未
満
ハ
除
ク
）
―
-
居
住
セ
ル
者
ハ
居
住
地
市
匿
役
所
町
村

役
場
二
出
頭
ぎ
八
螢
旅
費
受
領
ノ
上
出
披
セ
ラ
ル
ヘ
ジ
但
ジ
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五
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在
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リ
調
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ノ
厳
島
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議
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攀
人
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二
申
立
人
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登
録
ナ
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モ

申
立
人
ハ
昭
和
六
年
九
月
十
六
日
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ヨ
リ
引
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キ
本
市
二
住
所
ヲ
有
シ
市
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議
員
I
選
學
椛
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
ル
ヲ
以

テ
該
湿
學
人
名
簿
二
登
録
セ
ラ
レ
タ
ジ

卜
謂
フ
ニ
在
リ
依
テ
市
制
第
二
十
一
條

／
三
第
一
項
ノ
規
定
―
—
依
リ
之
ヲ
受
理

シ
審
査
ヲ
遂
ク
ル
所
申
立
人
ノ
申
立
ハ

正
賞
―
ー
ジ
テ
申
立
人
ハ
事
震
遡
一
年
以

上
本
市
―
ー
住
所
ヲ
有
シ
選
攀
柚
I
資
格

要
件
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鍛
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ナ
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ノ
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島
市
會
議
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撰
攀
人
名
簿
二
申
立
人
ノ
登
録
ナ
キ
モ

申
立
人
ハ
昭
和
六
年
九
月
十
六
日
以
前

ヨ
リ
引
績
キ
本
市
二
住
所
ヲ
有
シ
市
會

議
員
J

選
學
櫂
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
ル
ヲ
以

—
テ
該
選
攀
人
名
簿
二
登
録
セ
ラ
レ
タ
ジ

卜
謂
フ
ニ
在
リ
依
テ
市
制
第
二
十
一
條

／
’
-
―
-
第
一
項
ノ
規
定
二
依
リ
之
ヲ
受
理

．
ジ
審
査
ヲ
遂
ク
ル
所
申
立
人
ノ
申
立
ハ

正
賞
ニ
ジ
テ
申
立
人
ハ
事
賓
満
二
年
以

上
本
市
二
住
所
ヲ
有
ジ
選
學
櫂
ノ
資
格

要
件
二
餓
ク
ル
所
ナ
キ
者
ナ
リ

右
ノ
理
由
二
依
リ
決
定
ス
ル
コ
ト
左
ノ

[
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女
ず
異
議
申
立
人
山
根
力
男
ハ
本
年
九
月
十

宝
日
現
在
二
依
リ
調
製
ノ
廣
島
市
會
議

員
選
學
人
名
簿
二
登
録
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト

ス
昭
和
八
年
十
一
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二
十
一
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右
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申

立

人

高
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智
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異
議
申
立
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要
旨
ハ
本
年
九
月
十
五

日
現
在
二
依
リ
調
製
ノ
廣
島
市
會
議
員

選
學
人
名
簿
二
申
立
人
ノ
登
録
ナ
キ
モ

申
立
人
ハ
昭
和
六
年
九
月
十
六
日
以
前

ヨ
リ
引
綾
キ
本
市
二
住
所
ヲ
有
ジ
市
會

議
員
ノ
選
攀
郡
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
ル
ヲ
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テ
該
選
學
人
名
簿
二
登
録
セ
ラ
レ
ク
ジ

卜
謂
フ
ニ
在
リ
依
テ
市
制
第
二
十
一
條

ノ
三
第
一
項
ノ
規
定
二
依
リ
之
ヲ
受
理

ジ
審
査
ヲ
遂
ク
ル
所
申
立
人
ノ
申
立
ハ

正
常
ニ
シ
テ
申
立
人
ハ
事
賀
満
二
年
以

上
本
市
二
住
所
ヲ
有
シ
選
學
棚
~
ノ
資
格
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件
二
餓
ク
ル
所
ナ
キ
者
ナ
リ

右
ノ
理
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二
依
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決
定
ス
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ト
左
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異
議
申
立
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高
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年
九
月
十
五
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現
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二
依
リ
調
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廣
島
市
會
議
員
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學
人
名
簿
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登
録
ス
ヘ
キ
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月
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-
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殷

島
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伊

藤

貞

次

害

定
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、
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議
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立
人
大
迫
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ハ
本
年
九
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十

五
日
現
在
二
依
リ
調
製
ノ
廣
島
市
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識
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攀
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録
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負
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受
盆
者
負
捩
金
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ス
ヘ
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道
路
工
事
受
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者
負
撒
規
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條

事
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工

事

施

行

箇
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受
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鐵
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テ
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ジ
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事
賓
満
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攀
櫂
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資
格
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ク
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キ
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リ
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甲
第
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七
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和
八
年
九
月
十
五
日
現
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二
依
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製
ノ
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島
市
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議
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人
名
簿
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立
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定
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依
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年
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市
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三
、
負
搬
蓋
及
地
帯

第
一
負
搬
罹
、
上
流
川
筋
以
東

第
二
負
搬
慨
、
上
流
川
筋
以
西

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

四
、
負
搬
李

綿
工
毀
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

念

昭
和
八
年
十
一
月
十
八
H
一
道
路
二
接
ス
ル
部
分
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地
帯
ト
ス
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島

市

長

伊
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負

璽
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者
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エ
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五
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塁
追
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程
第
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町
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至
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受
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ヘ
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持
上
必
要
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設
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事
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十

八

H

ー

殷

島

市

長

伊

藤

貞

次

―

―

-

、

負

搬

匪

及

地

帯

一

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
据
漉
ト
ス
＿
一
、
受
盆
者
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

第
一
地
帯
、
道
路
境
界
線
ョ
リ
十
四
一
事
名
及
工
事
施
行
箇
所

一
失
業
應
急
事
業
、
路
而
改
良
鋪
装
工

メ
ー
ー

第
二
地
帯
、
第
一
地
帯
ノ
外
側
線
ョ
ー
事

リ

十

四

メ

ー

ト

ル

一

第

三

十

五

琥

立

町

通

及

鋪

装

工

事

維

一
持
上
必
要
ナ
ル
蔦
問

四

、

負

搬

率

，

綿
工
費
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス
地
帯
二
於
三
、
工
事
齋
手
年
月
日

ケ

ル

醐

分

率

左

／

如

シ

昭

和

八

年

十

一

月

二

十

一

日

第

一

地

帯

、

百

分

ノ

八

十

』

一

、

負

搬

甑

及

地

帯

第
二
地
帯
、
百
分
ノ
一
平
'
-
第
一
負
据
直
、
幹
線
全
部

―
第
二
負
搬
厘
、
第
一
琥
支
線

｀
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

〇

廣

島

市

告

示

甲

第

一

六

九

競

一

道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
程
第
十
三
條
四
、
負
搬
率

ニ
依
リ
受
盆
者
負
捩
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
一
線
工
費
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定

i

ム

―

R

廣

島

市

告

示

甲

第

一

七

一

賊

昭
和
八
年
十
一
月
十
八
H
昭
和
八
年
九
月
十
五
日
現
在
―
一
依
リ
調

廣
島
市
長
伊
藤
貞
次
一
製
ノ
脚
島
市
會
議
員
湛
學
人
名
簿
―
―
闊

一
、
翌
年
者
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ
一
ジ
山
根
力
男
外
三
名
ョ
リ
異
議
申
立
ヲ

為
ジ
タ
ル
ヲ
以
テ
左
ノ
通
之
ヲ
決
定
シ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装
工
事
一
タ
リ

第
二
十
五
雖
路
線
、
三
川
町
ョ
リ
下
一
昭
和
八
年
十
i

月
―
-
+
-
H

流

川

町

二

至

ル

三

川

梱

筋

及

鋪

装

工

樅

島

市

長

伊

藤

貞

次

事

維

持

上

必

要

ナ

ル

匝

間

一

決

定

寓

二

、

工

事

着

手

年

月

日

一

住

所

＿
巖
島
市
水
主
町
参
拾
煎
番
地

昭
和
八
年
十
一
月
二
十
一
日

三

、

負

搬

慨

及

地

帯

異

議

申

立

人

山

根

力

男

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
搬
賑
●
ス
右
異
議
申
立
ノ
要
旨
ハ
本
年
九
月
十
五

赤
十
字
テ
ー

廣
島
市
支
部
記
念
式

H
本
赤
十
字
祉
は
明
治
十
九
年
十
一

月
十
五
日
に
萬
國
赤
十
字
祉
に
加
入

し
た
の
で
あ
る
が
今
回
此
の
記
念
日

を
卜
し
r

本
年
か
ら
新
し
く
赤
十
字

デ
ー
を
制
定
、
十
五
日
か
ら
一
―
-
H
間

そ
れ
ぐ
意
味
あ
る
行
事
を
行
ふ
の

で
あ
る
が
同
祉
廣
島
縣
支
部
で
は
十

五
日
午
前
十
一
時
同
支
部
階
上
諧
堂

で
記
念
式
並
に
功
努
者
表
彰
式
を
畢

行
し
た
。
・

_

9

 

縣
立
結
核
相
談
所
．

廣

島

市

に

設

置

過
般
東
京
で
開
か
れ
た
H
本
結
核
豫

防
協
會
糠
會
で
結
核
豫
防
綱
披
充
の

議
が
持
ち
上
lJ
更
に
内
務
省
の
提
案

で
國
立
療
養
所
を
も
設
立
す
る
方
針

を
立
て
、
こ
れ
ら
の
各
療
養
所
が
述

絡
を
緊
密
な
ら
し
め
豫
防
網
を
披
充

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
廣
島
縣
衛

生
課
で
は
右
計
饗
の
一
躊
と
し
て
縣

ー―――――

農
事
試
瞼
場
己
斐
分
場
は

五
日
市
に
移
韓

過
去
―
―
万
年
に
亙
つ
て
そ
の
條
補
地

決
定
難
の
た
め
産
の
憐
み
を
綾
け
て

来
た
廣
島
縣
農
事
試
験
場
己
斐
分
場

の
移
韓
改
築
問
題
も
佐
伯
郡
五
日
市

町
大
字
皆
賀
を
適
賞
な
る
餃
補
地
と

し
て
五
日
市
町
賞
局
と
折
衝
の
結
果

こ
の
程
交
渉
が
纏
リ
五
H
市
賞
局
が

土
地
買
牧
披
地
し
た
も
の
を
縣
が
七

千
五
百
闘
で
買
牧
す
る
こ
と
に
契
約

し
十
五
日
、
五
日
市
町
會
で
可
決
を

網
た
の
で
縣
で
は
町
賞
局
の
整
地
す

み
次
第
買
牧
、
一
萬
五
千
闘
に
て
建

築
並
に
移
聰
に
着
手
、
本
年
度
内
に

竣
工
の
豫
定
の
由
。

三
三
八

十
二
月
三
、
四
雨
日
畢
行

例
年
の
通
リ
廣
島
市
数
育
會
で
は
市

民
骰
力
検
査
を
十
二
月
＝
―
-
日
午
前
十

時
か
ら
荒
紳
、
織
町
、
肺
崎
、
己
斐

の
四
校
で
十
四
H
は
午
前
十
時
か
ら

比
治
山
、
大
手
、
天
滴
、
皆
賀
町

の
各
小
學
校
に
於
い
て
行
は
れ
る
の

で
あ
る
が
（
最
も
雨
天
な
れ
ば
十
二

月
十
七
日
に
延
期
）
巾
込
者
は
賞
日

使
｛
且
の
命
場
に
於
い
て
手
敷
料
二
十

錢
と
共
に
種
類
、
種
目
、
住
所
、
職

業
、
氏
名
、
年
齢
を
申
出
れ
ば
よ
い

然
し
て
検
査
種
類
は
第
一
期
は
第
一

年
次
か
ら
第
五
年
次
ま
で
、
第
二
期

は
第
一
年
次
か
ら
第
二
年
次
迄
の
一
―

種
類
で
検
査
種
目
は
各
年
次
を
通
じ

疾
走
五

0
メ
ー
ト
ル
（
七
秒
八
以
内
）

ま
た
は
一

0
0
メ
ー
ト
ル
(
+
四
秒

以
内
）
A

立
幅
跳
（
一
メ
ー
ト
ル
八
〇
｀

以
上
）
ま
た
は
走
高
跳
（
一
メ
ー
ト
ル

:
0
以
上
）
△
懸
垂
届
臀
韮
回
以
上

ま
た
は
筵
球
投

(
-
-
0
ヌ
ー
ト
ル
以
．

と
で
あ
る
が
検
査
合
格
者
に
は
第

箪
次
銅
章
B
第
一
一
年
次
銅
章
A
第

三
年
次
銀
章
B
第
四
年
次
同
A
第
五

年
次
は
金
章
を
授
興
す
る
由
。

，

ー

ー

國

光

レ

ー

ヨ

ン

．

海
田
市
町
に
来
た
る
か

先
に
昭
和
レ
ー
ヨ
ン
誘
致
に
惜
し
い

と
こ
ろ
で
失
敗
し
た
海
田
市
町
で
は

今
回
大
川
系
統
と
H
浦
紡
系
と
合
流

し
て
出
末
る
新
興
會
祉
國
光
レ
ー
ヨ

ン
株
式
會
社
（
資
本
・
金
一
千
滴
闘
）
の

誘
致
に
ほ
ゞ
成
功
、
交
渉
は
九
分
通

リ
成
立
の
由
。

力

瞼

査

市

民

餞

-9/  

'' 
, • ・’”,・？バV，沿，，ふ、 ~ ~ 9 9 . '-'9 99 9, 9, •'-9 -…圧…竺・，．．，＿，．己9● ~ ~ ~r L・”｀ ↓ rし・



-9巴．．， .”• ←,.， 9 0 ,...・ • 宍ダ、，ぷ内 ，～9 ●9~•へ ~ご呵 ””“を包
、＇，―`ら 9、*，9ヘヽ49 9., 9 ̀．．9 ̂，•し• ^ ，． •4v ・！；竺，ジム '9＇べ＇； ，＇`＇9,→.、9:’.：ヽ， ．．へ・ い、 9‘•.9, 

..-且函
-r □—•L ・・--. ・ ＂， ．ヽ＂＇ 

熔惑翌迦炉F恐r岳藝
トす~ → ~し ・ • ・・1 99 9 9, • 

日五十二月一十年,i...和昭 報 市 島 廣

第
四
節
メ
リ
ヤ
ス
工
業
本
邦
メ
リ
ヤ

ス
工
業
は
今
や
漸
次
家
内
工
業
の
域
を

脱
し
大
工
場
工
業
化
し
て
機
械
證
系
を

適
用
す
る
に
至
っ
て
居
る
°
我
が
廣
島

市
の
メ
リ
ヤ
ス
工
業
も
初
め
は
大
阪
の

斯
業
を
範
と
き
る
家
内
工
業
的
の
も
の

で
あ
っ
た
が
漸
次
装
逹
し
て
模
倣
か
ら

．
創
造
へ
の
過
程
を
辿
り
地
方
的
特
色
あ

る
製
品
に
到
逹
し
て
斯
界
に
認
め
ら
る

る
と
こ
ろ
と
な
り
内
外
に
販
路
大
い
に

披
ま
る
に
至
っ
た
、
か
る
が
故
に
一
般

財
界
不
況
の
折
柄
に
も
係
ら
ず
益
々
需

要
壻
加
を
来
し
て
居
る
。

今
廣
島
メ
リ
ヤ
ス
工
業
の
現
勢
を
各

一
先
進
都
市
と
の
比
較
に
於
い
て
参
考
に

供
す
れ
ば
左
記
の
如
し
。

年

度

工

場

敬

職

工

数

昭
和
四
年
度
—
^
―
―
―
平

昭
和
五
年
度
一
六
一
六
―
―

昭
和
六
年
度
一
九
―
―
―
―
―
―

昭
和
五
年
度
に
於
い
て
ほ
印
度
闊
税
引

上
等
の
影
響
を
受
け
採
算
不
引
合
の
結

果
シ
ャ
ッ
製
造
工
場
の
一
時
休
業
に
よ

り
年
産
額
を
減
少
せ
り
、
昭
和
六
年
度

ぽ
生
産
敷
量
著
し
く
壻
加
せ
る
も
債
額

之
に
伴
ほ
ざ
る
ほ
製
品
債
額
の
低
落
に

よ
る
も
の
に
し
て
生
産
様
式
製
産
品
種

に
於
い
て
ほ
昭
和
四
年
度
の
も
の
に
比

し
著
し
く
優
良
な
る
も
の
と
な
れ
り
。

近
代
生
活
様
式
の
愛
化
は
従
来
綿
織

＂
物
を
常
用
せ
る
兒
童
等
も
漸
次
小
倉
服

地
を
用
ひ
、
足
袋
の
如
き
も
靴

F
に
移

る
等
メ
リ
ャ
ス
製
品
ほ
全
く
時
代
の
嗜

好
に
投
じ
将
来
盆
々
好
茎
視
さ
れ
て
居

る
が
、
其
編
物
機
械
は
割
一
的
で
あ
っ

可認物便郵種三第

府
縣
名

廣
島
市
工
業
大
観
（
其
ノ
茸
）

三
四
一

韓
す
る
と
い
ふ
繹
で
ほ
な
い
か
ら
甚
だ
的
要
求
に
よ
る
品
種
を
主
と
し
て
生
産

資
金
の
固
定
を
壻
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
る
か
ら
｀
タ
ン
ビ
ン
グ
を
行
ひ
得
る
一

な
い
。
例
へ
ば
最
小
限
度
の
設
備
と
し
般
品
種
と
は
大
い
に
製
品
を
異
に
し
直

て
も
一
豪
約
千
圃
と
み
て
、
三
豪
か
ら
接
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
搬
い
。

四
豪
を
必
要
と
す
る
か
ら
三
千
圃
乃
至
販
路
ほ
九
州
、
山
口
、
印
度
、
本
縣

昭
和
三
年
昭
和
四
年

生

産

額

生

産

額

円
円
四
千
圃
を
要
す
る
認
で
、
小
資
本
で
ほ
四
國
‘
満
洲
の
順
序
で
海
軍
用
が
多
い
。

瘤
手
に
困
難
で
あ
る
0

本
市
メ
リ
ヤ
ス
業
者
ほ
其
の
生
産
様

大阪府11?‘10六、翌――――-0、突^
、00-――

東
京
府
一
写
、
空
0
、
1
―
-
^
―
―
一
四
‘
-
＾
-
、
^
―
―
1
0

愛
知
縣
＾
、
六
壼
、
七
一
0
^
‘
I
0
1
(
、
空
元
然
し
莫
大
小
製
品
は
前
途
益
々
有
苗
式
の
合
理
化
、
品
位
の
向
上
を
繭
り
能

兵
庫
縣
1
-
r
^
1
1
―
-
、
0
-
i
-
0
1
i
-
‘
^
.
-
1
-
r
o
-
―
-
0
な
る
は
我
々
の
生
活
の
向
上
と
文
化
の
率
の
壻
進
に
努
め
之
が
製
産
の
統
制
を

和
歌
山
縣
一
‘
t
l
塁
、
翌
九
―
-
、
ー
翌
、
九
一
四
向
上
に
正
比
例
し
て
確
定
的
の
も
の
で
完
ふ
し
以
て
斯
業
の
健
全
な
る
装
達
を

奈
良
縣
一
、
四
一
0
、
九
六
七
一
、
1
―
―
―
―

-l_＿‘
七

―

―

―

―

あ

る

。

促

さ

ん

が

為

昭

和

五

年

八

月

二

十

八

日

貫
縣
戻
‘
-
[
0
七
発
―
-
、
四
C

四
而
し
て
莫
大
小
製
品

l
沓
下
、
ジ
メ
リ
ヤ
ス
研
究
會
を
起
し
糎
螢
、
製
査

ャ
ッ
等
の
生
産
地
を
四
國
、
九
州
、
山
能
率
等
各
種
の
試
瞼
研
究
を
行
ひ
つ
4

滋
賀
縣
翌
七
、
四
四
九
哭
九
、
1
-
＿
七
．
七

七
＾
＾
、
四
0
一
羮
＾
、
―
―
1
―
―
1
-

陰
、
中
國
地
方
に
求
め
ん
と
す
れ
ば
其
間
積
金
を
な
し
其
額
四
千
敷
百
圃
に

―――霊縣

埼
玉
縣
菩
一
、
翌
―
―
奨
六
、
七
九
六

紳
奈
川
縣
置
、
翌
六
写
閃
、
九
吾
一
本
市
を
除
い
て
外
に
な
く
且
づ
本
市
逹
し
た
る
を
以
て
遂
に
昭
和
七
年
十
二

京
都
府
発
九
‘
―
―
四
四
1
羹
、
0
1
―
―
四
が
軍
都
の
闊
係
上
軍
需
品
と
し
て
の
大
月
二
十
六
日
を
以
て
殿
島
メ
リ
ャ
ス
エ

廣
島
市
1
1
0
~
、
1
―
＿
姦
1
1
器
、
六
羮
な
る
阪
路
を
持
ち
此
の
方
面
丈
で
も
年
業
組
合
を
設
立
し
た
、
該
組
合
の
事
業

賓
に
本
市
生
産
額
は
全
國
四
十
四
府
縣
々
四
十
萬
圏
の
賣
上
を
見
る
現
朕
に
徽
ほ

中
第
十
三
位
に
在
る
°
更
に
之
が
生
産
し
、
将
来
本
市
斯
業
を
し
て
東
京
、
横

1
、
製
品
、
原
料
材
料
及
設
備
の
検

慇

況

を

詳

述

す

れ

ば

濱

地

方

の

夫

の

如

く

高

級

化

し

、

兒

章

査

並

取

締

機
豪
数
生
産
敷
批
生
産
債
額
＂
向
や
柄
物
等
の
製
造
に
邁
進
せ
し
む
る
2
、
生
産
敷
最
の
調
節
及
債
額
の
統

な
ら
ば
現
在
の
生
窟
額
ほ
倍
加
せ
ん
こ

円
・

-
H
o
-
―
―
―
写
、
公
0

1――器、六癸

-
H
-
i
―
1
0
1
―
-
、
四
窄
，
＝
益
、
1
1
1
棗
と
必
定
で
あ
る
0

,

3

、
生
産
分
野
の
決
定
．
．
．

蓋
亘
、
四
四
四
―
-
＾
＾
、
＾
空
故
に
今
後
瘤
手
す
る
企
業
家
ほ
宜
し
4
、
組
合
員
の
委
託
に
依
る
製
品
販

て
製
造
貨
物
の
異
る
に
つ
れ
機
械
を
異
く
、
現
在
常
市
の
製
造
家
の
造
り
出
す
賣

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
且
つ
高
債
設
備
の
な
い
兒
童
物
の
柄
入
沓
下
や
、

5
、
組
合
員
の
委
託
に
よ
る
原
料
、

で
あ
る
か
ら
資
金
の
固
定
化
甚
だ
し
く
絹
沓
下
、
柄
入
沓
下
或
は
ジ
ャ
ジ
|
等
材
料
の
供
給

之
が
斯
業
の
大
工
業
化
を
著
し
く
阻
害
を
製
造
し
得
る
新
設
備
を
企
て
ら
れ
る

6
、
共
同
倉
庫
の
設
罹

し

て

居

る

°

事

が

緊

明

な

策

で

あ

る

、

同

時

に

毛

糸

7

、

共

同

加

工

場

の

設

置

即
ち
葵
大
小
製
品
ほ
女
子
、
男
子
、
人
絹
に
其
の
原
料
を
求
め
る
計
劃
を
良

8
、
試
作
場
の
設
置

小
兒
等
に
依
つ
て
機
械
の
猜
造
を
異
に
と
せ
ん

0

9

、
大
蓋
注
文
品
の
共
同
製
作

し
、
或
は
柄
の
具
合
に
依
つ
て
機
械
の
我
國
メ
リ
ヤ
ス
の
生
産
ほ
今
日
一
人

10
、
園
睦
商
標
の
共
同
利
用

構
造
と
附
濁
物
と
を
異
に
す
る
の
外
、
常
り
六
十
八
銭
二
厘
の
極
め
て
僅
少
な
近
来
一
般
産
業
ほ
需
要
頓
に
減
退
し
利

準
備
磯
械
及
仕
上
用
機
械
も
亦
極
め
て
る
賓
朕
に
在
り
一
面
生
活
必
需
品
と
し
潤
勘
く
業
者
の
競
嘩
激
甚
に
し
て
不
振

専
門
的
で
あ
る
。
斯
く
て
之
等
多
種
多
て
の
地
歩
を
占
め
る
に
至
れ
る
闊
係
上
其
の
極
に
逹
せ
る
情
勢
に
も
拘
ら
千
本

橡
に
亙
る
製
産
を
行
ふ
編
物
の
設
備
ほ
生
産
過
剰
で
は
な
い
が
大
阪
地
方
の
、
ク
市
メ
リ
ヤ
ス
業
ほ
反
つ
て
機
械
の
新
設

勿
論
準
備
仕
上
等
線
て
を
行
ふ
設
備
を
ン
ピ
ソ
グ
が
行
ほ
れ
る
こ
と
が
あ
り
為
搬
張
相
次
ひ
で
起
り
、
生
産
敬
最
増
加

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
多
額
の
資
本
に
市
況
を
混
胤
せ
し
め
る
こ
と
が
あ
る
し
而
も
需
要
是
れ
に
伴
ひ
、
能
＜
之
を

を
固
定
化
し
而
も
設
備
全
陵
を
常
に
運
然
し
乍
ら
本
市
メ
リ
ヤ
ス
製
品
は
地
方
消
化
し
た
る
ほ
賞
に
本
市
製
品
が
債
額

--遂ギ和P~●●●:？．I．な蕊西面五 函匹品四
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小
船

右
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得
ノ
旨
屈
出
有
之
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二
付
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常
リ
ノ
モ
ノ
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常
所
祉
會
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二
屈
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ラ
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ヘ
ジ
昭
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八
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十
月
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十
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一
、
杉
丸
太
二
本

右
物
件
拾
得
ノ
旨
屈
出
有
之
候
二
付
心

常
リ
ノ
モ
ノ
ハ
常
所
祉
會
課
二
屈
出
ラ

ル
ヘ
シ

殷

島

市

役

所

一
昭
和
八
年
十
月
二
十
七

H

一
、
赤
革
手
提
鞄
一
個

右
物
件
拾
得
ノ
旨
屈
出
有
之
候
二
付
心

営
リ
：
モ
ノ
ハ
裳
所
祉
會
課
二
屈
出
ラ

ル
ヘ
シ
昭
和
八
年
十
一
月
十
五
日

殷

島

市

役

所
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一
、
人
札
場
所

屋

一
、
開
札
日
時
昭
和
八
年
十
一
月
一

十
八
日
午
前
十
一
時
十
分

俯
ホ
詳
細
ハ
常
公
盆
質
屋
二
就
キ
承

合
セ
ラ
ル
ヘ
シ

昭
和
八
年
十
一
月
二
十
―

-
H

鋭

却

物

品

一
、
衣
類
四
二
勁

一
、
其
他
―
―
勁

入
札
條
件
（
規
程
抜
ザ
翌
）
、

一
、
入
札
者
ハ
満
ニ
ヶ
年
以
上
質
物
買

受
業
ヲ
編
綾
シ
居
ル
者
ニ
ジ
テ
其
／

證
明
書
ヲ
提
示
ス
ル
コ
ト

一
、
入
札
者
ハ
入
札
物
品
種
類
毎
二
金

高
ヲ
記
載
シ
且
ッ
住
所
氏
名
ヲ
書
ジ

捺
印
封
鍼
ノ
上
之
ヲ
差
出
ス
ヘ
ジ

但
シ
代
理
人
ハ
本
人
ノ
委
任
朕
ヲ

要
ス

一
、
落
札
者
な
洛
札
常
日
直
チ
ニ
落
札

代
金
ヲ
納
入
シ
タ
ル
後
落
札
物
品
ヲ

引
取
ル
ヘ
シ じ圭n

一
、
入
札
日
時

昭
和
八
年
十
一
月
一

十

八

日

笈

晶

鱈

叫

於
溜
島
市
西
公
盆
質

殷

島

市

役

所

鬱
公
盆
質
屋
流
質
物
品
公
賣

西
公
盆
質
屋
二
於
ケ
ル
流
質
物
品
左
記

ノ
通
公
壺
二
付
ス
ヘ
ク
候
條
買
受
希
菌

者
ハ
別
紙
規
程
熟
虚
呼
ノ
上
所
定
ノ
要
項

ニ
従
ヒ
常
日
常
質
屋
―
一
資
格
證
明
提
示

入
札
書
ヲ
差
出
サ
ル
ヘ
ジ

ゃ3

L
・
7
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都
市
計
壷
事
業
執
行
に
要
す
る
費
用
を

負
据
す
る
者
に
一
般
負
搬
及
特
別
負
据

の
1
一
種
が
あ
り
ま
す
、
一
般
負
搬
と
ほ

都
市
計
搬
法
第
八
條
に
規
定
す
る
も
の

で
或
一
定
の
税
目
に
野
し
附
加
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
、
之
れ
ほ
地
租
、
瞥
菜

税
其
の
他
の
租
税
に
到
し
其
の
据
税
力

に
比
例
し
て
附
加
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
か
ら
此
等
の
税
を
負
搬
す
る
者
は
等

し
く
賦
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

特
別
負
据
と
ほ
都
市
計
冑
事
業
を
執
行

す
る
附
近
の
或
一
定
の
地
域
内
の
土
地

所
有
者
若
く
ほ
一
定
の
椛
利
を
設
定
し

て
居
る
者
の
負
据
す
る
所
謂
受
盆
者
負

搬
金
で
あ
り
ま
す
、
一
般
負
搬
た
る
特

別
税
ほ
暫
く
措
き
特
別
負
捩
た
る
受
盆

者
負
搬
金
に
就
い
て
一
言
し
ま
す
れ
ば

此
の
受
盆
者
負
樅
金
を
賦
課
徽
牧
す
る

其
の
根
源
は
都
市
計
臀
法
第
六
條
第
二

項
で
あ
り
ま
す
郎
ち
「
主
務
大
臣
必
要

ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
勅
令
1

定
ム
ル
所
ニ

依
リ
都
市
計
饗
事
業
二
因
リ
著
ジ
ク
利

益
ヲ
受
ク
ル
者
ヲ
シ
テ
其
I

受
ク
ル
利

盆
／
限
度
二
於
テ
前
項
ノ
費
用
／
全
部

叉
ハ
一
部
ヲ
負
搬
セ
ジ
ム
ル
コ
ト
ヲ

得
」
と
あ
り
ま
す
、
此
の
條
項
を
基
礎

と
し
て
勅
令
、
内
務
省
令
或
は
本
市
告

示
を
以
て
其
の
負
据
方
法
及
負
据
歩
合

等
が
定
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
か
ら
現
在

に
於
て
ほ
営
該
規
定
類
に
準
握
し
て
賦

課
徴
牧
す
る
の
で
あ
り
ま
す
°
然
し
な

が
ら
醜
て
研
究
を
要
す
る
も
の
は
前
述

の
都
市
計
覺
法
第
六
條
第
二
項
に
謂
ふ

「
著
ジ
グ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
ヲ
シ
テ
其

ノ
受
ク
ル
限
度
二
於
テ
云
々
」
と
稲
す

る
其
の
受
盆
の
限
度
で
あ
り
ま
す
成
る

程
都
市
計
甕
道
路
の
新
設
せ
ら
る
4
箇

所
の
其
の
新
設
道
路
に
接
す
る
土
地
ほ

賦
課
せ
ら
る
4
負
据
金
額
若
く
ほ
其
れ

以
上
の
利
益
を
得
る
こ
と
ほ
常
識
上
一

幽
の
疑
を
容
る
4
餘
地
ほ
あ
り
ま
せ
ん

が
新
設
道
路
に
接
せ
ざ
る
殊
に
二
地
帯

或
に
三
地
帯
の
部
分
に
就
て
ほ
何
を
擦

準
に
し
て
受
盆
の
阪
度
を
決
定
す
る
か

と
云
ふ
こ
と
は
甚
だ
困
難
の
問
題
で
あ

り
ま
す
、
同
一
地
帯
は
同
一
の
率
で
賦

課
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
同
一
地
帯

内
の
土
地
で
も
其
の
所
在
と
用
途
に
依

て
受
益
の
程
度
の
異
な
る
ほ
勿
論
各
人

の
見
方
に
依
て
も
受
盆
の
限
度
に
相
災

を
来
た
す
の
で
あ
り
ま
す
、
然
ら
ば
各

筆
に
就
き
受
益
の
程
度
を
一
々
主
観
的

に
調
査
し
て
決
定
す
る
こ
と
ほ
理
想
で

は
あ
り
ま
す
が
到
底
賓
行
不
可
能
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
か
ら
之
れ
ほ
須
ら
く
客

隈
的
郎
ち
或
一
定
の
甑
域
内
ほ
或
程
度

の
利
益
あ
る
も
の
な
り
と
云
ふ
断
定
の

F
に
決
定
す
る
よ
り
外
に
ほ
方
法
は
な

い
の
で
あ
り
ま
す
、
此
の
方
法
は
全
國

各
都
市
に
於
い
て
悉
く
採
用
し
て
居
る

の
で
あ
り
ま
し
て
常
市
に
於
て
も
現
在

に
於
て
ほ
此
の
方
法
に
依
り
賓
行
し
つ

つ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

前
述
の
通
り
此
の
方
法
ほ
決
し
て
完
全

無
餓
の
も
の
と
稲
す
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
日
翌
れ
以
上
の
方
法
が
現
在
に
於

て
ほ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
已
む
を

得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

編．都
市
計
鸞
事
業
受
盆
者
負

橡
金
賦
課
方
法
に
就
て

官
祭
廣
島
招
魂
祗

奉
賛
會
寄
附
申
込

十
一
月
十
五
日
調

金
九
百
七
拾
六
闘
六
拾
錢

大
須
賀
町
本
地
組

金
九
百
戒
拾
九
岡
参
拾
錢
．

千
田
町
一
丁
目

金
九
百
戴
拾
九
闘
咸
拾
錢
千
田
町
三
丁
目 ．，曹．．．ー，．＇．

松
山
市
で
は
十
三
日
臨
時
市
會
を
開

き
、
後
任
市
長
の
選
畢
を
行
っ
た
が

そ
の
結
果
、
元
同
市
會
議
長
、
現
政

友
會
愛
媛
縣
支
部
松
山
部
會
長
井
上

久
吉
氏
の
賞
選
を
見
た
C

`

＂

松
山
市
長
決
定

第
五
回
名
古
屋
市

美
術
展
覧
會

名
古
屋
市
第
況
回
美
術
展
覧
會
は
先

般
末
開
催
さ
れ
多
数
の
入
場
者
を
見

市
民
の
美
的
嬰
求
を
大
い
に
満
喫
さ

し
て
居
る
が
例
年
の
如
く
日
本
粛
部
[

、
洋
粛
部
、
彫
朔
部
｀
エ
藝
部
、
書

逍
部
の
各
に
市
長
賞
の
授
興
が
あ
っ

た。

尾
道
市
市
螢
グ
ラ
ウ
ン
ド

却

下

に

決

定

尾
逍
市
は
さ
き
に
市
螢
ゲ
ラ
ウ
ン
ド

網
螢
の
た
め
同
市
浄
土
寺
山
の
土
砂
i

抒
止
保
安
林
解
除
の
件
に
申
請
中
で

あ
っ
た
が
縣
で
調
査
の
結
果
風
致
保

存
上
却
下
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
．

備
考
十
三
、
十
四
雨
日
共
向
洋
堀

越
町
民
は
右
軍
隊
通
過
の
際
毎

回
同
所
騨
に
於
て
盛
大
な
見
送

を
低
し
た

Un-]-

、
U
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日月 H 月
ニー 島者内を究及聯表よ日 0 に風
H月 日を並に極並締合者 lJ雨 0武迅凱

進の計結

~1 ;ー・ --人-― ｀ 一一 出市各めに人分‘宇日 0励寄旋 I、
め我盛核

十午同 午同 茸午同十午同十午廣 同． よ午宇巖宇疲民 ら用を相

五前 後 分後五前二前島
ーた多問會縣品に 0輝的軍れを立談

分蒻 二 零分九分八繹
り前品島 ‘の泊°数骰長市に亙名くに隊て計て所

時 時時疲
、 九士瞬品原多‘尚市各を代上りは某熱敬居上既を

二時 十五三右
時凶滸隊数翌ほ民代初表陸凱本々河送る
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‘に廣
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‘郷河廣午二の並 そ度に

各川塔l員l及間西屋の屋川各川川各川町町町川町品各屋顧た．→
賞あ小軍瀬賭前日ー匪

祠！各夜り學人廣部九‘部賊
の豫設
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中
國
四
國
市
會
議
長
會
議
ほ
十
一
月
七

日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
市
會
議
事
堂

に
於
て
開
催
、
出
席
者
は
宇
部
市
を
除

一

□＜
十
九
市
の
議
長
及
び
随
行
者
十
名
、

来
賓
加
藤
縣
會
議
長
＼
井
田
殷
島
縣
地

方
課
長
、
山
縣
、
山
崎
商
工
會
談
所
正

副
會
頭
、
殷
島
市
よ
り
ほ
松
坂
、
村
井

正
副
議
長
の
外
各
市
會
議
員
、
伊
藤
市

．
長
へ
，
奥
助
役
以
下
各
課
長
列
席
、
松
坂

・
殿
島
市
會
議
長
登
攪
主
備
市
と
し
て
開

｀
會
の
挨
拶
を
述
べ
次
い
で
伊
藤
市
長
の

四
祝
蹄
あ
り
こ
れ
に
到
し
伊
藤
岡
山
市
會

議
長
参
加
者
を
代
表
し
て
謝
揺
を
の
ベ

ぃ
載
議
長
選
學
に
移
り
宇
和
川
松
山
市
會

議
長
の
動
議
に
て
松
坂
廣
島
市
會
議
長

ー

常
選
、
議
長
席
に
つ
き
開
會
を
宣
言
、

ト
石
田
殷
島
市
會
書
記
長
よ
り
有
馬
全
國

T
 市
會
議
長
會
々
長
の
説
電
披
露
あ
り
た

い
る
の
ち
議
事
に
入
り
會
則
制
定
の
件
は

原
案
可
決
、
次
い
で
各
市
提
出
の
議
案

ほ
夫
々
提
出
者
の
説
明
あ
り
吉
本
高
知

市
會
議
長
、
宇
和
川
松
山
市
會
議
長
よ

り
追
加
談
案
の
提
出
あ
り
て
之
を
議
題

明仰
に
供
じ
説
明
あ
り
た
る
の
ち
立
石
撼
島

ヽ

市
會
副
議
長
の
委
員
附
託
の
動
議
に
依

り
議
案
全
部
を
三
分
し
て
夫
々
松
坂
議

長
よ
り
委
員
を
指
名
し
翌
八
日
委
員
會

開
會
の
旨
を
宣
言
し
十
一
時
四
十
五
分

、
散
會9〗
一
同
市
麗
舎
玄
闊
前
に
於
い
て

記
念
撮
影
を
な
し
各
市
出
席
者
ほ
笏
田

別
庇
に
於
け
る
湯
澤
廣
島
縣
知
事
招
待

の
午
餐
會
に
臨
み
午
後
一
一
時
よ
り
各
々

日五十二口 ・ナ年F-m
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自
動
車
に
分
乖
し
市
立
商
業
學
校
、
第

二
高
等
小
愚
校
、
市
立
女
底
校
、
比
治

山
猶
御
便
殿
、
大
本
営
趾
、
田
村
工
業

會
枇
の
参
拝
蜆
察
を
終
へ
午
後
七
時
よ

り
大
華
棲
に
於
げ
る
松
坂
廣
島
市
會
議

長
招
待
晩
餐
會
に
臨
み
第
一
日
の
日
程

゜

を
終
る

一
月
八
日
午
前
九
時
市
磨

第

二

日

十

舎
出
装
宇
品
錦
華
人
絹
工
場
建
設
地
を

親
察
し
た
る
の
ち
市
螢
棧
棚
よ
り
玉
藻

丸
に
乖
船
、
陸
軍
運
楡
部
、
殿
島
港
を

親
察
し
瀬
戸
内
海
の
風
光
を
賞
し
つ
4

厳
島
に
向
ひ
途
中
須
屋
浦
中
に
て
紳
秘

的
な
る
御
烏
喰
式
を
行
ひ
甲
板
上
で
午

餐
を
と
も
に
し
午
後
一
時
厳
島
商
船
棧

橋
に
上
陸
厳
島
紳
祉
に
参
拝
し
午
後
一
―

時
二
十
分
よ
り
岩
惣
臨
渓
閣
に
於
い
て

村
井
艇
島
市
會
澗
議
長
議
長
席
に
つ
き

前
日
の
綾
議
を
宜
し
委
員
會
開
催
の
た

め
休
憩
を
宜
す
休
憩
中
夫
々
委
員
會
を

開
催
決
定
あ
り
午
後
一
一
一
時
二
十
三
分
よ

り
本
會
議
再
開
第
一
部
委
員
長
吉
本
高

知
市
會
議
長
、
第
一
一
部
委
員
長
大
平
揺

山
市
會
議
長
、
第
三
部
委
員
長
宇
和
川

松
山
市
會
議
長
よ
り
委
員
會
の
決
定
報

告
あ
り
各
案
共
委
員
長
報
告
通
り
可
決

さ
れ
更
ら
に
追
加
と
し
て
松
坂
巖
島
市

會
議
長
よ
り
高
等
小
愚
校
名
稲
改
稲
に

閲
す
る
件
の
提
案
説
明
あ
り
て
原
案
可

決
、
次
會
開
催
地
ほ
協
議
の
上
決
定
す

る
こ
と
4

な
り
松
坂
廣
島
市
會
議
長
よ

り
閉
會
の
挨
拶
あ
り
、
伊
藤
岡
山
市
會

ー
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中
國
四
國
市
會
議
長
會
議

議
長
一
同
を
代
表
し
て
謝
僻
を
述
べ
午

後
四
時
十
五
分
會
議
日
程
を
全
く
終
了

と
同
ほ
秋
光
深
き
大
元
公
園
、
大
聖
一

院
、
紅
葉
谷
公
園
を
逍
遥
観
裳
し
午
後
一

六
時
よ
り
岩
惣
大
廣
間
に
於
け
る
伊
藤

市
長
招
待
の
晩
餐
會
に
臨
み
午
後
八
時

解
散
し
た
。

尚
會
議
の
議
決
事
項
並
に
出
席
者
氏
名

左
の
如
く
で
あ
る
。

議

決

事

項

一
、
市
會
々
議
規
則
市
會
傍
聴
人
取

締
規
則
及
市
参
事
會
委
任
事
項
交
換

1

件
（
岡
山
市
會
議
長
提
出
修
正
可

決）
一
、
議
決
機
闊
向
上
二
闘
ス
ル
件
（
高

知
市
會
同
上
、
修
正
可
決
）

一
、
憔
業
櫂
ヲ
牧
用
玄
得
ル
橡
土
地
牧

用
法
改
正
方
要
菌
ノ
件
（
丸
醜
市
同

し
上
、
原
案
可
決
）

一
、
市
町
村
會
議
員
優
遇
二
闘
ス
ル
件

（
山
口
市
會
議
長
同
上
修
正
可
決
）

一
、
汚
物
掃
除
費
―
—
蜀
シ
國
庫
補
助
金

交
附
方
要
瞬
ノ
件
（
松
江
市
會
談
長

同
上
、
原
案
可
決
）
．

一
、
市
制
第
百
六
十
七
條
中
改
玉
二
闊

ス
ル
件
(
-
翻
山
市
會
議
長
同
上
、
原

案
可
決
）

一
、
市
内
國
道
及
府
縣
道
管
理
方
法
改

正
―
—
闊
ス
ル
件
（
殷
島
市
會
議
長
同

上
、
原
案
可
決
）

一
、
國
有
土
地
、
家
屋
、
物
件
二
蜀
ス

ル
租
税
相
常
額
ヲ
所
在
地
方
自
治
整

ニ
交
附
方
要
菌
／
件
（
同
上
、
原
案

可
決
）
｀
ヽ

一
、
各
市
二
特
設
消
防
署
設
置
方
要
菌

ノ
件
（
同
上
、
原
案
可
決
）
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の
勘
に
於
い
て
将
又
特
色
あ
る
製
品
と

し
て
斯
界
に
是
認
せ
ら
れ
て
居
る
結
果

第
に
外
な
ら
ぬ
°
而
し
て
之
を
換
言
す
れ

＝1-
ば
祉
會
一
般
が
メ
リ
ヤ
ス
事
業
の
有
利

種
＂
に
し
て
且
つ
特
色
あ
る
も
の
な
り
と
の

観
念
を
抱
く
に
至
れ
る
證
左
と
も
考
察

郵＇＂．
便
'

5

゜

物
せ
ら
れ
る

認
／
殊
に
一
般
人
士
の
生
活
が
向
上
し
婦
女

可

子
の
如
き
も
其
の
衣
服
歌
風
化
せ
る
も

の
激
壻
せ
る
結
果
其
の
下
着
に
叉
其
の

衣
服
の
一
部
に
高
級
化
せ
る
メ
リ
ヤ
ス

編
布
を
多
く
用
ひ
る
様
に
な
つ
て
来

こ。
中
‘而
し
て
l

般
消
費
者
に
人
造
絹
絲
ほ
洗

濯
及
酎
久
力
等
の
勁
に
於
い
て
糎
滴
的

猿
賓
用
化
さ
れ
た
り
と
の
信
念
が
普
及
徹

底
せ
ら
れ
つ
ト
あ
る
に
比
例
し
て
人
絹

メ
リ
ヤ
ス
も
其
の
廊
用
範
園
を
搬
大
し

島
璽
壻
加
す
る
に
至
る
べ
き
ほ
火
を
看

る
よ
り
も
瞭
か
で
あ
る
。

ょ
特
に
人
絹
ほ
其
の
性
質
の
然
ら
し
む

廿
．
る
慮
よ
り
メ
リ
ヤ
ス
に
適
し
且
つ
其
の

製
造
に
於
い
て
本
市
の
湯
揺
度
の
菱
化

な
き
氣
候
ほ
製
品
の
優
艮
を
期
し
能
率

哨
4

の
壻
大
を
圏
る
上
に
極
め
て
適
切
な
る
稔

天
恵
あ
り
、
加
ふ
る
に
國
際
闊
係
の
上
、
；

か
ら
も
毛
よ
り
人
絹
に
、
綿
糸
よ
り
人
菊
そ
の
も
の
4

愛
よ
り
、
菊
花
が
皇
室

の
御
紋
章
で
あ
る
所
か
ら
期
せ
ず
し
て

絹
へ
の
轄
化
が
行
ほ
れ
殊
に
人
造
羊
毛

人
々
の
心
理
は
菊
花
に
向
ふ
様
に
な
っ

等
の
出
現
に
よ
り
釜
々
其
の
急
速
な
る

こ
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
従
つ
て
菊
の

昭
韓
化
運
動
が
行
ほ
れ
つ
ヽ
あ
る
際
人
絹

和
市
と
し
て
の
廣
島
市
、
人
絹
縣
と
し
て
ナ

八
の
廣
島
縣
ほ
、
其
の
原
料
を
求
め
る
上
趣
味
の
源
ほ
皇
室
か
ら
端
を
登
し
下
に

句
に
極
め
て
容
易
且
つ
格
安
な
る
勁
ほ
賓
及
ん
だ
も
の
で
あ
っ
て
平
安
朝
時
代
に

に
人
絹
を
原
料
と
す
る
メ
リ
ヤ
ス
工
業
は
菊
に
闊
す
る
和
歌
も
見
え
て
居
り
菊

十
一
月
の
幸
ひ
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

合
せ
も
行
ほ
れ
て
ゐ
た
菊
合
せ
と
ほ

帝
の
御
前
に
新
花
を
持
ち
寄
り
そ
れ
に

二
•
以
上
の
諸
事
情
を
綜
合
瞼
討
す
れ
ば

本
市
の
斯
業
は
今
後
に
於
い
て
こ
そ
本

十

歌
を
添
へ
て
優
劣
を
競
ふ
た
も
の
で
今

五

の
菊
花
品
評
會
の
濫
崩
で
あ
る
そ
し
て

格
的
装
逹
を
遂
げ
る
べ
き
も
の
で
あ
り

吾
人
に
一
大
命
題
を
投
げ
か
く
る
新
規

日

事
業
と
し
て
其
の
衰
展
ほ
期
し
て
待
つ
菊
花
が
宮
中
の
御
紋
章
と
な
っ
た
の
ほ

ペ
き
も
の
が
あ
ら
う
0

'

足
利
時
代
か
ら
ら
し
く
そ
れ
以
前
天
智

“冬

菊
花
の
観
賞
ほ
い
つ
ご
ろ
か
ら
初
ま
つ

た
か
？
奈
良
朝
の
末
期
か
ら
平
安
朝
の

初
め
頃
で
、
今
か
ら
約
一
千
年
の
昔
で

あ
る
、
そ
し
て
幾
多
の
愛
逃
を
辿
り
想

川
の
枇
と
な
り
太
平
が
績
き
著
し
く
種

類
の
増
加
を
来
し
明
治
維
新
と
な
り
盆

盆
盛
ん
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
°
菊
ほ

天
皇
の
御
代
な
ど
の
説
も
あ
る
様
で
あ

る
が
お
そ
ら
く
喪
相
莱
で
は
な
い
か
と

信
ぜ
ら
れ
る
か
く
考
へ
来
れ
ば
百
花
に

殿
し
て
晩
秋
、
節
を
保
つ
菊
は
や
が
て

皇
室
の
象
徽
で
あ
る
と
共
に
ま
こ
と
に

日
本
闊
民
性
の
象
徽
と
し
て
我
々
ほ
益

々
菊
花
観
賞
の
趣
味
を
普
及
し
そ
の
栽

培
を
盛
ん
に
し
大
い
に
意
義
あ
ら
し
め

た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
栽
培
せ
ら
れ
て
ゐ
る
小
菊
ほ
お
そ
ら

く
日
本
古
来
の
山
菊
を
改
良
せ
ら
れ
か

も
の
で
あ
ら
ふ
が
大
菊
ほ
支
那
の
原
湮

ら
し
い
我
闊
へ
ほ
支
那
の
唐
國
か
ち
五

種
類
の
菊
が
築
前
博
多
に
第
一
歩
を
印

し
そ
れ
が
直
ち
に
宮
廷
へ
植
ゑ
換
へ
ら

れ
た
も
の
~
如
く
で
あ
る
0

従
つ
て
現

在
の
大
菊
は
日
本
の
原
産
で
は
な
い
の

で
あ
る
が
今
で
は
全
然
日
本
趣
味
に
な

り
切
つ
て
ゐ
る
、
郎
ち
原
産
地
と
い
ふ

支
那
の
菊
と
日
本
の
菊
と
は
全
然
比
較

菊

の菊
は
支
那
よ
り
来
り
た
る
も
の
、

菊
の
趣
味
は
平
安
朝
頃
か
ら
ー
ー
、

来

歴

廣

島

市

宇
和
島
市

高

知

市

飽

島

市

鳥

取

市

米

子

市

三
四
1

――

一
、
市
會
議
員
徽
章
統
制
＿
＿
闊
ス
ル
‘
件

畠
道
市
會
議
長
同
上
、
原
案
可
決
）

一
、
〗
高
等
小
學
校
名
稲
改
稲
要
望
ノ
件

（
廣
島
市
會
議
長
同
上
、
原
案
可
決
）
金
百
八
拾
或
闘
拾
錢

一

、

市

會

議

員

選

興

ヂ

ノ

供

託

金

還

付

二

豊

田

郡

木

ノ

江

町

闊

ス

ル

件

（

高

知

市

會

議

長

同

上

、

金

百

八

拾

闘

七

拾

八

錢

口

安
佐
郡
八
木
村
[

原

案

保

留

）

●

金
百
七
拾
九
闘
拾
四
錢

各

市

出

席

者

乍

一

＂

賀

茂

郡

川

上

村

，

＾

,1 

臭

市

副

議

長

若

山

書
記
長
出
本
榮
金
百
七
拾
参
闘
八
拾
五
錢

三
篠
町
中
原
上
山
手

尾
道
市
議
長
―
-
＿
宅
要
次
郎

書

記

坂

井

春

三

金

百

五

拾

武

闘

武

錢

山
縣
郡
壬
生
町

輻

山

市

議

長

大

平

要

太

郎

金
百
五
拾
岡
六
拾
四
錢

書

記

長

濱

本

浦

一

下

闊

市

副

議

長

中

島

勝

一

雙

＿

―

-

郡

三

良

坂

町

"

4

金

百

五

拾

圃

二

井

谷

総

助

[

5

萩

市

副

議

長

佐

伯

宇

槌

山
口
市
議
長
美
禰
専
介
〈
平
百
四
拾
参
闘
六
拾
唸
錢佐
伯
郡
中
村
．
r

書

記

宮

崎

ヰ

加

作

．

岡

山

市

議

長

伊

藤

好

良

金

百

四

拾

或

闘

六

拾

況

錢

書

記

清

水

正

輔

安

佐

郡

三

川

村

、

9

議
長
林
源
一
金
百
四
拾
闘
（
第
二
皿
分
）

議

長

中

島

琢

之

水

主

町

下

組

i
i

書
記
鈴
木
芳
馘
＾
心
百
訳
拾
六
闘
八
拾
九
錢

J"

議

長

萬

井

源

太

郎

安

佐

郡

原

村

」

談
長
坂
口
武
市
〈
裳
目
或
拾
参
闘
六
拾
五
錢

書

記

森

山

門

治

暉

鷹

匠

町

表

組

議
長
土
谷
迎
之
助
金
百
拾
七
闘
四
拾
武
錢
安
佐
郡
狩
小
川
村
＇

議

長

小

田

榮

次

副
議
長
亀
井
文
治
郎
金
百
拾
凹
岡
九
拾
五
錢

議

長

宇

和

川

濱

蔵

山

口

縣

玖

珂

郡

廣

瀬

村

書

記

湯

山

清

金

百

八

闘

拾

七

錢

豊
田
郡
川
源
村

議

長

光

藤

忠

太

郎

下
北
方

豊
田
郡
上
北
方
粗
合
村

書

記

合

田

正

明

議

長

森

本

兎

之

助

善

入

寺

議

長

吉

本

久

太

郎

佐

伯

郡

氷

内

村

副

議

長

立

石

一

輝

長

田

源

太

郎

書

記

角

一

良

昭

山

奥

兄

弟

商

會

議

長

松

坂

義

正

奥

田

哲

奨

[

.

副

議

長

村

井

林

市

賀

茂

郡

板

城

村

金
壼
百
闘

金
壼
百
闘

金
百
武
圃

金
穀
百
闘

金
百
参
闘

今

治

市

松丸高松

山憩松江

市市市市

津倉

山敷
市市

入、9, 9 4,'t9r 

怠

百

闘

、

古

川

幾

造

i

會

八

拾

六

闘

五

拾

五

錢

一

宇
品
町
南
部
中
組
}

今
冷 疇

三
四
二

に
な
ら
な
い
今
で
は
多
年
来
日
本
の
風

土
に
育
く
や
れ
日
本
で
の
特
殊
の
競
逹

を
遂
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
日
本
の

原
産
と
い
つ
て
差
支
へ
な
い
と
思
ふ
。

現
在
洋
菊
と
稲
す
る
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
t

ロ
ッ
パ
に
巖
が
つ
て
ゐ
る
菊
も
日
本
菊

の
系
統
で
あ
る
。

洋
菊
の
沿
革

今
日
日
本
菊
を
改
良
し
或
る
幽
に
於
い

て
ほ
、
日
本
菊
を
凌
ぐ
ま
で
に
登
逹
し

た
洋
菊
ほ
比
較
的
新
し
い
事
で
あ
る
、

一
七
八
九
年
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ピ
エ
ー

ル
、
ル
イ
プ
ラ
ン
カ
ー
ル
と
い
ふ
船
員

が
日
本
か
ら
「
古
代
紫
」
と
い
ふ
菊
を
持

ち
か
へ
り
。
ハ
リ
ー
で
紹
介
せ
ら
れ
常
時

裳
讃
を
博
し
た
そ
れ
が
初
ま
り
で
五
年

後
英
闊
で
温
室
栽
培
が
初
め
ら
れ
其
後

東
印
會
祉
の
航
路
を
利
用
し
て
十
七
年

問
に
亙
り
敷
十
種
を
持
ち
か
へ
っ
た
が

其
の
間
中
途
赤
道
を
紐
由
す
る
闊
係
上

損
傷
す
る
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
越
へ

て
千
八
百
二
十
五
年
最
初
の
菊
の
展
覧

會
が
開
か
れ
こ
れ
が
全
英
國
に
流
行
の

端
を
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
千

八
百
二
十
七
年
賓
生
に
成
功
し
日
本
か

ら
の
移
入
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
°
斯

く
し
て
逍
程
を
辿
り
現
在
に
於
け
る
洋

菊
は
厚
物
が
多
く
ア
ネ
モ
ノ
咲
き
、
ボ

レ
／
＼
咲
ぎ
な
ど
全
盛
を
極
め
源
物
は

少
な
い
要
ほ
こ
つ
て
り
と
濃
艶
豊
満
の

趣
を
極
め
る
も
の
が
賞
揚
せ
ら
れ
て
ゐ

る
か
ら
日
本
菊
と
其
の
観
賞
要
訥
に
差

が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

羅
屋
に
於
て
開
か
れ
た
菊
花
大
會

大
菊
二
等
入
裳
肺
殿
の
光
り

作

者

石

村

初

次

氏

金
或
百
岡

．．
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金
六
百
参
拾
闘
六
拾
錢
＂鐵
砲
町
中
甲
組

金
六
百
拾
六
岡
九
拾
五
錢
．
‘
＾

段
原
町
比
治
山

制

札

一

ヶ

所

’

指
定
寄
附
＇
．

金
六
百
岡

故
濱
田
マ
サ
弟

谷
川
勝
太
郎

金
五
百
八
拾
六
闘
五
拾
錢

璽
El

町
東
二
丁
目

金
四
百
六
拾
四
闘
五
拾
錢

観
音
町
西
二
丁
目

金
参
百
六
拾
六
闘
四
拾
錢

・

、

吉

島

町

下

組

金
参
百
四
拾
八
闘
六
拾
五
錢

三
篠
町
東
側
二
丁
目

金

参

百

四

拾

闘

金

渥

町

金
参
百
四
拾
闘
仁
保
町
淵
椅

金
参
百
参
拾
式
闘
六
拾
錢

襲
―
―
一
郡
十

H
市
町

金
参
百
拾
九
闘
参
拾
五
錢
．
．

'

廣

瀬

町

元

町

組

金
参
百
茸
闘
九
拾
五
錢輻
島
町
本
通
鹿
：
・

金
参
百
闘
廣
島
合
同
貯
指
銀
行

金

参

百

闘

丸

佐

哭

服

店

金
武
百
九
拾
五
闘
八
拾
武
錢
．
・

山
縣
郡
加
計
町

金
或
百
六
拾
八
闘
五
拾
錢
佐
伯
郡
大
野
村

金
武
百
五
拾
五
闘
九
拾
錢八
丁
堀
上
組

金
武
百
四
拾
八
闘
安
蘇
郡
熊
野
町

金
武
百
参
拾
八
闘
四
拾
六
錢

安
佐
郡
甑
園
村

金
式
百
或
拾
参
圃
拾
錢
猥
屋
町
東
謳
』

金
武
百
拾
六
闘
六
拾
錢
草
津
町
東
組

井
束
茂
兵
衛
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日五十二月一十年八和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第
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日五十二月—十年八和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第

ー

の
で
あ
る
こ
と
を
滋
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
母
親
ほ
先
生
の
位
置

に
立
つ
て
ほ
な
ら
な
い
の
で
す
、
全
く

子
供
と
同
じ
立
場
に
立
つ
て
共
に
受
瞼

す
る
心
持
で
子
供
を
見
て
や
る
こ
と
が

大
切
で
す
だ
か
ら
子
供
の
答
へ
が
違
っ

て
も
が
み

l
＼
叱
っ
た
り
、
叉
ほ
子
供

が
出
来
な
い
事
を
嘆
い
た
り
し
て
ほ
い

け
ま
せ
ん
と
申
す
の
ほ
母
が
先
生
の
捺

な
態
度
に
出
ま
す
と
子
供
は
す
ぐ
學
校

の
先
生
を
か
つ
ぎ
出
し
そ
れ
で
も
先
生

ほ
お
母
さ
ん
の
様
に
ほ
敦
へ
な
い
と
か

何
と
か
反
抗
的
態
度
に
出
て
し
ま
ひ
に

ほ
母
子
が
喧
嘩
し
て
し
ま
つ
て
準
備
が

お
ぢ
ゃ
ん
と
な
り
我
子
ほ
家
で
数
へ
ら

れ
な
い
と
云
ふ
親
の
嘆
腺
と
な
つ
て
し

ま
ひ
ま
す
。
で
す
か
ら
母
ほ
子
供
の
立

場
に
立
つ
て
子
供
を
助
け
子
供
監
反
省

さ
せ
子
供
自
身
で
自
然
に
正
し
き
知
識

を
牧
得
す
る
様
に
傍
か
ら
進
め
て
や
れ

ば
其
れ
で
十
分
だ
と
思
ひ
ま
す
、
換
言

す
れ
ば
親
子
一
臆
の
生
活
の
中
に
受
験

準
備
が
織
り
込
ま
れ
て
あ
り
ま
す
事
が

最
も
菌
ま
し
い
家
庭
数
育
で
す
。

例
へ
ば
入
學
試
験
の
準
備
数
育
で
も

學
校
数
育
を
其
儘
家
庭
に
持
ち
込
み
ま

す
事
は
私
共
は
良
法
と
は
思
は
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。

又
此
母
子
一
整
の
準
備
敬
育
を
や
り

ま
す
と
、
子
供
が
入
愚
試
験
に
失
敗
し

ま
し
て
も
、
従
来
の
他
人
任
せ
の
と
ほ

根
本
的
に
考
へ
方
が
違
つ
て
参
る
筈
で

す
、
母
ほ
子
と
共
に
勉
強
す
る
事
に
よ

つ
て
子
供
の
苦
心
を
其
の
臆
力
も
愚
カ

も
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
ら
子
供
に

到
す
る
同
情
心
ほ
静
か
に
子
供
に
向
ふ

べ
き
他
の
方
向
を
考
へ
て
や
り
倒
れ
た

子
供
を
立
て
直
す
べ
く
努
力
す
る
力
と

な
っ
て
参
り
ま
す
0

人
生
ほ
學
校
敬
育

ま

へ

が

}

[

日
本
領
有
後
僅
に
四
十
年
、
不
断
の

拮
据
経
螢
に
よ
っ
て
、
マ
ラ
リ
ヤ
と
生

蕃
を
謳
逐
し
、
天
票
の
風
貌
た
る
常
夏

の
蓋
莱
島
に
還
元
し
更
に
磨
き
を
か
け

て
、
新
興
日
本
の
南
の
生
命
線
と
し

て
、
文
字
通
り
泰
然
と
し
て
霊
き
を
な

せ
る
豪
潤
、
そ
れ
ほ
亦
わ
が
廣
島
市
の

産
業
純
済
と
緊
密
不
菌
の
聯
繋
を
保
ち

更
に
維
持
せ
ん
と
し
つ
4

あ
る
。

廣
島
市
よ
り
豪
澱
に
賣
り
込
む
物
資

年
額
約
賦
酉
五
萬
圃
、
豪
澱
よ
り
殷
島

市
が
買
ふ
も
の
約
百
七
十
萬
圃
、
依
て

以
て
前
言
を
裏
書
す
る
に
足
る
。

け
れ
ど
も
、
生
窟
都
市
と
し
て
将
宋

を
約
束
さ
れ
る
事
が
ま
さ
に
劃
期
的
で

あ
り
、
半
面
、
戸
口
の
驚
粟
的
壻
加
率

に
よ
っ
て
益
々
消
費
物
資
の
壻
加
を
豫

見
せ
ら
れ
つ
4

あ
る
わ
が
脚
島
市
と
し

て
ほ
、
よ
り
多
く
豪
彎
に
賣
り
、
よ
り

多
く
豪
湾
か
ら
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
物
資

の
多
く
を
見
出
す
。

見
本
市
の
開
催
、
豪
彎
廣
島
貿
易
脇

會
の
設
立
等
ほ
、
前
者
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
潤
糖
移
入
港
指
定
、
芭

蕉
賓
荷
受
所
の
設
置
等
ほ
、
後
者
を
指

標
と
す
る
意
杜
の
一
端
の
現
ほ
れ
で
あ

り
、
豪
澱
廣
島
縣
物
査
協
會
ほ
雨
者
ニ

つ
な
が
ら
の
成
果
を
目
論
ん
だ
楔
で
あ

る。私
逹
は
、
よ
り
多
く
賣
り
込
む
こ
と

を
目
的
と
し
た
見
本
市
開
催
の
た
め
、

十
月
五
日
正
午
門
司
出
帆
の
近
海
郵
船

吉
野
丸
に
投
じ
た
。
豪
北
、
豪
南
雨
市

の
見
本
市
、
其
他
主
要
都
市
の
純
涜
事

情
親
察
の
た
め
、
西
部
濠
潤
を
南
北
す

る
こ
と
約
二
十
日
間
、
十
月
二
十
八
日

早
朝
再
び
闊
門
海
峡
に
輝
り
つ
い
た
の

で
あ
っ
た
。

「
場市費消
-

‘’ 

l, 

棗

-
回ー第

一--

ー
と
し

て

見

た
濶

の

輪

廓

だ
け
が
其
基
礎
の
全
貌
で
は
あ
り
ま
せ

v
o
 

ー
入
愚
試
瞼
に
失
敗
し
た
事
ほ
只
一
時

の
残
念
さ
を
物
語
る
だ
け
で
立
身
出
世

の
道
が
閉
さ
れ
た
事
で
ほ
あ
り
ま
せ
ん

子
供
に
鍵
の
力
な
く
し
て
椀
倖
に
入
學

試
験
に
か
A

つ
て
も
其
れ
ほ
子
供
に
と

つ
て
幸
顧
で
無
い
事
も
わ
か
り
叉
入
學

試
験
に
失
敗
し
て
も
其
失
敗
に
よ
っ
て

栂
と
共
に
蒋
装
す
れ
ば
寧
ろ
其
失
敗
が

他
日
の
成
功
を
齋
す
源
と
な
る
も
の
で

あ
る
と
云
ふ
事
も
わ
か
つ
て
参
り
ま
す

そ
れ
等
の
事
ほ
我
子
の
家
庭
数
育
に
興

剣
さ
を
持
つ
母
な
れ
ば
自
然
に
覺
り
得

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
か
A

る
理
解
あ

る
母
に
由
つ
て
家
庭
で
守
ら
る

A子
供

ほ
幸
で
あ
り
母
も
亦
子
供
に
よ
つ
て
幸

瓢
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
°
私
ほ
母
に
よ

つ
て
な
さ
る
べ
き
準
備
数
育
と
し
ま
し

た
け
れ
ど
、
家
庭
に
於
け
る
準
備
数
育

ほ
母
の
代
り
に
父
が
置
か
れ
る
場
合
で

も
何
等
母
の
敦
育
と
違
っ
た
所
が
な
い

と
思
ひ
ま
す
。
以
上
思
ひ
つ
き
ま
し
た

事
を
申
述
べ
ま
し
て
今
準
備
に
忙
殺
さ

れ
て
居
ら
れ
ま
す
兒
窒
の
御
家
庭
の
方

々
に
何
等
か
の
参
考
に
供
し
ま
す
。

ー

零

’
 

入
學
試
験
準
備
と
家
庭
教
育

今

掘

友

市

尋
常
六
年
生
の
兒
童
を
御
家
庭
に
お
歩
、
尋
常
一
年
生
の
時
か
ら
此
の
準
備

持
ち
の
方
で
ほ
近
頃
ほ
入
學
試
験
の
準
数
育
を
家
庭
で
施
す
こ
と
で
あ
り
ま

備
に
と
忙
殺
さ
れ
て
居
る
愛
兒
を
見
す
。
か
く
申
す
と
其
ん
な
こ
と
興
平
御

て
、
い
と
し
い
感
情
に
満
さ
れ
て
居
ら
免
だ
、
尋
常
六
年
の
一
ヶ
年
丈
で
も
御

れ
る
事
と
思
ひ
ま
す
。
小
學
校
の
先
生
免
蒙
り
た
い
も
の
を
と
申
さ
れ
ま
せ
う

方
が
準
備
し
て
く
だ
さ
る
と
、
く
だ
さ
が
私
の
云
ふ
準
備
敬
育
は
そ
ん
な
も
の

ら
ぬ
と
に
闊
ら
ず
上
級
學
校
が
抽
鍛
で
で
ほ
あ
り
ま
せ
ん
。
証
に
兒
章
が
小
駆

入
昂
を
許
可
し
て
く
れ
な
い
限
り
、
口
校
に
上
り
ま
す
れ
ば
我
子
が
其
の
堕
格

答
で
も
箪
答
で
も
兎
に
角
競
争
試
験
が
に
於
て
又
其
脳
力
に
於
て
叉
技
術
に
於

あ
り
ま
す
か
ら
兒
章
に
出
来
る
だ
け
の
て
他
の
兒
蛮
な
り
ど
の
位
劣
つ
て
居
り

準
備
を
し
て
や
つ
て
目
擦
と
す
る
學
校
ま
す
か
す
ぐ
解
り
ま
す
こ
の
劣
つ
て
ゐ

に
兒
章
を
入
學
さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
る
勁
を
見
ま
す
れ
ば
親
と
し
て
ど
う
し

ふ
の
が
親
の
情
だ
と
思
ひ
ま
す
。
て
も
其
劣
つ
て
ゐ
る
幽
に
就
て
注
意
し

私
共
ほ
朝
早
く
又
夜
迦
く
幼
い
兒
童
そ
れ
を
補
つ
て
や
る
氣
持
に
な
る
の
が

が
大
き
な
「
カ
バ
ン
」
を
肩
に
歩
い
て
居
常
然
で
す
°
急
が
ず
騒
が
ず
日
々
少
し

る
姿
を
見
ま
す
と
腱
に
い
ぢ
ら
し
い
氣
づ
4
我
子
に
力
づ
け
て
や
り
ま
し
て
尋

持
に
打
た
れ
ま
し
て
、
覺
え
ず
目
が
熱
常
六
年
生
に
な
る
間
に
、
其
劣
つ
て
ゐ

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
一
面
か
ら
考
へ
る
骰
力
脳
力
を
引
き
伸
ば
し
て
や
る
こ

ま
す
と
、
や
ほ
り
人
生
は
生
存
競
争
の
と
に
心
掛
け
る
事
で
す
°
六
ヶ
年
の
歳

圏
外
に
出
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
月
を
か
け
ま
す
れ
ば
其
れ
は
決
し
て
不

此
競
華
に
勝
利
を
得
ま
す
為
め
に
努
力
可
能
な
こ
と
で
ほ
あ
り
ま
せ
ん
。

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
0

其
れ
例
へ
ば
一
日
に
半
時
間
乃
至
一
時
間

故
世
の
親
逹
ほ
可
愛
い
子
を
苦
し
め
て
兒
蛮
を
母
の
膝
元
で
勉
強
さ
せ
ま
す
と

も
其
子
供
さ
ん
に
勝
利
を
得
さ
せ
た
い
共
に
其
身
陵
の
朕
態
を
見
て
や
る
事
で

と
の
念
慮
で
胸
一
。
ハ
イ
だ
と
存
じ
ま
す
°
若
し
毎
日
半
時
間
母
が
子
供
の
勉

す
°
其
慮
で
私
ほ
親
御
さ
ん
逹
に
ほ
相
強
を
管
理
し
て
や
り
ま
す
と
、
六
ヶ
年

談
が
あ
り
ま
す
°
此
の
可
愛
い
子
を
そ
間
に
概
算
一
千
八
十
時
間
子
供
の
敬
育

ん
な
に
苦
し
め
ず
に
我
子
を
賢
く
又
よ
を
母
の
手
で
行
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＜
勉
強
す
る
子
に
育
て
あ
げ
ま
す
方
法
此
の
時
間
ほ
尋
常
六
年
の
時
一
年
中
日

が
無
い
の
で
あ
り
ま
せ
う
か
、
其
れ
が
に
一
一
一
時
間
づ
ゞ
母
が
準
備
敬
育
を
や
っ

有
り
ま
す
れ
ば
世
の
中
で
申
す
試
瞼
地
て
や
る
事
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ど

獄
等
と
稲
へ
る
む
ご
た
ら
し
い
事
件
ほ
ん
な
に
忙
が
し
い
お
母
さ
ん
で
も
日
に

起
ら
な
い
で
す
む
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
平
均
半
時
間
や
一
時
間
位
の
時
間
を
大

°

切

な

子

供

の

為

に

御

使

ひ

に

な

る

こ

と

F
2
r
、
私
の
考
へ
て
居
り
ま
す
最
も
良
い
方
が
出
来
な
い
筈
ほ
あ
り
ま
せ
ん
。
又
か

法
ほ
子
供
が
小
墨
校
に
参
り
ま
す
初
一
か
る
短
時
間
の
勉
強
で
子
供
が
苦
し
む

―――― 

―
―
―
―
―
 

わ
け
の
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
°
此
の
常

住
の
母
の
注
意
に
よ
っ
て
我
子
の
劣
つ

て
ゐ
る
黙
を
六
ヶ
年
か
4

つ
て
補
ふ
こ

と
ほ
容
易
に
出
来
る
と
思
び
ま
す
か
く

す
れ
ば
何
に
も
尋
常
六
年
に
な
つ
て
負

搬
の
重
い
準
備
数
育
を
施
さ
な
く
と
も

子
供
を
目
的
と
す
る
躾
校
に
入
昂
せ
し

め
る
事
が
出
来
る
と
信
じ
ま
す
。

し
か
し
多
く
の
親
逹
ほ
其
様
な
方
法

ほ
今
更
敬
へ
ら
れ
て
も
致
し
方
が
無
い

子
供
ほ
尋
常
六
年
生
だ
入
學
試
験
ほ
目

の
前
に
あ
る
今
火
が
つ
い
て
ゐ
る
の
だ

か
ら
今
直
ち
に
有
効
な
良
策
を
ど
求
め

ら
れ
る
と
思
ひ
ま
す
、
．
其
れ
に
ほ
今
か

ら
で
も
よ
ろ
し
い
、
千
供
の
勉
強
振
り

を
し
つ
か
り
と
見
て
や
る
事
が
私
ほ
良

策
だ
と
思
ひ
ま
す
、
思
校
で
先
生
が
敬

へ
て
く
だ
さ
る
時
間
ほ
學
校
に
お
任
せ

し
て
家
庭
で
ほ
母
が
直
接
に
子
供
の
勉

強
振
り
と
其
の
健
康
朕
況
と
を
見
て
や

る
の
で
す
、
學
校
の
先
生
が
熱
心
に
敬

へ
て
く
だ
さ
つ
て
も
何
分
多
敷
の
兒
童

を
同
時
に
見
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
我
子

だ
け
を
特
別
に
他
生
よ
り
良
く
出
来
る

様
に
と
導
い
て
頂
く
こ
と
ほ
出
来
ま
せ

ん
、
其
上
先
生
任
せ
で
あ
り
ま
す
と
、

兎
角
親
ほ
我
子
を
慾
目
で
見
て
居
り
ま

す
か
ら
或
る
科
目
の
答
案
で
も
優
れ
た

も
の
を
見
ま
す
と
直
ち
に
我
子
が
他
生

よ
り
優
れ
る
も
の
と
想
像
し
て
安
肺
し

て
居
ら
れ
ま
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
、

之
が
一
番
禁
物
で
す
一
人
に
一
人
の
先

生
が
つ
い
て
行
ふ
準
備
敬
育
が
最
も
有

効
な
方
法
で
す
此
の
意
味
に
於
て
學
校

以
外
の
時
ほ
成
る
べ
く
家
庭
で
子
供
を

母
の
膝
元
に
於
て
見
守
る
様
に
す
る
の

が
良
い
準
備
で
す
、
兒
章
の
す
る
計
算

や
兒
童
の
す
る
書
取
を
見
て
や
る
の
で

す
、
何
に
も
雛
か
し
い
事
を
敬
へ
な
く

三
四
五

今
回
の
見
本
市
ほ
、
豪
北
が
四
回
目

豪
南
が
二
回
目
で
あ
っ
た
、
豫
期
ぜ
ざ

る
若
干
の
障
害
の
た
め
、
見
本
市
の
成

績
に
つ
い
て
ほ
、
自
然
若
干
の
危
虞
を

抱
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
祀
憂
に
終

り
、
向
ふ
一
ヶ
月
間
に
最
少
限
度
約
十

五
萬
圃
の
新
規
取
引
開
始
の
見
極
め
を

つ
け
得
た
。
大
成
功
と
ほ
言
へ
な
い
だ

ら
う
。
け
れ
ど
も
、
一
歩
前
進
で
ほ
あ

る。見
本
市
の
情
況
を
報
告
す
る
の
が
、

本
稽
の
目
的
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ

の
前
に
、
今
更
こ
と
新
し
い
こ
と
で
も

な
い
け
れ
ど
も
、
豪
澱
の
最
近
：
•
•
主

と
し
て
産
業
闊
係
…
．
に
開
す
る
記
述

を
許
さ
れ
た
い
。

人
口
の
分
布

豪
聰
と
の
商
取
引
、
就
中
移
出
貿
易

を
開
始
す
る
に
営
り
、
在
豪
内
地
人
を

相
手
と
す
る
か
、
又
ほ
、
本
島
人
を
目

標
と
す
る
か
ほ
、
先
決
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
に
應
じ
て
、
品
質
、
意
匠
其
の
他

取
引
要
件
を
決
定
す
べ
き
は
言
ふ
ま
で

も
な
い
。

豪
彎
の
現
住
人
口
ほ
、
約
四
百
八
十

萬
人
で
あ
る
。
こ
の
内

本

島

人

四

四

三

萬

人

内

地

人

＇

二

四

萬

人

生

蕃

人

九

萬

人

外

國

人

四

萬

人

と
云
ふ
雑
居
で
あ
る
0

外
園
人
と
あ
る

も
そ
れ
ほ
殆
ん
ど
中
華
民
國
人
で
、
か

く
観
察
す
れ
ば
、
所
謂
支
那
風
の
生
活

を
管
む
者
が
九

0
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
ゐ
る
繹
で
、
領
治
上
に
於
て
こ
そ
内

地
人
の
勢
力
圏
に
あ
り
と
ほ
言
へ
、
賓

生
活
の
主
流
は
、
支
那
系
統
に
よ
っ
て

聾
断
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
ほ
ね
ば
な
ら
な

い
。
（
以
下
次
琥
）

石
焼
籠
一
甜

新
天
地
、
一
川
町
、
竹
屋
町

金
御
幣
一
寮廣
島
縣
傷
痰
軍
人
會

廣
島
市
支
部
會
員
一
，
同
．

御

紳

鏡

一

寮

同

痰
錢
箱
一
個
國
泰
寺
町
雑
魚
場

芳
名
録
容
器
二
個
•
松
川
町

木
製
竪
燈
籠
一
鉗
鷹
匠
町
土
手
組

築
太
鼓
一
零
季

同釣
燈
籠
一
到
廣
島
傷
病
軍
人
戦
友
會

勅
諭
拝
受
五
十
年
記
念

時
局
栂
覧
會
協
賛
會

西

白

島

町

東

平

塚

町

水
主
町
下
、
中
組

癖
音
町
東
一
丁
目

鐵
他
町
中
甲
組

千
田
町
一
丁
目

三
篠
本
町
＝
＝
丁
目

皆
寅
町
西
上
組

長
崎
千
代
蔽
'
’

黒
川
典
一

いト ＇ 
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織

二
旋

同同同 l司同同同同・同

-]個
一
個

佐
伯
郡
上
水
内
村

金
六
圃
（
追
加
）
白
島
九
軒
町

金

五

闘

（

追

加

）

左

官

町

金

五

岡

小

鷹

狩

元

凱

金

参

闘

中

地

亀

太

郎

金
式
闘
（
追
加
）
國
泰
寺
町
雑
魚
場

金

武

闘

奥

平

徳

之

助

金
壼
闘
参
拾
錢
（
追
加
）

上
柳
河
内
．

大
王
西
組

――ー篠町

金

索

雙

追

加

）

銀

山

町

金

参

拾

錢

諷

加

）

壼

屋

町

小
計
金
素
萬
五
千
五
百
六
拾
九
闘

七
拾
四
錢

累
計
金
拾
五
萬
八
千
式
百
七
岡
五

拾
四
錢

其
後
物
品
寄
附
申
込
者
左
の
如
し

東
京
檜
山
錦
光

廣
島
濱
野
茂

石
玉
垣
四
十
九
間

猿
柴
町
西
組

白
島
九
軒
町

？
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と
も
よ
い
、
尋
常
四
年
五
年
六
年
の
数

科
書
を
復
習
す
る
子
供
を
見
て
や
り
、

其
の
子
供
の
す
る
事
が
正
し
い
か
正
し

く
な
い
か
子
供
に
よ
く
反
省
せ
し
め
て

正
確
な
復
習
を
子
供
が
す
る
裸
に
注
意

し
て
や
れ
ば
よ
い
の
で
す
、
子
供
に
文

字
を
書
か
し
て
見
て
其
れ
が
敬
科
書
の

文
字
と
違
つ
て
居
ら
ぬ
か
比
較
し
て
や

れ
ば
よ
い
の
で
す
、
こ
う
し
て
子
供
を

見
守
る
母
の
敬
育
ほ
最
も
よ
い
教
育
で

あ
り
、
叉
母
程
箕
網
に
我
子
を
良
い
學

校
に
入
學
さ
せ
た
い
と
思
ふ
人
ほ
な
い

の
で
す
か
ら
本
常
に
熱
あ
る
敬
育
が
出

来
る
の
で
す
、
此
母
の
準
備
数
育
ほ
一

時
的
だ
と
し
て
も
や
ほ
り
有
効
な
も
の

で
す
、
母
が
子
供
と
一
臆
と
な
っ
て
入

學
試
験
を
受
け
る
つ
も
り
で
共
に
勉
強

し
て
や
り
ま
す
れ
ば
其
間
に
子
供
の
學

力
も
臆
力
も
わ
か
つ
て
参
り
ま
す
か
ら

其
準
備
が
効
果
的
で
あ
る
と
共
に
子
供

に
無
理
な
註
文
を
出
す
様
な
こ
と
を
避

け
る
事
も
出
来
ま
す
し
、
子
供
の
方
で

も
親
に
盟
裁
を
作
っ
て
過
大
な
菌
み
を

出
し
て
無
謀
な
競
争
心
に
か
ら
れ
る
こ

と
も
無
い
の
で
す
、
従
つ
て
入
學
試
験

に
失
敗
し
て
も
親
子
一
臆
と
な
つ
て
居

り
ま
す
れ
ぽ
慰
め
ら
れ
る
事
が
多
い
と

思
ひ
ま
す
其
れ
を
考
へ
ず
に
準
備
を
全

く
他
人
任
せ
先
生
任
せ
に
し
て
お
き
ま

す
れ
ば
特
別
に
よ
い
脳
力
を
持
つ
て
ゐ

る
子
供
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
普
通
の
子
供

で
は
子
供
も
親
も
共
に
不
安
で
あ
り
不

確
か
で
あ
り
、
其
上
不
成
功
に
野
す
る

奮
も
甚
だ
し
く
成
功
せ
る
他
生
を
羨

み
甚
だ
し
い
人
に
な
る
と
準
備
し
て
く

れ
た
先
生
を
怨
み
恩
を
仇
で
報
ず
様
な

心
を
起
す
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

母
親
の
準
備
数
育
ほ
學
校
の
先
生
の

も
の
と
ほ
全
々
其
立
場
を
異
に
せ
る
も

金

壼

百

闘

新

見

久

太

郎

金

壼

百

闘

望

月

圭

介

金

翌

百

闘

畑

蕎

郎

ュ

金
壼
百
闘
廣
島
織
物
雑
貨
卸
商
組
合
i

金
登
百
闘
野
村
證
券
株
式
會
社
廣
島
支
店
i

金

登

百

闘

笹

野

雄

太

郎

"

金

九

拾
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腐
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掌
電
信
兵
を
除
く
）
十
七
年
以
上
｛
．
自
大
正
二
年
十
一
面
竺
日
｝
出
生
の
者

機
闘
兵
、
看
陵
兵
、
主
計
兵
j

二
十
一
年
未
滴
至
大
正
六
年
十
二
月
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今
澤
山
空
い
て
居
り
ま
す

市
鬱
住
宅
を
利
用
下
さ
い

●
最
も
住
み
よ
い
住
宅
9
0

市
内
で
最
も
安
ぃ
住
宅
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活
‘軍

架

十
六
年
以
上

兵
｝
二
十
年
未
滴

航

空

十
五
年
以
上

兵
｝
十
七
年
未
滴

掌
電
信
兵
志
願
者
た
る
水
｝
十
五
年
以
上

兵

．

、

十

九

年

未

滴

□
自
大
正
四
墾
｀
一
一
月
―
―
-
H
ご
出
生
の
者

至
大
正
八
年
十
二
月
―

-
H

志
願
兵
採
用
員
敷

，
、
昭
和
九
年
度
愚
鎖
守
府
に
於
て
採
用
す
べ
き
海
軍
志
願
兵
羹

悶
旦
＿
奇
電
信
知
―
―
航
空
兵
一
機
閥
兵
一
軍
染
兵
一
看
護
兵
丁
王
計
兵
一

-
|
|
」
直
―
^
。
一
豆
き
。
一
―
写
一
塁

0□—
直

備

考
一
、
柿
鉄
採
用
を
行
ほ
ず

二
？
航
空
兵
に
し
て
海
軍
練
習
航
空
隊
に
入
賑
の
際
海
軍
志
願
兵
令
第
一
二
十
九
條
第
一
項
の
規

定
に
依
り
採
用
を
取
消
さ
れ
た
る
者
の
内
掌
電
信
兵
に
逃
す
と
認
む
る
者
は
告
逹
員
敷
に
不

拘
掌
電
信
兵
に
採
用
す
る
こ
と
を
得

盆
参
照
）
錮
守
府
司
令
長
官
ほ
志
願
兵
入
隅
に
際
し
疾
病
其
の
他
避
く
べ
か
ら
ざ
る
事
故
に
因

り
入
園
し
難
き
者
な
る
と
き
は
二
十
日
間
以
内
其
の
入
園
を
延
期
す
る
こ
と
を
得

二
、
志
願
者
の
年
齢

志
願
者
の
年
齢
ほ
各
兵
種
に
依
り
定
め
ら
れ
採
用
の
年
郎
ち
昭
和
九
年
十
二
月
一
日
現
在
で

計
算
す
る
も
の
で
詳
細
ほ
左
表
の
通
で
あ
る

旦一
計

昭
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年
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四
九

扉
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目
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目

皆

島 昔 入 田 原 賓

町

l
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島

北

町

町 町
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田

町

市
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住

宅

干

田

町

三

丁

目

千

町

麟
尽
畠
原
住

5

段

原

新

町

段

町

皆

賓

町

市

螢

住

宅

町
で

住

宅

名

稲

新

所

在

新
町
名
―
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地

奮

所

在

地

ョ
ル
市
螢
住
宅
所
在

， 

場

所

廣

島

六
、
願
書
の
提
出
期
限

廣
島
市
に
於
け
る
志
願
者
ほ
願
書
に
出
身
學
校
長
の
學
業
成
績
證
明
書
を
添
へ
昭
和
九
年
l

I
 

月
三
日
迄
に
市
役
所
兵
事
課
に
差
出
さ
れ
た
い

右
用
紙
並
に
海
軍
志
願
兵
の
栞
（
心
得
書
）
は
前
記
の
所
に
準
備
し
て
あ
る

七

、

注

意

事

項

（
イ
）
志
願
者
は
一
應
市
兵
事
課
に
出
頭
し
て
係
員
よ
り
諸
注
意
を
受
け
ら
れ
其
の
他
種
ぇ
懇

談
さ
る
4

が
便
利
で
あ
る

（
口
）
願
書
提
出
の
際
は
必
ず
志
願
者
自
身
持
参
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
．

（
ハ
）
締
切
期
日
以
後
は
一
切
願
書
を
受
付
け
な
い
か
ら
期
日
に
猶
豫
を
置
い
て
期
日
内
に
一

切
の
手
績
を
了
る
様
に
さ
れ
た
い

因
み
に
此
際
我
が
隈
島
市
在
住
者
よ
り
優
良
な
る
志
願
者
を
多
く
出
し
得
る
様
本
記
事
を
御
覧

に

な

っ

た

各

位

の

御

協

力

棚

誘

を

切

菌

し

て

止

ま

ぬ

次

第

で

あ

る

。

．

（
注
意
）（
一
）
胸
廓
披
張
は
深
呼
吸
で
胸
の
縮
張
す
る
程
度
を
核
査
す
る
の
で
、
披
張
時
と
縮
小
時
と

の
胸
間
の
差
が
多
い
程
良
い
。

(
―
-
）
活
抵
は
肺
に
一
杯
空
氣
を
吸
ひ
込
ん
で
之
を
吐
き
出
す
批
を
測
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の

獄
が
多
い
程
良
い
。

(
-
―
-
）
前
記
の
外
、
身
骸
懸
垂
と
い
ふ
検
査
が
あ
る
、
之
は
上
か
ら
吊
し
た
綱
を
片
手
で
握
リ

身
骸
を
ぶ
ら
さ
げ
、
五
秒
間
堪
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

右
各
項
は
、
深
呼
吸
や
練
習
で
或
程
度
迄
は
疲
逹
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

（
四
）
検
査
前
に
は
特
に
身
骰
を
大
切
に
し
な
い
と
、
一
時
的
の
故
樟
で
も
不
合
格
と
な
る

場
合
が
あ
る
。

（
五
）
検
査
の
前

H
に
は
入
浴
し
て
身
骸
を
椅
潔
に
し
、
耳
垢
を
と
り
、
鼻
孔
そ
＇
の
他
不
潔
に

な
り
易
い
所
は
、
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
六
）
衣
類
其
の
他
所
持
品
を
整
頓
す
る
た
め
風
呂
敷
を
携
帯
す
る
が
便
利
で
あ
る
。

四

、

學

術

試

験

學
術
試
瞼
の
科
目
、
程
度
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

掌
電
信
兵
、
航
空
兵
、
軍
柴
兵
志
｝

願
者
に
ほ
外
に
迦
性
検
査
を
加
ふ

科
目
ー
ー
讀
書
、
算
術
｛

程
度
|
ー
高
等
小
恩
校
卒
業
程
度

尚
ほ
試
験
成
績
の
外
に
諸
學
校
及
宵
年
訓
練
の
成
績
が
加
味
さ
る
4

か
ら
通

信
簿
、
宵
年
訓
練
手
帖
及
各
種
の
褒
賞
朕
を
有
す
る
者
は
必
ず
検
査
場
に
携

帯
し
て
徽
募
官
の
閲
覧
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

五
、
瞼
査
（
試
織
）
の
期
日
及
場
所十
七
日
｝
各
志
願
者
に
野
す
る
検
査
日
の
割
裳
は
1

一
月
上
旬

市
役
所
よ
り
各
志
願
者
宛
に
通
知
害
を
酸
送
す

昭
和
九
年
二
月
十
八
日

十
九
日

會

堂

公

期

日

備
考
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＝-n・
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1
1
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d
-
9
r

―
-
•
-
息

カ

各

眼

親

カ

呼
吸
耐
力
検
査
（
航
空
兵
の
み
）

呼
吸
保
留
（
秒
）

四
〇

蔵

競`カ
_
H
o
_
E
-

一
、
航
空
兵
志
願
者
の
規
格
は
表
に
示
す
如
く
、
少
し
程
度
が
高
く
な
っ
て
居
る

（
採
用
入
隊
の
際
は
更
に
一
般
兵
種
の
者
よ
リ
も
綿
密
な
身
骸
桧
査
が
あ
る
）

]
、
掌
電
信
兵
志
願
の
水
兵
、
軍
梁
兵
、
看
課
兵
及
主
計
兵
志
願
者
は
各
眼
説
カ

0
•
六
以
上
矯
正
規
カ
一
・0
以
上
な
ら
ば
合
格
す
る
こ
と
も
あ
る

二
、
主
計
兵
志
願
の
身
長
は
一
五
ニ
・

0
糎
迄
は
合
格
す
る
こ
と
も
あ
る
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岸
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梱
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謳

分

さ

的

場

町

岩

田

久

次

郎

議

三

篠

町

楠

木

岩

崎

大

次

郎

れ

一

維

侮

に

各

人

所

有

の

土

地

は

炭

＇

、

瀬

町

高

峙

芳

一

的

場

町

高

橋

倉

，

吉

勿

論

滸

路

河

川

堤

防

山

林

等

の

地

江

波

町

川

ー

村

久

吉

託

新

川

場

町

河

井

留

太

郎

形

地

祢

位

置

を

明

か

な

ら

し

む

る

閲翌．
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＝
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退廣＠
昭職島廣
和シ市島
八夕助市
廣年リ役告
島十奥示
市一久甲
長月 登第
二十一
伊十一七
藤四 月五
日二競
貞十
次四

日

報

0
廣
島
市
告
示
甲
第
一
七
六
競

道
路
工
事
受
益
者
負
据
規
程
第
十
三
條

ニ
依
リ
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
（
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
定
l
通
定

ム
昭
和
八
年
十
一
月
二
十
四
日

殿

島

市

長

伊

藤

貞

次

懃
一
、
受
盆
者
負
捩
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
道
路
改
築
工
事

烏
第
三
十
一
競
観
船
橋
通
及
常
該
道
路

維
持
上
必
要
ナ
ル
施
設

二
、
工
事
着
手
年
月
日

1

昭
和
八
年
十
一
月
二
十
七
日

三
、
負
搬
匝
及
地
帯

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
据
匿
ト
ス

第
一
地
帯
、
道
路
境
界
線
ョ
リ
十
四

レ｝
 

メ
ー
ー

第
二
地
帯
、
第
一
地
帯
ノ
外
側
線
ョ

リ
十
四
メ
ー
ト
ル

四
、
負
搬
率

負
据
額
、
綿
エ
饗
l

四
分
ノ
一
ト
ス

地
帯
二
於
ケ
ル
配
分
李
左
l

如
ジ

第
一
地
帯
、
百
分
l

八
十

第
二
地
帯
、
百
分
ノ
ニ
十

刀口
‘
n
u・和八年,r 

二

"
●
廣
島
市
告
示
甲
第
一
七
七
競
'

月十
道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
租
第
十
三
條

日
二
依
リ
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
と
通
定

ム『い

【
告

示】

℃ 

萄
廣
島
市
告
示
甲
第
一
七
八
猿

道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
程
第
十
三
條

ニ
依
リ
受
盆
者
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定

ム

昭
利
八
年
十
一
月
二
十
四
日

殷

島

市

長

伊

藤

貞

次

一
、
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
路
而
改
良
鋪
装
工

事第
十
八
琥
路
線
三
川
町
通
及
鋪
装
工

事
維
持
上
必
要
ナ
ル
匿
間

二
、
工
事
着
手
年
月
日

昭
和
八
年
十
一
月
二
十
五
日

―
―
-
、
負
搬
蓋
及
地
帯

本
工
事
施
行
箇
行
ヲ
一
負
据
匝
ト
ス

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
1
ス

四
、
負
搬
率

綿
工
贅
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

昭
和
八
年
十
一
月
二
十
四

H

ル
昭
和
九
年
度
陪
審
員
候
補
者
氏
名
左

廣
島
市
長
伊
藤
貞
次
ノ
如
’
ジ

．
昭
和
八
年
十
一
月
二
十
八

H

一
、
雲
益
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

＼

＇

厳

島

市

長

伊

森

貞

次

失
業
態
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装
ェ
昭
和
九
年
度

事

．

一

陪

審

員

候

補

者

氏

名

第

九

競

路

線

織

町

通

及

錦

装

工

事

維

南

竹

屋

町

日

比

野

勇

次

郎

持

上

必

要

ナ

ル

園

間

三

篠

町

新

庄

今

田

為

吉

二

、

工

事

齋

手

年

月

日

南

竹

屋

町

中

村

健

市

昭
和
八
年
十
一
月
二
十
五

El

小

、

．

網

町

石

堂

勝

太

郎

三

、

負

搬

罷

及

地

帯

新

川

場

町

山

田

鴨

太

郎

本

工

事

施

行

箇

所

ヲ

一

負

据

匿

ト

ス

江

波

町

香

口

壽

登

道

路

二

接

ス

ル

部

分

ヲ

地

帯

ト

ス

上

柳

町

大

町

大

作

四

、

負

搬

率

南

竹

屋

町

―

―

―

上

富

五

郎

讐

寅

ノ

四

分

ノ

一

ト

ス

殷

瀬

町

濱

峙

商

治

観

晋

町

田

中

長

次

郎

仁

保

町

逍

面

和

市

稲

荷

町

猪

野

悌

大

須

賀

町

藤

田

百

太

郎

西

引

御

堂

町

揺

田

正

雄

観
季
日
町
瀬
口
蛮
~
平

仁

保

町

中

本

右

左

太

郎

三

篠

町

楠

木

飯

田

善

次

郎

船

入

町

大

野

庄

五

猫

屋

町

楠

木

岩

吉

躙

泰

寺

町

岡

添

柳

吉

左

官

町

原

田

浦

蔵

猫

屋

町

秋

山

喜

一

千

田

町

鎌

田

勇

吉

空

鞘

町

中

津

辰

太

郎

猥

屋

町

―

―

―

木

彰

一

，

河

原

町

大

束

政

吉

大

手

町

八

丁

目

平

塚

為

雄

猿

猥

橋

町

興

鍋

正

一

十

日

市

町

西

本

作

次

皆

賓

町

三

田

村

留

次

郎

観

晋

町

正

岡

順

太

郎

三

篠

町

楠

木

輻

島

恵

一

古
田
町
古
江
田
川
伊
―
―
一
郎

鬱
廣
島
市
告
示
甲
第
一
七
九
競

陪
審
法
第
二
十
三
條
―
—
依
り
醤
定
ジ
タ

町
名
改
稲
に
就
い
て

＇，，，令‘,

喩．”・ヽ お｝

．
ふ
〗
，
段
原
町

,．□
尾

長

町

皆

質

町

呼
云
一
篠
町
新
庄

南

竹

屋

町

西

白

島

町

織

町
榎

町

榎

町
己

斐

町

段

原

町

吉

島

町

水

主

町

寺

町
三
篠
町
楠
木

大
手
町
七
丁
目

三
篠
町
楠
木

中

島

新

町

段

原

町

水

主

町

八

丁

堀

闊

泰

寺

町

草
津
町
草
津

中

島

新

町

尾

道

町

平

塚

町

西

大

工

町

堺
町
二
丁
目

三
篠
町
打
越

草
津
町
草
津

船

入

町

西

新

町

吉

島

町

西

魚

屋

町

左

官

町

材

木

町

榎

町
袋

町

革

町
屋

川日漬木岡橋煎吉三三安島岸田高太小石田小渡木新牧高三矢田菊岡平川瀬佐三西川山大

野高本村野本森山島好田崎本中橋田林川中原部村・谷 橋好野，中綺田田崎川伯浦尾
長

島木崎
幸 正浅利 仁賓 ←ッ誠健倣 友初熊典

政鴎次久晋次政幸太三梅廣平治敬幸三太牲精朔次貞寂太次三常征次秀三泰五次一正 正

ー吉郎吉吉郎夫吉郎郎松吉治吉三吉郎郎作一二郎吉良郎郎郎三一郎吉郎基郎郎郎人剪雄

む
．

、、

，
 

三
五
二

劃
期
的
の
批
學
と
し
て
全
國
に
衝
動

を
興
へ
た
か
の
本
市
特
産
無
花
果
、

朝
鮮
に
空
輪
宜
側
を
試
み
た
の
は
三

年
前
の
事
で
あ
っ
た
爾
来
廣
島
市
農

會
で
は
、
侮
年
い
ち
ゞ
く
の
シ
ー
ズ

．
ン
に
な
れ
ば
こ
れ
が
輸
送
を
寅
行
し

こ
の
耽
溺
こ
の
印
象
を
新
し
く
l
¥
、

培
つ
て
ゐ
る
が
更
に
本
年
は
西
條
柿

及
祗
園
坊
柿
竺
一
種
を
樽
詰
と
し
試

送
し
た
由
来
朝
鮮
に
は
柿
は
澤
山
あ

る
け
れ
ど
も
そ
の
柿
の
多
く
は
、
品

質
が
劣
悪
で
あ
っ
て
本
市
乃
至
本
縣

の
特
産
の
比
で
は
な
い
殊
に
澁
柿
を

稼
詰
め
と
し
て
楡
送
す
る
場
合
は
、

澁
を
抜
く
に
一
週
間
の
期
間
を
要
す

る
闘
係
上
柿
が
朝
鮮
に
瘤
い
て
樽
の

力
ゞ
ミ
を
取
リ
除
い
た
時
丁
度
澁
味

が
と
れ
美
味
し
い
柿
と
な
っ
て
ゐ
る

の
で
無
花
果
の
様
に
短
命
の
も
の
で

な
く
頗
る
良
結
果
が
得
ら
れ
る
朝
鮮

で
は
す
ば
ら
し
い
人
氣
を
博
し
朝
鮮

廣
島
特
産
協
會
で
は
藤
野
専
務
理
事

が
中
心
と
な
っ
て
す
べ
て
の
廣
島
の

特
産
を
ー
ー
＇
郷
土
の
特
産
物
を
ー
ー

と
い
ふ
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
に
販
路
の

開
拓
に
専
念
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は

感
謝
に
堪
へ
な
い
が
、
更
に
か
う
し

た
農
業
方
面
に
封
し
特
に
季
節
的
の

特
有
物
に
は
盆
々
其
の
餌
債
を
痰
揮

せ
し
む
る
協
め
十
一
月
二
十
七
日
か

ら
京
城
涸
荻
館
で
催
さ
れ
る
曾
我
廼

家
喜
笑
の
梱
劇
一
行
を
利
用
し
て
大

々
的
の
宜
僻
が
購
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
そ

の
結
果
は
ま
だ
詳
細
の
通
信
に
接
し

て
ゐ
な
い
が
果
し
て
良
結
果
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

う
れ
し
い
便
リ

朝
鮮
京
城
か
ら
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廣
文
甲
第
一
〇
七
競

昭
和
八
年
十
1

一
月
四

H

.

-

殿

島

市

長
6

伊
籐
.
貞
次

各
町
総
代
殿

朝
香
宮
妃
殿
下
西
葬
去
二
付
宮
中
喪
中
闊

旗
ど
獨
揚
及
諸
式
等
．
1

一
闊
ジ
今
般
其
筋

ョ
四
ゲ
誼
リ
通
知
有
之
候
二
付
御
部

内
＇
「
股
へ
、
通
知
方
可
然
御
取
計
相
煩
度

及
移
牒
候
也
・
n
 

;
m
-
n
 

内
第
一
、

0
一
六
競

胃
八
年
十
＇
一
月
十
七
9
日
．

、

内

務

大

臣

秘

書

官

＇
巖
島
縣
知
事
殿

朝
香
宮
妃
殿
下
漉
去
二
付
宮
中
喪
中
閾

旗
掲
揚
及
諸
式
其
他
二
闘
ジ
御
問
合
ノ

向
有
之
候
腐
今
般
次
官
會
議
二
於
テ
左

ノ
通
申
合
有
之
候
條
為
念
此
段
及
通
知

候

也

、

B. 

=
1
1
E
E
 

朝
香
宮
妃
殿
下
畿
去
1

ー
付
＼

'
,
G
2
1
1、
1主
次
官
會
議
）

一
、
：
宮
中
喪
中
（
昭
和
九
年
一
月
一
二
十

一
日
迄
）
ノ
脱
祭
日
二
國
旗
ハ
如
何

ニ
ス
ベ
キ
カ
r

.

.

 

通
常
ノ
國
旗
ヲ
揚
ク
ル
ゴ
ト
、

二
、
新
年
祝
賀
式
、
逝
拝
式
ハ
如
何
ニ

ス
ヘ
キ
カ
．

祝
賀
式
、
．
＇
謡
弄
式
ヲ
行
．
了
ァ
可
ナ
リ

三
、
ら
年
賀
朕
土
交
換
9

年
賀
廻
證
ヲ
如

何
＿
＿
ス
ヘ
キ
ヵ
，

、
い
年
賀
朕
唸
年
賀
廻
證
差
支
ナ
ジ

【通
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'
四
、
各
種
祝
賀
會
＇
、
開
催
ハ
如
何
ニ
ス

へ
ギ
ヵ
-
,
＇

祝
賀
會
等
ノ
開
催
差
支
ナ
5

キ
モ
其
ノ

方
法
二
付
．
ー
ア
ハ
多
少
ノ
遠
慮
ヲ
加
味

ー
セ
ラ
ル
、
方
可
ナ
ラ
ン

,
•
’
•
§
;
,
．
~
；
：
r
:
＇

i

じ
｀
‘
3
t
で

西

地

方

町

桑

原

入

右

衛

門

横

1

．

町

田

邊

信

次

郎

抽

，

屋

町

喪

亭

熊

次

郎

皆

賀

町

大

杉

定

藍

第三種

西

大

工

町

山

本

信

一

郵便

三

篠

町

楠

木

高

橋

太

瑯

一

物

八

丁

堀

山

田

有

，

秋

認

天

紳

町

石

田

宇

一

天

紳

町

今

田

・

長

一

可

猿

柴

町

紳

代

佐

一

堺
町
一
1

一

丁

自

八

島

寅

之

助

⑲
廣
島
市
告
示
甲
第
一
八
0
琥

明
治
二
十
六
年
五
月
告
示
甲
第
十
一
読

廣
埋
葬
地
二
闊
ス
ル
件
中
第
三
競
以
下
ヲ

＂リレ
9
,
＇
9

.

 

肖
昭
和
八
年
十
一
月
一
二
十
日

廣
島
市
長
伊
藤

（
参
照
）

｀
明
治
二
十
六
年
五
月
告
示
甲
第
士
琥

埋
非
地
二
闊
ス
ル
件
・

本
市
内
在
来
墓
地

2
内
左
記
ノ
箇
所
ハ

市〔
本
年
七
月
―
―
-
+
―
日
後
卜
雖
依
然
死
骰

ヲ
埋
葬
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一
、
尾
長
町
字
天
紳
谷
百
十
四
番
J
-

―

報．
番

地

廣

島

市

共

有

墓

地

1

一
、
同
町
字
丸
山
南
平
十
二
番
地

、
尾
長
町
共
有
睾
地

三
、
同
町
字
不
老
谷
千
五
百
八
十
番
地

•
新
川
場
町
椰
林
寺
募
地

四
、
大
須
賀
町
字
九
7
割
千
百
二
十
番

昭

也

大

須

賀

町

共

有

墓

地

和八

i

.

（
元
松
榮
寺
墓
地
）

年千
五
、
段
原
町
字
比
治
山
下
甜
四
番
地

．
廣
島
市
共
．
葬
墓
地

二

・
・
（
元
肺
葬
墓
地
）

月十
六
、
同
町
字
比
治
山
上
組
千
五
十
五
番

日

地

[

3

段

原

町

共

有

墓

地

兌
安
養
院
墓
地
）

七
、
観
昔
町
字
一

1
割
百
・
六
十
番
地
"

●『r9.9,r

島

貞
次
i

〇
逹
乙
第
一

0
競

昭
和
七
年
十
一
一
月
逹
乙
第
十
一
競
厳
島

市
役
所
税
務
課
外
勤
員
服
務
規
程
中
左

1
通
改
正
ス

昭
和
八
年
十
一
月
＝
平

H

廣
島
市
長
．
伊
籐
貞
次

第
一
條
中
別
表
ヲ
別
紙
ノ
如
ク
改
ム

"＂＂-貝．

・
付
．
r.r' 

本
則
ハ
昭
和
．
八
年
十
二
月
一
日
ョ
リ
之

ヲ
施
行
ス

（
別
紙
〕

一
、
逍
税
検
査
滞
納
虞
分
慨
域

硲
R

-

｀
厭

矢
賀
町
，
ー
尾
長
町
、
二
葉
ノ
里
、
大

須
賀
町
、
松
原
町
、
若
草
町
、
愛
宕

町
、
荒
誹
町
、
大
洲
町
、
東
蟹
屋
町

鳳
屋
町
、
南
壁
屋
町
、
猿
猿
橋
町

京
橋
町
、
豪
屋
町
、
ぃ
的
場
町
ヽ
〗
金
屋

0
逹
甲
第
四
競

明
治
三
十
九
年
十
二
月
題
甲
第
九
琥
殷

島
市
役
所
虞
務
順
序
第
五
十
六
條
中

「
仁
保
町
」
ノ
次
二
「
似
島
町
」
ヲ
加
ペ

「
草
津
町
」
ヲ
「
草
津
東
町
、
草
津
本
町
、

草
津
南
町
、
草
津
演
町
、
庚
午
町
」
i

改
ム昭
和
八
年
十
二
月
一

H伊
籐

貞

次

殷
島
市
長

【
彙

報
】 ぞー，ヽ＼ 濤

99『ヽ'‘:9,999‘09,9.̀'9•••• 
)＇f9199,，9,99499.,1;-9,．，．V,9“̀
＇‘.i;.'
～
 .
.
 ,
.
,
＇
9
,
<
、

J
.

；
'
，
．
,
＇
’
•
疇
．
，
＇
9
、
・
、
ヽ
§
,
1
'
一
’
、

c

ゞ
3•• 

＇,．̀
＇で19.1
カ

9,'ト・；・・ミ、9,，
J
,
＂

;t!；鬱く

璽
品
軸
箸
院
塞
地
ョ
リ
千
田
小
學
校
前
通
二
至
ル
問
及
一
祠
町
二
丁
目
」
―
-
「
草
津
町
」
ヲ

B
早
津
本

、
＇
鋪
装
工
事
維
持
上
必
要
ナ
ル
罷
間
町
」
―
-
「
株
式
會
祉
藝
備
銀
行
草
津
出
張

二

、

工

事

齋

手

年

月

日

噺

」

ヲ

「

株

式

會

祉

藝

備

銀

行

草

津

支

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一
八
一
賊
，

道
路
工
事
雲
書
蒻
規
程
第
士
二
條
，
昭
和
八
年
十
二
月
一
日
店
」
―
-
「
株
式
會
祉
藝
備
銀
行
仁
保
出
張

ニ
序
醤
著
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
―
―
-
、
負
据
慶
地
帯
所
」
ヲ
「
株
式
會
祉
藝
備
銀
行
銀
山
町
支

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定
第
一
負
据
蓋
南
竹
屋
町
二
十
五
番
店
仁
保
出
張
所
」
二
改
ム
｀

地
1

1
及
一
三
日
五
十
―
―
一
番
地
ノ
一
地
昭
和
八
年
十
二
月

1
H

ム．昭
和
八
年
十
一
月
＝
手
H

先
以
南
I
幹

線

閥

島

市

長

伊

藤

貞

次
〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一
八
五
琥

，

殷

島

市

長

伊

籐

貞

次

第

二

負

据

匝

残

部

ノ

幹

線

一
、
雲
璽
蒻
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ
第
三
畠
置
第
一
琥
ョ
リ
第
四
琥

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

二

至

ル

各

支

線

大

正

十

一

年

六

月

告

示

甲

第

四

一

競

公

共
汚
物
溜
及
汚
物
稜
載
船
舶
停
留
禁
止

失
業
應
急
事
業
道
路
新
設
工
事
道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

匿
城
中
左
，
／
通
改
正
ス

第
十
二
琥
路
線
鐵
砲
屋
町
ョ
リ
堀
四
、
負
据
李

川
町
二
至
ル
問
忍
餞
道
路
維
持
上
徳
工
費
I

四

分

ノ

一

ト

ス

昭

利

八

年

古

一

月

一

H

廣

島

市

長

伊

藤

貞

次

必
要
ナ
ル
施
設

二

、

工

事

着

手

年

月

日

翁

廣

島

市

告

示

甲

第

一

八

l-
＿
競
一
、
公
共
腹
芥
溜
及
公
共
汚
泥
溜
ヲ
左

昭
和
八
年
十
二
月
一
日
道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
程
第
十
三
條

1
通
改
ム

塁
砿
）

ニ
依
リ
受
益
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

三
、
負
据
砥
及
地
帯

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
据
園
ト
ス
工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定
一
、
東
雲
町
東
堤
防
（
芥
骰
置
場

二
、
吉
島
本
町
溜
池
堤
防
（
同
）

第
一
地
帯
、
道
路
境
界
線
ョ
リ
十
四

―
―
-
、
舟
入
川
口
町
西
堤
防
（
同
）

メ

ー

ト

レ

・

ム

．

昭
和
八
年
十
一
月
―
―

-
+
H

第

二

地

帯

●

第

一

地

帯

ノ

外

側

線

ョ

四

、

江

波

町

波

止

場

堤

防

（

同

）

五
、
南
観
香
町
西
堤
防
（
同
）

殷

島

市

長

伊

朦

貞

次

リ
十
四
メ
ー
ト
ル

一

、

受

盆

者

負

搬

金

ヲ

賦

課

ス

ヘ

キ

エ

六

、

打

越

町

（

同

）

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

負
据
率

‘. 
四
負

据

額

継

工

費

ノ

三

分

ノ

一

ト

ス

．

二

、

屎

尿

ヲ

積

載

ジ

タ

ル

船

舶

ノ

停

留

地
帯
二
於
ケ
ル
配
分
率
左
ノ
如
ジ
失
業
廂
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装
工
禁
止
罷
城
ヲ
左
ノ
通
改
ム

一
、
紳
田
川
筋
紳
田
橋
以
南

事

第
一
地
帯
百
分
I

八
十

第
二
十
九
競
路
線
南
竹
屋
町
樋
ノ
小

9
,
•
第
二
地
帯
百
分
ノ
ニ
十
、
ロ
ニ
、
猿
猥
川
筋
東
大
橋
以
北

路
及
鋪
装
工
事
維
持
上
必
要
ナ
ル
厘
―
―
-
、
京
橋
川
筋
御
幸
橋
以
北

四
、
元
安
川
筋
南
大
橋
以
北

間

翁
廣
島
市
告
示
甲
第
一
八
I

l

賊

道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
荏
第
十
三
條
二
、
工
事
着
手
年
月
日
五
、
太
田
川
筋
廣
島
別
院
裏
渡
胎

ニ

依

リ

受

盆

者

負

据

金

ヲ

賦

課

ス

ヘ

キ

昭

和

八

年

十

二

月

一

日

場

以

南
六
、
本
川
筋
殿
島
刑
務
所
北
端

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定
―
―
-
、
負
据
崖
及
地
帯

ヨ
リ
舟
入
川
口
町
字
七
1
割
（
堤

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
据
慨
ト
ス

ム・・昭
和
八
年
内
月
三
十
H

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス
防
外
）
南
端
ヲ
見
通
ジ
タ
、
ル
線
以

t
 

.、

.
4
T

．

廣

島

市

長

伊

藤

貞

次

四

、

負

搬

李

一
、
受
釜
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
ェ
綿
工
費
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス
七
、
天
満
川
筋
殷
瀬
梱
以
南
舟
入

町
字
一
ム
嬰
堤
防
外
）
北
端
ョ
リ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

紛
廣
島
市
告
示
甲
第
一
八
四
琥
観
昔
町
字
鍋
屋
開
北
端
ヲ
見
通
シ

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装
工

事

．

．

5

．．．． 

、
昭
和
五
年
十
一
月
告
示
甲
第
七
工
琥
諸
タ
ル
線
以
北
．

第
二
十
八
舗
路
線
｀
竹
屋
町
流
川
筋
牧
入
金
納
付
箇
所
中
「
三
篠
町
」
ヲ
「
横
八
、
脱
島
泄
奮
宇
品
泄
全
部

ー

I
-

―
―
―
―
―
、
•
‘
―
―

-
9
.
~――
―
'
―

•
9
、
‘
、
9
ヽ
'
•
9
,
9
9
,
,
9
.

『
9
`

贔
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,
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ヽ

三
五
四

1

1

一
五
五

町
、
比
治
山
町
、
稲
荷
町
、
松
川
町
、
町
七
丁
目
、
大
手
町
八
丁
目
、
大
手
一
箪
侮
に
地
形
地
番
を
浄
寓
す

町
九
丁
目
袋
町
、
横
町
、
鳥
屋
町
、
る
こ
と

土
手
町

一
、
浄
露
し
た
る
も
の
は
正
確
を

細
工
町
、
下
柳
町

•
•
第
二
匿

期
す
る
た
め
税
務
幾
備
付
け
の

も
の
と
各
筆
侮
に
其
の
地
形
地

皆

賓

町

一

丁

目

、

皆

賓

町

二

丁

目

、

第

五

慨

皆
賓
町
三
丁
目
、
出
汐
町
、
旭
町
、
中
島
本
町
、
天
紳
町
、
中
島
新
町
、

J

番
位
置
糠
て
を
夫
々
照
査
符
合

翠
町
、
霞
町
、
東
雲
町
、
宇
品
町
、
元
柳
町
．
材
木
町
、
木
挽
町
、
水
主
，
＇
せ
し
め
更
に
同
署
保
管
の
土
地

町
、
吉
島
刃
衣
町
、
吉
島
町
、
吉
島
蛋
帳
と
前
同
様
一
筆
毎
に
照
合

元
宇
品
町
、
仁
保
町
、
似
島
町

本
町
●
塚
本
町
、
猫
屋
町
、
油
屋
町
の
上
適
合
せ
し
む
る
こ
と
：

、

第

三

置

四
、
右
同
照
合
の
結
果
不
突
合
ひ

段
原
大
畑
町
、
段
原
末
廣
町
、
段
原
鍛
冶
屋
町
、
十
日
市
町
、
西
九
軒
町

の
ヶ
所
は
賞
地
の
調
査
測
定
又

は
稔
務
局
者
と
協
議
の
完
壁
を

日
出
町
、
段
原
中
町
、
段
原
新
町
、
榎
町
、
西
大
工
町
、
堺
町
一
丁
目
、

,
'
期
す
る
こ
と

段
原
山
崎
町
、
南
段
原
町
、
段
原
東
堺
町
二
丁
目
、
堺
町
三
丁
目
、
堺
町

浦
町
、
桐
木
町
、
段
原
町
、
比
治
山
四
丁
目
、
西
地
方
町
、
西
新
町
、
左
五
、
右
各
項
の
調
査
終
了
を
待
っ

本
町
、
比
治
山
公
園
、
＇
富
士
見
町
、
官
町
、
小
網
町
、
河
原
町
、
西
引
御
て
新
設
の
各
町
各
字
毎
に
製
躙

南
竹
屋
町
、
昭
和
町
、
平
脚
町
、
喪
堂
町
、
舟
入
町
、
舟
入
仲
町
、
舟
入
仕
上
げ
を
総
す
こ
と
：
，
9＂

町
、
鶴
見
町
、
東
千
田
町
、
千
田
町
幸
町
、
舟
入
川
口
町
、
舟
入
本
町
、
以
上
の
順
序
に
依
リ
調
製
し
た
字
閻

は
永
久
に
備
へ
保
存
し
衆
庶
の
閲
覧

一
丁
目
、
千
田
町
一
一
丁
目
、
千
田
町

に
供
す
る
と
共
に
行
政
の
運
行
を
闘

江
波
町
，
；

、

滑

な

ら

し

む

る

こ

と

A
な
る
の
で
あ

三

丁

目

、

南

千

田

町

、

竹

屋

町

一

第

六

慨

横
川
町
一
丁
目
、
横
川
町
二
丁
目
、
る
。

第

四

慨

Q

橋
本
町
、
上
柳
町
、
織
町
、
上
流
川
横
川
町
三
丁
目
、
楠
木
町
一
丁
目
、

町
、
石
見
屋
町
、
山
口
町
、
銀
山
町
楠
木
町
二
丁
目
、
楠
木
町
三
丁
目
、
奥
助
役
二
十
四
8
退
任

’
 一
年
八
ヶ
月
間
廣
島
市
の
名
助
役

牛
田
町
、
白
島
楠
木
町
四
丁
目
、
三
篠
本
町
一
丁
目

硼
生
町
、
薬
研
堀
、

と
し
て
市
政
に
識
梓
そ
の
間
高
潔
な

九
軒
町
、
白
島
東
中
町
(
白
島
中
町
三
篠
本
町
二
丁
目
、
-
云
密
企
型
=
丁

白
島
北
町
、
東
白
島
町
、
西
白
島
町
且
、
，
三
篠
本
町
四
丁
目
、
新
庄
町
、
る
人
格
の
人
と
し
て
吏
員
は
勿
論
市

白
島
酉
中
町
、
鐵
砲
町
、
八
丁
堀
、
大
芝
町
、
三
瀧
町
、
打
越
町
、
中
廣
民
一
般
か
ら
も
絶
大
な
る
眸
望
の
あ

胡
町
、
東
胡
町
、
斜
屋
町
、
下
流
川
町
、
南
三
篠
町
、
山
手
町
、
廣
瀬
北
っ
た
奥
助
役
は
科
雨
う
す
寒
い
此
の

日
正
底
に
於
け
る
懇
な
る
挨
拶
と
共
．

町
、
三
川
町
、
堀
川
町
、
平
田
屋
町
町
、
跛
瀬
元
町
、
横
堀
町
、
錦
町
、

播
磨
屋
町
、
革
屋
町
、
東
魚
屋
町
、
。
北
榎
町
、
新
市
町
、
上
天
満
町
、
．
西
に
本
巖
を
去
ら
れ
た
。
．

定
刻
十
時
半
四
百
の
吏
員
を
前
に

し
た
助
役
は
い
つ
も
の
快
活
さ
の
中

立
町
、
研
屋
町
、
基
町
、
紙
屋
町
、
，
天
滴
町
、
寺
町
、
塵
匠
町
、
宰
鞘
町

に
幾
分
の
し
め
リ
を
幣
び
た
調
子
に

新

川

場

町

、

小

町

、

國

泰

寺

町

、

維

第

七

厭

魚
場
町
、
鐵
砲
屋
町
、
下
中
町
、
中
、
天
満
町
｀
東
観
昔
町
一
丁
目
、
東
観
ズ
退
職
の
理
由
と
告
別
の
挨
拶
を
述

町
、
西
魚
屋
町
、
尾
道
町
、
甕
屋
町
季
日
町
二
丁
目
、
西
観
香
町
一
丁
目
、
べ
之
に
到
し
黒
川
牧
入
役
は
螂
員
一

田
中
町
、
平
塚
町
、
猿
業
町
、
大
手
西
観
音
町
二
丁
目
、
観
辛
日
本
町
、
南
同
を
代
表
し
て
粛
然
と
し
て
降
も
底

町
一
．
丁
目
:
大
手
町
1

一
丁
目
、
大
手
丑
占
緊
日
町
、
輻
島
町
、
己
斐
町
、
古
田
く
い
と
も
●
め
や
か
に
惜
別
の
挨
拶

町
三
丁
目
、
大
手
町
四
丁
目
、
大
手
町
、
草
津
東
町
、
草
津
本
町
i

草
津
一
を
な

□i
゜

町
五
丁
目
、
大
毛
町
六
丁
目
、
大
手
:
加
南
町
、
草
津
濱
町
、
庚
午
町
{
`

’̀
’"̀
J上
l
,
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鼻
孔
孔
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と
共
に
官
民
有
地
と
の
捺
界
隣
地

と
の
辿
絡
を
表
示
し
た
所
謂
廣
鳥

市
の
全
貌
を
机
上
で
容
易
に
知
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
さ
う

し
て
之
等
の
土
地
の
異
動
即
ち
土

地
の
分
割
合
併
地
番
の
設
定
逍
路

の
新
設
等
を
加
除
盤
理
し
て
常
に

原
地
に
適
合
せ
し
め
る
の
で
あ

る
°
而
し
て
此
字
図
は
税
務
駆
と

市
と
に
備
付
け
て
あ
る
が
稔
務
藩

の
も
の
は
一
般
に
公
示
せ
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
直
接
市
民
諸
君

が
閲
靡
し
参
考
に
せ
ら
る
A

の
は

畢
党
市
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
地

．
理
課
で

H
々
字
岡
を
閲
覧
せ
ら
る

る
向
の
あ
る
の
は
此
閥
係
か
ら
で

あ
る
9

,

9

現
在
の
字
岡
に
付
て

現
在
の
字
岡
は
調
製
後
既
に
四
十

年
餘
の
長
年
月
を
網
過
し
て
居
る

闊
係
上
汚
損
し
て
地
形
の
判

11
と

せ
な
い
ヶ
所
も
あ
り
叉
途
年
土
地

の
異
動
頻
繁
と
な
り
之
が
照
理
の

困
誰
な
る
た
め
誤
記
脱
淵
な
ど
が

な
い
と
も
計
ら
れ
な
い
の
で
之
等

も
此
機
會
に
於
て
併
せ
て
．
漿
理
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

i`

整
理
の
順
序
方
法
に
付
て
，

今
回
町
厖
及
町
名
改
正
の
結
果
菱

更
さ
れ
た
町
敷
八
十
九
異
動
し
た

字
敷
百
七
十
餘
で
あ
る
が
此
厖
域

は
概
し
て
地
域
廣
汎
で
而
か
も
頗

る
錯
綜
し
て
伝
g

る
た
め
字
図
の
愛

更
盤
理
も
極
め
て
繁
据
で
あ
る
と

同
時
に
少
な
か
ら
ぬ
網
痰
を
要
す

る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
順
序

方
法
は

•
•
s
,

一
、
従
来
の
諜
謬
を
調
査
漿
理
す

る
こ
と

二
、
＿
右
盤
理
後
各
町
各
字
別
に
向
・

i
I
I
I
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出
ほ
全
く
新
設
備
に
よ
る
高
き
能
率
其
彼
れ
等
欺
米
人
が
稲
へ
た
の
も
決
し
て
中
に
は
敵
機
製
末
時
に
は
全
部
消
燎

、＇～／非常時

H
本

の

教

育

の

動

向

れ

で

あ

る

、

低

廉

に

し

て

粗

縣

な

る

原

遇

然

で

は

な

い

此

の

獅

子

奮

迅

の

勇

す

る

か

ら

遮

蔽

設

備

の

必

要

は

な

い

料
を
以
つ
て
高
級
品
を
製
作
す
る
機
械
猛
心
が
数
育
の
中
心
を
な
し
て
居
っ
た
と
放
言
す
る
も
の
も
あ
る
が
敵
機
襲

J

的
設
備
と
其
の
組
織
で
あ
る
の
だ
か
ら
過
去
が
結
局
今
日
を
招
末
し
た
の
で
あ
来
は
戦
役
中
絶
へ
ず
あ
る
か
ら
其
間

友

，

廣

島

市

高

等

女

學

校

長

今

堀

第
＇
――― 

9

で
も
遮
腋
の
儘
交
通
や
螢
業
を
な
し

t

「
―
ン
カ
シ
ヤ
」
の
英
闊
綿
業
者
は
、
新
興
國
日
本
ほ
過
去
に
於
て
は
確
か
英
闊
が
誇
り
と
せ
る
高
級
の
綿
製
品
ほ
っ
た
。

種

得
る
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考

郵

日
＊
ッ
綿
布
綿
織
等
の
前
に
悲
嗚
を
攀
に
後
進
國
で
あ
っ
た
、
模
倣
の
國
で
あ
過
去
の
も
の
で
あ
る
今
や
其
の
質
に
於
「
騎
る
平
氏
ほ
久
し
か
ら
ず
」
、
誇
る

へ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
而
し
て
若

便
”
名
ゾ
ヽ
＂

物
げ
ヤ

IA
る
、
伊
太
利
鼠
の
人
絹
製
産
ほ
っ
た
、
機
械
を
英
國
か
ら
轍
入
し
て
紡
て
其
の
債
額
に
於
て
比
す
べ
き
で
な
い
國
家
ほ
進
ま
な
い
、
慢
心
を
持
つ
英
國

し
現
況
の
儘
で
質
際
に
防
空
行
動
を

要
す
る
不
幸
時
に
直
而
し
た
る
時
急

餌
日
太
ツ
為
に
泄
界
第
一
一
の
位
置
を
奪
ほ
績
業
を
始
め
た
、
其
の
製
品
ほ
低
廉
で
人
絹
製
品
に
於
て
ほ
伊
も
米
も
彼
等
ほ
ほ
老
い
た
、
古
き
機
械
と
組
織
を
持
つ

ツ
ゾ
リ
L
二
」
あ
っ
た
が
粗
悪
な
も
の
で
あ
っ
た
。
又
我
が
敵
で
な
い
日
本
の
鐵
道
ほ
狭
軌
で
「
ラ
ン
カ
ジ
ャ
」
は
結
局
過
去
に
葬
ら
れ

・ム
f

し
そ
既
翡
偉
入
「

可

逃
之
を
備
付
け
ん
と
す
る
も
梢
紳
上

ォ，

の
動
揺
や
網
済
的
闘
係
で
到
底
出
来

冷
「
二
誓
客
鶯
墨
さ
と
叫
ん
で
居
外
闊
の
「
パ
テ
ン
ト
」
を
買
牧
し
て
人
絹
あ
る
汽
車
ほ
泄
界
最
少
の
も
の
で
あ
る
る
、
例
へ
不
完
全
な
数
育
で
あ
っ
た
と

合
了
謎
叫
泊
号
八
絹
が
日
本
製
品
に
工
業
も
起
し
た
、
し
か
し
製
品
ほ
先
進
さ
れ
ど
其
の
速
力
に
於
て
其
の
設
備
に
し
て
も
、
勝
た
ん
と
す
る
負
け
じ
魂
の

る
の
も
遠
く
は
無
”
國
に
及
ば
な
か
っ
た
然
る
に
其
の
後
の
於
て
、
乖
り
心
地
に
於
て
、
之
れ
を
泄
界
氣
塊
が
其
の
数
育
の
中
心
に
あ
れ
ば
悲
る
も
の
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
市
民
は
ロ
ハ

周
章
狼
狽
な
す
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
徒

羽
喘
霰
瑯
は
れ

に
市
民
の
生
命
財
産
を
敵
機
の
跳
梁

て
居
る
、
世
界
至
る
日
本
ほ
模
倣
の
儘
で
停
止
し
て
居
ら
な
最
廣
の
軌
道
の
上
を
最
大
の
汽
車
が
走
観
ず
る
に
足
ら
ぬ
、
数
育
に
は
完
全
と

ゞ
葬
翌
懐
い

に
暴
露
し
戦
慄
す
べ
き
悲
惨
事
を
起

農
逗
出
す
る
日
本
製
品
ほ
高
き
闘
税
か
っ
た
機
械
ほ
日
に
改
良
さ
れ
た
其
の
る
「
ロ
ジ
ア
」
の
鐵
道
を
比
べ
て
何
れ
云
ふ
事
も
な
け
れ
ば
又
時
機
も
無
い
、

し
た
る
こ
と
は
既
に
欧
洲
大
戦
に
於

晶
翌
越
へ
て
涸
々
大
河
の
闊
す
る
能
率
ほ
壻
大
し
た
生
来
器
用
な
手
を
持
が
優
つ
て
居
る
か
最
近
「
ロ
ジ
ア
」
が
我
等
は
互
に
相
戒
め
相
省
み
て
泄
の
進

て
各
國
の
綿
瞼
し
た
所
で
あ
リ
ま
す

慎
努
ご
っ
て
他
界
の
市
場
を
征
服
せ
ん
．
つ
日
本
人
が
研
究
に
エ
風
を
重
ね
た
日
我
國
の
鐵
道
工
作
を
師
と
す
る
事
ほ
此
歩
に
後
れ
ざ
る
様
に
尚
一
府
努
力
す
る

可
燃
性
材
料
で
出
来
て
居
る
都
市
に

と
し
て
居
る
、
か
く
て
恐
る
べ
き
日
本
本
獨
特
の
新
機
械
を
以
つ
て
機
械
工
業
の
問
に
野
す
る
明
答
で
あ
る
、
こ
れ
等
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
今
日
の
愚
校
数

住
ん
で
居
る
日
本
人
は
特
別
の
闘
心

を
泄
界
の
列
強
が
如
賓
に
見
て
此
の
強
に
成
功
し
た
其
の
上
合
理
的
な
組
織
に
の
進
歩
ほ
皆
日
本
國
民
の
秀
で
た
る
素
育
は
其
の
精
紳
的
方
面
に
於
て
又
物
質

島

を
彿
は
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
特
に

國
日
本
を
制
崖
せ
ん
と
す
る
方
法
に
惟
よ
っ
て
統
制
さ
れ
た
機
械
工
業
ほ
卓
越
質
と
其
の
研
究
其
の
エ
作
に
よ
っ
て
得
的
方
面
に
於
て
幾
多
の
餓
陥
を
包
蔵
す

近
末
國
際
闘
係
の
必
ず
し
も
衆
観
を

ん
で
ゐ
る
、
此
の
現
朕
が
非
常
時
日
本
せ
る
機
能
を
登
揮
し
た
之
れ
を
軍
艦
に
た
も
の
で
あ
る
我
が
國
の
科
學
ほ
欺
米
る
不
十
分
極
ま
る
存
在
で
あ
る
。
例
へ

の
姿
で
あ
る
°
見
て
も
紡
績
業
に
見
て
も
亦
人
絹
工
業
に
ほ
及
ば
ぬ
と
云
ほ
れ
て
居
る
が
工
場
ば
宵
少
年
の
思
想
の
方
向
に
於
て
、
其

許
さ
ゞ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
吾
々
市

「
マ
ン
チ
ニ
ス
タ
ー
」
は
器
械
工
業
に
に
見
て
も
確
か
に
後
の
雁
が
先
に
立
つ
に
於
け
る
科
學
的
な
研
究
や
各
種
の
研
の
國
民
的
意
識
の
明
徴
を
餓
ぐ
勁
に
於

市

先
鞭
を
つ
け
、
英
國
を
最
も
富
め
る
強
た
の
で
あ
る
彼
の
織
物
工
業
に
於
て
伊
究
機
闊
に
於
け
る
其
の
創
作
ほ
近
年
著
て
其
の
研
究
心
の
旺
盛
な
ら
ざ
る
幽
に
民
は
一
日
も
早
く
防
空
施
設
を
完
備

肢
躙
と
な
ら
し
め
た
、
「
ラ
ン
カ
ジ
ャ
」
の
勢
綺
足
利
地
方
に
於
て
ほ
女
エ
一
人
の
し
く
進
み
、
各
國
の
長
を
と
り
其
の
短
於
て
其
の
身
證
の
健
康
さ
に
於
て
生
活
し
骰
く
こ
と
に
格
段
の
努
力
を
彿
は

綿
布
ほ
世
界
の
市
場
を
其
の
手
に
牧
め
腕
ほ
精
巧
な
る
織
物
を
一
日
に
八
十
反
を
補
つ
て
更
に
最
善
に
向
つ
て
進
ん
で
工
作
に
向
つ
て
努
力
の
足
ら
ざ
る
勁
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず
る
の
で
あ

て
世
界
最
大
の
紡
績
都
市
を
築
き
上
げ
織
り
上
げ
る
の
で
あ
る
最
近
其
の
設
備
ゐ
る
此
の
努
力
の
結
果
が
ム
7

日
あ
る
を
於
て
殊
に
思
慮
と
努
作
と
の
平
衡
に
由

IJ
ま
す
。

た
の
で
あ
っ
た
、
し
か
し
彼
等
ほ
冊
界
に
改
良
を
加
へ
た
る
殷
島
市
の
某
紡
績
来
た
し
た
の
で
あ
る
。
つ
て
不
断
の
進
歩
を
企
閾
す
る
訓
育
に
各
位
は
公
私
極
め
て
多
端
の
折
柄
・

の
進
歩
に
順
應
す
る
事
が
出
来
な
か
つ
工
場
で
ほ
、
九
百
名
の
戦
エ
が
必
要
と
我
が
國
開
國
以
来
六
十
年
の
数
育
を
餓
け
て
居
る
事
に
於
て
、
之
れ
等
、
更
で
あ
リ
ま
す
が
証
述
の
現
況
を
御
諒

た
、
「
ジ
ム
ラ
」
會
商
に
於
け
る
英
國
側
し
た
製
品
を
作
る
に
職
工
敷
を
七
百
名
回
顧
す
る
と
其
の
方
向
必
ず
し
も
正
常
に
一
段
の
奮
闘
努
力
を
我
が
数
育
界
に
解
の
F1
平
索
の
怠
慢
は
如
何
な
る
事

刀
口□
委
員
ほ
、
日
本
品
の
低
廉
な
る
ほ
「
灰
に
減
じ
て
も
、
尚
従
来
の
五
割
方
能
率
な
る
道
程
の
み
踏
ん
で
来
た
と
云
へ
な
要
す
る
も
の
で
あ
る
°
我
等
数
育
に
従
態
を
招
来
す
る
か
を
思
ひ
市
民
が
平

時
よ
リ
之
を
準
備
設
備
す
る
様
適
宜

ン
ピ
ン
グ
」
に
よ
る
と
し
日
本
は
努
働
の
向
上
を
見
て
居
る
の
で
あ
る
其
れ
故
い
今
日
の
数
育
に
就
て
も
不
満
足
な
助
事
す
る
も
の
其
の
使
命
の
重
大
性
に
鑑

手八

御
勧
誘
相
成
度
い
の
で
あ
リ
ま
す
。

年
者
を
黙
追
し
て
殆
ん
ど
給
料
を
典
へ
ず
職
工
一
人
に
要
す
る
冒
用
の
如
き
ほ
其
が
澤
山
あ
る
、
し
か
し
な
が
ら
及
ば
ざ
み
此
積
極
的
非
常
時
に
際
し
喜
喜

何
れ
防
空
訓
練
の
一
と
し
て
焼
火

十
に
過
度
の
努
働
を
強
い
て
居
る
と
迄
邪
の
製
品
の
醤
か
ら
考
へ
る
と
殆
ん
ど
問
る
事
遠
き
を
見
て
や
つ
て
来
た
必
死
の
以
て
國
難
に
常
る
覺
悟
が
無
く
て
ほ
な

管
制
を
賞
施
す
る
豫
定
で
あ
リ
ま

二
推
す
る
に
至
っ
た
が
英
本
國
に
於
て
は
題
に
な
ら
ぬ
程
低
廉
な
も
の
と
な
る
の
努
力
程
恐
ろ
し
い
も
の
ほ
無
い
久
し
く
．
ら
ぬ
か
く
し
て
戦
界
に
卓
越
ぜ
る
皐
國

す。

月
明
ら
か
に
日
本
工
業
の
優
越
性
を
認
め
で
あ
る
0

日
本
品
ほ
一
時
為
替
安
な
る
後
進
國
を
以
て
世
界
の
三
等
二
等
國
た
日
本
の
文
化
を
以
て
泄
界
を
征
服
す
る

十
最
近
の
諸
新
聞
は
一
齊
に
日
本
綿
業
波
に
莱
つ
て
海
外
に
進
出
し
た
、
し
か
る
状
態
に
置
か
れ
た
我
が
威
人
は
涙
を
位
の
意
氣
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と

i

昭
和
八
年
十
一
月

其
れ
は
一
時
的
の
現
象
で
あ
る
、
紙
の
ん
で
彼
等
に
後
れ
を
取
ら
な
い
努
力
思
ふ
の
で
あ
る
。

H

の
進
展
ほ
完
全
な
機
械
的
能
率
と
機
業
し

廣
島
市
防
應
園
長
伊

朦

の
求
心
的
統
制
の
結
果
で
あ
る
と
論
じ
に
為
替
の
低
い
勁
で
は
日
本
以
下
の
國
を
綾
け
て
来
た
の
で
あ
っ
た
驚
異
に
ロ

て

ゐ

る

。

も

あ

る

、

賓

に

日

本

製

品

の

他

界

的

進

債

す

る

進

歩

、

不

思

議

の

存

在

日

本

と

―

.

麺
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第

四

．

置

鐵
砲
町
、
革
屋
町
、
八
丁
堀
、
應
屋

町
、
平
田
屋
町
、
尾
道
町
、
研
屋
町

基
町
、
立
町
、
播
磨
屋
町
、
東
魚
屋

町
‘
[
西
魚
屋
町

第

五

濫

山
口
町
、
銀
山
町
、
下
流
川
町
、
堀

川
町
（
新
天
地
一
圃
共
）
、
胡
町
、
東

胡
町
、
上
柳
町
、
平
塚
町
、
斜
屋
町

第

六

甚

皆
賓
町
一
丁
目
、
皆
賓
町
二
丁
目
、

東
千
田
町
、
千
田
町
一
丁
目
、
千
田

町
二
丁
目
、
千
田
町
三
丁
目
、
南
千

田
町
、
國
泰
寺
町
、
雑
魚
場
町

第

七

匿

猿
槃
町
、
中
島
本
町
、
中
島
新
町
、

天
紳
町
、
材
木
町
、
木
挽
町
、
元
柳

町
、
塚
本
町
、
西
九
軒
町
、
西
大
工

い
町
、
榎
町
、
西
引
御
堂
町

第

八

9
置

左
官
町
、
猫
屋
町
、
油
屋
町
、
鍛
冶

二
、
ぃ
．
滞
納
虞
分
匝
城

•
第

1

匿

矢
賀
町
、
尾
長
町
、
二
葉
ノ
里
、
松

原
町
、
若
草
町
、
大
須
賀
町
、
大
洲

町
、
．
荒
紳
町

．
a,

第

二

匿

元
宇
品
町
、
宇
．
品
町
、
旭
町
、
翠
町

皆
賓
町
一
＿
一
丁
目
、
出
汐
町

第
一
―
―
班

上
流
川
町
、
織
町
、
京
橋
町
、
的
場

町
，
薇
屋
町
、
橋
本
町
、
比
治
山
町

金
屋
町
、
石
見
屋
町
、
濶
生
町
、
下

柳
町
、
薬
研
堀
、
猿
猥
橋
町
、
愛
宕

町

第

十

六

蔦

．

喜

同

誓
町
、
細
工
町
、
横
町
、
烏
屋
町
同

新
川
場
町
、
鐵
砲
屋
町
、
田
中
町
、
●
＿
繹
疇
』

竹

屋

町

、

三

川

町

、

下

中

町

、

中

町

ー

小
町
、
袋
町
、
仁
保
町
ノ
中
向
洋
、
◎
町
役
員
記
念
品
博
達

牛

田

町

堀
越

本

町

匿

第

十

七

置

同
＇

己
斐
町
、
古
田
町
、
草
津
木
町
、
草

津
東
町
、
草
津
南
町
、
庚
午
町
、
章

F

津
濱
町
、
河
原
町

第

十

八

匿

東
観
晋
町
一
丁
目
、
東
観
聟
町
二
丁

目
、
西
観
晋
町
一
丁
目
、
西
翻
箸
町

二
丁
目
、
観
季
日
本
町
、
南
観
昔
町
、

江
波
町第

十

九

匿
．

．

 

第

十

二

蔦

段
原
大
畑
町
、
段
原
末
演
町
、
段
原

繭
島
町
、
小
網
町
、
舟
入
町

H
出
町
、
段
原
中
町
、
段
原
新
町
、

第

十

三

慨

段
原
山
崎
町
、
南
段
原
町
、
段
原
東

東
蟹
屋
町
、
西
蟹
屋
町
、
南
蟹
屋
町

浦
町
、
桐
木
町
、
段
原
町
、
比
治
山

仁
保
町
（
向
洋
、
堀
越
ヲ
除
ク
、
）
似

本
町
、
比
治
山
公
園

島
町

第

二

十

蓋

第

十

四

蔦

吉
島
刃
衣
町
、
吉
島
町
、
吉
島
本
町

横
川
町
一
丁
目
、
横
川
町
二
丁
目
、

水
主
町
、
大
手
町
一
丁
目
、
大
手
町

横
川
町
三
丁
目
、
楠
木
町
一
丁
目
、

二
丁
目
、
大
手
町
一
＿
一
丁
目
、
大
手
町

楠
木
町
二
丁
目
、
楠
木
町
三
丁
目
、

四
丁
目
、
大
手
町
五
丁
目
、
大
手
町

楠
木
町
四
丁
目
、
打
越
町
、
中
廣
町

六
丁
目
、
大
手
町
七
丁
目
、
大
手
町

南
三
篠
町

八
丁
目
、
大
手
町
九
丁
目

第

十

五

匿

牛

田

町

、

新

庄

町

、

大

芝

町

、

三

篠

．

本
町
一
丁
目
、
三
篠
本
町
二
丁
目
、
◎
町
正
副
穂
代
就
任
認
可

自

古

月

一

H
)

后
ー
一
月
―
―
平
日

三
篠
本
町
三
丁
目
、
三
篠
本
町
四
丁

大

須

町

純

代

水

野

辰

一

目
、
三
瀧
町
、
山
手
町
、
白
島
九
軒

三
篠
町
東

町
、
白
島
東
中
町
、
白
島
中
町
、
白

島
北
町
、
白
島
酉
中
町
、
東
白
島
町
側
二
丁
目
副
綿
代
水
田
豊
之
助

西

白

島

町

金

屋

町

徳

代

古

堀

新

平

屋
町
、
寺
町
、
十
日
市
町
、
西
新
町

西
地
方
町
、
堺
町
一
園
、
塵
匠
町
ヽ

空
鞘
町
，
第

九

匝

舟
入
仲
町
、
舟
入
本
町
、
舟
入
幸
町

舟
入
川
口
町

第

十

懺

廣
瀬
北
町
、
殷
瀬
元
町
、
横
堀
町
、

錦
町
、
北
榎
町
、
新
市
町
、
上
天
満

町
、
西
天
満
町
、
天
満
町

第

十

一

匿

松
川
町
、
稲
荷
町
、
土
手
町
、
富
士

見
町
、
南
竹
屋
町
、
昭
和
町
、
平
野

町
、
喪
町
、
鶴
見
町
、
霞
町
、
東
雲

町

最
近
の
國
際
愉
勢
は

H
々
そ
の
必

然
性
を
張
め
現
寅
性
を
高
め
て
居
る

そ
の
結
果
都
市
の
空
襲
は
そ
れ
に
比

例
し
て
そ
の
現
賀
性
を
増
大
し
て
来

て
居
る
恐
ら
く
近
き
脈
末
に
於
い
て

我
々
が
空
襲
を
純
瞼
す
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

同

繭

岡

武

雄

同
山
本
季
日
吉
此
の
客
糠
的
箭
勢
を
考
へ
る
と
市
民

左

官

町

翫

麟

賢

麟

霞

騎

昇

咋

五

丘

汀

註

昇

い

昇

へ
て
置
く
こ
と
は
極
め
て
必
要
な
こ

と
で
あ
ら
う
。
最
近
市
長
は
此
の
貼

南

竹

屋

町

同

寺

川

五

市

東
部
下
組

金
屋
町
元
緯
代
古
田
次
太
郎
を
深
く
考
慮
し
廣
島
市
防
設
圏
長
と

同
元
副
綿
代
田
中
嘉
一
郎
し
て
各
町
総
代
砲
左
記
の
挨
拶
を
疲

し
市
民
の
防
空
屈
想
の
普
及
を
促
が

さ
れ
た
。

松

村

浦

市

元
評
議
員

同
衛
生
組
長

同同

元

評

議

員

檜

山

壻

吉

過

般

暴

行

致

し

ま

し

た

防

空

演

習

は
据
め
て
良
好
の
成
績
を
牧
め
同
慶

同
衛
生
副
組
長

元
評
議
員

同

河

野

壻

太

郎

の

至

リ

に

堪

へ

ま

せ

ん

御

承

知

の

如

＜
此
の
樅
習
は
決
し
て
一
時
的
の
も

同
衛
生
委
員

の
で
な
く
牌
末
永
遠
に
亙
る
國
防
施

同

同

奥

島

仲

太

郎

設
の
一
で
あ
り
ま
し
て
寸
時
も
等
閑

同

同

宮

崎

峯

一

同

同

梁

原

事

吉

に

附

し

得

ざ

る

も

の

で

先

般

東

京

に

西

白

島

町

同

中

村

寅

吉

於

て

大

々

的

樅

習

あ

リ

大

阪

に

於

て

上
柳
町
元
評
議
員
熊
谷
直
一
は
明
春
市
民
訓
練
を
す
る
た
め
目
下

同

同

有

村

彦

九

郎

着

々

準

備

中

で

其

他

日

本

各

地

に

於

同

同

波

多

規

矩

造

て

も

之

が

演

習

が

行

は

れ

て

居

リ

ま

す
、
然
る
に
仄
開
す
る
所
に
よ
リ
ま

す
と
市
民
が
近
来
梢
之
を
軽
謁
し
従

同

同

衛

生

委

員

宮

岡

岩

助

て
折
角
取
付
た
る
屋
外
燈
の
消
焼

同

．

同

藪

田

政

治

松
井
為
助
「
ス
ウ
ィ
ッ
チ
」
を
取
除
き
或
は
之
が

船

入

町

三
宅
一
郎
新
設
を
欲
せ
ざ
る
も
の
あ
る
や
に
て

南
漉
中
組

同

逍
憾
至
極
に
存
じ
ま
す
特
に
非
常
管

制
に
於
て
室
内
燈
火
の
室
外
に
漏
洩

す
る
を
遮
覇
す
る
の
設
備
に
就
て
は

全
然
無
閥
心
で
何
等
考
慮
を
彿
ふ
て

居
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ

る
も
の
が
少
く
な
い
の
で
あ
リ
ま
す

同 同 元
評
議
員

金
子

乙
吉

副
線
代

同
，
総

代

石
田
一
三
次

正
木
市
太
郎

吉
本
文
右
衛
門

．
 

廣
島
市
防
護
闊
長
の
挨
拶

三
五
六
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三
五
九

.
（
右
選
手
へ
隈
島
市
長
賞
）
・
・
ス
マ
イ
ル
三
好
薬
局
り
流
行
の
域
に
あ
り
ま
す
。
か
く
考
へ
っ
た
も
の
で
新
宿
御
苑
及
相
馬
子
爵
家

二
等
、
ク
ラ
プ
白
粉
共
力
洋
服
店
森
永
の
菓
子
輻
屋
均
一
店
来
れ
ば
こ
の
ボ
イ
ン
セ
チ
ア
ほ
縦
に
も
｀
に
培
養
せ
ら
れ
相
馬
家
か
ら
昭
和
五
年

三
等
，
グ
リ
ゴ
京
屋
菓
子
店
レ
ー
ト
白
粉
｀
き
ぐ
ま
や
横
に
も
廣
範
園
に
活
躍
す
る
花
と
い
ふ
に
横
濱
植
木
株
式
會
祉
、
横
濱
ガ
ー
デ

カ

ル

ビ

ス

川

口

食

料

品

店

こ

と

が

出

来

ま

す

。

ン

に

排

下

げ

に

な

り

こ

れ

が

流

布

さ

れ

っ
4

あ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
さ
れ
ど
未

；
i

.

佳

．

作

：

．．
 

ロ
J

ヤ
ル
薬
局
ボ
イ
ン
セ
チ
ア
の
普
通
花
と
呼
ん
で
だ
本
市
の
大
衆
に
紹
介
す
る
ま
で
に
至

1

位
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
中
忠
商
店
ザ
ロ
メ
チ
・
ー
ル
-

渡
邊
壽
老
堂
ゐ
る
部
分
ほ
花
で
ほ
な
く
賓
ほ
藝
が
着
つ
て
ゐ
な
い
の
ほ
幾
分
遣
憾
に
思
ほ
れ

-
1

位

ア

サ

ヒ

靴

山

本

靴

店

森

永

ミ

ル

クニ
ピ
シ
磐
袖
喜
五
商
店
色
さ
れ
た
も
の
で
、
色
彩
を
赤
く
現
ほ
る
次
第
で
あ
り
ま
ず
。

l
-
]

位

揺

助

足

袋

だ

そ

や

百

貨

店

，也．，．

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
瞥
油
八
木
帽
子
店
す
の
が
普
通
で
あ
り
ま
す
が
近
時
慶
種
（
昭
和
、
―

-m-）
（
桑
原
生
）

＾
＾
ヤ
．
其
，
イ

•
S
]
燻
．
草

．． 
、

水

田

商

店

消
費
市
場
と
し
て
見
た

記
、
ア
ザ
・
ヒ
ビ
ー
ル
繭
屋
百
貨
店
め
が
ね
肝
油
大
和
屋
薬
局
と
し
て
白
色
の
も
の
が
あ
り
ま
す
°
赤

赤

壁

薬

局

ロ

ー

ト

目

薬

赤

秘

薬

店

色

の

中

に

も

早

生

と

晩

生

の

1

一
種
が
あ

．
わ
か
も
と
’

仁

丹

，

旭

爪

薬

局

一

右

陳

列

期

間

十

月

六

日

よ

り

一

週

間

つ

て

早

生

種

は

色

彩

が

濃

厚

で

晩

生

ほ

豪

譴

四

の

輪

廓

閾

豪
澱
の
流
行
ほ
東
京
の
直
移
入
で
あ

｀

梢

々

ぽ

や

け

て

ゐ

ま

す

の

で

花

色

と

し

・

ク

リ

ス

マ

ス

と

正

月

の

花

て

は

前

者

が

感

じ

が

よ

く

一

般

に

璽

迎

る

と

か

、

本

島

人

の

生

活

が

漸

次

日

本

迂
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
り
ま
す
が
葉
が
化
し
つ
4

あ
る
、
と
か
私
達
ほ
よ
く
聞

落
ち
易
く
栽
培
上
至
難
の
幽
が
あ
り
ま
か
さ
れ
る
0

ウ
ゾ
で
は
な
い
か
も
知
れ

，
す
。
後
者
は
こ
れ
と
反
蜀
に
葉
が
落
ち
ぬ
、
亦
そ
う
な
る
こ
と
が
坦
ま
し
い
。

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
（
狸
々
木
）

洋
名
を
ボ
イ
ン
セ
チ
ア
と
稲
へ
我
が
ま
す
。
ボ
イ
ン
セ
チ
ア
と
云
は
ゞ
ク
リ
＿
雉
い
長
所
が
あ
り
、
葉
の
切
れ
込
み
も
け
れ
ど
も
、
少
く
と
も
、
九

0
バ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
牢
固
と
し
て
保
持
さ
れ

て
来
た
本
島
人
の
賓
生
活
様
式
が
、
態

國
で
ほ
狗
々
木
と
呼
ん
で
ゐ
ま
す
が
ス
マ
ス
専
用
の
花
の
如
く
一
般
に
印
象
前
者
に
比
し
て
少
々
深
い
と
い
ふ
特
質

度
が
、
全
く
日
本
化
し
て
来
る
日
を
、

何
れ
を
唱
へ
て
も
一
般
に
通
じ
て
ゐ
ま
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
感
が
あ
り
ま
す
が
今
を
備
へ
て
居
り
ま
す
°
次
に
前
に
述
べ

す
原
産
地
ほ
メ
キ
シ
コ
及
中
央
ア
メ
で
ほ
ク
リ
ス
マ
ス
以
外
に
お
正
月
に
も
た
白
色
の
も
の
ほ
花
の
部
分
が
赤
色
で
何
時
に
期
待
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ら
う

リ
カ
で
ボ
イ
ン
セ
ッ
ト
氏
か
一
八
二
八
そ
し
て
お
正
月
を
越
へ
て
三
月
頃
ま
で
な
く
、
そ
の
名
の
如
く
白
（
乳
白
色
と
か
、
二
十
一
1

1

萬
人
の
内
地
人
を
目
擦
と

に
メ
キ
シ
コ
で
稜
見
し
こ
れ
を
欺
洲
人
氣
の
あ
る
花
と
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
正
ぃ
っ
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
）
色
を
し
て
、
販
路
を
開
拓
す
る
の
だ
っ
た
ら

昂
す
る
種
類
で
あ
っ
て
、
白
ほ
ボ
イ
ン
何
も
苦
し
ん
で
豪
澱
ま
で
出
か
け
る
に

宰に
送
ら
れ
た
の
が
最
初
で
あ
り
ま
す
0

月
に
ほ
床
飾
り
の
松
に
あ
し
ら
つ
て
も

セ
チ
ア
と
云
つ
て
も
ほ
ん
の
形
と
名
ば
は
及
ぶ
ま
い
。
内
地
の
都
市
で
十
分
に

か
り
で
あ
っ
て
、
見
た
感
じ
ほ
全
然
異
間
に
合
ふ
。

そ
し
て
我
が
國
へ
ほ
明
治
九
年
以
前
か
バ
ラ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
違
つ
て
西

つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
白
の
み
で
は
切
花
四
百
四
十
萬
の
本
島
人
こ
そ
ほ
、
我

ら
小
石
川
植
物
園
で
栽
培
せ
ら
れ
高
洋
花
臭
い
所
が
な
い
の
で
年
末
か
ら
正

と
し
て
も
鉢
植
と
し
て
も
債
が
な
い
感
々
の
よ
き
お
と
ぐ
い
さ
ん
で
あ
る
こ
と

さ
ほ
八
十
糎
か
ら
六
米
位
で
我
が
國
で
月
に
か
け
て
は
随
分
需
要
の
あ
る
花
で

ほ
温
室
内
で
栽
培
し
ま
す
°
園
藝
上
観
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
日
常
は
、
盛
花
や
じ
が
し
ま
す
。
従
つ
て
赤
の
種
類
と
混
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

賞
圭
ら
れ
る
部
分
は
、
樹
の
先
き
が
餌
投
げ
入
れ
と
し
て
、
又
一
輪
挿
し
と
し
ぜ
れ
ば
白
と
赤
と
の
到
象
が
非
常
に
よ
尚
、
こ
の
項
に
お
い
て
、
主
要
都
市

紅
に
彩
ら
れ
そ
し
て
大
き
な
滴
る
様
な
て
、
机
上
に
書
齋
棚
に
愛
嬌
を
ふ
り
撒

vと
れ
て
、
美
し
い
力
の
あ
る
も
の
と
の
人
口
を
掲
げ
て
お
く
。
（
未
完
）

絲
り
の
葉
と
の
調
和
が
よ
く
と
れ
て
ゐ
き
更
に
花
束
、
花
籠
な
ど
に
ほ
頗
る
色
な
り
ま
す
。
白
色
の
も
の
ほ
赤
色
の
枝
豪
北
一
奇
苓
斤
＾
豪
南
九
司

す

。

彩

の

配

合

と

調

子

と

が

よ

く

と

れ

る

の

嬰

り

か

ら

繁

殖

し

た

も

の

で

あ

り

ま

基

隆

七

八

高

雄

六

四

る
の
が
喜
ば
れ
る
理
由
の
一
つ
で

す
。
そ
の
他
八
重
疾
き
と
呼
ん
で
蒻
の
嘉
義
五
八
＇
豪
中
五
四

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
グ
ロ
ワ
ー
ド
、
ロ
ー
で
貴
ば
れ
ま
す
。
そ
の
他
切
花
と
し
て

上

に

無

敷

の

花

辮

朕

の

も

の

を

生

ず

る

新

竹

四

六

鹿

港

三

六

レ
ン
と
共
に
な
く
て
ほ
な
ら
ぬ
花
と
さ
で
な
く
鉢
物
と
し
て
、
二
、
三
本
乃
至

も
の
が
あ
り
ま
す
が
晩
生
に
局
し
ま
屏
東
―
―
―
五
斗
六
―
-
＝
-

す
。
以
上
我
が
國
に
一
般
に
栽
培
せ
ら
大
誤

1

一

八

員

林

二

八

れ
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
五
、
六
本
位
立
て
ら
れ
た
も
の
殊
に
近

れ

て

ゐ

る

品

種

で

あ

り

ま

す

が

新

品

種

豊

．

原

二

八

浦

里

二

七

花
と
し
て
、
赤
い
花
を
貴
ば
れ
喜
ぽ
れ
i

時
豆
盆
栽
流
行
に
伴
ひ
極
＜
／
＼
小
さ

る
こ
と
が
古
く
か
ら
の
習
慣
が
あ
る
か
く
茶
碗
大
の
鉢
に
一
一
、
三
寸
位
伸
ば
し
と
し
て
挑
色
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
我
南
投
二
五
宣
蘭
二
四

ら
で
も
あ
り
ま
せ
う
が
更
ら
に
ク
リ
ス
そ
の
悉
ぐ
が
先
端
を
赤
く
幹
の
葉
が
宵
が
國
へ
ほ
大
正
十
三
年
、
朝
香
宮
殿
下
淡
水
二
四
，
馬
公
―
―
―

桃
園
一
三

マ
ス
の
贈
物
と
し
て
外
國
人
間
に
ほ
多
！
＜
如
何
に
も
愛
ら
し
く
珍
ら
し
く
印
象
が
欧
洲
よ
り
御
蹄
朝
の
糊
り
ア
メ
リ
カ
彰
．
化
ニ
―
―
―

花
蓮
港
二
．
＇
・
・
豪
，
東
一
．
〇

く
使
ほ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
を
典
へ
る
様
な
す
が
た
の
も
の
が
か
な
の
堂
本
園
藝
場
か
ら
お
持
ち
輝
り
に
な
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蕩

るヽ
こ
と
を
云

ふ

の

で

あ
1

る
。
よ
い
品
―

廉
い
品
で
も

知
ら
な
い
者

ほ
買
は
な
い

か
ら
弦
に
廣
―

告
（
知
ら
せ
―

る
）
の
必
要

i

が
生
じ
て
来

る
の
で
あ
＿

る

。

一

艇
告
に
ほ
一

直
接
巖
告
と
―

間
接
廣
告
と
一

が
あ
る
、
間
―

接
殷
告
と
云
一

ふ
の
ほ
商
品
一

自
鼈
を
具
臆

的
に
見
せ
な

l

い
で
文
字
、

縮
需
、
昔
聰
等
を
以
つ
て
知
ら
し
め
る

方
法
で
新
聞
、
維
誌
、
型
録
、
看
板
、

ビ
ラ
、
旗
、
幕
、
織
、
披
露
目
屋
の
廣

告
よ
り
吸
取
紙
、
包
装
紙
、
打
圏
、
カ

レ
ン
、
ク
ー
、
扇
子
に
よ
る
廣
告
等
此
の

類
に
局
す
る
。

直
接
廣
告
ほ
商
品
其
儘
を
直
接
顧
客

の
眼
前
に
突
き
付
け
て
見
せ
知
ら
し
む

る
方
法
で
店
頭
装
飾
ほ
其
の
代
表
的
な

も
の
で
あ
る
。
更
に
縛
覧
會
、
展
覚
會
、

見
本
市
、
陳
列
所
等
に
商
品
を
陳
列
し

て
殷
告
販
賣
す
る
類
が
之
に
局
す
る
。

本
校
に
於
て
ほ
昨
年
来
、
市
内
商
店

の
陳
列
窓
を
借
用
し
て
店
顕
装
飾
競
技

會
を
開
催
し
生
徒
に
蜀
し
直
接
閥
告
に

つ
い
て
賞
際
的
に
研
究
す
る
の
機
會
を

典
へ
て
ゐ
る
。
此
の
催
し
の
目
的
ほ
第

一
に
店
頭
装
飾
の
技
術
的
研
究
訓
練
に

あ
る
の
ほ
勿
論
で
あ
る
が
同
時
に
重
要

熾

市

商

の

店

頭

装

飾
廣
島
市
商
業
學
校

第三

商

業

調

査

室

種郵便
，
物
商
業
學
校
生
徒
の
数
育
ほ
其
の
卒
業
見
習
等
多
種
多
様
で
あ
る
。

認
後
直
ち
に
賓
務
に
携
は
る
べ
き
順
序
に
就
中
政
に
紹
介
し
た
い
の
ほ
店
頭
装

あ
る
の
だ
か
ら
観
念
教
育
の
み
で
ほ
此
飾
で
あ
る
が
店
頭
ほ
商
店
の
顔
で
あ
り

可

の
目
的
に
副
ひ
得
ず
自
然
賓
錢
的
数
育
此
の
軍
要
な
箇
所
に
商
品
を
陳
列
す
る

が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
，
に
営
つ
て
ほ
よ
り
良
き
研
究
と
工
夫
を

賞
賤
敬
育
と
云
つ
て
も
其
の
方
法
は
練
り
上
げ
て
貿
施
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
店

色
々
あ
り
所
謂
同
時
同
業
式
の
通
常
の
頭
装
飾
と
ほ
只
箪
に
店
頭
を
飾
る
と
云

賓
餞
科
が
取
扱
ふ
程
度
の
も
の
ほ
未
だ
ふ
意
味
で
ほ
な
く
そ
の
主
眼
ほ
店
頭
を

賓
錢
教
育
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
、
艇
如
何
に
せ
ば
よ
り
多
く
の
顧
客
を
吸
牧

い
意
味
に
於
て
の
賓
竣
数
育
ほ
寧
ろ
作
し
得
る
か
に
あ
る
商
人
が
販
費
戦
上
多

廣

業
数
育
の
分
野
に
進
出
せ
ね
ば
な
ら
な
く
の
闘
心
を
持
ち
苦
心
し
て
ゐ
る
の
も

島
ぃ
も
の
で
あ
っ
て
、
例
之
店
頭
装
飾
の
此
れ
が
為
で
あ
る
。

研
究
賓
施
、
荷
造
練
習
、
校
内
販
斑
部
一
賤
店
頭
装
飾
ほ
殷
義
の
厳
告
の
一

の
糎
営
よ
り
更
に
街
頭
に
出
て
の
宵
務
で
あ
り
、
脳
告
ほ
廣
＜
告
げ
る
こ
と
で

日
本
で
も

以
前
ほ
弘

一

告

又

ほ

報

一

告

と

云

つ

廣

て

ゐ

た

様

島
で
あ
る
、

市

英

語

で

ほ

長
ア
ド
バ
ー

タ
イ
ジ
ン

グ
又
は
時

：賞

に
。
ハ
プ
リ

僅

シ
ッ
ィ
と

勝
9

カ
云
ふ
文
字

ツ
を
使
っ
て

。
フ
ゐ
る
、
結

局
艇
告
と

云
ふ
の
ほ

廣
く
他
人

、、、、

に
知
ら
せ

日十月＊、二十年八和昭
•「 99一lm,r,； • i’’'；, ~ i,, •一・

視
す
べ
き
は
作
業
の
粛
す
数
育
的
効
果

で
あ
る
。

郎
ち
生
徒
が
懸
命
に
工
夫
、
考
案
、

努
作
す
る
う
ち
に
養
は
る
獨
創
力
及
び

忍
耐
心
、
或
は
又
数
人
が
一
圏
と
な
っ

て
陳
列
窓
の
装
飾
を
完
成
す
る
に
常
つ

て
養
は
る
4
自
主
協
同
の
精
肺
等
本
競

技
會
に
よ
る
作
業
数
育
上
の
効
果
は
極

め
て
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

幸
ひ
此
の
催
し
に
勁
し
て
は
廣
島
市

長
よ
り
特
に
奨
勁
の
趣
旨
を
以
つ
て
上

圃
に
掲
げ
た
る
市
長
裳
カ
ッ
プ
の
寄
贈

を
受
け
、
一
．
段
の
光
彩
を
副
へ
得
た
の

で
あ
る
が
今
本
誌
を
借
つ
て
感
謝
の
微

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

次
に
本
年
度
開
催
の
店
頭
装
飾
競
技

會
の
概
況
を
紹
介
す
る
。

等
級
（
陳
列
商
品
）
（
陳
列
店
）

一
等
赤
玉
ポ
ー
ト
．
ワ
イ
ソ
長
崎
屋

官
祭
廣
島
招
魂
社
奉
．

賛
會
寄
附
金
申
込
｛

十
一
月
＝
―
―

+
H
調

金
索
千
四
百
八
拾
索
闘
七
拾
錢
．

中
國
生
命
保
険
協
會

金
坐
千
九
闘
八
拾
五
錢

•
西
平
塚
町

金
七
百
拾
闘
六
拾
錢
（
第
一
回
分
）

尾

長

町

金
五
百
四
拾
四
闘
五
錢
＿

賀
茂
郡
廣
村

金
五
百
参
拾
五
闘
六
錢安
痰
郡
昔
戸
町

金
五
百
四
闘
参
拾
六
錢
．佐
伯
郡
大
竹
町

金
四
百
戒
拾
八
岡
五
拾
五
錢

同
郡
厳
島
町

金
武
百
七
拾
五
闘
賀
茂
郡
三
津
町

金
武
百
武
拾
五
闘
（
第
一
回
分
）

堺
町
一
、
二
丁

i

金
武
百
拾
五
岡
五
拾
錢
．
．
ぃ
．．
 
，`・
 

山
縣
郡
戸
河
内
町

金
武
百
六
闘
参
拾
錢
鐵
砲
町
上
組

金

百

八

拾

●

闘

七

拾

錢

．

、

比

治

山

町

金

百

八

拾

九

闘

拾

五

錢

‘

第
二
回
分
船
入
町
中
謳
下
組

金

百

六

拾

四

闘

四

拾

錢

．

、

仁
保
町
本
浦

金
百
茸
拾
参
闘
拾
六
錢
，佐
伯
郡
平
良
村

金
百
五
拾
森
闘
参
拾
錢
賀
茂
郡
東
高
屋
村

金
百
五
拾
岡
原
田
汽
雌
株
式
會
社

金

百

五

拾

闘

豊

田

郡

幸

崎

町

金
百
四
拾
武
闘
賀
茂
郡
寺
西
村

金
百
参
拾
茸
闘
豊
田
郡
瀬
戸
田
町

金

百

参

拾

岡

賀

茂

郡

原

村

金
百
武
拾
八
闘
五
拾
錢
．

・り

．．
 
＇
安
藝
郡
中
野
村

祗

會

課

8

誌

十
一
月
二
十

H

新
任
廣
島
縣
祉
會

課
長
上
塚
弘
氏
挨
拶
に
来
底
、
社

會
事
業
調
査
委
員
會
開
他
、
昭
和

九
年
度
に
施
設
せ
ん
と
す
る
新
規

事
業
を
調
査
稲
議
。

十
一
月
二
十
―
―

-
H

縣
立
高
等
女
學

校
講
堂
に
於
て
廣
島
生
活
改
善
會

施
行
の
冷
凍
魚
の
試
食
會
開
催
。

十
一
月
二
十
五

H

一
、
午
後
一
一
時
よ
り
袋
町
小
學
校
諧

堂
に
於
て
職
業
紹
介
事
業
後
援
會

疲
會
式
畢
行
、
市
長
、
會
員
並
来

賓
と
し
て
縣
學
務
部
長
、
市
會
議

員
及
洒
井
大
阪
市
努
働
課
長
其
の

他
闊
係
職
員
列
席
開
會
、
市
長
の

開
會
挨
拶
に
次
ぎ
阿
部
中
央
職
業

紹
介
所
長
の
事
業
報
告
、
合
則
審

議
役
員
選
畢
、
創
立
疲
會
式
、
合

長
挨
拶
来
賓
説
僻
あ
っ
て
閉
會
゜

二
、
社
會
事
業
婦
人
會
主
催
に
て
新

天
座
に
於
て
大
辻
司
郎
漫
談
會
開

催
。
~

三
、
夜
七
時
よ
り
大
手
町
小
學
校
内

六
合
尚
穂
會
に
於
て
學
校
謳
城
内

に
於
け
る
節
蹄
、
義
僕
、
高
齢
者

等
表
彰
式
畢
行
に
付
市
長
代
理
と

し
て
祉
會
課
長
参
列
説
僻
を
朗
誤

し
た
。

+1月
二
十
七
日
午
前
九
時
半
よ

リ
縣
数
育
會
館
に
於
て
市
内
方
面

委
員
総
會
開
催
、
洒
井
大
阪
市
努

働
課
長
の
「
祉
會
問
題
と
祉
會
事

業
」
と
題
す
る
諧
演
を
し
た
。

三
五
八

る

梵 竺＿,,;,, ←, ‘̀「・ 6 ~‘9 9 9,.•-e, 
'-•O、一- ー←一し • 9 9 9 ~ ~’` ・、 •' す~ャ ~わ~'~"→ ~9 9 勺•．會●~9. • 卜• ..• -”ー・~， ．9 、 ＾ ・ •ょ .• ： •: • ••...--_ ＿.. •エ・ . --i ・ • 99 9 9 9,  9 ・ •上

. ·-~・』．，ー•9 ’̀_. 



六． 

心ヽ豆心ふ匹和忘か畔心如忍珍字翌査辛脳翠溢網芯羞訴客認：，ぶ翠砕望氣塁．． 心恐芦翠翠ぷ認翠翌→忠尋羹＿翠露ふ年＇ー、疇ぷ羞翠·咄疇芍芦琴蕊忍零心芯志螂主啜疇忍：ぽ琴心謬ふ邸•心・?'ぷ忌罰＇．一『べ澤疇忍•Sぷ祖如·ヽ匹如紐零芯・ぶ'..＇”姿：年9げ
心•,疇；零二’_,.,9, ．勺m.;,j 199 999 l● l"叩血9l11991',II訓I9111,IIIIII91'i’I・9’il,'-正心i_．沌

＂＇一 C す▼・.  ,．・ ---，・ •9 、 ^--r«·一，,_.. "'' ,,_,.... -,-...…• 9・ •• •••ヽ'.ー・ヽ・ァ•・..・・・――«.，-‘'，- --...、-ぃ9• 、.,--穴て_,..9 、・で 、 •9F9‘r- ，. -.,.．1一--·•-、．.~”..-••‘_, ～’’ト←一心ヽ―-••-9が一→ 9●9.----99--～·ャ•~-→石． →ヤ-- • い ー→ .• ： ..，． ¢、ーぷいrで一—-7, ァ―`
9、1>·,,ャ~ ● →2 し・曹9'・・,~-',r'":''.S",""87'.c'·>:-~ 

H十月江全ヤ年｀八利昭

す
が
大
氣
浄
化
に
大
な
る
力
を
有
し
て
思
ほ
ぬ
結
果
を
引
起
す
事
に
た
ち
到
り

居
る
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
の
出
来
な
ま
す
，
こ
れ
は
人
の
呼
吸
、
燃
燒
、
温

い

事

賓

で

あ

り

ま

す

。

熱

、

喫

煙

及

飛

埃

等

に

依

る

も

の

で

あ

：
以
上
の
様
に
汚
染
空
氣
ほ
大
自
然
の
り
ま
す
。

淫
化
力
に
依
つ
て
消
新
さ
れ
、
地
球
上
呼
吸
が
室
内
空
氣
に
種
々
影
響
を
典

到
る
所
一
様
な
る
成
分
の
空
氣
と
成
る
へ
る
事
ほ
周
知
の
事
賞
で
酸
素
減
少
、

可
き
で
あ
り
ま
す
が
中
に
ほ
こ
れ
等
の
炭
酸
瓦
斯
壻
加
、
温
度
上
昇
等
の
為
に

自
然
淫
化
力
の
及
ば
な
い
地
域
に
於
て
空
氣
に
汚
染
を
来
す
の
で
あ
り
ま
す
。

ほ
幾
分
差
異
の
あ
る
こ
と
も
想
像
出
来
酸
素
ほ
大
氣
中
（
新
鮮
な
る
空
氣
）
―
―

る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
大
都
市
に
0
°
九
四
劣
を
含
有
し
て
居
り
ま
す
が

於
け
る
家
屋
密
集
地
域
に
於
て
大
腹
高
人
の
吐
出
す
る
空
氣
中
に
ほ
一
六
彩
と

層
に
園
れ
或
ほ
狭
き
通
風
の
悪
い
路
地
な
り
毎
回
四
乃
至
五
彦
位
宛
減
少
し
て

等
に
於
て
見
ら
る
上
事
で
殊
に
霧
が
深
来
り
ま
す
°
炭
酸
瓦
斯
ほ
大
氣
中
に

0
。
0
-
―
―
劣
位
含
有
さ
れ
て
居
り
ま
す

＜
煤
煙
腹
埃
等
の
飛
散
多
き
都
市
に
於

が
、
吐
出
空
氣
の
中
に
ほ
四
。
四
劣
に

て
は
特
に
注
意
す
可
き
問
題
で
あ
り
ま

壻
加
さ
れ
て
排
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

す
。
空
氣
が
我
々
に
日
常
餓
ぐ
可
ら
ざ

安
静
時
の
事
で
努
働
に
従
事
す
る
時
に

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
に
な
る
物
で
あ
れ

は
二
倍
以
上
に
及
ぶ
事
が
あ
り
ま
す
。

ば
あ
る
程
、
都
市
衛
生
の
立
場
か
ら
も

ラ
ス
ク
氏
の
人
勝
熱
産
出
の
割
合
か
ら

又
市
民
の
他
康
保
持
及
壻
進
の
幽
か
ら

見
ま
す
と
、
日
本
人
一
人
は
一
日
に

見
て
も
太
い
に
心
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題

悶
り
ま
す
。
幸
鵞
生
市
ほ
家
屋
密
集
一
、
七
0
'
〇
カ
ロ
閉
ー
・
互
熱
を
窟
出
す

る
事
に
な
り
、
そ
の
内
二
0
％
が
糞
尿

地
域
あ
な
く
煤
憫
、
隈
埃
の
飛
散
も
少

飲
料
物
、
吸
氣
及
吐
氣
の
加
熱
に
用
ひ

く
さ
ま
で
こ
の
問
題
を
考
慮
す
る
必
要

ら
れ
る
さ
う
で
す
か
ら
残
り
八
〇
彩
の

ほ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
住
宅
建
設

―
―
―
一
六
〇
カ
ロ
リ
ー
が
皮
腐
表
面
か

に
賞
つ
て
全
然
通
風
な
き
が
如
き
個
所
、ら

の
登
散
熱
批
と
な
る
理
で
其
の
他
燃

或
ほ
一
日
中
一
度
も
日
光
の
あ
た
ら
な

燒
及
喫
煙
等
に
依
る
稜
散
熱
量
と
合
算

い
様
な
個
所
等
を
作
る
こ
と
ほ
禁
物
で

す
る
時
ほ
温
度
上
昇
に
相
営
の
結
果
を

季
節
々
々
の
日
光
の
射
入
の
エ
合
叉
ほ

表
は
し
て
来
り
ま
す
°
其
の
外
人
の
室

風
向
な
ど
を
考
慮
に
置
き
設
計
さ
る
4

事
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

次
に
室
内
空
氣
と
換
氣
で
あ
り
ま
す
内
歩
行
、
衣
服
磨
擦
及
咳
嗽
等
種
々
の

災
前
述
の
戸
外
空
氣
ほ
、
巖
大
な
る
原
因
に
依
り
床
及
衣
服
等
に
附
齋
の
應

大
自
然
を
容
器
と
し
て
居
り
偉
大
な
る
埃
及
細
菌
を
飛
散
せ
し
め
空
氣
汚
染
を

浄
化
力
に
依
り
絶
え
ず
箭
新
さ
れ
て
居
致
し
ま
す
。
叉
、
室
内
に
用
ひ
ら
る
4

り
ま
す
の
で
さ
ま
で
有
害
な
る
結
果
を
火
鉢
、
瓦
斯
其
の
他
喫
煙
に
依
る
炭
酸

来
さ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
室
内
空
氣
瓦
斯
及
一
酸
化
炭
素
の
翌
生
の
為
め
、

ほ
極
限
さ
れ
た
容
器
内
で
あ
り
ま
す
か
室
内
空
氣
ほ
頗
る
汚
染
さ
れ
て
其
の
害

ら
多
人
敷
或
ほ
長
時
間
其
の
室
内
に
居
毒
の
恐
ろ
し
き
事
ほ
申
す
迄
も
な
い
事

る
場
合
ほ
餘
程
換
氣
を
考
へ
ま
せ

IO
と
で
あ
り
ま
す
。

報 市 島 廣 、，可認物便郵種三第

備

考

毎
時
炭
酸
瓦
特
時
所
要

i

|

」

斯

鬼

生

抵

一

換

邸

量

ー

立

立

方

米
A

，
炭
酸
瓦
斯
恕
限
拡
を

成

年

安

静

時

一

―

1
0

ー―――――約

1

――――-（六七）

同

労

働

―

―

-
0

同
喜
0
0
)

0
竺
％
と
し
た
場

合・＇、

ぃ
族
平
7

〗
J
O
|
-

〗[
-
1
-
[
[

〗
瑾
讀
覧
．
ヒ
疫
一
ー
―

斯
様
に
男
子
成
人
一
人
常
り
毎
時
一
1-

―
―
一
致
し
ま
す
と
、
一
回
に
一
―
立
方
米
乃

立
方
米
乃
至
六
七
立
方
米
を
要
し
ま
す
至
―
―
―
―
゜
＿
―
-
立
方
米
と
な
り
ま
ず
。
こ

が
、
こ
れ
ほ
一
時
間
一
回
の
換
氣
度
敷
れ
を
最
小
の
一
―
立
方
米
で
計
算
し
て

と
見
て
必
要
な
容
量
で
毎
時
敷
回
の
換
見
ま
す
と
天
井
の
高
さ
1

一
。
＿
―
-
米
（
約

氣
を
行
ふ
と
か
叉
各
部
に
隙
間
な
ど
が
七
尺
五
寸
）
の
部
屋
で
は
横
一
。
八
米
、

あ
っ
て
自
然
換
氣
が
相
常
行
は
れ
る
場
長
さ
二
0

六
六
米
の
部
屋
と
な
り
ま
す

合
前
容
量
よ
り
少
く
と
も
差
支
へ
な
い
そ
れ
を
和
風
の
部
屋
に
常
て
ほ
め
て
見

理
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
餘
り
換
氣
回
ま
す
と
三
盤
の
殷
さ
に
相
常
致
し
ま

数
の
多
時
は
、
折
角
暖
っ
た
部
屋
も
温
す
°
殊
に
日
本
風
の
部
屋
ほ
洋
室
と
巣

度
低
下
し
て
曖
房
の
不
経
済
と
も
な
っ
て
相
営
間
隙
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ

り
、
叉
交
換
の
甚
し
き
時
ほ
氣
流
と
し
を
以
て
所
要
の
一
人
常
り
容
量
と
見
て

て
感
じ
遂
に
ほ
疾
病
の
因
と
も
な
る
や
差
支
へ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

う
な
結
果
と
な
り
ま
す
。
普
通
住
宅
の
依
つ
て
子
供
の
勉
強
室
又
ほ
病
室
の
大

室
（
便
所
、
豪
所
、
玄
闊
等
で
な
く
人
さ
、
或
ほ
夫
婦
に
子
供
逹
の
裳
室
等
の

の
起
臥
す
る
室
）
に
於
い
て
ほ
一
時
間
大
さ
も
定
め
る
こ
と
が
出
来
衛
生
上
最

一
面
乃
至
三
四
回
の
換
氣
回
数
が
適
営
も
理
想
的
な
設
計
を
す
る
事
が
出
来
る

で
あ
り
ま
す
。
今
三
回
の
換
氣
回
敷
と
一
の
で
あ
り
ま
す
。
（
未
完
1

九――――
-r-1
、――-）

闊
審
館
卜
成
人
数
育

．
．
ー
宗
数
・
哲
學

1
,

日
本
猜
帥
1
哲

學

庶

田

正

喜

大
蔵
網
岡
像
•
第
七
巻
木
村
省
吾
編

現

代

國

民

作

法

山

口

利

喜

武

藤

山

治

百

話

武

藤

山

治

名

ー

総

記

ー

官
認
刊
行
闘
書
目
録
•
第
二
六
猿
＾

内
閣
印
刷
局

師

・

友

・

嘗

師

小

泉

信

一

1-

岡
書
ノ
受
入
カ
ラ
配
列
マ
デ
林

靖

一

日

本

叢

書

年

表

垂

水

延

秀

町
村
學
校
岡
書
館
網
螢
ノ
寅
際
、

伊
藤
新
一

中
西
喜
代
造

翡
圏
書
館
増
加
圏
書

書

著

者

名

●
●
-
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如
此
室
内
空
氣
ほ
絶
え
ず
色
々
の
原
立
方
米
を
必
要
と
致
し
ま
す
。
こ
れ
ほ

ヘ
ル
氏
の
炭
酸
瓦
斯
を

ベ
ッ
ヂ
ン
コ
ー

因
に
依
り
汚
染
さ
れ
つ
4

あ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
室
内
に
牧
容
す
る
人
標
準
と
す
る
毎
時
所
要
換
氣
拡
の
計
算

員
、
及
換
氣
度
敷
等
を
考
慮
に
入
れ
る
に
碁
く
も
の
で
、
一
―
―
1

1

一
立
方
米
ほ
炭
酸

必
要
が
生
じ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
°
瓦
斯
恕
限
蓋
を
0
。
一
％
と
し
た
場
合

人
間
一
人
常
り
一
時
間
に
何
程
の
空
氣
六
七
立
方
米
の
場
合
ほ
0
°
七
形
と
し

が
必
要
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
か
ら
考
へ
た
場
合
で
あ
り
ま
す
。
其
の
計
算
式
ほ

て
見
ま
す
と
、
一
―
―
―
―
一
立
方
米
乃
至
六
七
一
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

I
I
l
A薬
栞
津
漁
滞
津
檸

砒
栞
＃
庄
翠
魏
汽
華
蝉

諾
嘉
世
芸
競
屁
醇
'
1

皿
務
汁
羞
モ
茫
嬬
担
淫
鱒

こ
れ
は
成
人
男
子
一
人
が
安
輝
時
の
毎
盪
が
異
つ
て
来
り
ま
す
0

次
に
其
の
闊

時
所
要
空
氣
鏃
で
努
働
に
従
事
す
る
場
係
表
を
示
し
ま
す
と
、

合
或
ほ
老
人
小
兒
の
場
合
は
自
ら
其
の

炭
酸
瓦
斯
装
生
量
と
換
氣
蓋
と
の
闊
係

＇ 

金

武

拾

闘

演

本

乙

松

金
拾
六
闘
七
拾
武
錢
（
追
加
）
．

佐
伯
郡
糠
昔
村

金
拾
豪
闘
（
追
加
）
高
田
郡
刈
田
村

金

拾

闘

丸

山

開

作

金

五

岡

山

崎

良

之

助

金

五

闘

伊

朦

正

雄

金
四
闘
六
拾
六
錢
一
追
加
）
豊
田
郡
竹
仁
村

金
武
闘
（
追
加
）
仁
保
町
向
洋

金
翌
闘
五
拾
錢
（
追
加
）

宇
品
町
紳
田
並
下
組

金
豪
闘
参
拾
錢
（
追
加
）
吉
島
町
下
組

金
五
拾
錢
（
追
加
）
松
川
町

金
参
拾
錢
（
追
加
）
稲
荷
町
東
組

金
戒
拾
錢
（
追
加
）
安
佐
郡
祇
園
町

小
計
金
九
千
九
百
九
拾
八
闘
七
拾

四

錢

．

累
計
金
拾
六
萬
八
千
四
百
六
闘
武

，
．
拾
八
錢
ゃ

しヽ

ノ只
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れ
て
居
る
所
で
あ
り
ま
す
0

斯
様
に
住
闊
係
を
追
へ
次
に
室
内
空
氣
と
換
氣
と

宅
ほ
健
康
、
徳
性
、
和
榮
、
活
動
等
家
に
就
い
て
述
べ
る
事
に
致
し
ま
す
。
大

族
の
身
心
を
支
配
し
て
居
る
事
が
大
で
氣
は
地
球
上
何
慮
に
於
て
も
其
の
成
分

引
い
て
ほ
祉
會
の
其
れ
を
支
配
す
る
の
の
割
合
は
殆
ど
同
様
で
大
都
會
の
中
央

だ
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
ひ
部
に
於
て
も
又
山
岳
海
岸
の
地
方
に
於

ま
す
、
即
ち
住
居
ほ
或
意
味
に
於
て
人
て
も
唯
僅
か
な
差
異
が
あ
る
の
み
で
大

し
間
生
活
を
支
配
す
る
と
も
云
ひ
得
可
＜
騰
に
於
て
同
様
だ
と
い
つ
て
も
差
支
へ

住
宅
衛
生
と
題
し
て
柳
か
愚
見
を
述
迄
注
意
し
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
か
と
、

人
生
に
野
し
て
極
め
て
軍
大
な
る
意
義
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
然
の

べ
た
い
と
思
ふ
事
は
現
在
廣
島
市
内
に
ふ
事
か
ら
述
べ
て
行
ぎ
た
い
と
思
ひ
ま

を
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
住
宅
浄
化
作
用
に
依
る
も
の
で
一
た
ん
汚
染

在
る
各
種
の
住
宅
、
郎
ち
個
人
住
宅
、
す
。
サ
ー
、
エ
ド
ワ
ー
ド
、
マ
ー
ク
氏
は

術
生
に
到
す
る
完
備
ほ
我
々
祉
會
人
の
さ
れ
た
空
氣
も
こ
の
作
用
の
為
に
新
鮮

（
己
の
住
ま
ん
と
し
て
建
て
た
家
）
或
ほ
「
各
人
の
家
ほ
其
の
城
な
り
砦
な
り
又

義
務
な
る
の
み
な
ら
ず
事
己
に
開
す
る
な
る
空
氣
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

費
家
等
に
於
い
て
こ
の
問
題
に
付
き
無
休
憩
所
な
り
」
と
申
し
て
居
り
ま
す
様

事
故
進
ん
で
努
力
賓
行
す
可
ぎ
問
題
で
の
自
然
浄
化
作
用
と
申
し
ま
す
の
ほ
五

闘
心
の
儘
建
て
ら
れ
た
り
、
又
世
に
偲
に
、
住
宅
ほ
家
庭
の
外
包
で
あ
り
、
其

の
容
器
で
あ
り
ま
す
事
ほ
謂
ふ
迄
も
あ
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
0

ツ
の
大
自
然
の
力
に
依
る
も
の
で
そ
の

ほ
る
迷
信
の
過
信
の
為
め
、
遂
に
ほ
時

り
ま
せ
ん
°
我
々
ほ
住
居
に
依
り
風
雨
空
氣
1
1
空
氣
ほ
我
々
に
と
つ
て
日
常
鍛
一
ほ
浦
風
で
あ
り
ま
す
°
汚
染
さ
れ
た

代
錯
誤
の
建
築
が
出
来
上
り
、
叉
住
宅

寒
暑
を
凌
ぐ
許
り
で
な
く
こ
の
中
に
生
ぐ
可
ら
ざ
る
物
の
―
つ
で
新
鮮
な
る
外
空
氣
も
一
陣
の
浦
風
の
た
め
に
大
氣
の

上
面
白
か
ら
ぬ
勁
等
を
種
々
疲
見
致
し

れ
育
ち
息
ひ
老
を
養
ひ
遂
に
ほ
人
生
を
氣
を
肺
臓
に
吸
ひ
静
脈
よ
り
も
つ
て
束
中
に
混
合
さ
れ
稀
薄
と
な
り
汚
染
物
を

ま
す
の
で
、
向
後
の
参
考
と
も
な
り
又

完
ふ
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
野
に
住
む
る
所
の
身
證
の
老
際
物
讐
炭
酸
瓦
斯
一
描
し
て
新
鮮
な
る
空
氣
と
な
る
の
で

住
宅
建
築
向
上
の
一
端
と
も
な
れ
ば
と

と
艇
力
と
の
闊
係
に
依
つ
て
空
氣
中
の
バ
あ
り
ま
す
p

そ
の
二
ほ
降
雨
で
汚
染
空

思
ひ
ま
し
て
、
衛
生
學
と
衛
生
工
學
の
烏
獣
と
雖
、
其
の
安
ら
か
な
住
居
を
得

盗
場
か
ら
心
付
い
た
儘
を
書
い
て
見
た
る
為
に
ほ
彼
等
の
本
能
の
全
部
を
傾
け
酸
素
と
が
交
換
さ
れ
汚
れ
た
血
液
は
新
氣
を
洗
浄
の
力
に
依
り
新
鮮
な
る
空
氣
一

鮮
な
る
血
液
に
代
り
動
脈
に
依
り
身
競
と
な
す
も
の
で
熔
解
性
の
瓦
斯
ほ
雨
水
―

＂
い
と
思
ひ
ま
す
°
尤
も
一
々
其
の
例
を
壺
し
生
存
の
全
き
と
子
孫
の
繁
殖
の
大

中
を
循
環
し
て
行
く
の
で
一
時
も
こ
れ
に
熔
解
し
浮
遊
性
の
不
潔
物
ほ
雨
水
の

甕
げ
其
の
改
良
案
を
申
述
べ
ま
す
と
非
目
的
の
た
め
に
努
力
す
る
事
は
周
知
の

な
く
し
て
生
活
を
保
つ
事
の
出
来
な
い
た
め
洗
ひ
流
さ
れ
消
浄
な
る
空
氣
と
さ

常
に
繁
雑
に
な
う
て
来
り
ま
す
の
で
、
事
で
あ
り
ま
す
。
萬
一
我
々
に
我
が
身

か
な
住
居
が
な
か
っ
た
事
ほ
謂
ふ
迄
も
な
い
事
で
あ
り
ま
す
。
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
三
ほ
太
陽

こ
れ
ほ
他
日
に
誤
り
こ
4

で
ほ
抽
象
的
を
容
る
4
安
ら

に
個
々
の
事
項
に
付
き
述
べ
る
事
と
致
と
致
し
ま
す
と
心
ほ
常
に
不
安
を
伴
ひ
虞
が
燃
燒
、
喫
燈
或
ほ
康
埃
、
細
菌
等
光
線
で
空
氣
中
の
有
害
菌
を
死
滅
せ
し

専
心
己
が
道
に
勘
む
事
も
出
来
ま
せ
の
飛
散
に
依
つ
て
、
常
に
空
氣
ほ
汚
染
め
汚
染
空
氣
を
淫
化
せ
し
め
る
の
で
殊

し
ま
す
。

住
宅
衛
生
と
申
し
ま
す
事
は
衛
生
厚
ん
0

人
類
文
化
の
脈
史
を
見
ま
し
て
も
さ
れ
つ
4

あ
る
も
の
で
、
殊
に
室
内
で
に
日
光
中
の
紫
外
線
ほ
其
の
力
大
で
色

上
、
衛
生
工
學
上
住
宅
建
築
に
最
も
闊
早
く
よ
り
一
定
の
安
住
の
地
を
求
め
た
ほ
甚
だ
し
く
長
時
の
居
室
多
人
数
の
集
々
の
働
を
我
々
の
為
に
あ
ら
ほ
し
て
く

係
の
深
い
事
項
の
綿
て
を
意
味
す
る
の
る
民
族
は
一
番
文
化
の
程
度
高
く
一
定
合
す
る
場
所
等
に
於
て
ほ
、
空
氣
汚
染
れ
ま
す
°
紫
外
線
の
事
ほ
次
項
の
日
光

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
4

で
ほ
其
の
中
の
の
住
所
な
き
遊
牧
の
民
は
最
も
文
化
の
の
た
め
頭
痛
、
眩
姫
、
嘔
氣
嘔
吐
等
の
と
い
ふ
項
に
於
い
て
詳
述
す
る
こ
と
4

璽
、
水
、
光
線
、
温
度
、
渥
度
、
汚
物
虞
程
度
の
低
い
民
に
な
つ
て
い
る
こ
と
を
起
る
事
ほ
我
々
の
純
験
す
る
所
で
あ
り
し
こ
4

で
ほ
略
す
事
に
致
し
ま
す
。
そ

理
、
臨
埃
、
音
響
等
の
問
題
に
付
い
て
述
以
て
も
一
定
の
安
住
の
地
な
く
ば
幸
揺
ま
す
0

従
つ
て
室
内
に
於
て
ほ
汚
染
空
の
四
ほ
空
氣
中
に
含
ま
れ
て
居
る
所
の

べ
た
い
と
思
ひ
ま
す
0

此
の
外
住
宅
衡
も
進
歩
も
得
る
事
の
出
来
な
い
と
い
ふ
氣
の
滞
溜
を
防
止
す
る
様
涸
度
の
換
氣
酸
素
、
オ
ゾ
J

ン
、
過
酸
化
水
素
等
の

生
に
屍
す
可
き
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
こ
と
を
想
像
す
る
事
も
出
来
る
の
で
あ
を
行
ひ
常
に
新
鮮
な
る
空
氣
の
充
滴
す
酸
化
作
用
に
依
る
も
の
で
其
れ
が
不
潔

る
様
注
意
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
な
有
機
物
に
働
き
汚
染
空
氣
を
箭
浄
に

が
、
住
宅
に
最
も
大
切
な
問
題
と
し
て
り
ま
す
。

安
心
、
愉
柴
等
の
心
的
問
題
に
就
い
て
衣
食
ほ
個
人
に
必
要
な
物
で
あ
り
ま
す
9

然
し
餘
り
換
氣
度
敷
ほ
げ
し
き
時
致
し
ま
す
。
そ
の
五
ほ
植
物
の
空
氣
中

巖
敷
が
許
せ
ぽ
簡
箪
に
述
べ
て
見
た
す
が
住
家
は
家
族
全
部
に
と
つ
て
最
も
ほ
冬
季
保
温
上
大
な
る
不
利
益
を
来
す
の
炭
酸
瓦
斯
を
吸
牧
し
炭
素
を
個
定
し

い
と
思
ひ
ま
ま
す
。
必
要
な
所
で
其
の
一
家
の
財
窟
を
託
し
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
適
度
に
之
を
行
ふ
て
緞
素
を
排
出
す
る
淫
化
力
に
依
る
も

先
づ
住
宅
ほ
何
故
に
我
々
に
か
く
大
子
孫
の
生
育
す
る
所
で
あ
り
幸
輻
を
享
事
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
泥
つ
室
内
空
の
で
あ
り
ま
す
°
然
し
こ
の
力
ほ
査
間

切
な
も
の
で
あ
る
か
又
か
さ
る
問
題
に
受
す
る
所
将
又
多
く
の
秘
密
も
蔵
せ
ら
氣
の
元
を
な
す
所
の
外
氣
と
住
宅
と
の
の
み
で
夜
間
ほ
反
到
の
現
象
を
呈
し
ま
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 住
宅
衛
生
に
就
て

居
室
は
一
時
間
に

l_＿回乃
至

四

回

の

換

氣

が

必

要

金
四
拾
五
闘

金
四
拾
闘

金
参
拾
闘
．

金
四
拾
六
闘
索
錢，
賀
茂
郡
熊
野
跡
村

高
田
郡
粟
屋
村

雙
一
二
郡
田
幸
村

川
崎
卓
吉

金
百
拾
七
闘
五
拾
錢
山
縣
郡
吉
坂
町

金

百

八

闘

豊

田

郡

蹄

木

村

金

煤

百

闘

・

伊

朦

春

城

金
安
百
闘
（
第
一
回
分
）
：

高
田
郡
吉
田
町

金

索

百

闘

安

佐

郡

鈴

張

村

金
九
拾
六
闘
山
縣
郡
安
野
村

金
九
拾
五
趾
戒
拾
九
錢高
田
郡
甲
立
町

金
九
拾
四
岡
山
縣
郡
新
庄
村

金
九
拾
棗
闘
七
錢
豊
田
郡
楷
梨
村

金

九

拾

闘

賀

茂

郡

郷

田

村

金
八
拾
六
闘
六
拾
六
錢讐
二
郡
利
田
村

金
七
拾
闘
（
第
一
回
分
）賀
茂
郡
韮
野
村

金
七
拾
闘
隻
―
一
郡
川
地
村

金
六
拾
八
闘
（
第
一
皿
分
）
同
郡
板
木
村

金
六
拾
七
闘
拾
錢
安
蘇
郡
温
品
村

金
六
拾
五
闘
七
拾
六
錢

・

安

佐

郡

H
浦
村

金
六
拾
五
闘
讐
―
一
郡
八
次
村

金
六
拾
四
闘
拾
八
錢．
山
縣
郡
上
殿
村

金
六
拾
四
闘
（
第
一
皿
分
）

豊
田
郡
南
生
口
村

金

六

拾

闘

同

郡

田

野

浦

村

金
五
拾
九
闘
安
佐
郡
小
河
内
村

金
五
拾
九
闘
賀
茂
郡
上
黒
瀬
村

金
五
拾
闘
式
錢
佐
伯
郡
栗
谷
村

金
五
拾
岡
山
口
縣
大
島
郡
森
野
村

冷
四
拾
九
闘
七
拾
七
錢高
田
郡
有
保
村
・

六
〇

ー
ー
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月
分
）

99 

”
、
`
r
.
,

＇ヽへ
J
.
T
,

ヨ 豆女l院
翌計／9

9
9
,
9
,
.
,
t
 

、
一
、
本
會
ど
施
設
セ
ン
ト
ス
ル
事
業

，
―
-
闘
ス
ル
事
項

―
―
ヽ
其
他
事
業
ノ
施
行
上
必
要
卜
認

ム
ル
事
項

第
十
七
篠
評
議
員
ヲ
以
テ
評
議
員
會

ヲ
組
織
シ
左
ノ
事
項
ヲ
議
決
ス

一
、
牧
支
豫
算
ノ
決
定
及
決
算
I
認

定

事

項

．

[

＇
二
、
本
則
ノ
改
正
其
他
軍
要
ナ
ル
會

務
二
闘
ス
ル
事
項

第
十
八
條
定
時
純
會
ハ
毎
年
一
回
之
，

ヲ
開
催
ス
但
シ
會
長
二
於
テ
必
要
卜

認
メ
タ
ル
時
ハ
臨
時
之
ヲ
招
集
ス
ル

コ
ト
ア
ル
ヘ
ジ

第
十
九
條
理
事
會
評
議
員
會
及
純
會

ハ
會
長
之
ヲ
招
集
シ
其
ノ
議
長
ハ
會

長
之
二
常
ル
．

第
二
十
條
理
事
會
評
議
員
會
及
純
會
、

ノ
議
事
ハ
出
席
者
ノ
過
半
敷
ヲ
以
テ

之
ヲ
決
ス
可
否
同
敷
ナ
ル
ト
キ
ハ
蔵

長
ノ
決
ス
ル
所
―
ー
ヨ
ル
，
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．
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あ為ま接のりの毘い者的あ装し檄其其まつ即足な所まほいけあり涸< ’ 

り地そ・す．な戦ま適ば紹ほに：り．見てのののすてちり原のす誠＇とたりま所べ戦
東方し°聯業す轍よ‘介何聯ます雙可他他°除接な因餓‘にお求ますにき業
京にてヽ絡紹‘をつをれ絡する方能のの紹去舟蜀いほ陥之恐叱轍す事紹能紹
にほ之、：を．介唯見てじのを， 9こ共性事事介さの結紹では縮り者°ほ介力介
ほ地等，保所今出何又士以：其とにが情業所れ機果介あーにをの然申申を所•
中方の 持が全すれ求地｀てじに滴あ＇ iご'.‘tまる會で所り口堪蒙内るす上有ほ
央轍紹 しあ國事の人へ居て努足る依求求問をあとまにへるににまるす｀＇働
職業介 てりにが土にでり此めしかて戦人，-題多る雇す申なのほ紹で公る＜
業紹所 居ま四出地あもまのてそど採者側でくと傭が上いが素介も設失べ
紹介を るし百来かり希す事居うう用ののあす信主‘ぐ次時質所なの業き
介所統 のて七るらて望か業るなか若希採るるじの其れ第々がかい機者意
事事ー で互十のでもすらほももをく望用と事ま接の i゚ であよらこ闊を志
務務す あに有でも御る求全のの吟ほ條條存にす獨主贔ある＜差とで適と
局局る り密餘あ其希＇慮戦國でを味就件件じょ°の要介り事な向であ材働、

が
あ
り
ま
し
て
内
務
大
臣
に
直
局
し
全

國
の
聯
絡
統
一
監
督
機
闊
に
営
て
ゐ
ま

す
°
斯
く
致
し
ま
し
て
紹
介
所
ほ
先
づ

所
在
地
の
努
務
の
需
給
の
涸
合
を
岡
り

進
ん
で
他
の
紹
介
所
と
聯
絡
提
携
し
有

無
相
通
じ
一
國
全
陵
の
努
務
の
需
給
を

組
織
的
ほ
合
致
せ
し
め
ん
と
す
る
闊
家

的
事
業
で
あ
り
ま
し
て
産
業
的
に
祉
會

的
に
霊
大
な
使
命
を
持
て
ゐ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
°
此
の
露
大
な
使
命
を
有
す

る
職
業
紹
介
所
ほ
ど
こ
ま
で
も
求
人
側

求
戦
側
雙
方
の
信
輯
を
受
け
支
持
さ
れ

る
事
に
よ
っ
て
其
の
使
命
が
ほ
た
せ
る

も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま

す
。
求
人
側
の
滴
足
を
得
る
為
に
ほ
申

込
の
條
件
に
添
ふ
有
坦
な
適
材
を
厳
選

し
て
差
向
け
能
率
を
壻
進
せ
し
む
る
事

に
依
て
得
ら
れ
、
求
職
者
側
の
滴
足
を

得
る
に
ほ
よ
く
其
の
人
の
餌
情
を
理
解

し
踏
所
を
選
ん
で
永
綾
的
の
戦
業
に
就

か
し
め
再
び
失
業
の
悲
惨
事
を
招
束
せ

し
め
ざ
る
事
に
依
て
．
得
ら
る
ゞ
も
の
で

あ
る
と
存
じ
ま
す
°
斯
く
致
し
ま
す
為

に
ほ
絃
に
就
戦
前
後
の
指
導
保
陵
と
云

ふ
事
が
必
要
な
條
件
と
な
っ
て
参
る
の

で
あ
り
ま
す
°
紹
介
所
へ
参
り
ま
す
求

戦
者
の
中
に
ほ
賓
に
同
情
す
べ
き
も
の

が
澤
山
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
折
角
就

敦
を
得
ま
し
て
も
旅
痰
が
な
い
着
の
み

齋
の
ま
4

で
忽
ち
衣
食
に
困
る
も
の
努

働
用
具
を
所
持
せ
ぬ
為
仕
事
に
就
く
事

が
出
来
な
い
も
の
或
ほ
市
内
に
保
證
人

が
な
い
為
に
雇
怖
不
調
に
終
る
も
の
疾

，
＇
ー
職
業
紹
介
事
業
後
援
會

設

立

に

就

て

I
.
負

本
市
中
央
職
業
紹
介
所
長

·.·.•、
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求
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と
が
あ
っ
て
は
御
迷
惑
で
す
か
ら
御
入
用
の
方
は
早
く
よ
り
御
請

の
方
で
は
多
数
の
こ
と
で
す
か
ら
其
場
合
に
出
来
兼
ね
る
様
な
こ

然
る
に
其
添
付
の
抄
本
は
一
月
中
か
又
は
前
月
に
作
っ
た
も
の
に

・▲
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9

，
ヽ
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る
人
は
明
年
一
月
中
に
戸
籍
抄
本
を
添
へ
て
恩
給
受
給
樅
調
杏
票
‘

官、

海
軍
々
人
、

敦
育
職
員
、

待
遇
職
員
の
恩
給
を
受
け
つ
つ
あ

勅
令
第
二
百
三
十
六
琥
恩
給
法
施
行
令
中
改
正
の
結
果
従
来
文

こ
な
り
ま
し
た
こ
と

を
内
閣
恩
給
局
に
提
出
せ
ね
は
な
ら
ぬ
こ
と
|

屯＇

存
じ
ま
す

は
既
に
御
承
知
の
こ
と
と

限
り
ま
す
の
で
一
月
に
な
っ
て
一
時
に
請
求
せ
ら
る
る
と
市
役
所

•
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蕩

病
傷
害
等
の
為
働
け
ぬ
者
が
敷
限
り
な
第
四
條
前
條
ノ
目
的
ヲ
逹
ス
ル
為
本

く
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
°
而
か
も
彼
等
會
ノ
行
フ
事
業
左
ノ
如
シ

一
、
檄
業
ノ
調
査
及
研
究
｛
―
-
闘
ス
ル

事
項
，

ほ
物
の
施
典
を
求
む
る
者
に
非
ず
仕
事

二
、
就
戦
者
ノ
勤
敏
奨
闘
並
二
慰
安

を
求
め
て
居
る
者
で
あ
り
ま
す
此
の
事

ニ
闊
ス
ル
事
項

1

を
ど
こ
ま
で
も
我
々
ほ
理
解
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
し
て
此
等
―
―
-
、
求
職
者
保
誤
並
1

ー
戦
業
指
尊
ニ

の
人
に
野
し
て
ほ
造
営
に
保
誤
を
典
へ
闊
ス
ル
事
項

便
宜
を
講
ず
る
事
に
よ
っ
て
祉
會
人
心
四
、
其
他
本
會
二
於
テ
必
要
卜
認
メ

の

不

安

が

除

去

さ

れ

る

の

で

あ

る

と

タ

ル

事

項

第
三
章
會
員
及
會
毀

第
五
條
會
員
ヲ
分
チ
名
誉
會
員
終
身

信
じ
ま
す
。
又
就
戦
後
に
あ
り
ま
し
て

會
員
通
常
會
員
乙
―
―
ト
ス

も
閥
主
と
紹
介
所
と
の
聯
絡
を
密
接
に

一
、
名
脊
會
員
ハ
一
時
二
金
戴
拾
圃

致
し
ま
し
て
勤
績
奨
励
に
数
化
に
慰
安

に
或
は
不
逹
戦
業
の
韓
向
に
其
れ
人
＼
以
上
ヲ
納
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

其
の
保
誰
に
任
ず
る
事
に
依
て
能
率
を
二
、
終
身
會
員
ハ
一
時
二
金
拾
圃
以

壻
進
せ
し
め
失
業
を
防
止
す
る
事
が
出
上
ヲ
納
ム
ル
モ
ノ
及
通
常
會
員
編

慶
の
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
｀
，
績
十
ヶ
年
以
上
ノ
モ
ノ
ト
ス
＂

三
、
通
常
會
員
ハ
年
額
金
壼
圃
ヲ
納

ム
ル
モ
ノ
ト
ス

今
回
市
内
先
覺
者
の
方
々
に
よ
っ
て

生

れ

ま

し

た

本

市

隅

鰈

紹

介

事

業

後

援

一

條

四

章

役

員

第
六
條
本
會
二
左
ノ
役
員
ヲ
血
皿
ク

會
ほ
此
の
露
要
な
就
職
前
後
の
保
護
指

尊
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
皇
一
名
、
理
事
若
干
名
、
評
議
員

之
が
し
か
も
宜
業
家
の
人
々
に
よ
っ
て
丑
右
干
員

會
長
ハ
理
事
會
二
於
テ
之
ヲ
推
薦
ス

設
立
さ
れ
ま
し
た
事
に
於
い
て
祉
會
的

ー
に
産
業
的
に
立
派
な
意
義
を
有
す
る
も
理
事
ハ
評
議
員
會
二
於
テ
之
レ
ヲ
定

ム理
事
中
ョ
リ
常
務
理
事
二
名
ヲ
置
キ

一
の
で
蔽
に
謹
ん
で
感
謝
と
敬
意
を
表
す

も
の
で
あ
り
ま
す
と
同
時
に
此
際
更
に
内
一
名
ヲ
中
央
職
業
紹
介
所
所
ヲ
以

大
方
諸
彦
の
翼
贅
を
請
ふ
て
一
層
本
會
テ
之
レ
1

一
充
ッ

の
事
業
を
充
賓
し
た
い
と
只
管
切
哨
に
評
議
員
ハ
會
員
ノ
互
選
ニ
ョ
リ
之
ヲ

堪
へ
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
左
に
殷
定
ム

第
七
條
・
會
長
ハ
會
務
ヲ
総
理
ジ
本
會

ヲ
代
表
ス
常
務
理
事
ハ
會
長
ヲ
補
佐

島
職
業
紹
介
事
業
後
援
會
々
則
を
揚
ぐ

シ
常
務
ヲ
掌
理
シ
會
長
事
故
ァ
ル
ト

れ
ば
次
の
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事
施
行
箇
所
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失
業
應
急
事
業
道
路
改
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工
事
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廣
島
市
告
示
甲
第
一
八
八
賊

第
四
十
琥
路
線
白
島
九
軒
町
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田
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道
路
工
事
受
益
者
負
据
規
程
第
十
三
條
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詰
坂
路
及
常
該
道
路
維
持
上
必
要
二
依
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受
益
者
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

ナ

ル

施

設

工

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

等

左

ノ

通

定

ム

廣
二
、
工
事
着
手
年
月
日

、

昭

和

八

年

十

二

月

七

日

昭

和

八

年

十

二

月

十

一

日

三

、

負

搬

厘

及

地

帯

殷

島

市

長

伊

藤

貞

次

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
据
謳
ト
ス
一
、
受
益
者
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

第
一
地
恕
道
路
境
界
線
ョ
リ
十
四
事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装
工

メ
ー
ト
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地
帯
第
一
地
帯
ノ
外
側
線
ョ
事

リ
十
四
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ー
ト
ル
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一
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琥
路
線
富
士
見
橋
西
詰
ョ

四
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搬
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運

動

場

前

二

至

ル

間

及

鋪

袈

負
捩
額
継
工
費
ノ
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分
ノ
一
ト
ス
工
事
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上
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ル
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間

地
帯
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配
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率
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ノ
如
ジ
ニ
、
工
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齋
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日
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一

地
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十

昭
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八
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二
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二

日

第
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ノ
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負

搬
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及

地

帯

本
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事
施
行
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所
ヲ
一
負
橡
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逍
路
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接
ス
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廣
島
市
告
示
甲
第
一
八
九
琥

昭
和
五
年
八
月
十
一
日
内
務
省
令
第
二

十
六
琥
廣
島
都
市
計
驚
事
業
道
路
新
設

搬
築
受
釜
者
負
据
ー
＿
―
.
闊
ス
ル
件
第
四
條

及
第
六
條
二
依
リ
昭
和
八
年
十
月
二
十

六
日
内
閣
認
可
二
係
ル
一
等
大
路
第
三

類
第
五
琥
線
(
+
日
市
、
横
川
線
）
一
部

起
愛

囀

三
六
九

定

線

摘

要

ニ
依
リ
受
盆
者
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
昭
和
八
年
十
二
月
十
五
日
第
一
地
帯
逍
路
境
界
線
ョ
リ
十
四

三

、

負

据

匿

及

地

帯

メ

ー

ー

第
二
也
帯
第
一
地
帯
ノ
外
側
線
ョ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定
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竹

四

メ
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一
負
捩
嵐
幹
線
全
部

、
i

ム
昭
和
八
年
内
一
月
十
二
日
，
第
二
負
搬
罷
第
一
、
第
二
睡
支
線
一

四
、
負
据
李
．
｀
．

負
据
額
穂
工
費
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

：

廣

島

市

長

伊

藤

貞

次

道

路

二

接

ス

ル

部

分

ヲ

地

帯

ト

ス

地
帯
二
於
ケ
ル
配
分
率
左
ノ
如
ジ

•
四
、
負
搬
率

線
工
贅
ノ
四
分
ノ
ー
ト
ス

、
一
、
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
エ

□事名
及
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事

施
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所

讐

瓢

蒻

藷＠
廣
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急
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三
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西
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程
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0
廣
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告
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第
一
九
五
競

道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
程
第
十
三
條
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富
士
見
橋
西
詰
二
至
ル
間
及
鋪
装
工
＿
＿
依
リ
受
益
者
負
撥
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

ニ
依
リ
受
釜
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負
捩
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ
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事
維
持
上
必
要
ナ
ル
匿
間
．
工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
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定

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定

ム

二
、
工
事
看
手
年
月
日

ム

昭
和
八
年
十
二
月

t-H

昭
和
八
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二
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十
＿
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-
日

一
昭
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八
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二
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十
二
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負

据

慨

及

地

帯

殷

島

市
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伊

籐
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次
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一

負

据

匿

新

川
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番
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一

、

受

盆

者

負

据

金

ヲ

賦

課
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ヘ
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エ
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据
匿
新
川
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二
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九
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第
四
十
一
読
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牛
田
町
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樋
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ョ
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懇
鸞
事
業
道
路
改
築
工
事

一
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及
百
四
十
八
番
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ノ
一
覧
以
リ
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町
御
茶
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地
二
至
ル
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該
第
八
琥
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線
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裏
ョ
リ
仁
保
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ノ
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線
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設
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一
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転
第
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線

昭

和

八

年
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五
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二

、

工

事

齋

手

年

月

日
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路
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ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
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橡

匿

及
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帯

昭

和

八

年

十

二
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五
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四
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ノ
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e廣
島
市
告
示
甲
第
一
九
七
琥

昭
和
九
年
一
月
一
日
御
興
影
拝
賀
式

ハ
之
ヲ
行
ハ
ス

昭
和
八
年
十
二
月
二
十
三

H

殷

島

市

長

伊

朦

貞

次

0
廣
島
市
告
示
甲
第
一
九
六
競

殷
島
市
翠
町
地
内
士
地
慨
割
盤
理
事
業

執
行
二
伴
フ
新
設
道
路
ヲ
左
ノ
通
菱
更

認
定
シ
之
ヵ
供
用
ヲ
開
始
名
魯
道
路
敷

ノ
供
用
ヲ
塵
止
ス

昭
和
八
年
十
二
月
十
四
日

賊
島
市
長
伊
籐

貞
次

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
搬
甑
ト
ス

第
一
地
帯
道
路
境
界
線
ョ
リ
十
四
六
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メ
ー
ト

第
二
地
帯
第
一
地
帯
1
外
側
線
ョ

リ
十
四
メ
ー
ト
ル

四
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負
搬
李

負
据
額
綿
工
費
I

四
分
ノ
一
ト
ス

地
帯
二
於
ケ
ル
醗
分
率
左
／
如
シ

雙
謬
蒻
り
蒋

ヽ

⑲
廣
島
市
告
示
甲
第
一
九
〇
琥

道
路
工
事
受
盆
者
負
搬
規
程
第
十
三
條

ニ
依
リ
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
定

ム

昭
利
八
年
十
二
月
十
―

-
H

廣

島

市

長

伊

藤

貞

次

一
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受
盆
者
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金
ヲ
賦
課
ス
ヘ
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エ
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行
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所

失
業
應
急
事
業
路
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改
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鋪
装
工
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二
、
相
緞
の
場
合
に
不
動
産
取
得
税

を
徴
牧
し
得
る
こ
と
に
法
規
を
改

正
せ
ら
れ
む
こ
と
を
其
の
筋
に
要

望
す
る
こ
と
（
可
決
）

三
、
習
療
救
眠
に
闊
す
る
永
久
施
設

の
確
立
を
其
の
筋
に
要
望
す
る
こ

と
r

可
決
）
哭

市

提

出

．

，

一
、
廣
烏
縣
中
小
商
工
業
者
賽
金
激

通
損
失
補
償
規
程
に
依
リ
て
百
五

拾
萬
闘
巖
蓑
を
総
す
豫
定
な
る
も

庇
付
條
件
厳
軍
な
る
総
豫
期
の
成

績
畢
ら
ず
此
際
有
資
金
の
貸
付
方

法
を
改
善
し
て
速
に
豫
定
貸
付
を

完
了
せ
ら
れ
む
こ
と
を
要
望
す
る

こ

と

（

修

正

可

決

）

．

二
、
國
縣
逍
占
用
料
及
堤
塘
使
用
料

徴
牧
に
到
し
交
附
金
支
給
方
縣
知

事
に
要
望
す
る
こ
と
（
可
決
）

尾
逍
市
提
出

一
、
左
の
通
議
員
選
拳
に
闘
す
る
法

規
の
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正
方
を
共
の
筋
に
要
望
す

る
こ
と

（
イ
）
衆
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議
員
府
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會
議
員
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町
村
會
議
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一
と
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と

（
口
）
公
課
滞
納
虚
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中
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町
村
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民
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す
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正

可

決

）
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土
地
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物
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[

る
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有
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＇
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と
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先
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を
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る
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せ
ら
れ
む
こ
と
を
中
J
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又
は
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國
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長
會
議
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の
筋
に
建
識
す
る
の
可
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（
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留
）

一
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に
於
け
る
國
逍
及
び
府
縣
t

逍
の
路
而
改
良
鋪
装
工
事
を
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に
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る
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様
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相
生
橋
慈
仙
寺
鼻

連
絡
橘
請
負
者
決
定

豫
て
縣
に
工
事
執
行
方
委
託
中
の
相

生
橋
慈
仙
寺
鼻
連
絡
橋
は
今
回
岡
山

縣
浅
口
郡
連
島
町
大
本
百
松
氏
が
今

回
四
萬
九
千
参
百
闘
を
以
て
請
負
の

こ
と
に
決
定
し
た
る
旨
縣
よ
り
通
知

が
あ
っ
た
因
に
同
橋
は
橋
長
三
十
四

間
一
分
、
幅
員
四
間
、
橋
脚
―
―
―
基
を

有
す
る
鐵
桁
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

で
縣
の
設
計
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
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席
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會
し
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4
（
正
本
は
税
務
署
に
あ
る
i

も
市
備
付
の
は
初
本
で
あ
る
）
•
井
土

地
所
有
者
侮
に
編
纂
せ
る
地
租
名
寄

帳
の
町
名
を
更
正
す
る
に
際
し
、
土

地
棗
帳
は
義
に
告
示
せ
ら
れ
た
る
地
’

番
に
廊
じ
又
地
租
名
寄
帳
は
所
有
者

の
登
記
演
の
住
所
地
番
に
よ
リ
編
成
/

替
を
要
す
る
の
で
る
。

、
今
回
改
稲
せ
ら
れ
た
る
町
数
は
八
，

十
四
ヶ
町
で
殆
ど
廣
大
な
町
の
み
で
5

あ
る
が
土
地
棗
帳
の
綿
筆
数
四
萬

二
千
、
地
租
名
寄
帳
監
理
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員
八
千

七
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餘
で
全
市
の
約
五
割
を
占
以
文

居
る
。
日
々
二
十
数
名
の
渥
員
を
照

理
に
賞
ら
し
め
て
居
る
が
一
朝
一
ダ
ょ

で
は
な
か
な
か
完
全
に
出
来
な
い
。
i

尚
ほ
其
主
要
の
撃
を
欅
ぐ
れ
ば
左
の
[

如
く
で
あ
る
。

一
、
従
来
の
小
字
名
を
存
し
新
町
名

を
設
定
せ
ら
れ
（
三
篠
町
の
大
字

小
字
は
巖
止
せ
ら
る
）
た
る
結
果

同
一
字
名
が
ニ
ヶ
町
以
上
に
於
て

稲
へ
ら
る
。

二
、
鐵
逍
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路
叉
は
著
名
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る
建
築
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1
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1
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物
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と
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設
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定
せ
ら
れ
た
る
総
め
以
前
は
同

一
地
番
な
リ
し
も
の
が
所
有
者
を
、
＇

異
に
す
る
必
要
か
ら
其
土
地
を
分

割
し
て
「
の
ご
、
「
の
二
」
等
の
符

琥
を
附
し
た
る
結
果
「
の
ご
と

「
の
二
」
或
は
「
の
―
―
こ
と
「
の
四
」
の

所
隔
町
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
る

一
、
町
名
改
稲
の
市
會
決
議
あ
り
し

よ
リ
宵
施
期
迄
に
数
ヶ
月
を
網
過

せ
る
総
め
其
間
に
土
地
の
分
割
又
．

は
合
併
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
り
、

土
地
の
浩
革
を
知
る
必
要
上
合
併

せ
ら
れ
級
番
と
な
っ
た
の
も
土
地

豪
帳
に
於
て
は
保
存
を
要
す
る
の

で
あ
る
又
分
割
せ
ら
れ
た
る
も
の

は
其
元
地
番
に
よ
り
所
隔
の
町
に

編
入
す
る
の
で
あ
る
0

.

，

四
、
町
の
一
部
が
他
の
町
に
編
入
せ

ら
れ
同
一
地
番
を
稲
へ
る
の
も
あ

る
。
例
へ
ば
尾
長
町
一
の
割
一
番

乃
至
十
六
番
が
元
大
須
賀
町
よ
り

分
離
せ
ら
れ
た
る
一
一
葉
の
里
一
番

の
一
乃
至
一
二
十
九
番
に
編
入
し
て

一
ヶ
町
を
成
す
も
の
ほ
字
名
は
異

な
る
も
地
番
は
同
一
で
あ
る
。
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五
、
凡
そ
地
番
の
附
し
方
に
一
ヶ
町

通
し
番
と
大
字
海
に
一
番
よ
り
順

次
末
番
迄
附
し
い
た
る
の
が
あ
る
が

其
起
番
も
町
の
中
央
よ
り
始
め
た

る
も
の
と
「
隅
ょ
リ
起
番
し
た
る
．

も
の
と
が
あ
リ
一
定
せ
ぬ
総
め
今

回
の
憚
城
愛
更
も
諸
所
飛
番
が
あ

る
。
叉
数
ヶ
町
に
跨
が
リ
其
内
一

ヶ
町
の
謳
域
を
形
成
す
る
も
在
来

の
地
番
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襲
用
す
る
闘
係
上
其
薦

城
内
に
於
て
同
一
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或
は
甚
だ
し

き
飛
番
を
生
ず
る
の
で
●
；
是
等
は

肺
末
所
笠
課
に
於
て
統
1

せ
ら
る
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思
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中
下
の
一
二
階
級
に
分
別
し
農
會
技
術
一

員
の
検
査
を
ぅ
け
、
阪
紳
門
司
方
面
一

一に進
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
す
で
に

二
十
有
幾
回
に
亙
つ
て
賞
施
し
た
。

そ
の
成
績
は
極
め
て
良
好
で
日
々
の

市
況
は
高
債
と
い
へ
る
。
こ
れ
が
鯰

め
本
市
の
市
場
は
こ
の
年
末
に
は
全

般
的
下
落
を
告
げ
ら
れ
る
折
柄
に
も

不
拘
却
つ
て
人
氣
を
呼
び
例
年
に
な

い
高
債
を
示
す
に
至
っ
た
こ
と
は
こ

の
出
荷
統
制
の
結
果
で
あ
っ
て
牌
末

期
待
す
る
所
が
少
く
な
い
か
ら
考
へ

末
れ
ば
高
級
裁
菜
は
勿
論
一
般
露
地

栽
培
に
も
合
理
的
販
賓
組
織
を
提
唱

し
本
市
の
蕊
菜
の
需
給
闘
係
を
考
慮

し
他
都
市
の
市
場
に
進
出
を
促
が
す

こ
と
は
現
今
行
き
詰
ま
れ
る
農
村
網

清
の
打
開
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期

待
せ
ら
れ
る
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でこあのてらと五件に交豚能た見異くするの地はなの寅中 ， 
高とるがゐれし月がも配にを°な朕向るこ出に椒つ統俳‘廣 るをしはば者登其要姦，
級のこ従るたて頃具易種共市元いな上行月と荷立めて制せメ島 廣 °要是大判多記 l屈じ帳
園出と来ここ愛で備くが嗚農末一努し瓜にも脚てぅも疲口市へ出島 せ非 i‘こ然数所城‘の
藪来は販とと宕あし品生し會裁代力殊はな高し良ま高揚ンがも荷市 ぬ賞市しあにを尚更
なそ賣とは山つて質れてが菜交が 近つ級て好＜級せの誇進をの 様行民なる競有地正
場市 いのに思ーかたゐ良出温提類醗彿に時た園本と促園・ ら猿リ出統温 致を諸い総しぜ租も
でぅ瞑あふ般らかる好た室唱は種は 種品技°藪年いさ蕊れ債と 制室 し願君の賞其ざ名周
ら債た°に全産°とわ しーをれ 術本市かへ 市‘はす し胡 たひのが地のる寄密
はみをリか記國業こいけ胡、代以全の的市場らるれ場同全る 他瓜 い相御お調手者帳な
こヵゞ疲無う憶に二のつで瓜そ交て國改進かで温。そヵゞ時國高 都 も互一る査緞もにる．
れぁ揮統しせ放ユ事た栽のの配統に善歩ら統室此の中に的＇ 市 ・ のに考‘を未あ於注：
をるす制たら送 1は好培ー第種制類に著生制胡の成心出に → で手を是せ誓りて意＇
上のるでもれせス｀‘條上代ー菰しをはし産す瓜見績と荷名 も あ数煩等ね てもを
` - . , ．上コ— - ' 
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す浅さ容め築を利酸邸其せふめ適歴い
るぶ詞肱美使堅揮宅のるべ置應史・、 - <，:＇尚決練裏吏同園祝偲表に名十 j 
富心を巌ど用；材しや他にか態造を次 ．記午‘でほ；定兵庭員夜南式殿ず於哀二 i 
濠耽使味云．いしゃ元庭の充ら其る有tま 念前市あ•フ゜4 し場に：市午戦を捻謬＇，いけ互号g ．二： i 
90ぎふ：：どふ迦鴨居園投分ざ•の設す饒，式 十民る口、たに集立後場攀内為てほ
職換勇か観ふ緑るを機でる儘備：．る：津 時奉 グ •Oi向會學五に行賠めもせ干涌兄十 l
宅べ氣臭念る江が築成あ奥なと公！公次 比祝 ラ つ五校時て午念午心ら九
所；相ほ床をに：材其造金る床れ手園・ 治式，ム て時数に祝前館前かる日＇弧：力~.!l 
謂賞中し無周ののしが‘しと~:~で讐 第 山，をて出半職ほ宴十に十，ら、しほ
素古｝々い視園安建て外丁．いもをあ ） 習・ 示 競隊員市會ー於時奉に親並・_：日 ］ 
卦ぎ出としの、い築豪観度感縛施るあ〉 御 せ す伍町會を時い比祝付王前兄！ま！
家臀なかて調ぽ材奢宏株じてさがる； 便 ば るを役議開比て治の•.て殿
ほ史い，云居和，い料振肱成を一．ゞ時か； 殿 次 こ整員員催治市山誠ほ下一賀御＼
値をがふるや材ほりな金起種る代古； 境 の とへ本本更山民薦意本御命『ム、 i
用有‘形た．建料米をるやさ言為にき！ 内 如 に西麗巖に公奉御を市命弓叩 ！ 

らを一いてほを園式時じばと闊取材〉 一 フ名 l
ざ鵠日この此典のほ代を自な係れ料；
る也のと道のふ風具の興然く上所も｝

園‘第 第第第．［口式 l
I¥もら行に路公る致備科ふと奥外謂工

随 皇皇天市 南祝四皇皇天 ：：：：：一— ゞ嘔ゎ｝

の；る業なも個のはせ學る襟床観錆、法｝退 子
時閉太后息長開廣宴 鈴太后皇次面面鈴；ク戸 i 

場會 子 、 •9- i 

•と L につ：其附．で何ざにのをかは も
1 ・信＼も；適ての近あとる立と正し甚力；・場

散殿陛陛祝 午散式殿陛陛テ奉君参フ日 l
．ずのす居他にるもも脚同さく f>付所

下下下詞 前終下下下祝が列、9上、 C) i 
I,．必否るるのはが云天し様しー埴いと

會 會十了 詞代員一—.

• °諧様が設都‘い然：・たでむ歩味て周
萬萬萬 ー参萬萬萬朗霙式 巾 l

迂適将備市惜得のる‘，る門な居園
歳歳歳 i 
ー・・

時列歳歳歳雙柴場 民；
ざ常来も計いざ樹公饒が内れるに

ーー一 比員三三三 ニ・ ' 
唱唱唱 治院唱唱唱鷹ツ整

るのほ施覺こる木園津如にどと調 山意 ッ列 i 

・ベ方市さとと快やのもき入も云和 公退
： •か法民なしに感周形新感れ何ふが ．、．、へヘ、．、へ^ へ^^ ＾｀へ＾‘＾'•、 9ヽヘへ～ヘ-.•ヘヘ＾＾ヘ―‘^～へ^へ^ ＾．＾ク＾~・‘^ ^  /～ヘノヽ～ヘ--^へヘクヽr-ヘ一•; 

i }を近；難事道・"殿田都ふほ係額然て詞の邸通ほー・れ十口あ分加が設，常にの向れ、・め軍でほ l 
｝有は度業路島線市者学上のすほほ創で稲明般‘電二のるにエ天備市は崇の都北墓ぁ以次i
[，し在あ路が騨の計はほ充純る面常設あ泉か人完車間所者ぃ含を然との市・拝頂人川地る前ほ！
；自来る線計前十襲必れ分費所積をでつ邸で士成もーを市ま施のし公民のヒ士半及がほ、 1 

ii.，t動の'‘で欝線二とずなのをほに得あてとあほの布分通叶れし山て園ー的に、 比iの分民茸聖詞
｛嗅道然なせの間しーい雅投な於ざる記云る非上設の過口てた林ほ 般とほ杖が
｝其路しいら同一て度事致じいてる雄録ふ‘常ほせ道す

覺 中 →間お山卯

i iのがなかれじ分は参宜をての設も大に櫃次の雷→路る
と捨るに見 のな御を公の

ら
,. >. -.・. _・ ・・・;らてくの西観で保手み備個な依沸は利公 が的

して闘道る門逝つ便曳園墓喜鼻副
難係路べ 拝て殿 と地
て

：の較ら常居十道側すあ有入なに人りれ主縮便園る近場
：交的此分る二路をるるしれら於のとば浅兼をを入<

、ほき上其きで所居．を
獨自のもあとる安

い・しか，ほ

西 が
て南知名糾

，通賊の賀げ間と流人廣居をずて庭云元野園得利こ施宇 特然他のらな祝置 設半b云るi
：機ぎ泉現れ一．南川が島るす年何園ふ和家でる用と行品のの味多ほうり祭し多備分なふ比！
！，闊幅邸ほど分側，‘多をこる々等と形六のあこす L せ線登趣が少な公硯•日市いせをいこ治i
し．ほ員附困ものを牛、い訪と闊多問し容年別るとる思らのりが多のい園今等民北ら占陸と山！

，純次の将近都會兼田も設 急がかがなる然を人上成りら北目二園るをかは園ほ次ば計自：
螢ほ考来に、市‘趣川の備次速速と‘るかし加士はし一近に下間の恐鏡に決と海はな壷由Iで長慮財何計花をのほのはにに思或折らなふの眺従直き向舟一直らの厳しし濱江ら路に：
あ壽．を政等蜜見思浦な上大運得ほほ徊之がる散臨つ線将け人分くく如島てたに波な線通＇
つ園排•の施と會は流いに芝ぶられ此をがらこ策公てに来着町の下隈き‘大もあ山いの行
, l てでば許設しにしにが於公こるるの致虞途とを園電十に々の道ま島海似なのる公必賓し｝
ーあるすすて利聡欅て園とヽ幸問さ理中は試た車二於工五路で蹄上島るで江園要現得、
種る L時べほ用

め し化ほでがなに題なにに一むるも間て事間が小ーに其もあ波でもをら
のがこ肌室常す各所滴何あ出ら陸がけ陸陸幽る腱布ー小進道開網で菌ののつ山あ認急る！
遊本と L叶公る種詞開等る来ば軍難れ軍軍のも偵設分網捗路通町あみ他でてをるめ速 L,
園園し於壼園者圏雲の特此る従常闊ば常射疑のをせの町沖をす‘ら眺大ほ設整がらにか a
地は ては並が髄かと記ののて局でな局的も盆要ら逍電で中る江う粗小な備理此れしら；

Iミ閃〗盾しな、麿ぎ畠岱喜真魯互喜狐悶芯直繋しな、；門悶繋鷹念合誓農翡屈属羞t と羹しな、存得：
！るの°賞が附‘動の太きはるも解いい満あ‘き都る完よか南で十公な嶼遥て公園°れり'!,

二 でに他てい闘氏回ばど調臨つ能本に餘廣 i 

午 午 午十 あは有‘てのが淡か完査時た殆式比リ島
西：後比前於比前九 る大志更は寄十野り成にエのど建しに市
練六治十て治十 H °々にに感附六侯にし着務で痰築之近役
兵，；時山一 山時 的鉗市謝を H．爵なて手課昨揮物は代所
場＇公時 御 にし内限申正家つ脆‘に年しで餘的横
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腫が甚に強-,ナこ甚附らあもであ又ほよ•ほ物....,殊か
を破しもく咳ねた着物り弱此る強れり咳排咳のら
束裂い全頻嗽ば弱しを従＜虞‘いるて嗽除嗽場の
たし場身褻のなくた飛而なを効‘にものにの合刺
して合に持有らこもば氣る離果然反行外あ効も戟
た出にも績害なしのす流之れのししほ上る用あに
り血は有す作いほに力もほる最其咳れ皮八—るよ
すし肺害る用°額なも最豚に大の嗽る細氣之がり
るた臓と時← 毛る強大門従な作ほが胞道ほ之咳
こり内なほ咳 運とい速部つる用其之の内氣ほ嗽
と間組る呼嗽，動咳氣度がてほにのほ頗の道稀の
が質織事吸が の嗽管で最其聰も作徐毛浦内で登
あ組のが器餘 力の支あ狭の門限用々運掃のあす

噂荷荷出るあ制統 l る織ーあ自り に力壁る部作附度荒に動作不るる‘氣部る身ーに 侯ほにかで用近がく行に用要．〇特
上

＇兒にで答り来喉に る有性ふ-,冴ミ感原有る品る詠咳甚しの臓力炎 治愛又皮じ肋
又よあ兒容る加伴乾°響咳の咳た染菌害腹るの欝等して心右の症又梅あ斯下た腔
氣りり又易咳答ふ性 性嗽を嗽すををで腔為ほ血にき咽臓心異あ上のる＜紐り内
管喀ーはに嗽兒咳咳 とと淵の事束粉あ内め之に於ほ喉へ室常れ氣妨時迄織縦に
‘痰定其痰に‘嗽嗽 無云性種もた霧る臓-,でよて頭出ののにば逍げほ甚氣隔空
氣のののの多急‘は 聾ふ咳類あす朕°器へあり疫蓋血還障品増のと臓し腫誤氣
管出強隣出い性急紳 性°嗽とる衛に其に）：るど咳内‘流碍る悪粕な器．く迄氣が
：支れさ接る°氣性純 と叉と病°生散の病ァ‘す性出靱をを為す膜るのなも腫逸
等るの部の翻管肺性 に昔稲氣 上胤他愛←又黒顔血血妨来肺るを事安ら起更出
のの咳位ほ度支炎咳 分のし L... のせ咳あを腹く貌も‘げた循°損も静ぬすにし
加ほ嗽の多の炎の嗽 つ出出大 有し嗽る起黙顔と起眼欝し還叉傷あが迄事進て
答喉を加＜咳の初‘ 場方ぬ騰 害めに時しのの稲る結血又を胸しる保もがん氣
兒頭＇行答咽嗽初期肋 合にの痰 作所よほ易過腫す°膜を静妨腔こ°て肺あで胸 I'

に加ぷ兒頭に期叉 ll臭 もよをを 用謂り・勿く度れる百出来肱げ内 L ぬにる頸を
多答事症加よに咽炎 あり乾伴’' を滴病論なに上静日血た血心駆に 為病•°部生
人事ンを甫ーぽ容欄肺兒る度のヂ子に管咽様よ成話安競安因法-,あもらリ笛敷るのく
にか呂用晋種す易な炎‘‘迄貼ス淵で支喉努つ可‘静丙聰をと咳るの無 1性の‘高こ
ほあテふ．水のとなる；．‘氣吸温布チ布了‘加力てく囃t療 治に嗽°はカゼの短叉いの
でるレ‘‘快同ら分格管入め刑jソ等）肺答せほ避普、養淵す分の 肺性←深咳百犬時
ク、ビ時硼感時し泌魯支療てが二を 1 ‘兒し患け等法餌布事つ療 瘍咳といの日吠朦・`
リ吸ンに酸をにめ物布炎法貼奨キ行ス H力のめ者るには．‘で°法 初嗽云吸後咳性門
セ
リ
入 L...tま水覺飽ーを性‘ほ布用ホふ二膜時るにの注寮薬吸あ原 L... 期とふ氣に等咳が
に油之‘え和定溶肺氣特すさス‘ツのに‘咳で意氣贈入る因原 に云のを延に嗽腫
ごよ等に霞し蒸の解炎管にるれ-叉ご疾顕澱嗽もし‘療‘・°療因 よふがす長てとれ
をりを-,曹む氣消し等支急事るテ-,氏患頭布のるて室法塗蜀法療 く低あるしほ云る
少顔微ア食る吸毒怯に炎性が‘ラア温時部療癖‘咳内等布症と法 見調る所た特ふと
蓋の量卜＇塩効入作痰行‘咽肝之ピソ淵に淵法の叉嗽温が‘療ほと る無°謂鶏種も一

二．加荒加レ合がに用咳ふ氣喉要ほヤチ布は布はつ場刺度あ含法結野 も力そ-,鳴な？聾
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櫻
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
満
開
の
と
き

ほ
都
人
士
の
杖
を
曳
く
者
那
た
ゞ
し
く

相
常
市
民
に
利
用
せ
ら
れ
て
居
る
の
で

あ
る
が
直
接
都
市
計
甕
の
恩
典
ほ
蒙
て

居
ら
な
い
が
横
川
、
白
島
線
の
幅
員
八

間
子
分
五
厘
、
流
川
、
牛
田
線
の
十
二

間
一
分
の
道
路
が
完
成
し
た
上
は
無
論

電
車
も
布
設
せ
ら
る
4

こ
と
で
あ
る
か

ら
三
春
の
行
柴
に
ほ
多
大
の
利
便
を
得

る
こ
と
ほ
明
か
で
あ
る
。

次
ほ
最
も
新
し
き
名
所
と
し
て
は
昭

和
七
年
に
建
設
せ
ら
れ
た
勅
論
五
箇
條

下
賜
五
十
年
記
念
碑
で
あ
る
場
所
ほ

牛
田
町
の
エ
兵
作
業
場
の
高
地
に
あ
り

結
楷
甚
だ
美
な
ら
ず
と
雖
も
位
置
高
所

に
あ
り
て
廣
島
市
中
を
一
眸
の
下
に
牧

め
大
芝
公
園
長
壽
園
等
ほ
殆
ん
ど
眼
下

に
眺
め
遠
く
は
厳
島
、
似
島
其
他
大
小

の
島
嶼
近
く
ほ
市
内
各
種
の
主
要
建
物

や
名
所
等
を
指
呼
の
間
に
菌
む
こ
と
が

出
来
殊
に
地
元
住
民
の
寄
附
に
な
る
櫻

樹
敷
百
本
を
周
園
に
植
え
近
き
将
束
に

於
て
は
櫻
の
名
所
を
兼
ね
た
る
眺
菌
散

策
地
と
し
て
市
民
の
利
用
す
る
者
が
益

々
多
き
を
加
ふ
る
こ
と
A

信
ず
る
都
市

計
畳
と
し
て
ほ
流
川
、
牛
田
線
が
其
の

南
方
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る

が
賓
現
ほ
今
の
所
一
寸
見
常
が
付
か
な

、O
＞ヽ

次
は
本
願
寺
別
院
で
あ
る
記
録
に
依

れ
ば
長
縣
一
＿
一
年
の
開
基
と
あ
る
殿
島
随

一
の
償
宗
寺
院
で
あ
る
善
男
善
女
の
参

詣
す
る
も
の
引
き
も
切
ら
ず
安
藝
門
徒

の
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
居
る
、
此
の

寺
院
の
前
を
十
日
市
、
横
川
線
の
十
二

間
一
分
の
都
市
計
蜜
道
路
が
近
く
開
通

し
電
車
も
複
線
と
な
る
で
あ
ら
う
か
ら

参
詣
老
若
の
利
用
を
得
る
こ
と
ほ
多
大

で
あ
る
と
信
ず
る
o
・

咳
嗽
と
は
主
と
し
て
反
射
的
で
ほ
あ

る
が
随
意
的
に
も
起
し
得
る
強
い
畏
態

性
呼
氣
運
動
で
あ
る
、
空
氣
を
吸
ふ
時

に
ほ
起
ら
な
い
郎
ち
呼
氣
の
時
に
起
る

事
は
明
瞭
で
あ
る
が
然
ら
ば
普
通
の
呼

氣
と
異
る
幽
は
何
虞
に
あ
る
か
と
云
へ

ぽ
第
一
に
認
門
の
閉
鎖
運
動
で
あ
る
、

咳
嗽
を
し
な
が
ら
喉
頭
部
に
注
意
し
て

居
る
と
こ
の
部
分
で
先
づ
「
い
き
」
を

つ
め
る
、
郎
ち
こ
の
時
膝
門
が
閉
鎖
し

て
外
界
と
肺
と
を
不
通
に
す
る
第
1

一に

強
い
呼
氣
筋
の
牧
縮
で
あ
る
先
づ
腹
壁

筋
が
牧
縮
し
て
腹
艇
を
品
め
腹
腔
内
臓

を
上
に
押
し
上
げ
従
つ
て
横
隔
膜
を
上

げ
一
方
肋
骨
を
引
下
げ
て
胸
を
狭
く
す

る
斯
く
す
れ
ば
著
し
く
胸
腔
ほ
狭
く
な

り
肺
を
艇
迫
す
る
そ
こ
で
肺
臓
内
の
空

氣
ほ
出
場
を
求
め
て
氣
管
の
方
に
流
れ

る
が
朦
門
を
閉
鎖
し
て
居
る
為
め
外
に

出
ら
れ
な
い
そ
こ
で
朦
門
以
下
肺
臓
内

の
空
氣
の
艇
力
が
著
し
く
高
く
な
る
。

高
く
な
っ
た
所
で
腺
門
を
急
に
開
く
と

高
駆
力
の
肺
臓
内
空
氣
が
爆
疲
性
に
一

種
の
一
音
響
を
伴
ふ
て
朦
門
を
通
じ
て
上

氣
道
を
出
る
之
が
咳
嗽
で
あ
る
、
而
し

て
こ
の
時
氣
逍
内
の
痰
と
か
異
物
と
か

ゞ
急
速
な
る
氣
流
の
為
め
外
に
吹
き
飛

ば
さ
れ
る
即
ち
空
氣
銃
と
同
じ
作
用
を

す
る
之
が
咳
痢
の
目
的
で
あ
る
鹿
門
を

閉
ぢ
て
肺
臓
内
の
空
氣
の
艇
力
晶
め
爆

疲
性
に
こ
の
空
氣
を
吐
く
所
が
普
通
の

呼
氣
運
動
と
異
る
所
で
あ
る
、
呼
氣
か

ら
見
れ
ば
愛
態
呼
氣
で
あ
る
が
其
の
目

的
か
ら
見
る
時
ほ
氣
道
内
の
異
物
や
細

菌
等
を
排
除
す
る
の
で
あ
る
か
ら
立
浪

な
生
理
的
保
誰
作
用
の
一
で
あ
る
。
而

し
て
氣
道
に
異
物
や
細
菌
等
の
存
在
す

る
事
は
氣
道
桔
膜
の
刺
戟
に
依
つ
て
之

を
認
定
す
る
わ
け
で
あ
る
、
普
通
に
ほ

刺
戟
が
強
け
れ
ば
こ
の
刺
戟
を
起
す
元

で
あ
る
異
物
と
か
細
菌
と
か
ゞ
大
い
か

強
い
か
で
あ
り
従
つ
て
之
を
喀
出
す
る

ー

廣
島
市
立
衛
生
試
瞼
所
技
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殷
島
名
所
と
し
て
は
此
の
外
に
不
動

院
、
茶
臼
山
、
東
照
宮
其
の
他
ま
だ
多

数
あ
る
が
都
市
計
甕
と
し
て
ほ
線
が
源

い
か
ら
省
く
こ
と
4

す
る
。

以
上
各
種
の
名
所
薔
蹟
を
綜
合
し
て

都
市
計
驚
の
上
よ
り
見
る
と
き
ほ
甚
だ

避
憾
の
勘
が
多
い
の
で
あ
る
全
陵
都
市

の
経
営
ほ
現
在
及
過
去
の
朕
勢
を
参
酌

し
勝
来
を
達
観
し
て
計
驚
を
樹
立
す
べ

き
ほ
言
を
侯
た
な
い
常
市
に
於
い
て
も

現
在
の
計
覺
以
上
に
街
路
網
の
完
成
又

夫
れ
以
外
に
公
園
の
設
備
不
良
地
蓋
の

改
良
、
中
央
却
費
市
場
の
位
置
或
ほ
将

来
飛
行
機
に
依
る
交
通
の
準
備
と
し
て

飛
行
機
齋
睦
場
、
墓
地
大
葬
場
の
整
理

其
の
他
都
市
継
螢
上
各
種
の
計
畿
の
必

要
な
る
こ
と
は
多
敷
識
者
の
痛
感
す
る

所
で
あ
る
が
何
分
に
も
財
政
の
都
合
上

已
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
将
来
第
二

期
、
第
三
期
と
計
聾
の
進
行
す
る
に
伴

ひ
此
等
設
備
に
相
常
の
考
慮
を
排
ほ
れ

面
目
を
一
新
し
大
都
市
鯉
螢
上
萬
遣
憾

な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。
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に
も
強
い
頻
回
な
る
咳
嗽
を
要
す
る
わ

け
で
あ
る
が
病
的
に
な
る
と
同
じ
刺
戟
公
設
市
場
小
賓
値
段
調
査
表

を
受
け
て
も
之
を
感
ず
る
方
が
十
倍
に
―
-
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＝
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＝
＝
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も
二
十
倍
に
も
強
く
感
じ
て
従
っ
て
咳
十
二
月
十
五
日
現
在

嗽
も
不
必
要
に
強
く
頻
回
に
装
す
る
場

合
が
往
々
あ
る
0

肺
炎
等
臓
器
の
安
静
白
米
内
地
一
等

を
要
す
る
病
氣
の
時
に
か
4

る

不

必

要

二

等

な

る

咳

嗽

が

強

く

頻

回

に

起

り

為

に

臓

三

等

器
の
安
静
を
破
り
危
院
に
陥
る
場
合
も
朝
鮮

あ
る
わ
け
で
あ
る
、
冬
期
は
寒
冷
な
る
零
早
潟

空
氣
が
上
氣
道
を
刺
戟
す
る
為
め
呼
吸
外
米

器
系
の
病
氣
を
起
し
易
く
風
邪
の
時
季
梱
米
田

で
も
あ
る
こ
の
際
咳
嗽
に
闊
し
て
簡
肌
変
（
丸
変
）
上

に
以
下
敷
項
に
亙
り
述
べ
て
見
よ
う
と
（
改
良
歩
）
上

思
ふ
0

・
大
豆
（
鶴
ノ
子
）
―
―
一
等

「
咳
嗽
の
原
因
」
咳
嗽
は
前
述
の
如
く
（
黒
）
三
僻

氣
道
粕
膜
の
刺
戟
に
よ
り
て
起
る
こ
の
小
豆
（
大
納
言
）
●
-
一
等

刺
戟
と
も
な
る
も
の
ほ
多
数
あ
る
。
氣
菜
一
立
（
イ
ン
ゲ
ン
)

道
粘
膜
が
過
敏
で
あ
れ
ば
寒
冷
な
る
空
（
金
時
鵜
）
三
等

氣
微
艇
を
含
む
空
氣
、
乾
燥
せ
る
空
氣
椎
茸
（
込
）

荻
（
切
鉄
）

寒

天

上

を
吸
入
し
て
も
咳
嗽
刺
戟
と
な
る
り
叉

小

夢

粉

上

「
ク
ロ
ー
ル
」
の
様
な
刺
戟
性
瓦
斯
を
吸

乾

海

苔

中

入
す
れ
ば
勿
論
起
る
、
又
氣
道
内
に
迷

昆
布
（
板
昆
布
）
上

入
し
た
食
物
片
、
液
盟
、
其
の
他
の
異

千

饂

飩

上

物
も
刺
戟
を
輿
へ
て
咳
嗽
を
起
す
叉
呼

索
麺
（
手
製
）

吸
器
、
自
己
の
病
的
分
泌
物
又
ほ
滲
出

物
郎
ち
粘
液
、
腺
、
血
液
‘
壕
疸
織
片
も
麺
鞄
（
食
麺
胞
）
上

然
り
で
あ
る
、
氣
道
粘
膜
が
病
的
過
敏
茶
（
番
茶
）
上

朕
態
と
な
れ
ば
深
呼
吸
、
談
話
等
に
ょ
甕
鮭
（
土
『
ド
ロ
』
．
）
上

り
氣
道
内
空
氣
の
流
れ
が
少
し
愛
つ
て
千
鋤
。
上

も
咳
嗽
を
誘
翌
す
る
大
賤
刺
戟
が
咳
康
煮
千
（
小
）
上

を
起
す
に
ほ
刺
戟
を
先
づ
氣
道
粘
膜
に
鰹
節
（
本
節
）
上

来
て
居
る
末
梢
紳
純
が
之
を
感
受
し
之
（
組
節
）
上

を
中
植
に
偲
へ
更
に
中
植
か
ら
咳
嗽
運
澤
庵
上

動
を
起
す
可
く
末
梢
部
へ
命
令
を
侮
へ
奈
良
漬
瓜
上

る
、
故
に
こ
の
刺
戟
を
催
へ
る
紳
糎
の
梅
千
．
上

中
途
に
於
て
こ
の
紳
糎
に
刺
戟
を
典
へ
牛
肉
（
内
地
）
上

て
も
中
植
に
於
て
ほ
之
を
感
受
す
る
事
（
青
島
）
ぐ
上

氣
道
粘
膜
に
於
て
受
け
た
と
同
様
の
結
豚
肉
（
内
地
）
・
上

果
を
来
す
事
が
あ
る
、
例
へ
ば
水
道
の
鶏
肉
（
笹
身
）
．
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